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原 案 可 決
 

 
２６ 

 

上富良野町土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正 

する条例 

 
３月23日 

 

 
原 案 可 決

 
 

２７ 
 

 

北海道市町村総合事務組合規約の変更について 
 

 

３月23日 
 

    

原 案 可 決
 

 

２８ 
 

 

富良野広域連合規約の変更について 
 

 

３月23日 
 

 

原 案 可 決
 

 

２９ 
 

 

上富良野町財政調整基金の一部支消の件 
 

 

３月23日 
 

 

原 案 可 決
 

 

３０ 
 

 

上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件 
 

 

３月23日 
 

 

原 案 可 決
 

 

３１ 
 

 

上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 
 

 

３月23日 
 

 

原 案 可 決
 

 

３２ 
 

 

北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その１請負契約締結の件 
 

 

３月８日 
 

 

原 案 可 決
 

 

３３ 
 

 

北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その２請負契約締結の件 
 

 

３月８日 
 

 

原 案 可 決
 

 
３４ 

 

上富良野町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定変更の 

件 

 
３月８日 

 

 
原 案 可 決

 
 

３５ 
 

 

平成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１１号） 
 

 

３月26日 
 

 

原 案 可 決
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔予算特別委員会付託〕 

 議案第１号 平成２４年度上富良野町一般会計予算 

 議案第２号 平成２４年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

 議案第３号 平成２４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第４号 平成２４年度上富良野町介護保険特別会計予算 

 議案第５号 平成２４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会 

       計予算 

 議案第６号 平成２４年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

 議案第７号 平成２４年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

 議案第８号 平成２４年度上富良野町水道事業会計予算 

 議案第９号 平成２４年度上富良野町病院事業会計予算 

 

 

 

 

 

３月23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原 案 可 決

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

諮問 
 

 

 
 

 

 
 

 



 
議案 
 

番号 

 
件                名 

 

 
議決月日 

 

 
結    果 

 
 

１ 
 

 

人権擁護委員候補者の推薦の件 
 

 

３月23日 
 

 

適     任
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

執 行 方 針 
 

 

３月９日 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

行 政 報 告 
 

 

３月８日 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
町の一般行政について質問 

 

３月14日 

３月15日 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

報    告 
 

 

 
 

 

 
 

 

１ 
 

 

監査・例月現金出納検査結果報告の件 
 

 

３月８日 
 

 

報     告
 

 

２ 
 

 

委員会所管事務調査報告の件 
 

 

３月８日 
 

 

報     告
 

 

３ 
 

 

専決処分報告の件（和解及び損害賠償の額を定める件） 
 

 

３月26日 
 

 

報     告
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

発    議 
 

 

 
 

 

 
 

 
１ 

 

町長の専決事項指定の件（上富良野町税条例等の一部を改正する条 

例） 

 
３月23日 

 

 
原 案 可 決

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

閉会中の継続調査申出の件 
 

 

３月23日 
 

 

原 案 可 決
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○議事日程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 会期決定の件 ３月８日～２３日 １６日間 

第 ３ 行政報告   町 長 向 山 富 夫 君 

第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件 

代表監査委員 米 田 末 範 君 

第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件 

第 ６ 議案第１０号 平成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号） 

第 ７ 議案第１１号 平成２３年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

第 ８ 議案第１２号 平成２３年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

第 ９ 議案第１３号 平成２３年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

第１０ 議案第１４号 平成２３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１５号 平成２３年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１２ 議案第１６号 平成２３年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

第１３ 議案第１７号 平成２３年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号） 

第１４ 議案第３２号 北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その１請負契約締結の件 

第１５ 議案第３３号 北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その２請負契約締結の件 

第１６ 議案第３４号 上富良野町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定変更の件 
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      ９番  岩 崎 治 男 君     １０番  一 色 美 秀 君 
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     １３番  長谷川 徳 行 君     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君 
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 教育振興課長         服 部 久 和 君     ラベンダーハイツ所長         大 場 富 蔵 君 

 町立病院事務長  松 田 宏 二 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         野 﨑 孝 信 君     主 査         深 山  悟 君          

 主 事         新 井 沙 季 君

-1- 



 

午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、３月５日に告示され、同日、議案

等の配付をいたしました。 

 今期定例会までの議会運営については、１月２６

日、２月１６日及び３月１日、議会運営委員会を開

き、会期及び日程等を審議しました。 

 今期定例会まで受理しました陳情、要望の件数は

２件であり、その内容は、さきに配付したところで

あります。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査結果報告

書の提出がありました。 

 今期定例会に提出の案件は、町長からの提出議案

３５件並びに議会における委員会からの報告案件１

件及び議員からの発議案１件であります。 

 また、議案第３２号北１９号道路改良舗装工事（

Ｈ２３国債）その１及び議案第３３号同じくその２

の請負契約締結の件の議案は、本日配付いたしまし

た。 

 なお、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件

は、後日配付いたしますので、御了承願います。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項について

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、本日、平成２３年度建設工事発注状況及び総

括表を配付いたしました。 

 町の一般行政について、村上和子議員外７名から

、一般質問の通告がありました。本日の会議が終了

した後、議会運営委員会を開催し、一般質問の日程

調整を行います。 

 町長から、平成２４年度の町政執行方針並びに教

育長から教育行政執行方針について、発言の申し出

がありました。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １３番 長谷川 徳 行 君 

     １番 佐 川 典 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２３日までの１

６日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から３月２３日までの１６日

間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項について

の行政報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第１回定例町議会に御出席をいただ

きまして、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る１２月定例町議会以降におきま

す町政執行の概要について御報告させていただきま

す。 

 さて、この１１日で東日本大震災から１年を迎え

ます。犠牲となられた多くの方々に、改めて哀悼の

意を表しますとともに、今なお、避難先や仮設住宅 
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等で不自由な生活を送られておられる方々にお見舞

いを申し上げる次第であります。１日も早い復旧・

復興を願ってやみません。 

 初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてであり

ますが、上川総合振興局、地域災害対策連絡協議会

及び十勝岳火山防災会議協議会主催で、上富良野町

・美瑛両町と北海道上川総合振興局により、２月２

３日から２４日の２日間の日程で実施いたしました

。 

 訓練実施に当たっては、旭川地方気象台、陸上自

衛隊、北海道警察、富良野広域連合消防本部、上富

良野消防署、消防団など多数の関係機関に御協力を

いただいたほか、関係機関独自、あるいは共同によ

る訓練も実施いただいたところであります。 

 当町においては、１日目は非常配備体制構築、自

衛隊災害派遣準備、情報の収集と伝達訓練を主体に

、２日目は職員非常招集、災害対策本部設置、自衛

隊災害派遣要請、避難路確保、避難所開設、避難指

示情報伝達、避難、道路閉鎖など各種実働訓練とあ

わせて、新たに災害発生想定図上訓練を実施いたし

ました。 

 避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に８カ

所の避難所を開設したほか、草分地区自主防災組織

による避難訓練として５カ所の屋外避難所が開設さ

れ、１５４世帯、２８７人の参加をいただいたとこ

ろであります。自主防災組織の訓練参加も年々活発

になってきており、さらなる地域防災力向上に努め

てまいります。 

 防災訓練にあわせて行われた関係機関の訓練では

、島津球場における救助・救出訓練、避難指示区域

における未避難者の確認訓練を陸上自衛隊、北海道

警察、消防、消防団が、避難所間における避難者輸

送訓練を陸上自衛隊と北海道警察が、また、ヘリコ

プターによる上空偵察訓練、さらに地上偵察訓練と

災害対策本部での野外用指揮システムの運用訓練を

陸上自衛隊が、それぞれ実施していただくなど、各

防災関係機関の御協力に対して改めて感謝申し上げ

ますとともに、今後、想定される十勝岳噴火災害に

備えてまります。 

 次に、予約型乗り合いタクシー運行事業について

でありますが、昨年４月より一部地域を対象に試行

運行を実施しているところであり、１月末現在の登

録者数は４４９人で、延べ利用者数は３,０８３人、

延べ運行回数は１,７６８回で、全体の稼働率は５３

.９％となっているところであります。 

 運行に当たっては、現在のところ特に問題はなく

、昨年秋に行いました利用者アンケートにおいても

、高い評価をいただいているところであります。平

成２４年度からは、試行地域を全町に拡大して実施

したいと考えております。 

 次に、自衛隊関係でありますが、１２月１７日に

は駐屯地及び多田分屯地の年末行事と第２師団音楽

隊定期演奏会に出席し、また、１２月２２日には第

２戦車連隊の１６周年記念式典に参加し、１月２０

日は自衛隊協力会女性部の新年交流会に参加いたし

ました。 

 また、要望行動等につきましては、１２月１５日

、１９日、２０日に道内自衛隊関係者、防衛省並び

に関係国会議員への表敬あいさつを行い、２月１５

日、１６日には上富良野町基地対策協議会役員によ

ります防衛施設周辺整備事業要望及び上富良野駐屯

地現状規模堅持要望を防衛省、自衛隊関係者並びに

関係国会議員に行いました。 

 さらに、１月２８日には、第２師団で行われまし

たハイチ派遣国際救援隊の壮行式に出席し、２月８

日には上富良野駐屯地において、ハイチ派遣隊員の

見送りを行ってまいりました。 

 次に、第５期介護保険事業計画・高齢者福祉計画

についてでありますが、介護保険事業運営協議会を

昨年１０月より開催し、まとめていただいた計画素

案をもとに、１月２５日から２月２４日までの間パ

ブリックコメントに付したところであり、その結果

等を踏まえ２月２７日に開催した運営協議会におい

て、第１号被保険者の介護保険料の１０％程度引き

上げを含めた計画案をまとめたところであります。

介護保険料の見直しに当たっては、本定例会に介護

保険条例改正案を上程しておりますので、御審議を

賜りたく存じます。 

 次に、災害時要援護者避難支援対策の進捗状況に

ついてでありますが、昨年１１月の住民会長との町

政懇談会において、各住民会及び自主防災組織に避

難支援計画の作成を呼びかけたところであります。

現在、高齢者実態調査において避難支援を求める方

１５４人の情報を提供し、各住民会等で検討してい

ただいている状況にあります。 

 次に、厚生労働大臣表彰についてでありますが、

平成２３年度公衆衛生事業功労者として、上富良野

町が受賞いたしました。これは、多年にわたって特

定健康診査受診率が高く、健診結果をもとに住民が

生活習慣病予防に取り組んできた功績が認められた

もので、今回の表彰を契機にさらに公衆衛生の向上

に努め、健康なまちづくりを進めてまいりたいと存

じます。 

 次に、町税等の収納対策についてでありますが、

今年度の取り組み状況については、国税徴収法に基

づく捜索のほか、預金調査、給与調査等の財産調査

を実施し、所得税還付金、普通預金など合計１８４

件の差し押さえを執行し、６６４万６,０００円の 
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換価収納をいたしました。 

 また、管理職全員による滞納プロジェクトにおい

ては、延べ６５名の臨戸訪問徴収により町税等５９

万３,０００円を徴収し、２月期においては最終納税

催告により２９７名に対し、夜間納税相談窓口を開

設いたしました。 

 さらに、国民健康保険税の滞納者延べ７１世帯１

３７名に対しては、国民健康保険証の短期交付をし

て、納税勧奨をしたところであります。 

 次に、平成２３年分所得税の確定申告の受け付け

についてでありますが、２月１６日から３月１５日

までの期間で、また、消費税及び地方消費税の確定

申告については、２月１６日から４月２日までの期

間で実施しており、町民の方が混乱を来さないよう

所得税の申告と同時に、相談受け付けの対応を図っ

ているところであります。 

 次に、上富良野町住生活基本計画についてであり

ますが、昨年７月から４回にわたる策定委員の委員

会の協議を経て、このたび策定したところでありま

す。 

 この計画は、町の住宅施策として必要となる取り

組みについての基本計画で、平成２４年度から平成

３３年度までの１０カ年間を計画期間としています

。町をめぐる社会や経済情勢の変化等を踏まえ、必

要に応じて見直しを行いながら、安全・安心・快適

に暮らせる住まいづくりに向けて取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、観光関係についてでありますが、今回で４

８回目を数えます「かみふらの雪まつり」を日の出

公園を会場に２月５日に開催いたしました。会場に

は、上富良野駐屯地第２戦車連隊制作による滑り台

つき大雪像１基と、商工会青年部制作によるカマク

ラ及び滑り台が設置され、約１,５００人の町民の方

々に、冬の１日を楽しく過ごしていただけたものと

思っております。 

 雪像制作から当日の各種イベントまで、御支援、

御協力をいただきました陸上自衛隊上富良野駐屯地

、建設業協会、商工会青年部、女性団体連絡協議会

、自衛隊協力会女性部、上富良野中学校吹奏楽部を

初め、各関係機関及び協賛いただいた皆様に感謝を

申し上げるところでございます。 

 また、翌週の１１日と１２日の両日には、見晴台

公園及び深山峠駐車場を会場に、新たな冬の観光を

模索する取り組みとして「ウインターサーカス２０

１２」が開催され、町内外から多くの方が会場に訪

れ、特産品のＰＲや交流など有意義な活動が展開さ

れたと、報告をいただいているところでございます

。 

 次に、成人式についてでありますが、１月８日、

保健福祉総合センター「かみん」において、町議会

議員を初め多くの来賓各位の御臨席を賜り、挙行い

たしました。新成人９１名の出席のもと、厳粛な中

で式典が行われ、新成人としての門出を祝福したと

ころであります。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、１２月定例会町議会で報告以降に入札執行した

建設工事は、３月５日現在、件数で２４件、事業費

総額で２億９,９５１万２,５００円で、本年度累計

では７２件、事業費総額５億６,２３３万８,０００

円となっております。 

 なお、詳細につきましては、お手元に、平成２３

年度工事発注状況を配付しておりますので、後ほど

御高覧いただきたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監査

・例月現金出納検査結果報告の件について、監査委

員から報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 報告第１号監査・

例月現金出納検査結果報告の件について御報告いた

します。概要のみ報告いたしますので、御了承を賜

りたいと思います。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行いたしました。同条第９項の規定により

、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、上富良野町総務課、

保健福祉課、ラベンダーハイツ所管の平成２３年度

に執行された財務及びこれらに関する事務の執行状

況について。 

 平成２４年１月１７日、１８日、１９日の３日間

、監査いたしました。 

 監査の方法ですが、財務事務に関して、一部を選

択して試査する部分監査とし、伝票、決議書、契約

書など関係書類等の提出を求めて点検、照合を行う

とともに、必要に応じて関係職員から財務事務の執

行状況や内容の聴取及びラベンダーハイツへの実地

検査もいたしました。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務は、

おおむね適正に執行されていると認められました。

なお、保健福祉課所管の社会福祉協議会事業補助金
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については、交付規則に定められた補助基準を超え

て交付されているものが見受けられましたので、関

係書類を十分に精査して処理されるよう、所管課長

等に対して講評しております。 

 次に、財政援助団体監査の結果について御報告申

し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行しましたので、同条第９項の規

定により、その結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成２４年１月２３日に、上

富良野町保健福祉課所管の上富良野町社会福祉協議

会事業補助金を監査の対象として、金銭出納簿など

関係諸帳簿を検閲し補助金の実地検査を行いました

。 

 検査の結果、財政援助団体の財政に関する事務の

執行は、おおむね適正に処理されていると認められ

ました。 

 次に、例月現金出納検査の結果について概要を申

し上げますので、御了承賜りたいと思います。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

平成２３年度１１月分から１月分について、例月現

金出納検査を執行いたしましたので、同条第３項の

規定により、その結果の概要並びに検査結果を一括

して御報告いたします。 

 一般会計、各特別会計、各企業会計並びに各会計

基金の出納の収支状況は、３ページから１４ページ

までの結果報告書に示すとおりであり、現金、預金

は適正に保管されていることを認めました。 

 なお、結果報告書につきましては、御高覧いただ

いたものと存じ、御説明を省略させていただきます

。 

 また、町税並びに国民健康保険税の収納状況につ

きましては、１５ページにございますので、参考と

していただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １ページの４番目の監査の

結果のところでございますが、「財務に関する事務

はおおむね適正に執行されていた」と認められたと

ありまして、次、簡単なものは監査の過程で注意を

されたようでありますが、上富良野町の社会福祉協

議会の事業補助金については、「補助対象事業の事

業費の把握が不十分なもの及び交付要綱に定められ

た補助基準を超えて交付されていたものが見受けら

れた」とありますが、余り今までこういうことはな

かったかと思いますのですけれども、どれぐらい超

えているのか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（米田末範君） 御承知のとおり、

社会福祉協議会に対する補助金につきましては、総

額で言いますと約２,７００万円、２,８００万円近

くをお出ししているようになってございます。それ

ぞれに人件費であるとか、個々の事業であるとかと

いうことに分かれてございますが、その中の一部の

事業で５０％の補助金額のものが、総体事業費を見

ますと、全体で６万円の事業を見てございまして、

３万円の補助金ということでございますけれども、

実質６万円の総事業費を使用してなかったという状

況がございましたので、それで対象からこれは要綱

と見合わせますと、若干少なくなってくるところに

３万円の補助金が出されていたということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １３番長谷川徳行君。 

○１３番（長谷川徳行君） 関連なのですけれども

、その事業はどういう事業名か言えたら教えていた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（米田末範君） 心配ごと相談事業

でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって監

査・例月現金出納検査結果報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号委員

会所管事務調査報告の件について、各委員長から報

告を求めます。 

 初めに、厚生文教常任委員長、佐川典子君。 

○厚生文教常任委員長（佐川典子君） 厚生文教常

任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、会議規則第７５

条の規定により、閉会中の継続調査として申し出し

た次の事件について調査を終えたので、同規則第７

７条の規定により報告する。 

 平成２４年２月２８日、上富良野町議会議長、西

村昭教様。厚生文教常任委員長、佐川典子。 

 記。 

 調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２３年第３回定例会において、

本委員会の閉会中の継続調査に申し出した先進市町

村行政調査について、平成２３年１０月から７回の 
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委員会を開催し、学校施設のあり方について及び高

齢者対策についてに関し、現状把握の事前研修を行

うとともに、先進市町村の選定調査などを行い、平

成２３年１１月１３日から１７日までの間、石川県

穴水町、内灘町、福井県坂井市、京都府舞鶴市を視

察し調査を行った。 

 なお、調査の結果につきましては、既に御高覧い

ただいているものと思われますので、朗読を省略し

、まとめのみの朗読とさせていただきたいと思いま

す。 

 それでは、６ページをお開きください。 

 (3)まとめ。 

 学校校舎の耐震化・耐震補強については、昭和２

３年６月に坂井市付近を震源とするマグニチュード

７.１の直下型地震により、約３,８００人のとうと

い命が失われた歴史があり、内灘町も平成１９年３

月２５日の能登半島にマグニチュード６.９の地震

があったことから、両市町とも耐震対策は公共建物

、学校等はすべて終了している。また、両校とも地

球温暖化・省エネ対策と環境教育の実践が積極的に

推進されている。地域住民とのかかわりを取り入れ

た協力体制が構築され、家庭・地域との連携が重点

目標として実践されている。 

 エコ活動も学校内での児童、教職員の活動から児

童の家庭へ、そして地域へと展開されている。エコ

通信の発行も非常にわかりやすく、特に家庭・地域

には大きな刺激を与え、成果を上げている。本町の

各学校も学校だよりを発行し、住民会・町内会を通

じて回覧されて、町民から学校の活動状況がわかる

と好評であるので、エコ関係についても環境教育の

取り組みとともに考えるべきである。 

 今回の先進地行政調査は、上富良野小学校改築に

向けて、町民の関心が高まる大きな課題であったが

、鳴鹿小学校のプロポーザルと本町のプロポーザル

への経過の違いなどや、坂井市（鳴鹿小学校エコ改

修）でのエコ改修検討会参加者の公募と７回のエコ

改修検討会の開催（４８団体、３５２名参加）につ

いての住民の意見聴取と反映が、「地域のシンボル

となる学校へ」につながっていることを実感した。

本町もソフト・ハードの両面から、上富良野小学校

改築事業について進行計画や進捗状況を情報公開の

開示という観点から町民に対し示し、何をテーマと

した学校施設を目指し、位置づけをするのかオープ

ンに進めていくことや、また、賛同が得られるよう

な施設にするためには、どのような町民への働きか

けと地域住民の声を聞く姿勢があるのか考えられる

べきで、利用する子供たちの将来や夢に向かうため

の土台となる学びやとしての価値観を、町民ととも

に呼応できる体制の構築が引き続き必要になると思

われる。 

 次に、高齢者対策について～介護予防の充実につ

いてでありますが、これにつきましてもまとめのみ

の朗読とさせていただきますので、御了承願います

。 

 １０ページをお開きください。 

 (3)まとめ。 

 石川県穴水町での高齢者対策では、ニーズの高い

事業のみ受益者の負担を少なくして、利用者への便

宜を図っていた。高齢化率３７％を超えると、介護

保険の中で行っていくサービスや町の負担に影響が

ある中、要介護３以上の在宅高齢者への無料の理容

サービスや、寝具洗濯乾燥消毒サービスなどがあり

印象的であった。 

 在宅サービスの中の訪問サービスにおいては、民

間業者が３カ所あり、介護施設も民間と合わせて２

８９床あり、利用者にとって安心である。 

 舞鶴市においては、平成２３年１０月より実施さ

れている高齢者健康・生きがいづくり調査研究事業

（事業費１,２００万円）では、専門的な分野から運

動機能の回復をねらい、結果が期待され注目されて

いるが、これは新市長が医師（元病院の理事長）で

あることから、医療・ケアマネ・包括支援センター

との親密な連携とともに充実が図られるものと思わ

れる。認知症高齢者の増加や介護支援の充実は、民

間、行政どちらもどこまでも終わりがない課題であ

るが、民間の施設があり病床も十分で利用者にとっ

て満足感がある。 

 介護予防においても、地域力の支えとなる元気高

齢者の推進のためのくらしの便利帳（高齢者の保健

福祉サービス利用の手引き）を配るなど、わかりや

すい、見えやすい情報冊子を配ることは大事である

。２カ所の研修であったが、高齢化率が高く推移し

ており、本町においては特定健診受診率は７３.１７

％（平成２２年度）と全国トップクラスであり、元

気高齢者へのサービス事業も充実していることがわ

かった。 

 しかし、いろいろな事業に参加しない孤立性の高

い高齢者や、多種多様な生き方をする高齢者への尊

厳的な生き方への配慮、ふえ続ける認知症高齢者や

独居老人、本人や家族の幸福感への配慮など、便利

感の充実が求められていると思われる。 

 国では、平成２４年度から平成２６年度までの第

５次の介護保険計画を策定することになっており、

その中で介護予防に対する施策が十分でないことへ

の懸念もある中で、自治体独自で行う介護予防や、

寝たきり・認知症の高齢者にならないような対策と

、日ごろからの特定健診の受診や地域全体で取り組

む健康づくりが引き続き必要である。また、民間の
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参画を促し、協力を推進し、介護難民を出さないこ

とが町の安心へとつながり、今後も求められる。 

 特に、サービスの精査と見直しを図り、時代に対

応した公正な判断とサービスを進めるとした意見を

強く示していたことが印象的であり、当然であるが

ゆえ、本町も再度考慮すべきところがないのか、常

に前進していくべきである。 

 以上、厚生文教常任委員会所管事務調査、先進市

町村行政調査の報告とさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） 次に、議会運営委員長、金

子益三君。 

○議会運営委員長（金子益三君） ただいま上程い

ただきました議会運営委員会所管事務調査報告につ

いて御報告をさせていただきます。 

 本委員会の所管事務調査として、会議規則第７５

条の規定により、閉会中の継続調査として申し出た

次の事件について調査を終えたので、同規則第７７

条の規定により報告する。 

 平成２４年３月１日、上富良野町議会議長、西村

昭教様。議会運営委員長、金子益三。 

 記。 

 調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２３年第４回定例会において、

閉会中の継続調査として申し出た先進市町村行政調

査について、平成２３年１２月から４回の委員会を

開催し調査を行い、２月２日、むかわ町議会、２月

３日、洞爺湖町議会において、それぞれ議会運営と

議会の活性化について、先進事例の調査を行った。 

 調査の経過につきましては、既にお手元の資料を

御高覧いただいたものと思いますので、要点のみ報

告をさせていただきます。 

 むかわ町議会において、上富良野町議会との比較

をいたしまして、１５点の相違点について項目別に

調査をいたしましたので、概略を説明させていただ

きます。 

 議会基本条例においては、自治基本条例並びに議

会基本条例ともに未制定でございます。 

 議員報酬について、議長は月額２６万５,０００円

、副議長２１万円、委員長１９万１,０００円、議員

１７万７,０００円、加算額はございません。 

 期末手当については、６月は１００分の１９０、

１２月は１００分の２０５、加算が１００分の１５

あり、合計１００分の４１０となっております。 

 なお、支給基準日による在職任期によって減額の

条例がございました。 

 議員定数としましては、むかわ町議会は１６名で

、平成１８年４月の選挙は合併後の選挙のため定員

は２０名でありましたが、平成２２年度の選挙から

１６名の定数となっております。 

 議会中継につきましては、開かれた議会・議会の

情報公開という基本的な視点により、平成２２年６

月定例会から固定式のカメラを２台設置して、ユー

ストリームを活用したインターネット中継を行って

おります。 

 ３ページをごらんください。 

 議会報告会について、平成２３年４月から二つの

地区において実施をし、内容は当初予算の審議状況

、一般質問及び答弁の概要、前年度要望事項の処理

状況、意見交換と提言を行っております。 

 なお、重要な意見に対しましては、要望事項を仕

分けし、予算・施策において反映すべきものは町長

部局へ報告する事項、所管委員会で検討する事項、

さらに詳しく調査を行う事項などに分けて対応を図

っております。 

 移動・出前議会につきましては、町民が５人以上

集まれば開催できる出前議会として開催し、町民か

らの問題提起や幅広い意見を聞く機会をつくってお

りました。 

 むかわ町のまとめについて、要点のみ御報告申し

上げます。 

 むかわ町議会におきましては、議会報告の開催場

所は２地区と少ないが、開催方法、運用内容、要望

意見の取り扱いは当議会と同様であり、所管委員会

での検討事項の取り扱いについては、今後の参考に

したいところであります。 

 出前議会は、むかわ町出前議会実施要綱と実施要

領を作成し、それに基づいて実施をして成果を上げ

ているが、当議会としても出前委員会、出前議会に

ついても検討課題でございます。 

 続きまして、洞爺湖町議会につきまして、上富良

野町と相違点、同じく１５項目について要点のみ御

報告を申し上げます。 

 ５ページをごらんください。 

 議会基本条例につきましては、議会基本条例は現

在のところ制定はされておりません。 

 報酬月額につきましては、議長は月額２８万４,

０００円、副議長２３万３,０００円、委員長２０万

９,０００円、議員１８万５,０００円、加算額はご

ざいません。 

 期末手当につきましては、６月１００分の１９０

、１２月１００分の２０５、加算額はございません

。なお、平成２３年度に限り２５％の削減の条例を

制定しております。 

 議員定数につきましては１４名、旧虻田地区から

１１名、旧洞爺地区から３名、次回の選挙につきま

しては選挙区はなしで行っているところでございま

す。 
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 議会中継につきましては、インターネットにより

議会中継を行っております。現在のところ、オンデ

マンド方式はとっておらず、ライブ中継のみでござ

います。 

 ６ページをお開きください。 

 議会報告会について、議会報告会の開催は３月は

２日間、１０月は２日間。各常任委員会から、新年

度の事業予算についてを中心に報告し、参加した町

民からの質問や意見を町に対して要望を行うもの、

またすぐに回答ができるもの、所管の委員会で調査

を行うものに振り分け、住民からの要望を聞き、１

０月の議会懇談会において、次年度の予算に反映さ

れることを目的として開催をされております。その

結果につきましては、議会だより臨時号において、

内容を掲載するところでございます。 

 洞爺湖町のまとめといたしまして、洞爺湖町の広

報常任委員会は、広報は常任委員会となっており、

広報常任委員会が議会のホームページ等を担当し、

編集をしております。我が町についても議会特別委

員会を常任委員会として、議会広報の充実を図るな

ど一考を要するところであります。 

 また、住民に広く定例会ごとの様子を周知する手

段として、インターネットにより同時中継されてい

たが、これも上富良野町議会として導入の有無を検

討すべきであります。 

 ３番、全体のまとめでございます。 

 今、全国の市町村議会が開かれた議会、住民の声

が反映される議会、町民とともに情報共有が求めら

れ、特に議会基本条例の制定や議会報告会・出前議

会と委員会について進められている。 

 今回、調査を行った二つの先進町村では議会報告

会を年に２回行い、新年度の予算が審議された後、

直ちに予算審議についての報告を行い、１０月の次

年度予算の確定時期に、再び報告会を通じて住民か

らの意見を広聴する機会を持っていた。我が町にお

いては、議会報告会についてはまだまだ検討の余地

があり、今後も上富良野町にとってふさわしい報告

会のあり方を引き続き調査研究をしていく必要があ

る。 

 また、両町ともに議会のライブ中継を行っており

、議会の状況がライブでインターネットによって町

内のみならず全道・全国、さらには世界じゅうに中

継されることにより、緊張感を持った本議会運営が

行われることにつながっている。今後、我が町でも

導入について検討されることが望まれる。 

 今回の所管事務調査で得た成果を議会運営委員会

、全員協議会、委員会で検討協議し、議会の持つ二

元代表制をより強固なものに確立し、町政への監視

機能と議決機能を果たすほか、今後は政策提案や政

策立案時において、住民の声が反映できるよう常に

心がけを持たなければならない。 

 以上、議会運営委員会所管事務調査の報告といた

します。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これをも

って委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 

 ただいま報告いたしました内容について十分参考

とされ、今後の行政運営に反映されますことを御期

待申し上げます。 

────────────────── 

     ◎日程第６ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第１０号平

成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号

）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号平成２３年度上富良野町一般会

計補正予算（第１０号）の提案要旨について御説明

申し上げます。 

 １点目は、繰越明許費補正でありますが、９月２

日、３日の集中豪雨に伴います災害復旧費国庫補助

対象分事業につきまして、繰越明許費の変更をお願

いするものでございます。これにつきましては、１

月臨時会で繰越明許費の設定について議決をいただ

いたところですが、このたび国の災害査定の結果を

受けまして、事業費が変更になったことから限度額

の変更をお願いするものであります。 

 ２点目は、債務負担行為補正であります。まず、

追加分として上富良野町議会広報誌印刷製本費外７

件の事業につきまして、本年度中に契約を締結し、

４月１日からの業務の円滑な推進を図るため、それ

ぞれ新たに債務負担行為を設定するものであります

。 

 次に、変更分として、平成２３年度富良野・上富

良野テレビ中継局ＴＶＨ中継機器整備事業負担につ

いてですが、これにつきましては１２月定例会で債

務負担行為の設定について議決をいただいたところ

ですが、このたび事業の実施主体であります株式会

社テレビ北海道が国に対して補助申請を行った結果

、事業費が変更になったことから、限度額の変更を

お願いするものであります。 

 ３点目は、地方債補正であります。まず、追加分

として９月２日、３日に発生にした集中豪雨に伴い

ます災害復旧費について、北海道財務局と協議を進
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めてきた結果、そのうち１７０件分、事業費にいた

しまして２億３,２８９万６,０００円について、災

害復旧事業債の採択を受けられる見込みとなったこ

とから、地方債の追加をお願いするものであります

。 

 次に、変更分として、まず町営住宅整備事業につ

きまして、事業費が確定したことに合わせまして、

国の社会資本整備交付金が追加交付されたことに伴

いまして、その裏財源である地方債の変更をお願い

するものであります。 

 次に、ピリカ富良野川災害復旧事業外３件につき

ましては、さきに申し上げましたとおり、国の災害

査定の結果を受けまして、事業費が変更になったこ

とから、限度額の変更をお願いするものであります

。 

 次に、廃止分として、地上デジタル放送辺地共聴

施設整備事業ですが、これにつきましては当初平成

２３年度において、清富地区の共聴施設の整備を行

う予定としておりましたが、国において設計等の業

務に時間を要したため、平成２３年度中の実施が困

難となり、平成２４年度において実施することとし

たため、地方債の廃止をお願いするものであります

。 

 ４点目は、各事業の確定及び確定見込みに伴いま

す不用額など、歳入歳出それぞれにおいて所要の額

を補正するとともに、歳計剰余金につきましては今

後の不測の財政需要に備えるため、全額予備費に計

上するものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分につきまして説明をし、予算の事項別明

細書につきましては省略をさせていただきますので

、御了承をお願いいたします。 

 議案第１０号平成２３年度上富良野町一般会計補

正予算（第１０号）。 

 平成２３年度上富良野町の一般会計の補正予算（

第１０号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ５,９２０万９,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６８億２,５９０万円と

する。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第３条、債務負担行為の追加及び変更は、「第３

表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の追加、変更及び廃止は、「第４

表 地方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称及び補正額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税２,９００万円、７款国有提供施設等所在

市町村助成交付金７１８万２,０００円の減、１０款

地方交付税１億４,２８６万６,０００円の減、１２

款分担金及び負担金２８万５,０００円の減、１３款

使用料及び手数料５９万１,０００円、１４款国庫支

出金４,０８５万４,０００円の減、１５款道支出金

１,０１６万７,０００円の減、１６款財産収入１５

４万９,０００円、１７款寄附金１２５万５,０００

円、１８款繰入金１２６万５,０００円、２ページに

移ります。２０款諸収入１,５９１万５,０００円の

減、２１款町債１億２,４４０万円、歳入合計は、５

,９２０万９,０００円の減となります。 

 ３ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款議会費７４万２,０００円の減、２款総務費３

,５０２万４,０００円の減、３款民生費３６６万１,

０００円の減、４款衛生費１,９２７万３,０００円

の減、５款労働費１３５万４,０００円の減、６款農

林業費２,３４３万９,０００円の減、７款商工費１

０７万６,０００円の減、８款土木費２９７万９,０

００円の減、９款教育費１,２１６万１,０００円の

減、４ページに移ります。１０款公債費４５４万５,

０００円の減、１１款給与費１３万７,０００円、１

２款予備費８,５１７万４,０００円、１３款災害復

旧費４,０２６万６,０００円の減、歳出合計は５,

９２０万９,０００円となります。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 第２表、繰越明許費補正、第３表、債務負担行為

補正、第４表、地方債補正につきましては、冒頭説

明をさせていただきましたので、説明を省略させて

いただきます。 

 以上、議案第１０号平成２３年度上富良野町一般

会計補正予算（第１０号）の説明といたします。 

 御審議いただき、御了承くださいますようお願い

いたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ３６ページ、３款民生費の
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福祉バス運行費のところで、マイナス４０万円の補

正予算でありますが、日ごろから町民の方から、福

祉バスは縛りがあってなかなか利用しにくいという

声を聞いていたのですけれども、ここが２３年度予

算していた額からマイナス４０万円ということにな

ったわけですけれども、ここのところもう少し利用

しやすい使い勝手のいいものにしてはどうかと考え

て、マイナス４０万円になりましたところ、そうい

ったところをどのようにお考えなのか、ちょっとお

尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 福祉バスの利用の関係でございますが、利用され

ている高齢者の団体また福祉団体、そういったとこ

ろからも御意見をちょうだいしてございまして、今

年度におきましても回数等の見直しを図ったところ

でございます。年度当初に１１０万円ほど計上して

いたところですが、利用実態に沿いまして今回の減

額になっているということで御理解を賜りたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 年１回だよとか、町外は制

限がありましてだめだとか、そこら辺のところをち

ょっと見直しをするとかというお考えはどうなので

しょうか。今回のマイナス４０万円の補正予算に対

して、何かお考えになったことございませんでしょ

うか。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ３番村上議員の御

質問ですが、利用の回数だとかにつきましては、例

えば町内何回ですとか、沿線であれば何回というよ

うなことで、利用しづらいというようなお声があり

まして、それで見直しを図って対応してございます

。そういった中で当初利用の回数、それぞれ団体で

すとか、そういった見込みの中で当初予算で１１０

万円計上してございます。そういった利用の実態を

踏まえて、今回実績の見込みとしまして４０万円ほ

ど、減額になっているというようなことで御理解を

賜りたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 ５ページの債務負担行為補正という形で、今年度

から町道の維持管理業務が一部、全部ではありませ

んが、委託されようとしております。この点につい

てお伺いしたいのは、いわゆる仕様書に基づいた業

務委託が当然なされるかというふうに思います。一

番懸念されるのは、きめ細やかな従来の維持管理体

制ができるかという問題であります。今後、予算が

議決されると同時に、また契約等も入るかというふ

うに思いますが、そういうこと。それと同時に一定

部分については、町道の維持管理の部分については

、これは委託という形になっておりますが、直轄と

いう形で一定部分、町で雇用して対応するというの

も一つかなというふうに思いますが、この点も管理

業務の中に委託という形に載っておりますが、そう

いうことは今回の予算の中では計上はされておりま

せんが、直轄部門の維持というのも必要ではないか

なというふうに思いますが、この点についてお伺い

しておきたいというふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、１１ページの国有提供施

設等市町村交付金助成の問題で、７１８万２,０００

円が減額されております。要素としては、自衛隊官

舎が使われないという形の中で、防衛施設局におい

ては、この部分については固定資産税として使われ

てないから使用料も取っていないので、固定資産と

いう形には評価できないという形で、マイナス要素

になっているというふうな話であります。しかし、

一般的な解釈で言えば、そこに建物、あるいは土地

があれば使っていようが使っていまいが、固定資産

税として市町村所在地に税収として、本来であれば

確保されるべきものだというふうに思いますが、こ

れは国の特権としてこういう形でなるというのはお

かしな話でありますので、この点、今現状でどうい

う解釈がされて、今後どのように改善を町として求

めようとしているのか、この点についてお伺いして

おきたいと思います。 

 次に、１９ページの雑入という形の中で、他市町

村から一般廃棄物の処理料の負担という形で、南富

良野町だったかというふうに思いますが、粗大ごみ

でしたか、ちょっと忘れたのですが、一定の量がふ

えたという形の中で利用料もふえているかというふ

うに思います。この点。それと合わせてお伺いした

いのは、前年度対比で町においては、どのぐらいご

みの処理そのものがふえたのかお伺いしておきたい

というふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、２９ページのバスの運行

という形の中で、予約型乗り合いタクシーという形

で、今回当初予算で盛り込んだ部分が、当初よりも

予想を下回ったという形の中で２００万円減額にな

っております。本来でありますと、今年度で予約型

乗り合いタクシーの運行試行等が終了して、２４年

度から、４月から本試行という形になっていたかと

いうふうに思います。今回、債務負担行為の中にも
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予算が盛り込まれておりますが、全地域を対象とし

た中でこれを運行のもう一度、試行運転をしたいと

いう形の説明であります。 

 私が言いたいのは、本来であれば試行運転の中で

全般を網羅することができなかったのかと、またさ

らにきめ細やかに運行態勢を見直すという点では、

非常にいいのかもしれませんが、行政のあり方とし

ては再三再四試行運転ということには、なじまない

部分もあるのではないかなというふうに思いますの

で、この点もう一度、今後改善される部分、今後の

反省点というのはどういうものがあったのか、この

点お伺いしておきたいというふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、４５ページの予防費の点

について、委託料という形で近年インフルエンザ等

の接種がふえる状況にあります。町としても国の財

政支援も受けながら、無料化枠を拡大する等々が行

われておりますが、実績の点についてお伺いいたし

ます。 

 新型インフルエンザワクチン、高齢者インフルエ

ンザワクチン、高齢者の肺炎球菌ワクチン接種等、

実績として大体何名ぐらい予防接種として受けられ

たのかお伺いいたします。 

 また、予防接種というのは、重度化するのを軽減

するという形の中で、非常に効果のあるものです。

そういうことを考えた場合に、重症化したというケ

ースがあるのかどうなのか、この点についてもお伺

いいたします。 

 予算全般について、町長にお伺いしたいのですが

、今年度の２３年度予算について、各種の事業等も

なされてきておりますが、町長みずからとして雇用

の拡大やあるいは地域産業の振興、四季彩のまちづ

くりという形の中で、各種の政策を打ち出されてき

ておりますが、なかなか地元の特産品の開発、ある

いは観光開発にかかわる部分など、まだまだ弱い部

分があるかというふうに思いますが、みずからのこ

の１年間の行政の執行を振り返ってみて、どういっ

た部分が課題として、今後行政の課題としてあるの

か。また前進面は、こういった部分があるというこ

とがあれば、予算にかかわる問題なのでこの点、町

長として、みずからどのようにお考えになっている

のかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の町

道の維持管理業務委託に関する債務負担行為にかか

わって、その業務内容にどういう配慮がなされるの

かという御質問にお答えいたします。 

 まず、現在まで車両班体制ということで、直営を

基本にバス運行、それから道路の維持管理、加えて

河川の管理部分も含めて直営部分を多く残してサー

ビス等、随時対応できる体制をとってきております

けれども、行財政改革の一環として、一般の作業と

して民間でできるものについては民間の方にお願い

して、なおかつ雇用の場を提供する新たな雇用を生

み出すという方針で、しばらく新たな車両班の職員

を補充するというようなことは行わず、退職に伴っ

て随時人数が減ってきてございます。その結果、２

４年度をもちまして基本的に直営で職員を置いて、

サービスを提供することが困難な状況になったとい

うことで、特に道路維持管理業務を加えて、さらに

今まで職員の減員と同時に、委託に出しておりまし

た除雪路線につきましても残る１工区を加えて、す

べてについて委託に移行する計画となっております

。 

 議員御心配のとおり、我々、町のほうといたしま

しても、きめ細やかなサービス体系をいかに委託の

仕様書の中でつくりこみ、お引き受けいただく事業

者との間の信頼関係、それから町民に対するサービ

スの心をいかに引き継いでいただくかというところ

に苦心したいと思っております。まだ調整段階で、

引き受けいただく事業者については早々に決めなけ

ればなりませんけれども、今後、年度内に決まる予

定となっております。 

 あと、直轄の機能を残してサービスの低下を防ぐ

方法はどうだという御意見もございましたけれども

、現在の流れとしまして先ほど申しましたとおり、

民間ででき得るものについて雇用の場を新たにつく

るというそういう趣旨で、できるだけ直営部分を減

らしていくという方向性を持っておりますので、ぜ

ひ御理解いただきたいと存じます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） 御質問の３点目になり

ますか、国有提供施設等の所在市町村助成交付金の

関係につきまして私のほうから回答させていただき

ます。 

 まず対象となる施設ですが、上富良野演習場、上

富良野射撃場、自動車訓練場、多田弾薬支処、これ

らの固定資産に見合いの部分が、国有提供施設等の

所在市町村助成交付金として算定をされるものであ

ります。今回、７１８万２,０００円の減額につきま

しては、５年に１度の評価替えに伴います減額でご

ざいます。これにつきましては、実は会計検査での

指摘を受けて、５年ごとの見直しが来年２４年以降

、毎年評価を見直すべきではないかという指摘を受

けて、来年度以降、５年ではなくて毎年見直しがさ

れるというようなことで通知されています。 

 また一方、固定資産等の所在市町村交付金という

のがありまして、これにつきましては官舎を中心と
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した住居系の自衛隊の施設、防衛施設について固定

資産の評価相当が交付されることになっていますが

、こちらにつきましても２４年度からですが、今、

会計検査から全国的に指摘を受けているいわゆる無

人の官舎等、それらの評価についても無人であるか

ら、これらの算定から外しなさいというような指摘

を受けたところでございます。いずれにしろ２４年

度から、それらの影響を受けるわけですが、私ども

といたしましては国有施設提供交付金もそうですが

、国有資産の提供所在の市町村の交付金も合わせて

、以前から固定資産の評価部分が算定されていない

のではないかいということで、北海道基地協議会を

通じて以前からこれら国に要望しているところであ

ります。 

 また、議員御指摘のある無人の官舎についても当

然、私どもは適正な評価をしてもらえるような要望

活動、これからも進めていきたいというふうに考え

てございます。 

 次に、予約型乗り合いタクシーの関係ですが、２

３年度から試行事業を実施する段階でどれぐらいの

稼働率になるのか、どれぐらい皆さんが利用してい

ただけるのか、全くかわらない中で４６０万円ほど

の事業費を持ってございましたが、ここに来て実績

見込み等が出ましたことから、この２００万円を減

額させていただくところであります。先ほど行政報

告にもありましたように、特に苦情もなく、大変利

用者からは喜ばれているという実態でございます。 

 さて、２４年度の全町に拡大して試行事業を実施

しようとする点について御質問がありましたが、こ

れにつきましては上富良野町全域に広げようとする

場合に、東側・西側・北側ですが、それぞれ沢地帯

の地形に上富良野町はなっておりますことから、そ

れぞれの地域ごとに車を用意すること、あと運転手

さんを当然用意することが生じますので、この事業

者２社については非常に不安もあるところでありま

す。したがいまして、これらもう１年、２４年度試

行的に実施をすることでお互い自信をつけながら、

２５年度の本行に向けて実施をすることで協議を進

めてきたところであります。 

 幸いにも陸運局からですが、有償バスの許可をい

ただかなければなりませんが、当初試行事業は１年

というふうに言われていたのですが、エリアを広げ

ることで、エリアが変わることで「もう１年試行事

業を運行してもいいよ」というような陸運局からの

見解が示されたことから、繰り返しになりますが、

今回全町に広げてもう１年試行事業を実施をして、

検証を進めたいという意図でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の他

市町村一般廃棄物処理負担金に関する御質問にお答

えしたいと思います。 

 今回の補正につきましては、当初予算につきまし

ては、一昨年の予算要求時におきまして、まだ２２

年度実績が出ていないことから、２１年度の実績の

３７６トンで予算計上させていただいたところでご

ざいます。今回の補正につきましては、議員おっし

ゃっているとおり、南富良野町からのごみの搬入で

ありまして、実績見込みが４０８トン、約３２トン

ふえるということで増額補正をするものであります

。 

 また、全体的に量はふえてきているのかという御

質問であったかと思いますが、それにつきましても

平成２２年については３８４トンで、前年比８トン

の増。それから、昨年からことしの見込みにつきま

しては３８４トンから４０８トンということで、２

４トンほど増加になると思います。 

 また、町全体でのごみの量についても合わせて質

問があったかと思いますが、それにつきましても若

干、可燃ごみ等の収集量はふえているところでござ

います。これにつきましては、平成１９年に容器包

装リサイクル法の改正によりまして、プラスチック

類の回収の内容がかなり厳しくなったことから、若

干その部分が可燃ごみにも回ってきているのかなと

いう傾向もあり、そういう状況と合わせて若干ふえ

ている状況にあるところです。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答弁

。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ４番米沢議

員の御質問にお答えいたします。 

 新型インフルエンザ、高齢者インフルエンザ、肺

炎球菌ワクチンの実績数と、インフルエンザによる

重症化の実態についてでございます。 

 まず、新型インフルエンザにつきましては、国の

取り扱いが変わりまして、新型インフルエンザワク

チンが高齢者インフルエンザワクチン、通常のイン

フルエンザワクチンのほうに同じワクチンとして入

りましたことから、新型インフルエンザワクチン接

種自体がなくなりましたので、高齢者インフルエン

ザワクチンと合わせて実施しています。実施数につ

きましては、６０歳から６４歳までの身体障害者の

１級の方と６５歳以上の方、３,０７１人の方が対象

になっておりますけれども、そのうち１,７５６人、

５７.２％の方が受けられています。最近の高齢者イ

ンフルエンザワクチンは、大体５５％から５９％ぐ

らいの間を推移しておりますので、おおむねその中

の範疇におさまっております。 
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 あと、肺炎球菌ワクチンにつきましては、今年度

は７０人の接種予定になっています。２０年度から

開始しまして、現在延べで２２０人ほどになりまし

て、毎年何十人かずつ自分の状況判断しながら打っ

ているという状況にあります。 

 あと、未接種者の重症化したケースについてです

けれども、現在、私どものほうでは聞き及んでいな

い状況にあります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 米沢議員の６点目の質問

に私のほうから御答弁させていただきたいと思いま

す。 

 内容は、この１年前進や前進されていないもの等

振り返ってどうだというようなことかと思いますが

、御案内のとおり、今は社会情勢の変化が非常に大

きい時代でございまして、特にこれはおしなべて国

内少子高齢化が進んでいると、経済も極めて深刻な

状態であります。円高・デフレ、それから昨年の３.

１１の東日本大震災、これの後の復旧・復興これに

も非常に極めて難しい課題があるかと思います。 

 御案内のとおり、私どもの地域にもそういう中に

あって、大変地域の課題が山積しているところでご

ざいます。特に福祉の面でございますけれども、子

育てにつきましても、いろいろとニーズにこたえて

制度設計をして運用しているものもございますが、

まだまだ足りない面もあります。特に、高齢者につ

きましても、介護保険制度で十分対応できない面も

多々ございますので、これらについては議員の皆さ

ん等も含めまして、地域の知恵を絞ってそういう補

完をすることはどういうことなのか、どういうこと

ができるのか、そういうことが引き続く課題かなと

いうふうに思います。 

 とりわけ障がい者の対策の問題につきましては、

町も計画を持ってございますが、なかなか思うよう

に進まない実態にございましたが、おかげさんで事

業者の展開もありまして、少し進んでいるような状

況がございますが、実態に照らすと、まだまだそう

いう機能をこの地域に有するのには不足だというこ

とでございますので、これらについてはまた今後に

向けて、それぞれ鋭意行政も努力したいと思います

が、いかんせん福祉の施策を展開するそのためには

費用が伴いますので、その費用を支えるためには一

方では経済の活性化、地域の活性化に向けたこの取

り組みは、これはもう必然でございますので、これ

らについても町として構想を持っています。当面は

、町が有している施設を最大限展開することで誘客

を図りたいと。これは町だけでは済みませんので、

いろいろな関係団体と連携をしながら、活性化の実

現を図るということに尽きるかと思います。 

 そういう意味で、まだまだこの年度ですべてを仕

上げたという実感はございませんので、これは非常

に経済の問題は構造的な問題でございますことから

、なかなか簡単に結果を得ることは至難のわざでご

ざいますが、やはりこの地域の魅力をしっかりと内

外に発信することで、今の現状を最低限維持する、

もしくは少しでも向上を図るということが、行政と

しての果たす役割でございますので、それらを２４

年の予算に向けて取り組むのが我々の果たす役割だ

ということで、２３年度については総括をしてござ

います。いずれにしましても、年度年度で予定して

いるものを実践しながら、積み重ねながらそういう

理想の、もしくは町民が安全で安心して生活できる

ような、そういう行政水準になればというふうに思

いを馳せているところであります。 

 いずれにしましても、この１年１年で大きな成果

を得ることはできませんので、この積み重ねをしな

がら、また財源の次年度につなぎながら、そういう

取り組みを進めてまいりたいということで、この１

年を振り返っているところでございます。御理解を

賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今の答弁は副町長の答弁で

、私が聞いているのは町長の答弁なので、町長はど

のようにお考えなのか。副町長は町長でありません

ので、感想的な評価だというふうに思いますので、

私は町長に聞いていますので、しっかりと町長、こ

の点、答弁願いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

をさせていただきます。 

 ただいま副町長のほうからは、実務を担っていた

だいている見地から、２３年度の総括を述べさせて

いただきました。 

 私から、総括的に申させていただきますが、平成

２３年度を振り返ってみますと、非常に自然災害に

たびたび見舞われるなど、また国においても予期し

ない大変未曾有の災害を受けるなど、想定していた

１年とは結果的に大きく差異を生じた、思いが違っ

た１年であったろうというふうに理解をしていると

ころでございます。 

 そういう中で上富良野町に目を向けてみましても

、国はもとより地方経済が非常に活気を失っていて

、さらに円高基調もなかなか変わった形があらわれ

てこないと。ましてや世界的に非常に経済が不安定

化している流れも受けまして、さらに震災、あるい

はタイの洪水被害等、非常に国内の経済に大きな打

撃を受けた余波を地方も受けております。 
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 さらに本町を見ますと、一部農業につきましては

、水稲等におきましては一定程度の成果を生むこと

ができましたけれども、畑作につきましてはおしな

べて非常に厳しい結果の１年であったということを

通じまして、町全体としての活気が非常にないとい

うことで、私も大きな危機感を持っております。個

々具体的な事柄につきましては、副町長から話があ

ったようなことが象徴していると思いますが、とり

わけ例えば公共事業の発注等につきましては、でき

る得る最大限まず町内の業者に発注することを通じ

て、町内の活気に波及するようにということを常に

心がけてきたような気がいたします。 

 あるいは町の全体の活力が、非常に失われている

という思いが私のみならず、それぞれ商工団体、あ

るいは関係諸団体、あるいは農業団体、さまざまな

皆さんと思いを共有するような足かがりが、ことし

は、平成２３年度についてはできたと。そういう話

題が、折に触れて皆さん共通の思いとして述べられ

るようになった機会が、大変多く見受けられました

。そういうことから、本当にしっかりとした足腰の

座った力強い、そして少子高齢化にしっかりと備え

ていかなければならない、そういう町をつくってい

かなければならないという認識が、全町民の中に私

は広がるきっかけを得た年であったというふうに総

括しております。 

 そういう意味におきまして、そういった成果を、

町民のそういう思いを共有した成果を平成２４年度

以降の事業の中で、しっかりと反映させていくこと

が、新しい上富良野町をつくるスタートになるので

はないかなというふうに考えておりまして、大変２

３年度については厳しい中ではありましたけれども

、また一方では、精神的につながる大きな収穫と申

しましょうか、残すものもあった、そんな１年であ

ったように理解しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 それでは、暫時休憩といたします。 

 再開を４５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 １０号議案について、御質疑ございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 補正予算の関係で、９点ほ

ど質問をさせていただきたいと思います。 

 まず１２ページ、国有財産の関係で、先ほど同僚

議員からも質問がございました。この関係で、５年

に１度の評価替えということを理解をしたいのです

けれども、実際には７１８万２,０００円という減額

、言うなればこの予算の９.９％減額ということにな

ります。したがって、私は７１８万２,０００円が入

ってこないということになると、いろいろな事業の

展開がある面で、できたものができなかったのかな

という危惧もいたしておりますけれども、一つは評

価替えということ、事前にこれらの情報等がなかっ

たのかどうか、ということのお尋ねをしたいと思い

ます。 

 それから、次に同じ１２ページでバスの使用料の

関係です。収入が、予算は３１１万４,０００円とい

うことで、１６.６％の５１万８,０００円が減額で

す。これは乗り合いタクシーの影響があるのか、そ

れともそれ以外の路線の乗車率というか、そういう

ことが少なくなったのか、減額の理由についてお尋

ねをしたいと思います。 

 次に３点目、１４ページです。葬祭場の使用料で

す。説明を含めますと、８０体が１６体になったと

いうことでございます。それで当初の利用期間が、

富良野の葬祭場の改修事業ということで、一応、文

書もいただいておりましたけれども、利用期間がい

つからいつまで、実際には若干短縮されたように聞

いております。見込み数８０体が１６体ということ

になると、１６体はわずか２０％なのですよ、８０

％減ということでございます。したがって、それら

の見込み等を、富良野等の話し合いの中でどういう

状況になっているか、確認をいたしたいと思います

。 

 それから、次に３０ページです。総務課総務班の

職員福利厚生一般管理費の旅費の関係で特別旅費、

当初予算を見ますと１１４万７,０００円でござい

ます。そのうち４０万３,０００円が減額ということ

で、３５％減額です。これは恐らく退職職員の関係

の措置ではないかと思いますけれども、これらの減

額の理由についてお尋ねをしたい。 

 それからもう１点、その下に職員互助会がありま

す。これも当初予算１００万円が２９万円減額とい

うことで、これも２９％減額ということになると、

非常に見積もりが甘いのかどうなのかという関係で

お尋ねをします。 

 それから、その次の下の乗り合いタクシーの試行

運行業務の関係です。先ほど、町長の行政報告によ

りますと、延べ利用者数３,０８３人、延べ運行回数

は１,７６８回ということで、稼働率は５３.９％と

いうことで、この５３.９％はもうちょっと、計算し

てみたら５７.３ぐらいに上がるのかなという気が

しましたが、それはいいです。それで１台当たりの
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乗車人員、これがどういう状況、できるだけ乗り合

いということで多くの人に乗り合いやっていただい

て、そして乗り合いタクシーの支払う料金を安くし

てというのがいいのかなという気がしますけれども

、１台当たりの乗車人員について、町長の行政報告

の中でありませんでしたので、その点の確認をした

いと思います。 

 それから、次に６０ページです。商工会運営費の

関係、商工振興事業補助ということで４０万３,００

０円の減でございます。この減の理由をお聞きをし

たい。あわせて、その下にあるかみふらの十勝岳観

光協会運営費補助６５万８,０００円の減額の理由

についてお尋ねをしたいと思います。 

 それから、次に６４ページ、景観づくり推進費の

関係です。景観づくり推進会議委員１０名というこ

とで、予算を見ますと１４万４,０００円当初予算に

なっております。したがって、この推進会議の開催

状況、言うならば１４万４,０００円ということにな

ると、５０％減なのですね。そうすると、この開催

状況はどうなのか、それから出席状況はどうなのか

ということで、その点確認をいたしたいと思います

。 

 それから、次に７８ページ、文化振興対策です。

その中の町民芸術劇場負担金ということで当初は５

０万円、例年５０万円を計上しております。今回１

３万５,０００円の減ということで、２７％の減なの

ですけれども、この減額の理由を明らかしていただ

きたいと思います。 

 それから、次に８２ページ、運動公園管理費の光

熱水費です。当初予算は９４万７,０００円です。そ

うすると、５１万５,０００円減ということは、５４

.４％を減ということになります。したがって、光熱

水費が高くなるというようなことで、若干上積みの

傾向もありますけれども、５４.４％の残というのは

余り考えられない数字なので、何か理由があるだろ

うと思います。 

 以上の点でよろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ７番中村議員の何点か

の質問にお答えを申し上げます。 

 まず、総務課部分につきましてお答えをさせてい

ただきます。 

 まず１点目の国有財産の提供施設等の交付金の関

係でございますが、先ほど申し上げましたとおり、

これにつきましてはいわゆる演習場、射撃場、自動

車訓練場と、多田分屯地の弾薬支処にかかわります

固定資産相当額が交付されるルールになってござい

ます。 

 今、議員御質問にありました事前の情報がなかっ

たのかという御質問でございますが、５年に１度の

評価替えで恐らく下がってくるだろうと想定は当然

してございましたが、実は国において評価、いわゆ

る施設ごとの評価額は一切示されてはございません

。国の一定のルールで、評価した部分を交付決定と

いう形で来ますので、単価、あるいは面積について

も事前に情報はございません。したがいまして、な

かなか予想するのは難しい状況にあることを御理解

いただきたいというふうに思います。 

 次、２点目のバスの使用料の減額理由の関係の御

質問でしたが、バスの使用料につきましては、実は

年々下降している現状にございました。乗り合いタ

クシーの影響がなかったのかということですが、今

、東中路線がちょうど試行事業の中の１路線になっ

ていますので、今、分析をかけている最中でありま

すが、中間報告として聞いていただきたいと思いま

すが、特に高齢者の利用が若干減っている部分がご

ざいますから、これについては乗り合いタクシーの

利用が始まったものだというふうに理解をしてござ

います。その他４路線については２４年度の試行事

業で、もう少し明らかになってくるかなというふう

に考えてございます。 

 あと、３０ページの関係のまず特別旅費の減額の

理由でございますが、この２３年度において職員の

資質向上のために２カ月半余りの長期になりますが

、自治大学校への職員の派遣を１名予算化をして、

３０万円程度予算化をしていた経過にございますが

、これについては幹部候補生になる中堅職員を派遣

することで予算化をしてございましたが、期間が何

せ２カ月半程度になりますことから、仕事の状況、

あるいは家庭の状況も含めて、どうしても１人行く

者がなかったというようなことから、今回特別旅費

を減額をさせていただいたところであります。 

 あと、互助会の補助金については、互助会員１人

当たりの補助の限度額を定めてございまして、７,

０００円だったと記憶してございますが、それを限

度に補助を決めてございますが、互助会の事業の中

で、特に職員の福利厚生にかかわる部分についての

み補助の対象としてございます。それら２３年度の

事業がほぼ決まってまいりましたので、これら実績

に見合いの補助額を計算して、今回整理をさせてい

ただいたところであります。 

 あと、次に乗り合いタクシーの１人当たりの乗車

人数の関係でございますが、２３年４月から１月末

までの数字でございますが、１台当たり１.７４人で

ございます。これについては去年の４月から平均に

なっていますが、今現在、この冬を迎えまして特に

２人、２.１１だったと記憶していますが、２月の乗

り合い率は２人を超えているような実態でございま
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す。 

 総務課関係につきましては、以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ７番中村議員の葬

祭場にかかわる御質問でございますが、これにつき

ましては、当初、６月の折に富良野火葬場の改修が

９月から１２月の間で行われるということで、その

間、富良野の火葬場が使用できないということで、

沿線市町村にお願いしたいということで富良野から

協議があり、６月の段階において、そのほとんどが

上富良野に来るのではないかということの打ち合わ

せをしていたところです。 

 それで大体一月２０人ぐらいの平均だということ

で伺っておりましたので、６月の補正時におきまし

ては、２０掛ける４カ月ということで補正をさせて

いただいたところでございます。しかしながら、実

際、工事の発注になったのが９月の中から工事が開

始しまして、１２月の中過ぎに工事が完了したとい

うことで、実質３カ月ちょっとということで伺って

おりますが、その間で約一月弱の期間が縮まったこ

と。また、実際に亡くなった方の上富良野に来る人

たちよりも中富良野、やはりより近いところを利用

することの比率が非常に高くて、そこのところは富

良野市、私どもも想定はしてなかったところなので

すが、その部分で中富のほうで、うちの何倍か利用

されているということで、葬祭業者等においてはよ

り近いところでやるということの関係から、最終的

に実績が１６体ということになったことで減額補正

をさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） 中村議員の商工会、

それから十勝観光協会のそれぞれの減額の理由につ

いての御説明を申し上げます。 

 まず、商工会の減額４０万３,０００円であります

けれども、これにつきましては２３年４月１日付で

人事異動がございました。人事異動の中で、前任者

より安い給料の方が来られたということで、この算

定の中で約４０万円強の減額になったということで

、御理解をいただければと思っております。 

 次に、観光協会についてでございますけれども、

当初予算設定時、予算協議の中においては、これは

事務局長の給料、報酬が当初予算時においては３５

万円の報酬でということでありましたけれども、現

実的に観光協会の理事会等で、最終的には３０万円

で決まったということで、５万円減額して１２カ月

の６０万円ということで、御理解をいただければと

思っています。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ７番中村議員の６

４ページの部分、景観づくり推進費の減額に対する

その内容についての御質問にお答えいたします。 

 景観づくり推進費のところにおいてあります予算

につきましては、大半がもともとが景観づくり推進

会議の委員報酬でございます。この委員の活動とい

たしましては、景観づくりに関する審査、意見をち

ょうだいするという役割を持っておりまして、２３

年４月１日から景観法に基づく景観行政団体となっ

た関係で、上富良野町が届け出事務の受け付け窓口

となっております。その関係で、この審査にかかわ

る重要な部分については審議会に諮問して、その意

見を聞くという内容になっておりまして、その関係

で２３年度につきましては、少し例年より多目の４

回の開催を見込んだ予算をおいてございました。 

 現在までの動きの中で、１度も重要案件と目され

る届け出がございませんでしたので、現時点まで開

催がありません。それで２回分を減額したわけです

けれども、実は例年の動きとして２月から３月にか

けて雪解けと同時に施工するために、特に電波塔な

どの工事の届け出が集中する傾向にございます。現

時点もかなり出てきておりますけれども、幸いに既

存の電波塔、携帯電話、それからスマートフォンな

どの電波対応するための改修のレベルでございまし

て、現時点では開催がございません。今後について

も、今のところの届け出では見込みはありませんけ

れども、届け出から３０日以内に判断して回答しな

ければならないという法律の仕組みになっておりま

して、そのために一応２回分は残して現在おいてあ

るという状況になっております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（服部和久君） ７番中村議員の御

質問にお答えしたいと思います。 

 まず、町民劇場の負担金の関係でございますけれ

ども、町民劇場につきましては、幼稚園、小学生、

中学生に芸術を見る機会を与えるということで、こ

の協議会のほうに負担をしているものでございます

。今回の事案につきましては、小学校の部の公演料

が予定した額より大幅に安い額でできたということ

が、減額の理由になっております。 

 相手を事前に決めてかかっているわけなのですけ

れども、第１候補、第２候補、第３候補ということ

で、小学校のほうから、これを見たいということで

希望をとってやっております。ただ、予算の段階で

は第１希望が３０万円であれば、３０万円という額

を取っておかなければならないものですから、それ

が結果、日程等で第２希望、第３希望になったり、
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劇団の規模だとかその状況によって金額については

、常に変化するということで御理解をいただきたい

と思います。 

 次に、運動公園の光熱水費でございますけれども

、これにつきましては運動公園の芝の運動場の水道

代を見ていたものでございます。２２年度において

は芝の養生ということで、その年、雨が余り養生の

時期に降らなかったということで、その時期を想定

して予算の見積もりを２３年度にさせていただいて

おりました。２３年度、幸いと言っていいかどうか

別なのですけれども、非常に雨が多く、管理しなけ

ればならない夏場に雨が降ったということで、大幅

な水道料の減額となったところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） まず１２ページの国有財産

の関係、事前の情報はないということだけれども、

５年に１回ということを考えていけば、ある程度、

情報提示を求めていくべきではないかという気持ち

がいたします。 

 それから、バスの使用料ということで、東中が今

回乗り合いタクシーの区域に入っていると。高齢者

の利用が若干多いということだけれども、今度は全

町的になってくると、その試算等も非常に難しい要

素があるのかなという気がいたします。そういう点

で、十分対応できるような予算措置、それから過剰

な計上をしないような形でやっていただきたいとい

うこと。 

 それから、特別旅費の関係については、自治大学

校ということで了解をいたしました。 

 それから、互助会の関係で１人当たり７,０００円

ということですけれども、そうすると、この減額と

いうことでもうちょっと予定どおりいかなかったの

かどうか、その点がちょっと精査した段階で、本来

の事業でないものということでやったということで

は、理解をしたいと思います。 

 それから、葬祭場の１４ページの関係、９月から

１２月ということで実質的に４カ月が３カ月になっ

た。若干やっぱり情報の収集といいますか、そうい

う点で確かに葬儀終わって葬祭場へ行く、そして帰

って繰り上げ法要ということで時間的の関係を含め

ば、もうちょっと調整をしてやっていくべきではな

かったのか、それで中富良野は何体行ったのか、も

し確認していれば教えていただきたいと思います。 

 それから、あと６０ページ、６４ページの商工会

の事務局長の費用ということで、安い形で４０万３,

０００円減ということであれば、これはもうちょっ

と早い時点でこの補正ができたのかなと、逆に観光

協会も同じだと思うのですね。４月１日でそれぞれ

やっていたのであれば、６月か遅くても９月ででも

ある程度補正をして明らかにしていったほうが、私

はよかったのかなと。 

 それから、観光協会の事務局長も３５万円という

ことで、昨年、予特の中でもいろいろ議論をされて

、３０万円ということで、まあまあの線だなという

気がいたします。そういうことで、できれば、決ま

ったものであれば６月か９月の段階で、補正を出し

ておいたほうがいいのかなという気がいたしました

。 

 それから、景観づくりの関係で、これは恐らく任

期は２年と理解をしてあったのですが、４回開催と

いうことで、１回開催すれば３万６,０００円、その

４回分ということで、恐らく今後も出てくる可能性

もあるから２回分は残しておいたということで理解

をしたいと思います。 

 それから、７８ページの町民劇場の関係、当初予

算を組んでいたけれども、ある面で安い料金で小中

学生にも鑑賞はできる段取りになったということ、

これは何をやるかによって対象が変わってきますか

ら、これはある面でやむを得ないのかなという気が

いたします。 

 それから、８２ページの運動公園の光熱水費、確

かにことしは雨が多かったです。上富良野町は４回

も集中ゲリラ豪雨でなっている実態からいれば、理

解をできました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ７番中村議員の葬

祭場に関する御質問でありますが、６月の予算補正

のときに打ち合わせした数カ月後のことなので、概

略、窓口の処理に関すること、来た場合にどうする

かということの協議はさせていただいたところです

が、それぞれの人数をどう把握するかということで

大分話し合ったところなのですけれども、その時点

ではやはり老朽化の建てかえ予定のある中富良野町

ではなくて、上富良野町の利用が多いだろうという

ことがそういうことであったので、そのような算定

となったところであります。 

 ９月に入った時点で、当町も４人ぐらいしか利用

がなかったものですから、「中富良野でどのぐらい

あるの」と言ったら、「もう十何体来ているわ」と

いう話があったので、その後の最終的な数字につい

ては確認はしておりませんけれども、富良野の火葬

場が使われなくなってからの状態で、その多くが中

富良野のほうに利用者が多かったというのが、実態

として伺っているところでございます。 

 以上です。 
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○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） ７番中村議員の御質

問で、本当に我々のほうもちょっと、観光協会の事

務局長については年度当初にある程度、額を決めて

いましたので、補正の時期については、御指摘のと

おりというふうに認識してございます。 

 ただ、商工会の事務局職員につきましては、まだ

不確定要素もございます。時間外ですとか、さまざ

まな要素がございますので、ある程度確定見込みの

中で、今回も補正をさせていただいたということで

御理解いただければと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君) ２点ほど御質問させていただ

きたいと思います。 

 まず、５４ページ、農林業にかかわるところでご

ざいますが、貸付金が、こちら農業振興資金及び営

農改善資金のところで、当初予算がたしか２,７００

万円の予算に対して、今回１,９００万円ほど減額に

なっている。まずこのこと、どのような理由から７

割近く減額になっているのかということと、また、

恐らくこれに対して貸付金の利率等がいろいろまた

問題にしてくるのではないかなと思いますが、貸付

元とそのそれぞれ利率についてまず教えていただき

たいということと、また、今後の見込みについても

わかる範囲の中で御答弁いただきたいということと

。 

 それと、６８ページの土木費にかかわるところで

ございます。これは補償の賠償金というか、移転補

償のところで１６万２,０００円が計上されており

ます。恐らく町営住宅のところの緑町に関するとこ

ろになるのかなと思われるところでございますが、

何件の移転補償費であったかということと、また、

その内訳、そして現在、何軒残っているのかという

ところについて答弁をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） ５番金子議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず、農業振興費の中での貸付金等でございます

けれども、基本的にそれぞれ前年度の実績を持ちま

して、ある程度資金の調達をしておきたいというこ

とで、農業振興資金については約６５０万円ぐらい

、それから営農改善資金等につきましては約２,００

０万円程度の当初予算を組んでおります。 

 まず、農業振興資金につきましては、今、実際に

は２件であったのが、ある程度償還も終わった中で

１件という状況の中で約６３０万円ぐらい、ほとん

ど完済しているような状況になってきております。 

 それから、もともと営農改善資金等につきまして

も今２５件ほど対象者いるのですけれども、そうし

た中で我々が予想したよりも貸し付けされる、申し

込む金額が少なかったという結果を踏まえて、今回

補正をさせていただいております。当然、こういう

結果踏まえた中で、基本的には新年度予算に向けて

も実績に向けた形の中で、ある程度予算組みを今変

更しているという状況にございますので、御理解い

ただきたいと思います。 

 それから、利率等については、今、資料持ち合わ

せてございませんので、押さえてございませんので

、もしよければ後でまた申し上げたいと思っており

ます。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ５番金子議員の町

営住宅管理費にかかわる移転補償費の御質問でござ

いますが、これにつきましては現在何棟、何人残っ

ているのかということについては、５棟、５戸でご

ざいまして、そのうち年度内に１戸の移転が確定し

たことから、その分を予算計上させていただいたと

ころであります。 

 予算につきましては、移転費用についてどれだけ

かかるかということで、業者等の見積もりを参考に

して要求しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君) 済みません。ちょっと答弁漏

れがあるので御指摘したいなと。 

 まず、貸付金の削減になった原因というか、そこ

の部分がちょっとわからなかったのと、あと移転補

償の内容について、１６万２,０００円の内訳という

ものについてわかる範囲で教えていただきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） 削減の原因、相手主

導のどちらかというと資金ぐりでございますけれど

も、基本的には窓口、農協の上富良野支所が請け負

っていただきながら進めてはいるのですけれども、

基本的には例えば不作であるとか、あるいはそうい

う状況の中で我々もちょっと予想、拡大ぎみに見て

いた部分がございます。ただ、当然、そういう部分

の中では共済金が入ってくるだとか、あるいはさま

ざまな所得保障ですとか、そういう余裕の中で経営

ができていたというふうな解釈をするしかないのか

なというふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ５番金子議員の補

償費の内訳でございますが、一応、道の歩掛りもあ

りますし、それと見積もりと比較もしているところ

ですけれども、内容的には住宅内の家具等の移動に
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かかる費用、それから外の物置に係る移動の費用も

含めまして計上させていただいているところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかに。 

 １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） ７８ページ、見てほしい

のですが、７８ページの放課後子どもプラン事業で

すが、２５２万円というものが減額になっておりま

すが、この原因について、この１点だけお願いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（服部久和君） １０番一色議員の

御質問にお答えいたします。 

 減額しました理由は、放課後クラブの実績見込み

が出てきたということで減額したものでありますけ

れども、大きく減額した要素は、指導員の謝礼部分

が大きく減少したものが主な原因でございます。特

に、指導員については過去から保育士の資格をお持

ちの方を募集していたわけですけれども、そういう

募集をかけても公募をすると、なかなか希望の方が

いらっしゃらないというようなことが、内容的には

大きな要素でございます。 

 あと、事業を実施していく中で、事業日数が減に

なった部分含めまして謝礼の部分が、大きく減額し

たものによる補正でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第１１号平

成２３年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号平成２３年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまし

て提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入つきましては、四つの要素からなっておりま

す。 

 １点目は国民健康保険税の増額が見込まれること

、２点目は療養給付費負担金、国・道調整交付金及

び高額医療費共同事業負担金の実績見込みから減額

が見込まれること、３点目高額医療費共同事業交付

金及び保険財政共同安定化事業交付金の額が確定し

たこと、４点目は保健事業費の繰入金の増額など一

般会計の繰入金が確定したこと、これらを主な要素

といたしまして所要の補正をしようとするものであ

ります。 

 次に、歳出につきましては、二つの要素からなっ

ております。 

 １点目は高額医療費共同事業拠出金及び保険財政

共同安定化事業拠出金の額が確定したこと、２点目

は保険給付費及び特定健康診査等の保健事業並びに

その他の歳出項目の実績見込みから事業費を精査し

たこと、これらを主な要素といたしまして所要の補

正をしようとするものであります。 

 また、収支の差額につきましては、不足の支出に

備え、予備費に充当しようとするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第１１号平成２３年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２３年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる

。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３,２３９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１３億６,３１６万４,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税６４２万９,０００円、２款国

庫支出金２,８７１万３,０００円の減、５款道支出

金５９９万２,０００円の減、６款共同事業交付金５

４３万円の減、８款繰入金１０４万４,０００円、１

０款諸収入２７万２,０００円、歳入補正合計は、３
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,２３９万円の減であります。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費９５万６,０００円の減、２款保険給付

費２,２１５万２,０００円の減、６款共同事業拠出

金１,２３４万２,０００円の減、７款保健事業費１

１０万９,０００円の減、１０款諸支出金１０６万５

,０００円、１１款予備費３１０万４,０００円、歳

出補正合計は３,２３９万円の減であります。 

 以上で、議案第１１号平成２３年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明とさ

せていただきます。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ８ページのところですね、

国民健康保険税が６４２万９,０００円これの補正

ですけれども、一般の滞納繰越分が２２３万３,００

０円とある中で、介護保険滞納繰越分なんかも２９

万２,０００円ということで記載されておりますけ

れども、２３年度は滞納による短期交付が非常にふ

えているのではないかとこういうふうに思われるの

ですが、短期の交付した人でどうなのでしょうか、

改善された人はいるのかどうか、その点１点お聞き

したいのと、２２ページの特定健診の診査ですけれ

ども、ここがマイナスになっているのですけれども

、特定健診診査の実績見込みに伴って、このような

ことに精査でなると思うのですけれども、何人見込

んでいたのか、それで何人ぐらいになったのか。特

定健診の受診率、大変いいところに今いっているの

ですけれども、これから伸ばすというのが大変難し

い状況ではないかなと。特に若年者、それから高齢

者継続診査、これらにも力入れていらっしゃるわけ

ですけれども、大体次年度の予算を見ましてもマイ

ナスのような、組んでおりますけれども、ここらに

ついてどのように考えていらっしゃるのかお尋ねし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ３番村上議員の滞

納繰越分の税収の増の部分についてと短期証の交付

の成果ということだと思いますが、まず短期証の交

付につきましては、先ほど行政報告の中でも、こと

し１年間で７１世帯に対しまして交付をさせていた

だいたところでございますけれども、昨年よりは若

干ふえている傾向にはございますけれども、その中

で窓口対応して解消された方も相当数います。その

実数については、ちょっと詳しくは押さえていない

ところですけれども、要するに窓口で相談する回数

がふえることによりまして、分納の約束等が滞りが

ちなのが、やっぱり最低でも３カ月に１度は必ず面

談をして、約束の履行を伝えるということで、その

部分での対応が非常にできるということで、そうい

うことで徐々に解消されてきているというが現状で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答弁

。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ３番村上議

員の御質問にお答えいたします。 

 特定健診につきましては、今年度は健診を受けた

方が１,５３６人の方が現在受けています。あわせま

して、病院での検査を行った方でありますとか、国

保に加入しながら、ほかの事業所で健診を受けた方

のデータ受領などを合わせまして、特定健診の受診

の受診率というのが出てくる状況になっています。

今年につきましては、議員おっしゃいますとおり、

最も受診率の高い７０代の方たち、受診率が８０％

を超えている７０歳台の１００人単位で後期高齢の

ほうに移られて、そして若い方たちが新たに数字に

入ってくるという状況の中で、２２年度は北海道で

１番の健診受診率になっておりましたけれども、２

３年度につきましては、昨年よりも実際に受診数が

減っている状況にはあります。今現在、データ受領

ですとか、医療機関でのデータの持っている方に、

個別にかかわりを持ってデータを提供いただいて、

その結果を保健指導するという作業を今行っている

状況になっています。ずっと伸び続けてきましたけ

れども、やっぱり今年度苦戦しているというのは事

実です。 

 あわせまして、それに伴ってやはり若年者ですと

か、後期高齢のほうは非常に希望する方が多いので

、そちらのほうの希望者がふえていくというふうに

、ちょっと４０歳から７４歳までの時期と移行の時

期の間に、健診に受けていただくときの差があった

ことが今回の結果につながっています。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 先ほどの滞納によります短

期証の交付のところですけれども、ふえているので

私ちょっと心配しているのですよね。それで先ほど

相当数とおっしゃいましたけれども、ちょっとあい

まいですので、後でどれぐらい改善されたのか教え

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第１２号平

成２３年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号平成２３年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきま

して提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入つきましては、後期高齢者医療保険料の増額

が見込まれることから、増額補正をしようとするも

のであります。また、高齢者医療制度円滑運営臨時

特例交付金の交付に伴い、一般会計からの繰入金の

減額補正をしようとするものであります。 

 次に、歳出につきましては、後期高齢者医療保険

料の歳入増額相当分を広域連合納付金として、増額

補正をしようとするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第１２号平成２３年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２３年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３８８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億５５１万９,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険３８８万円、３款繰入金

４万８,０００円の減、５款諸収入４万８,０００円

、歳入補正合計は３８８万円であります。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金３８８万円、歳出補正合計は

３８８万円であります。 

 以上で、議案第１２号平成２３年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明と

いたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第１３号平

成２３年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（

第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ただいま上程され

ました議案第１３号平成２３年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第４号）につきまして提案の

要旨を申し上げます。 

 １点目は、歳出において保険給付費の年度末まで

の執行見込みにより、各種の介護サービス給付の所

要額を増額、減額補正するものです。この歳出の補

正に対応する国・道・町支払基金の歳入をルールに

基づいて所要額を増額、減額補正するものでござい

ます。 

 ２点目は、歳出において第５期計画に向けた介護

保険事務処理システムの改修経費、約１７０万円の

増額と、年度末までの執行見込みの人件費などをそ

れぞれ補正するものです。この介護保険システムの

改修経費につきましては、国と町で２分の１ずつの

負担となるため、歳入に所要の額をそれぞれ補正す

るものでございます。 
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 ３点目は、歳入歳出の差額調整を行った結果、事

業基金の繰入金を減額補正するものでございます。 

 以上によりまして、総額７２０万円を追加し、合

計額８億３３３万７,０００円としようとするもの

でございます。 

 それでは、以下、議決項目部分について御説明し

、事項別明細書以降につきましては説明を省略させ

ていただきますので、御了承願います。 

 議案第１３号平成２３年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第４号）。 

 平成２３年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ８億３３３万７,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページ目をお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入歳出とも款の名称と補正額のみ読み上げいた

します。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金、補正額３８１万５,０００円、４

款道支出金４２１万円、５款支払基金交付金１８４

万５,０００円、７款繰入金２６７万円の減額、歳入

合計７２０万円。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１１４万７,０００円、２款保険給付費

６２０万円、３款地域支援事業費７万８,０００円の

減額、４款特別給付費１５万円の減額、７款予備費

８万１,０００円、歳出合計７２０万円。 

 以上、議案第１３号平成２３年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただき、お認めくださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ８ページの居宅介護サービ

ス等給付費の伸びております１,２００万円補正と

いう形になっておりますが、この内容等について、

いわゆるデイサービス料だとかいろいろあるかとい

うふうに思いますが、その内訳と、どの部分で一番

伸びているのかという形をお伺いしたいのと、もう

１点は、全体で介護給付費の限度額に対して給付実

態というのは、大体どのぐらい利用率として利用、

限度額に対して、わかればいいのですが、教えてい

ただければというふうに思います。 

 あとは、恐らく介護の重度化によっても伸びてい

るという要素等が、介護施設等の利用等においても

見受けられるかと思いますが、そういうものもわか

ればお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ４番米沢議員の御

質問でございますが、居宅介護サービスの給付等の

状況につきましては、内容等、今、精査されている

中で在宅部分につきまして、それから施設だとかそ

ういった内容につきまして年度途中ということで、

今、具体的にどうこうという数字を現在持ち合わせ

てございません。 

 それから、限度額の上限の給付の状況につきまし

ては、それぞれ介護度だとかによりまして利用をい

ただいていて、それからはみ出た部分だとかを給付

費のほうで対応するようなことになってございます

が、まだ年度途中ということで、上限を超える給付

自体は多少ございますが、そういったことの対応だ

とかにつきましては現在の数字的な押さえ、今、年

度途中ということもございまして、決算確定後には

明らかにすることできるかと思いますが、そんなこ

とで御理解を賜っておきたいというふうに思います

。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第１４号

平成２３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） ただいま

上程いただきました議案第１４号平成２３年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第
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３号）につきまして提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 １点目は、スプリンクラー新設工事で、居室が一

部使用できなかったことなどにより、利用者数の減

少に伴うサービス収入の減額でございます。 

 ２点目は、寄附金が１件ございましたので、寄附

者の趣旨に沿って介護備品購入費を計上するもので

ございます。 

 ３点目は、緊急雇用創出推進事業の未経験介護職

員雇用事業が完了したことから、精算に伴う減額補

正でございます。なお、雇用した職員については、

本事業完了後も引き続きラベンダーハイツにおいて

雇用を継続しているところでございます。 

 ４点目は、スプリンクラー新設工事の事業完了に

より、不用額を減額するものでございます。 

 ５点目は、医務室の必需品である滅菌器が、購入

後１７年を経過して故障により修理不能になったこ

とで、購入費を計上するものでございます。 

 ６点目は、各事業費の精査に伴い、執行残の減額

等を行うものでございます。 

 以下、議案の説明につきましては、議決項目の部

分のみを説明し、予算の事項別明細書以降につきま

しては省略させていただきますので、御了承願いま

す。 

 議案第１４号平成２３年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２３年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７００万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億４,４５３万２,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款サービス収入６０４万１,０００円の減、３款

寄附金１０万円、４款繰入金１０６万７,０００円の

減、歳入合計額は７００万８,０００円の減でござい

ます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費６５万１,０００円の減、２款サービス

事業費４０５万９,０００円の減、３款施設整備費１

２７万２,０００円の減、６款予備費１０２万６,０

００円の減、歳出合計は７００万８,０００円の減で

ございます。 

 これをもちまして、議案第１４号平成２３年度上

富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（

第３号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ４ページの収入の部分で、

収入の落ち込みという形で居宅介護、施設介護サー

ビス費が、比較的多く落ち込んでいるという形にな

っているかと思います。これは１人当たり平均しま

すと、大体どのぐらいの勘定になるのかというとこ

ろを、ちょっとわかればお伺いしたいのと、これか

らよく利用者の方利用していて、デイサービスのほ

うで、おふろに入るときに手すりがないというよう

な声が聞かれて、非常に利用するときに利用しづら

いという声も聞かれるかと思います。今後、あの施

設の充実という点では、そういった利用者の方の利

便を確保するということは大切でありますので、そ

ういった実態等があるかどうか、合わせてお伺いを

しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） ４番米沢

議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、サービス収入の減に伴う部分でございます

けれども、１人当たりの金額については押さえてお

りませんけれども、当初予算におきましてショート

ステイに係る部分につきましては、１日平均で９.

０人で見込んでいたものでございまして、スプリン

クラーの工事が始まるまでの上半期におきましては

、ほぼ９.０を達成していたところでございますが、

スプリンクラーの工事が始まりましてからは、７.

４とか７.５ぐらいに減っているところでございま

す。また、特別養護老人ホームの部分につきまして

は、当初予算で１日平均４７人を見込んでいたのが

、当初上半期におきましては４７.３人ということで

、予算設定よりも上回っておりましたけれども、ス

プリンクラーの工事が始まりましてからは４４.５

とか４４.４とかにとどまったところでございます。

そのようなことから、合わせて６００万円を超える

減収となったところでございます。 

 また、２点目のデイサービスにおけます手すりの

関係でございますが、私自身もデイのほうに月に何
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回か顔を出しておりまして、利用者さんのほうから

、手すりがあると大した助かるのだよねという話も

直接聞いてございます。その手すりを何とか取りつ

ける方法はないものかということで、今、２３年度

の既存の予算の中で、何とか対応できないものかと

いうことを検討している最中でございます。そのよ

うなことで、御理解を賜りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 先ほどの村上議員の質疑に対する補足説明の申し

出がありましたので、これを許します。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） 国民健康保険特別

会計の関係で、３番村上議員から質問のありました

短期証の解消数につきましては、ただいま調査した

ところ３件、１０人というところでございまして、

数字的には大きく上がっておりませんけれども、滞

納額は今回補正したとおり、かなりの数字が減少し

ているということで、やはり分割納付で期間もかか

るということで、その世帯数の減少については、こ

れから時間がかかるのかなと。しかしながら、この

間で都度、分割納付の相談をしまして、その減少に

努めてまいりたいと思いますので、御理解賜りたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 暫時、昼食休憩といたしま

す。 

 再開は、午後１時からとします。 

────────────────── 

午前１１時５６分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 議事に入る前に、先ほどの一般会計補正予算にお

いて、５番金子議員の質疑に対する補足説明の申し

出がありましたので、これを許します。 

 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） ５番金子議員の先ほ

ど農業振興資金、それから営農改善資金等における

利息についての御質問でございますけれども、これ

らの資金につきましては、それぞれＪＡさん、それ

から町とそれぞれ原資を供給しながら、出し合いな

がら用意をしている資金でございます。利率につき

ましては、農業振興資金については１.８％、それか

ら営農改善資金につきましては、無利子ということ

で御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上で、補足説明を終わり

ます。 

 ありますか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君) ということは、こちらの農業

の営農改善資金については０％で、農業振興資金に

ついて１.８％ということでございます。これは原資

自体、もともと一般財源も入っているということで

、町からの一般財源も入っているということで理解

してよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田満君） 一応、拠出金みたい

形で出して、また戻る形にはなるのですけれども、

基本的には出し合いながらということで御理解いた

だければと思っています。もちろん町のほうからの

一般財源でということで。 

○議長（西村昭教君） 以上で、終了いたします。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第１１ 議案第

１５号平成２３年度上富良野町簡易水道事業特別会

計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第１５号平成２３年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、

補正の要旨を御説明いたします。 

 歳入に関しましては、１点目として節水傾向が反

映されたものと推定される収入額の減額、２点目は

東中地区農業農村整備事業に伴う水道管移設が不要

となったことから、予定の移設補償金を減額するも

の、３点目は歳出の精査によルール計算に基づいて

一般会計からの繰入金を減額するものとなっており

ます。また、歳出では、事業費確定及び執行残の精

査と、水道管移設補償工事の取りやめによる不用額

を減額するものです。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１５号平成２３年度上富良野町簡易水道事
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業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２３年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる

。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

１２１万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ６,８３７万７,０００円とする

。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款使用料及び手数料２０万円の減、２款繰入金

６３万円の減、４款諸収入３８万６,０００円の減、

歳入合計１２１万６,０００円の減。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費１２１万６,０００円の減、歳出合計に

つきましても同じく１２１万６,０００円の減とな

っております。 

 ２ページ目以降の補正の明細につきましては省略

させていただきますので、御了承をお願いします。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決をいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１６号

平成２３年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第１６号平成２３年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第４号）につきまして

補正の要旨を御説明いたします。 

 歳入では、１点目に、一時１,０００名を超える本

町駐屯自衛官が、東日本大震災対策派遣として不在

になったため、生活人口の減少による下水道使用料

の減額があります。２点目といたしましては、水道

事業確定による下水道事業債の減額、３点目にはこ

れら減額を反映して、ルール計算に基づく一般会計

からの繰入金を増額するものとなっております。歳

出では、管理費と建設事業費の確定及び執行残精査

により、また公債費償還元金利子の確定によって不

用額を減額するものとなっております。 

 また、補助金を受けて実施中の長寿命化計画に基

づく浄化センターの改修事業に関して、事業費と年

度間事業量の配分が変動したことにより、繰越明許

費の追加、債務負担行為の変更及び地方債限度額の

変更についても補正する内容となっております。 

 以下、議案を朗読いたします。 

 議案第１６号平成２３年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２３年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２０５万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億６,９９８万１,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第３条、債務負担行為の変更は、「第３表 債務

負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補正

」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款使用料及び手数料４０２万５,０００円の減、

４款繰入金３０７万４,０００円、７款町債１１０万

円の減、歳入合計は２０５万１,０００円の減となっ

ております。 
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 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１１２万３,０００円の減、２款

公債費９２万８,０００円の減、歳出合計２０５万１

,０００円の減となっております。 

 ２ページへ参ります。 

 ２ページにつきましては、先ほど申しましたとお

り、下水道浄化センターの改修に伴いまして、根幹

的施設工事委託の事業費確定により変動するものと

なっております。 

 第２表、繰越明許費補正。 

 １款下水道事業費２項事業費のうち、根幹的施設

建設工事委託３,６００万円につきまして、繰越明許

として追加する内容となっております。 

 第３表、債務負担行為補正。 

 根幹的施設建設工事委託（平成２３年度）分につ

きまして、限度額につきまして２億８,３００万円を

限度額１億９,０００万円に変更する内容となって

おります。 

 第４表、地方債補正。 

 公共下水道事業のうち（一般分）につきまして、

補正前の６,４９０万円を６,４１０万円、資本費平

準化分につきまして、補正前８,０００万円を７,９

７０万円と変更する内容となっております。 

 ３ページ以降、補正についての明細は省略させて

いただきます。 

 御審議いただきまして、議決を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１７号

平成２３年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） ただいま上程さ

れました議案第１７号平成２３年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第２号）につきまして、初めに

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、四つの案件で構成さ

れております。 

 初めに、収益的収入及び支出ですが、１点目は昨

年の子ども手当の制度改正に伴い所要額を減額する

ものであります。また、子ども手当につきましては

、一般会計から繰り出し基準に基づきまして全額繰

り出しを受けておりますので、収入では一般会計補

助金を、また支出では医業費用と老人保健施設事業

費用から、不用額をそれぞれ減額しようとするもの

であります。 

 ２点目は、町立病院の院内保育所費用についてで

あります。院内保育所は、平成２２年１月から本施

行により運営をしておりますが、運営経費につきま

しては、一般会計から繰り出し基準に基づきまして

、同じく一般会計補助金として繰り出しを受けて運

営しておりますが、このたび運営内容が北海道の病

院内保育所運営事業の補助規定に該当するに至りま

して、補助率４分の１相当額として６３万４,０００

円が交付される見込みとなりましたので、収入に計

上するとともに、同額を一般会計補助金から減額す

るものであります。 

 次に、資本的収入及び支出では、３点目としまし

て特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で実施いた

しました医療器機購入事業と、本年度が整備計画の

最終年度となります患者用ベッド更新事業の事業費

が確定しましたので、収入では一般会計からの出資

金を、また支出では、それぞれの不用額を減額する

ものであります。 

 ４点目は、前回の補正後に御寄附を２件１０万円

をいただいておりますので、寄附者の御趣旨に沿い

まして、備品の購入費用として予算措置するもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきます

。 

 議案第１７号平成２３年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第２号）。 

 総則。 

 第１条、平成２３年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる

。 

 収益的収入及び支出。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。第１款病院事業収益、補正予定額５９万７,

０００円の減。第２項医業外収益５９万７,０００円

の減。 
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 支出。第１款病院事業費用５９万７,０００円の減

。第１項医業費用４９万９,０００円の減。第３項老

人保健施設事業費用９万８,０００円の減。 

 資本的収入及び支出。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。第１款資本的収入、補正予定額２２万９,

０００円の減。第１項出資金３２万９,０００円の減

。第４項寄附金１０万円。 

 支出。第１款資本的支出２２万９,０００円の減。

第２項建設改良費２２万９,０００円の減。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない

経費。 

 第４条、予算第８条に定めた経費の金額を次のよ

うに改める。 

 (1)職員給与費、補正予定額５９万７,０００円の

減。 

 次のページをお開きください。 

 他会計からの補助金。 

 第５条、予算第９条に定めた金額「１億３,２３８

万５,０００円」を「１億３,１１５万４,０００円」

に改める。 

 なお、１ページ以降につきましては、御高覧いた

だいておりますので説明を省略させていただきます

。 

 以上で、議案第１７号平成２３年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第２号）の説明といたします

。 

 御審議いただきまして、お認めくださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 先ほど説明ありました道

補助金６３万４,０００円は了解したのですが、細か

いことで申しわけないのですけれども、院内保育所

に通われているお子さんは何名いるのかというのと

、保育士になるのですか、保育所の先生といわれる

方は何名在籍しておりますでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（松田宏二君） １２番岡本議員

のただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、園児の数になりますが、現在のところ７名

をお預かりしております。あと、保育士につきまし

ては、臨時職員という身分の中で、若干動きはある

のですけれども、一応今のところ５名から場合によ

っては１人程度ふえるような形で、保育体制を整え

ているところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

     ◎日程第１４ 議案第３２号 

      日程第１５ 議案第３３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第３２号

北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その１請

負契約締結の件及び日程第１５ 議案第３３号北１

９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その２請負契

約締結の件を一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました議案第３２号北１９号道路改良舗装工事

（Ｈ２３国債）その１と、議案第３３号同工事その

２の請負契約締結の件につきまして、関連しますの

で合わせて提案理由の御説明を申し上げます。 

 本工事は、防衛省所管の防衛施設周辺整備事業の

採択を受け、道道上富良野旭中富良野線から重綱商

店地先までの１,６０７メートルについて、平成２２

年度と平成２３年度の国庫債務負担行為により、実

質平成２３年度と平成２４年度の２カ年で改良舗装

を施行するものです。 

 今般契約分は、平成２２年国債工事の残りの区間

７２２メートルについて施行し、完了を見るもので

すが、前の工区分けと同様に、通行障害の軽減と工

期短縮を図るため、その１とその２の２分割工区に

より実施するものとなっています。 

 まず、その１ですが、入札に当たりましては、町

内業者を含む５社を指名いたしまして、３月５日に

入札を行った結果、高橋建設株式会社が５,５６０万

円で落札し、消費税を加算いたしまして本議案の５,

８３８万円になっており、落札率につきましては９

６.８４％でした。参考まで、２番札は大北土建株式

会社の５,５９０万円でございました。 

 次に、その２につきましては、同様にその１と重

複しない町内業者を含む５社の指名により、同日に
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入札を行った結果、株式会社アラタ工業が５,９９８

万円で落札し、消費税を加算いたしまして本議案の

６,２９７万９,０００円になっており、落札率につ

きましては９５.９５％でした。参考までに、２番札

は増山建設の６,０２０万円でございました。 

 以下、議案を朗読し、提案といたします。 

 議案第３２号北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３

国債）その１請負契約締結の件。 

 北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その１

の請負契約を次により締結するため、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、契約の目的、北１９号道路改良舗装工事（Ｈ

２３国債）その１。 

 ２、契約の方法、指名競争入札による。 

 ３、契約金額、５,８３８万円。 

 ４、契約の相手方、上富良野町錦町１丁目１番２

０号、高橋建設株式会社、代表取締役北川昭雄。 

 ５、工期、契約の日から平成２５年１月３１日。 

 以上、議案第３２号の説明といたします。 

 続きまして、議案第３３号へ参ります。 

 議案第３３号北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３

国債）その２請負契約締結の件。 

 北１９号道路改良舗装工事（Ｈ２３国債）その２

の請負契約を次により締結するため、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、契約の目的、北１９号道路改良舗装工事（Ｈ

２３国債）その２。 

 ２、契約の方法、指名競争入札による。 

 ３、契約金額、６,２９７万９,０００円。 

 ４、契約の相手方、上富良野町北町２丁目、株式

会社アラタ工業、代表取締役荒田政一。 

 ５、工期、契約の日から平成２５年１月３１日。 

 以上、説明といたします。 

 御審議賜りまして、議決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。 

 ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第３２号北１９号道路改良舗装工事

（Ｈ２３国債）その１請負契約締結の件を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３３号北１９号道路改良舗装工事（

Ｈ２３国債）その２請負契約締結の件を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第３４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第３４号

上富良野町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に

関する協定変更の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第３４号上富良野町公共下水道根幹的施

設の建設工事委託に関する協定変更の件について提

案の要旨を御説明いたします。 

 当該建設工事委託に関する協定は、昨年６月の第

２回定例会において議決をいただき、平成２３年度

と２４年度の２カ年の債務負担行為により、地方共

同法人である日本下水道事業団との間で締結したも

のであります。 

 総体事業費の執行料と平成２３年度と２４年度の

年度間事業料の配分額が国土交通省と北海道との調

整を了して確定したことにより、契約金額を８,２０

０万円減額し、１億９,０００万円に変更しようとす

るものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第３４号上富良野町公共下水道根幹的施設の

建設工事委託に関する協定変更の件。 

 上富良野町公共下水道根幹的施設の建設工事委託

に関する協定（平成２３年６月２２日議決を経た議

案第１４号に係るもの）を次により変更するため、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求

める。 

 記。 

 変更事項。契約金額、変更前、２億７,２００万円

。変更後、１億９,０００万円。 

 以上のとおりです。 

 御審議賜りまして、議決くださいますようよろし
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くお願いします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第３４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） あす３月９日は本定例

会の２日目で、開会は午前９時でございます。定刻

までに御出席賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、この後、議会運営委員会を１３時４０分よ

り議員控室で開催いたしますのでお集まり願います

。 

午後 １時３１分 散会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） きのうに引き続き、御出席

、まことに御苦労に存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 一般質問は３月６日に締め切り、８名から通告が

ありました。昨日、議会運営委員会を開催し、一般

質問の日程調整を行い、３日目、３月１４日５名、

４日目、３月１５日３名となりました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ２番 小 野   忠 君 

     ３番 村 上 和 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第 ２ 町政執行方針から 

◎日程第１１ 議案第９号まで  

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町政執行方針及

び教育行政執行方針並びに日程第３ 議案第１号平

成２４年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議

案第２号平成２４年度上富良野町国民健康保険特別

会計予算、日程第５ 議案第３号平成２４年度上富

良野町後期高齢者医療特別会計予算、日程第６ 議

案第４号平成２４年度上富良野町介護保険特別会計

予算、日程第７ 議案第５号平成２４年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計予算、日程第８ 

議案第６号平成２４年度上富良野町簡易水道事業特

別会計予算、日程第９ 議案第７号平成２４年度上

富良野町公共下水道事業特別会計予算、日程第１０

 議案第８号平成２４年度上富良野町水道事業会計

予算、日程第１１ 議案第９号平成２４年度上富良

野町病院事業会計予算の件を関連がございますので

、一括して議題といたします。 

 まず、町長より、町政執行方針について説明を求

めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 平成２４年第１回定例町議会の開会に当たりまし

て、町政執行の基本方針について、その概要を申し

上げます。 

 我が国経済は、いまだ長引くデフレから脱却でき

ず、加えて円高基調もおさまらない中、昨年３月に

発生いたしました東日本大震災の影響も相まって、

経済の低迷は大変深刻さを増し、とりわけ地方への

影響は、その深刻度を増している実態にあります。 

 このような客観情勢の中、平成２４年度の政府予

算案につきましては、「日本再生元年予算」と位置

づけられ、震災からの復興と日本経済の成長戦略の

実現を柱に編成がなされ、昨日衆議院を通過いたし

ました一般会計総額において、６年ぶりのマイナス

予算となる９０兆３,０００億円となっております

が、東日本大震災特別会計が創設されること、年金

国庫負担の増額分に、今後の消費税増税を見込んだ

交付国債が充てられること、さらに平成２４年度で

執行される予算を平成２３年度第４次補正予算に計

上されていることなどを加味すると、実質の予算規

模は、前年度を大きく上回る構造となっております

。また、３年連続して国債が税収を上回るという極

めて異例の事態にあると言えます。 

 一方、地方財政政策については、「地域主権改革

」に沿った財源の充実を図るため、地方交付税にお

いては、昨年度の「地方再生対策費」、「雇用対策

・地域資源活用推進費」を整理・統合した「地域経

済基盤強化・雇用等対策費」１兆４,９５０億円を創

設するなど、地方交付税総額で、昨年よりも８００

億円増の１７兆５,０００億円が確保されたところ

でありますが、長引く経済の低迷から、従来の不交

付団体が大きく減少し、交付団体へと移行すること

などから、限られたパイをより多くの団体で配分す

る実態にあります。 

 加えて、社会保障費などの自然増への対応のほか

、地方税収も大きな増収は見込めないことから、地

方財政は極めて厳しい状況にあります。 

 さて、当町におきましても、厳しい経済状況が続
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く中、昨年の高温多雨による農業収入の大幅な減収

、好転しない購買意欲などの影響を受け、町税収入

の減収や人口減などの影響から、地方交付税も大き

く減額となることから、歳入一般財源の減収を見込

まざるを得ず、一方、歳出面においては、地域の経

済対策や少子高齢化対策、「安心・安全なまちづく

り」を推進していくため、近年の大雨災害に対する

恒久的な復旧対策、学校を中心とした公共施設の耐

震化対策への対応など、一刻も早い対応が求められ

る喫緊の課題が山積しており、これらを含め、財政

需要の増大が避けられず、非常に厳しい財政状況と

なっております。 

 このような実態から、本年度以降の財政見込みに

おいては、大きな財源不足が予想され、今後は持続

可能な財政構造の再構築に向けて、不断の行財政の

効率化はもとより、地域内の人材・資源など、あら

ゆる潜在力を見出し、それら秘められた力を発揮で

きるように、町民の皆様と、これからのまちづくり

への思いを共有しながら、しかもスピード感を持っ

て諸課題に取り組み、経済の活性化を果たし、安定

した財政基盤をつくることに全力を注いでまいりま

す。 

 また、第５次総合計画や自治基本条例の精神であ

る「協働」をこれからも町民の皆様の共有のキーワ

ードとし、町民個々人はもとより、さまざまな主体

の活力が協働によりますます発揮され、上富良野町

が活気に満ち、しかも安心して暮らすことのできる

まちとなるよう、改めて果たすべき役割をしっかり

認識し、すべての町民の皆様が、まちづくりへの当

事者感覚を実感できるような環境づくりに全力を傾

け、確実に実効があらわれるよう取り組んでまいり

ますので、町民の皆様や、議員各位の一層の御支援

と御協力をお願い申し上げます。 

 それでは、各分野の主要施策について、総合計画

に示した五つの暮らしづくりに沿って、その主なも

のについて申し上げます。 

 最初に、一つ目の「人や地域とつながりのある暮

らしづくり」についてであります。 

 まず、「地域ぐるみで支え合う健康・福祉コミュ

ニティの実現」については、ひとり暮らしの高齢者

など、支援を必要とする人たちが、地域で心豊かに

安心して自立した生活を送ることができるよう、地

域の福祉力を高める社会づくりに努めるとともに、

「住生活基本計画」に基づく高齢者も安心して生活

できる環境づくりを推進してまいります。 

 次に、「信頼ときずなで結ばれる産業の実現」に

ついてですが、農業・商工業・観光など、町内の産

業連携がさらに円滑に推進されるよう取り組み、各

種イベントなどを通じ、町民の皆様に安心で安全な

地場農畜産物を提供することなどを通じ、信頼性を

高めるとともに、町外での観光ＰＲなどの機会も活

用し、まちの農畜産物の魅力発信に努めてまいりま

す。さらに、加工分野の拡大や商品化が図られるよ

うな支援の充実や各種制度などの情報提供に努め、

加えて６次産業の創出につながるように努めてまい

ります。 

 次に、「人・モノ・地域を結ぶ社会基盤の充実」

についてですが、昨年度から一部地域で試行実施し

てきました予約型乗り合いタクシー事業は、試行運

行を１年延長し、対象を全町に拡大して、利用者ニ

ーズを的確にとらえて、本運行に向けて取り組んで

まいります。 

 次に、「町民主体で成り立つコミュニティづくり

」についてですが、協働のまちづくり基本指針に基

づき、その推進に努めてまいります。 

 また、本年度は、津市との友好都市提携１５周年

を迎えることから、記念事業を実施してまいります

。 

 地域防災力の向上に向けては、まちの防災計画の

見直しと連動し、各地域の自主防災組織（２５地区

）との連携を密にし、災害時要援護者の避難支援体

制を含めた防災マップ作成の支援を行うほか、防災

士養成を計画的に行ってまいります。 

 次に、二つ目の「穏やかに安心して過ごせる暮ら

し」づくりについてであります。 

 まず、「安心の暮らしを支える福祉医療環境づく

り」についてですが、高齢者福祉については、高齢

者が住みなれた地域で安心して暮らすことができる

よう、自立生活や在宅介護の負担を軽減するための

住宅リフォーム助成制度の活用の促進に努めるとと

もに、緊急時の備えとして、緊急通報システムの端

末装置を更新整備してまいります。 

 障がい者福祉については、「上富良野町障害者計

画」を全面改定し、ノーマライゼーション社会の実

現を目指して取り組みに努めてまいります。 

 ラベンダーハイツは、地域の高齢者福祉・在宅福

祉施設の拠点として、サービスの向上と経営の安定

に努めるともとに、トイレ・洗面所を改修整備し、

安全で快適な施設運営を図ってまいります。 

 介護保険事業につきましては、本年度から第５期

介護保険事業計画がスタートしますが、在宅介護を

地域で支えるため、計画期間中に小規模多機能居宅

介護施設と認知症対応型グループホームの整備を位

置づけるとともに、今後３年間、さらには次期計画

を見据えて、安定した介護保険事業運営が図れるよ

う、第５期におきましては、第１号被保険者の介護

保険料を現行より３５０円（９.８％）増の３,９５

０円に改訂をお願いするところであります。 
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 また、これまで喜寿・米寿・白寿の節目を迎えら

れた方々に対する「敬老祝い金制度」につきまして

は、経過措置を設けながら、白寿のみの制度に見直

すことで、その財源を、今後増加する高齢者の多様

な福祉施策に活用を図ってまいります。 

 国民健康保険事業については、依然として厳しい

財政状況にありますが、保健指導に力点を置き、生

活習慣病予防を積極的に取り組むことで、医療費増

嵩の抑制を図りながら、持続的かつ安定的な事業運

営に努めまいります。 

 病院運営につきましては、一般病床、介護療養型

老人保健施設、また、救急告示病院として、引き続

きその役割を担ってまいります。 

 本年度は、コンピューター断層撮影装置（ＣＴ）

と画像保存通信システムを整備し、より一層安全で

良質な医療と介護サービスなどの提供に努めてまい

ります。 

 次に、「のびのび子育てを支える成長環境づくり

」についてですが、安心して子供を産み育てること

ができる地域を目指し、子育て支援の各施策の充実

を図るとともに、教育委員会と連携による「すくら

むかみふ」の活用による一貫した子育て支援の充実

に向け、取り組みを進めてまいります。 

 さらに、子育て家庭に対する経済的支援として、

「子育て支援ごみ袋交付事業」を新たに実施します

。 

 また、子どもセンターは、子育て支援の拠点とし

て、就学前親子の交流機会の充実とともに、児童福

祉法改正に伴う障がい児相談支援などの役割を果た

し得るよう、その体制強化に取り組んでまいります

。 

 核家族化が進み、家庭の養育力が低下する中にお

いて、まちにおいては、限られた人的資源をもとに

、これからの多様な保育ニースにこたえるため、保

育所運営については、さまざなノウハウを持つ民間

活力を活用する形態への移行が、総体的なまちの保

育と子育て環境の向上につながることから、スムー

ズな移行が図られるよう、取り組みを進めてまいり

ます。 

 次に、「本気・やる気が実を結ぶ産業づくり」に

ついてですが、基幹産業の農業については、「戸別

所得補償制度」や「農地・水保全管理事業」、「中

山間地域等直接支払い制度」、「環境保全型農業直

接支援対策事業」など、各制度の活用による営農支

援や交付金の直接払いにより、農業経営の安定化に

努めてまいります。 

 また、農業農村基盤整備事業につきましては、東

中興農地区、西山地区の事業を継続実施し、新たに

東中の南地区と中央地区について、本年度から着手

してまいります。あわせて、来年度に着手を予定し

ている東中西地区については、その換地計画を策定

し、安定した農業経営基盤の整備を図ってまいりま

す。 

 エゾシカ対策については、駆除活動を担っていた

だいている猟友会への支援を継続実施するとともに

、抜本的な解決に向け、北海道、農協など関係機関

と連携し、効果的な対策の検討を進めてまいります

。 

 商工業の振興につきましては、依然として厳しい

経済状況が続いておりますが、活力のある商工業の

再生を図るため、商工会の自主的な活動を支援する

とともに、さらに連携を密にして、商工業の振興が

着実に図られるよう努めてまいります。 

 また、これからの活力ある産業基盤づくりへの大

きな柱となり得る観光産業の振興については、本年

度策定予定の観光振興計画と連動させた中で、観光

協会を初め、農畜産業や商工業との連携強化を図り

、滞留・滞在型観光を推進し、安定した町内への入

り込み客数の増加につなげ、地域活力の向上に結ぶ

よう、支援策もあわせしっかりと取り組みを進めて

まいります。 

 次に、「身近な生活の安全を支える社会基盤の充

実と環境保全」につきましては、生活の基盤となる

社会資本の整備と機能維持は、日常の暮らしにおい

て欠くことはできないものであり、施設の長寿命化

を基本に置いて、継続的かつ計画的に取り進めてま

いります。 

 なお、除排雪を含めた生活道路の維持管理につい

ては、これまでも段階的に外部委託することを進め

てまいりましたが、本年度から全面委託として、行

政の効率化を図るとともに、維持管理などサービス

の向上に努めてまいります。 

 環境問題につきましては、地域一体となった温室

効果ガスの削減に向けた取り組みを継続してまいり

ます。 

 特に、昨年度から３カ年計画で進めている省エネ

・新エネ型の住宅用設備機器導入事業や、生活灯を

省エネルギー型への転換事業、住宅のリフォーム事

業に対する助成制度を、だれもがわかりやすいＰＲ

に努め、推進してまいります。 

 次に、「生活の不安を取り除く地域社会づくり」

についてですが、活火山十勝岳と共生するまちとし

て、引き続き砂防など防災施設基盤の整備促進が図

られるよう、関係機関への要望を行ってまいります

。 

 また、地域防災計画の見直しについては、近年の

大雨災害のほか、東日本大震災も一つの教訓ととら

え、さまざまな災害を想定したより実践的な内容と
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なるよう、見直しを図ってまいります。 

 特に大雨災害については、水路や河川の水処理機

能の維持と質的改良を促進するとともに、地域や地

区集団における農地からなどの土砂流出の抑制と、

肥沃な大地を守る活動を支援し、協働の取り組みに

よる減災対策を推進してまいります。 

 交通安全、防犯、さらに消費生活の安全などに関

する対策につきましては、一人一人の意識喚起につ

ながるような地道な取り組みの継続が必要であり、

そのために関係機関と一層連携強化を図りながら、

事件、事故のない安全で安心して生活できる環境づ

くりを推進してまいります。 

 特に本年度は、町内における交通死亡事故ゼロ１,

０００日の達成に向け、町民一丸となった啓蒙活動

に取り組んでまいります。 

 次に、三つ目の「快適で楽しく潤いある暮らしづ

くり」についてであります。 

 まず、「意欲と活力ある暮らしを導く心づくり、

身体づくりについて」ですが、住民みずから健康づ

くりを実践するまちを目指し、特定健診受診率の向

上と特定保健指導の内容充実に、さらに努めてまい

ります。 

 生活習慣病は、ますます低年齢化する傾向にある

ことから、ライフサイクルを通じた生活習慣病予防

を柱に据えて、「第２期健康かみふらの２１計画」

、「生活習慣病予防ガイドライン」、「食育推進計

画」を策定してまいります。 

 また、各種がん予防のための学習や心の健康のた

めの学習の充実を図るとともに、各種ワクチン接種

の助成制度についても引き続き実施し、接種機会の

向上に努めてまいります。 

 次に、「地域の魅力を満喫する産業環境づくり」

についてでありますが、既に「かみふらのポーク」

を共通の食材として、「食」による地域のブランド

化に向けた活発な活動が行われておりますが、新た

な地域ブランド品の開発につながるよう、町民の皆

様や各関係団体との連携を深めながら、必要な支援

を行ってまいります。 

 次に、「憩いと安らぎを提供する快適空間づくり

」についてですが、本年度より公共施設環境整備員

を配置して、施設機能の維持向上を図り、「親しみ

やすく魅力ある公園・緑地づくり」を進めてまいり

ます。 

 日の出公園については、山頂への車道ルートの見

直しやラベンダー園の植えかえ更新などを行い、観

光拠点としての再生計画を推進し、魅力アップを図

ってまいります。 

 島津公園については、遊具広場のトイレ改築を実

施するほか、昨年度整備したジャブジャブ池を供用

し、子供から高齢者の方々まで幅広い年齢層の集い

の場、憩いの場としての充実を図ってまいります。 

 また、整備計画の最終調整が進められております

見晴台公園の再生整備は、今期観光シーズンまでに

完了させ、新たな機能を活用した地域振興に寄与で

きる観光振興の拠点となるよう整備を推進してまい

ります。 

 次に、「楽しく便利な地域生活の実現」について

ですが、町民の皆様からの電子申請制度について、

対応可能なものから導入するよう、オンライン化条

例の制定に向け取り組んでまいります。 

 次に、四つ目の「地域の宝を守り・はぐくみ・活

用できる暮らしづくり」についてであります。 

 まず、「担い手が輝き、地域の強みを生かす産業

づくり」についてですが、まちの産業を支える担い

手づくりは、これからのまちづくりを左右する大き

な課題であることから、新たな後継者に対する奨励

金制度などを継続して取り組むとともに、地域資源

を生かした農業・商工業・観光が一体となった産業

連携が確実に推進され、若い力が生かされるよう支

援を行ってまいります。 

 また、先般、中富良野町、美瑛町と３町で、「花

人街道連携会議」を発足したところであり、本年度

より「花」をテーマにした３町共同の初めての事業

として、観光客の誘致が図られるよう取り組んでま

いります。 

 さらに、観光資源の十勝岳連邦や温泉などを活用

し、地域の活性化を推進するために、上富良野町観

光振興計画を策定し、地域の特性を生かした活力と

魅力あるまちづくりに資するよう活用を図ってまい

ります。 

 次に、「風土に調和した社会基盤・活動基盤づく

り」についてですが、景観行政団体として、「かみ

ふらのの景観づくり計画」に基づき、引き続き良好

な環境づくりを進めてまいります。 

 町営住宅の整備につきましては、「町営住宅等長

寿命化計画」と、昨年度策定した「住生活基本計画

」などに基づき、まちの将来を見据えながら計画的

に整備、維持修繕を行ってまいります。 

 なお、老朽化が著しい緑町団地については、入居

者の御理解、御協力をいただきながら解体整備を行

ってまいりたいと考えております。 

 次に、「まちの記憶が受け継がれ、新たな知恵が

芽吹くまちづくり」についてですが、ふるさとの歴

史や文化、その伝承や活用などについては、教育委

員会と連携を図り、しっかりとまちの歴史や文化が

受け継がれ、また、守られるよう取り進めてまいり

ます。 

 定住・移住対策については、昨年度町内の関係す
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る団体で設立した「上富良野町定住移住促進連絡協

議会」との連携・協力のもと、目標に向け着実な成

果につなげられるよう、移住準備住宅の改修整備な

どを行い、施策の推進に努めてまいります。 

 次に、五つ目の暮らし「誇りと責任・役割を分か

ち合える暮らしづくり」についてであります。 

 「協働のまちづくりは」、自治基本条例に掲げた

まちづくりの基本原則であり、「協働のまちづくり

推進委員会」の御意見をいただきながら、着実な推

進に努めてまいります。 

 なお、本条例は、時代とともに育てる条例として

位置づけられており、その見直し規定に基づき、見

直し作業に着手してまいります。 

 行財政改革について、本年度は町政運営改善プラ

ンの３年目であり、取り組むべき事項について、「

プラン２４」として整理いたしましたので、その着

実な実践に努めてまいります。 

 また、行政組織のあり方についても、組織力が最

大限に発揮されるよう、職員個々の資質向上に向け

た取り組みとあわせて、行政機能が効率的・効果的

に発揮されるとともに、各施策が町民の皆様により

近いところで決定され、実践されていく体制の構築

に向けて、不断の見直しを行い、真に町民の皆様の

期待にこたえ得る組織として進化するよう努力して

まいります。 

 町税は、町財政の根幹をなすものであり、適正な

課税と納期内納税の推進に努め、滞納者に対しては

、その実態に応じた適切な収納対策を進めてまいり

ます。 

 自衛隊の関係については、これまでに築いてきた

共存共栄の関係をもとに、引き続き上富良野駐屯地

の現状規模堅持と、上富良野演習場の安定的、継続

的な使用に向けた対策に取り組んでまいります。 

 また、演習場隣接周辺３地区の協議会に対しまし

ては、「上富良野演習場周辺地区自治活動奨励事業

補助金制度」を設け、地域の環境保全や生活の改善

に寄与するよう対応を図ってまいります。 

 広域行政の推進については、富良野広域連合の構

成自治体として、また、広域消防の本部設置自治体

として、広域連合の設置目的が果たされるよう、構

成市町村と連携し、さらに相互理解を深めながら取

り組んでまいります。 

 また、北海道後期高齢者医療広域連合に、本年度

から２年間の予定で当町の職員を派遣し、知見を積

むとともに、広域連合の事業運営に貢献してまいり

ます。 

 最後に、五つの暮らしづくりにおける、成長・学

習の政策分野の多くの部分については、教育行政執

行方針に沿って進められる教育委員会の取り組みを

基本に促進してまいります。 

 以上、平成２４年度の町政執行に当たり、所信を

述べさせていただきました。 

 次に、平成２４年度予算案の概要を申し上げます

。 

 本年度は、さきにも申し上げましたように、「地

域主権改革」に沿って、国段階においては、地方の

一般財源総額は、昨年度の水準が確保されたところ

ですが、当町におきましては、厳しい経済状況など

を受け、町税収入の減少、人口減などによる地方交

付税の大幅な減少などにより、歳入一般財源が減少

する一方、厳しい経済・雇用情勢や急速な少子高齢

化への対応など、喫緊の課題への対応により、財政

需要が増大している状況にあることから、非常に厳

しい予算編成となったところであります。 

 一般会計では、総額６１億１,０００万円、昨年対

比プラス１.０％、６,１００万円増の規模となって

おりますが、これは平成２３年度分災害復旧事業分

として、約５,８００万円計上していることが要因と

なっており、これを除くと、ほぼ昨年度と同額の予

算規模となったところであります。 

 本年度は、最終的に財源不足を解消するために、

災害復旧経費の対応に、北海道市町村備荒資金組合

から超過納付金の還付金４,４１０万円を充用し、さ

らに喫緊の行政課題などに対応するために、財政調

整基金から９,０００万円を繰り入れて予算を調整

したところでありますが、申すまでもなく、財政の

安定化は、町政執行の基本でありますので、本年度

以降も予想される財源不足に対応するために、早急

に持続可能な財政構造の再構築に向けて取り組みを

強化してまいります。 

 次に、特別会計及び公営企業会計についてですが

、制度改正に伴う対応のほか、事業運営に必要な事

項についても、一般会計同様に効率的な対応方針の

もとに財政見通しを立て、加えて一般会計からの繰

出金及び補助金などについては、法令の基準に基づ

くものや、財源確保として妥当なものに限り措置を

行ったところであります。 

 会計ごとに申し上げますと、国民健康保険特別会

計では、総額１３億７,７８３万４,０００円、前年

対比０.４％、６０８万３,０００円減となっており

ます。昨年度に保険税率の増額改定をいたしたとこ

ろでありますが、町内経済の厳しい状況を見据えな

がら、保険税収入の適正な把握に努め、保険者とし

ての負担すべき保険給付費、後期高齢者支援金及び

介護給付納付金などの費用とのバランスを図ったと

ころであります。 

 後期高齢者医療特別会計では、総額１億１,５３６

万４,０００円、前年対比１４.１％、１,４２５万３
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,０００円増となっておりますが、被保険者数の増加

及び保険料率の増額改定によるものであります。 

 次に、公共下水道事業特別会計では、総額４億１,

１６３万８,０００円、前年対比１３.４％、６,３４

９万３,０００円の減となっておりますが、現在実施

中の長寿命化計画に基づく浄化センター更新事業に

おいて、年次ごと事業量にばらつきがあることが要

因であります。 

 次に、簡易水道事業特別会計では、総額６,２１８

万５,０００円、前年対比９.７％、６６５万６,００

０円の減となっておりますが、農業農村整備事業に

伴う東中簡水配水管移設補償工事の減と、里仁簡水

における新規配水工事の完了によるものであります

。 

 次に、介護保険特別会計では、総額７億７,７４３

万９,０００円、前年対比０.３％、２２４万円増と

なっています。これは、今年度からスタートする第

５期介護保険事業計画により、今後３年間の介護給

付見込みに対する介護報酬が改定され、第１号被保

険者の介護保険料を、現行より３５０円増の３,９５

０円に改定をお願いするところでありますが、新た

な要介護者の出現率は低水準で推移しているものの

、高齢化の進展とともに、要介護者が重度化傾向に

あることから、介護給付費の増加が見込まれるため

であります。 

 次に、ラベンダーハイツ事業特別会計では、総額

２億８,８４３万２,０００円、前年対比１５.７％、

５,３６９万７,０００円の大幅な減となっておりま

すが、スプリンクラーの新設工事が完了したことに

よるものであります。本年度は、安全で快適な生活

確保のため、利用者のトイレ・洗面所の改修工事に

着手し、整備を進めてまいります。 

 次に、病院事業会計では、予算総額は９億４,６２

５万６,０００円で、前年対比０.２％、２１６万５,

０００円増の予算規模となっております。 

 収益的収入及び支出の予算額は８億６,６４７万

３,０００円で、前年対比１.１％、９６３万７,００

０円の減となっております。これは、事業収益では

実績見込みなどを踏まえて、入院収益が減となった

ことが主な要因であります。一方、事業費用におい

ても事業収益の減に伴い、実績見込みや制度改正な

どを踏まえ、各費用の縮減に努めながら収支を見込

んだところであります。 

 資本的収入及び支出の予算額は、７,９７８万３,

０００円で、前年対比１７.４％、１,１８０万２,

０００円の増となっております。これは企業債償還

費の減や、事業完了による減要素もありますが、総

合計画実施計画に基づき、コンピューター断層撮影

装置（ＣＴ）の更新と附帯機器の画像保存通信シス

テム（ＰＡＣＳ）の整備を行うことによる増であり

ます。 

 最後に、水道事業会計では、総額２億６,５４０万

４,０００円、前年対比２.８％、７１７万３,０００

の増となっております。収益的収支においては、消

火栓移設工事と消費税納税額の減、資本的収支では

、検満工事数量の更新周期による増と、配水管新規

布設による増があることから、結果として総額では

増額となっております。 

 これら特別会計及び公営企業会計予算の合計は、

４２億４,４５５万２,０００円で、さきに申し上げ

ました一般会計予算とあわせたまち全体の予算では

、１０３億５,４５５万２,０００円、前年対比０.

３％、４,３０９万８,０００円減の規模となってお

ります。 

 以上、予算の概要を申し上げましたが、国の財政

状況が大変厳しい中、これからのまちづくりにおい

ては、地域力が大きく将来を左右する時代を迎えて

おります。今こそ町民一丸となって、まちづくりに

取り組んでいくことが何にも増して重要と考えてい

るところであり、町民の皆様並びに議員各位の御理

解と御協力を切にお願い申し上げ、平成２４年度の

町政執行方針といたします。よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長より教育行政

執行方針について説明を求めます。 

 教育長、北川雅一君。 

○教育長（北川雅一君） 平成２４年第１回定例町

議会の開催に当たり、上富良野町教育委員会の教育

行政の執行にかかわる主要な方針について申し述べ

、町議会初め、町民の皆様の御理解と御支援をお願

い申し上げます。 

 初めに、平成２３年３月１１日に発生した東日本

大震災と原発事故は、被災地域だけではなく、我が

国全体に大きな衝撃を与えるとともに、さまざまな

影響を及ぼしました。 

 一方で、被災地の子供たちや地域住民、各自治体

、ＮＰＯ、企業等の積極的な行動と、全国各地から

集まった人々のボランティアなど、世界からも評価

される「人のきずな」は、未来への希望を感じとる

ことができました。 

 特に「人と人との支え合い」や「ふるさとを愛す

る心」、「子供たちの自主的な行動」、「優しく人

を思いやる心」などは、教育が目指す原点であり、

不易なものであると考えております。 

 まちづくりは、人づくりの地域の教育によって支

えられ、活性化されるものであります。その主体と

なって次代を担う人材をはぐくむために、教育の果

たす役割は、ますます重要になってきております。 
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 このために、教育における不易を大切にした上で

、幼児期から高齢期まで、ライフステージに応じた

学習の機会を提供するとともに、何より町民一人一

人が、みずから進んで学ぶことに生きがいや喜びを

感じ、「笑顔」があふれる教育行政に取り組んでま

いりたいと考えております。 

 そのために、教育委員会といたしましては、町民

憲章を踏まえ、「上富良野町教育振興基本計画」並

びに「教育目標」を基本として、十勝岳の自然豊か

な地域素材や人材を生かし、家庭・学校・地域が一

体となった教育活動を大切にし、「次代を担う豊か

な人づくり」を推進してまいります。 

 また、各施策の点検管理や執行状況を明らかにす

る「教育委員会点検・評価」を継続して実施し、そ

の取り組みをより効果的、かつ円滑に推進するよう

努めてまいります。 

 学校教育においては、「夢広げ、たくましく未来

を切り開く児童生徒の育成」を基本方針に、「確か

な学力と豊かな心やたくましい体の育成」、「開か

れ信頼される学校づくりの推進」、「人間力を磨く

教師の育成」、「教育条件整備の充実」を目指して

まいります。 

 「確かな学力の向上」につきましては、これまで

の全国学力・学習状況調査等の結果から、生活面で

は、家庭生活や学校生活などにおいて、継続して安

定した様子が見られています。 

 また、学力面では、国語・算数・数学ともに基礎

的な学力が確実に身についている様子がうかがえま

す。 

 しかしながら、活用力・応用力において課題が残

されている状況が見られております。その課題解決

に向けて、引き続き基礎・基本の確実な定着と、そ

れを活用して解決するために必要な思考力・判断力

・表現力などをはぐくみ、主体的に学習に取り組む

態度を育ててまいります。 

 そのために、各学校においては、「全国学力・学

習状況調査」や「学校評価」などの結果をもとに、

「学力向上プラン」を作成し、具体的に実践を進め

ております。 

 北海道では、平成２６年度の学力調査までに、「

全国平均以上」とする目標を立てており、本町にお

いても、目標を設定し、さまざまな取り組みを進め

てまいります。 

 学習活動交付金につきましては、学力向上への取

り組みを主に活用をしてまいります。 

 その他に、確実に学力の定着を図るため、学校と

保護者や地域が子供の望ましい生活、学習習慣に向

けた家庭生活のあり方について、あらゆる機会を通

して発信してまいります。 

 また、子供たちの学力等の状況を引き続き検証し

ていくため、本年度も全国学力・学習状況調査を北

海道と連携を図りながら実施を予定しております。 

 「豊かな心の育成」につきましては、道徳の時間

をかなめとして、全教育活動を通して人の気持ちを

理解し、思いやりの心や規範意識・感動する心、そ

して生命を大切にする心など、本町の子供たちに定

着しつつある「心」をさらに向上させる取り組みを

推進してまいります。 

 そのために、道徳の時間の充実や総合的な学習時

間、特別活動の充実とキャリア教育の一環とした職

場体験学習を通し、多様な体験活動を促進させ、自

然や人との触れ合いを深めて、「心の教育」の推進

に努めてまいります。 

 また、「いじめ、不登校」などの防止に向けては

、学校・家庭・関係機関との連携を密にし、各種の

調査やアンケートなどを活用して、早期発見、早期

解決に努力をしてまいります。 

 「たくましい体づくり」につきましては、正しい

生活習慣と健康管理の理解と定着を促し、運動する

機会をふやし、体力の増進を図ってまいります。 

 そのために、体育や保健の授業の充実と日課の工

夫によって体を動かす時間の確保や習慣化を図るこ

と、家庭や地域と連携しながら「早寝・早起き・朝

ごはん」など、正しい生活リズムの確立を図ってま

いります。 

 また、体力・運動技能の向上を図るだけではなく

、自主的な協調性・忍耐力など、心身両面にわたる

健康の保持増進を図る少年団活動や部活動への支援

も努めてまいります。 

 以上のさまざまな方策とともに、地域に開かれた

信頼される学校づくりのために、保護者への授業参

観だけではなく、地域の方々や各関係へも授業を見

てもらう機会を設けてまいります。 

 また、学校評議員や学校関係者評価委員会の意見

、保護者・地域の外部アンケートなど、多くの声を

生かした学校評価を実施し、学校運営の改善を積極

的に進めてまいります。 

 児童・生徒の指導等につきましては、いじめや不

登校、薬物・虐待・自殺・有害情報などの問題が依

然として後を絶たない現状であります。本町におい

ては、学校・家庭・地域の努力と連携協力によって

、問題等の事例は少ない状況にあります。 

 しかしながら、それぞれの問題は、どこの学校で

も起こり得るもので、日ごろから児童生徒などが発

する危険信号を見逃さないよう、早期発見に引き続

き努めてまいります。 

 その手立てとして、教職員の児童生徒理解力を高

める「研修活動」の充実と、子供たちの目線に立っ
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た「教育相談や相談体制の充実」を図ってまいりま

す。 

 上富良野中学校には、引き続き「心の教室相談員

」を配置するとともに、適宜学校教育アドバイザー

を学校の相談のほか、保護者・地域との相談にも対

応させてまいります。 

 僻地・複式教育につきましては、それぞれの地域

実態や特色を生かした指導によって、魅力ある学校

の推進を実現し、地域に信頼される学校づくりに効

果を上げているところであります。今後も地域や保

護者と一体となった、小規模ならではの教育活動を

推進し、その充実を図ってまいります。 

 そのために、各学校の特色ある取り組みや行事等

への支援はもとより、僻地・複式教育の研究を進め

ている「上川南部地区へき地複式研究連盟」への支

援も継続して行ってまいります。 

 江幌小学校においては、地域の温かさと自信を育

てる少人数指導などを望む児童が、校区外からも就

学している「特認校」としてさらなる発展を目指し

、情報提供に努めてまいります。 

 また、少子化による児童生徒の減少に伴い、昨年

に引き続き、事務職員の未配置校である東中小学校

・東中中学校に、校務の円滑化を図るため、町費で

事務職員を配置してまいります。 

 特別支援教育につきましては、障がいや困り感の

ある子供の教育にニーズに応じた校内体制の整備と

、その指導法の充実に継続して努めてまいります。 

 そのために、個別に対応した人的支援が重要であ

ることから、本年度も上富良野小学校と上富良野西

小学校、上富良野中学校に「特別支援教育指導助手

」を配置し、指導の一層の充実を図ってまいります

。 

 また、今年度は上富良野西小学校に「病弱学級」

、上富良野中学校には「肢体不自由学級」の新設を

してまいります。 

 そして、乳幼児から中学校まで、本人と保護者が

活用できる個に応じた育ちの記録と学びの応援ファ

イル「すくらむ」を作成し、活用普及をしてまいり

ます。 

 また、幼稚園の特別支援に対して助成を行い、指

導の体制充実に努めてまいります。 

 さらに、「上富良野町特別支援教育連絡協議会」

や「就学指導委員会」の活動を通して、関係者の連

携や研修の機会を持ち、指導の充実と特別支援学校

や専門機関等の専門的見地から助言指導を得て、自

立や進路・社会参加への支援を積極的に行ってまい

ります。 

 学校の危機管理につきましては、噴火・大雨・地

震など、自然災害や事件・事故の危機から子供たち

の安全・安心を確保するとともに、地域の応急避難

所としての役割を学校が果たしていくため、まちの

防災計画と連動した防災教育の充実や、各学校の実

態に合わせた危機管理マニュアルの点検を行ってま

いります。 

 また、発生時の対応及び連絡等については、関係

機関との共通理解と連携を図る取り組みを継続して

進めてまいります。 

 そして、住民会・町内会による登下校時の「見守

りパトロール」や「青少年健全育成をすすめる会」

など、継続して地域総ぐるみで協力体制づくりを進

めてまいります。 

 また、状況に応じて各学校の教職員や教育委員会

職員による町内巡視活動も実施し、子供たちにかか

わる安全確保や事件及び事故の予防に最善を尽くし

てまいります。 

 教育環境の整備につきましては、上富良野小学校

の校舎改築に向けて、昨年上富良野小学校建設検討

委員会にて審議をいただき、基本設計をまとめてい

ただきました。今年度は、平成２５年度事業着手を

目指し、実施設計を行ってまいります。 

 また、西小学校体育館改修工事や上富良野中学校

グラウンドの一部改修工事などを実施し、安全・安

心な学校環境の整備を図るとともに、教材備品の充

実を図るなど、学習環境の整備にも継続して取り組

んでまいります。 

 学校給食につきましては、今年度も四季折々の新

鮮な食材、しゅんの味覚を味わうことができる地場

産の食材を活用した、顔の見える学校給食の提供に

継続して取り組んでまいります。 

 また、「お弁当持参の日」は、親子の触れ合いや

家庭への感謝など、親子の「きずな」につながるも

のとして、継続して実施してまいります。 

 さらに、栄養士による食の正しい知識や望ましい

食習慣を身につけさせる指導を学校と連携を図り、

充実させてまいります。 

 国際理解教育につきましては、友好都市でありま

すカナダ・アルバータ州カムローズ市から英語指導

助手を迎えて、各学校の授業やサークル活動を通し

て国際理解教育の推進とともに、上富良野町とカム

ローズ市との交流発展に努めております。 

 また、小学校の総合的な学習の時間を活用した英

語活動や外国語活動のサポート、そして中学校の授

業における積極的な活用を進めてまいります。 

 さらに、幼稚園・保育所への訪問や英会話教室な

どを利用し、幼児も含めた町民の皆様に国際理解の

輪を広げるよう、その推進に努めてまいります。 

 姉妹校交流推進事業につきましては、平成９年７

月の上富良野西小学校と三重県津市の「安東小学校
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」の姉妹校提携調印以来、１５年目を迎えておりま

すが、本年度は交換交流と物的交流を行い、充実し

た両校の交流をさらに深めてまいります。 

 道立上富良野高等学校の振興につきましては、富

良野地区中学卒業生が前年度よりも少なく、ますま

す生徒の確保が難しく、その存続の危機に直面して

いる現状にあります。 

 上富良野高校では、大手予備校と連携し、「ビデ

オ・オン・デマンドシステム」を富良野地区として

初めて取り入れ、能力に応じた学習を進めておりま

す。 

 また、キャリア教育では、町内事業所の協力を得

て就業体験などを実施し、「学力だけでなく、人と

しての生きる力」を育てております。 

 今後は、引き続き町内中学校との交流・資格取得

検定料の補助や入学準備金などの支援はもとより、

「上富良野高校教育振興会」、「上富良野高校サポ

ーターズクラブ」や「上富良野高校野球部を応援す

る会」、そして地元関係各位とともに、我がまち高

校の存続に向けて知恵を出し合い、新たな振興策を

喫緊の課題として取り組んでまいります。 

 社会教育の推進につきましては、公民館や図書館

、社会教育総合センターなどの社会教育施設を活用

しながら、町民一人一人に生涯にわたって自主的に

学ぶ機会を提供し、社会教育基本方針に基づき、「

豊かな心と健やかな体をはぐくみ、潤いある地域づ

くりを目指す生涯学習」のさらなる推進に向けて社

会教育を進めてまいります。 

 そのために、平成２１年度から実施している第７

次社会教育中期計画の進捗状況に応じ検証を進め、

家庭・学校・地域社会のそれぞれが持つ教育機能の

充実や連携・融合を図りながら、具体的方策の実施

・実現を進めてまいります。 

 家庭教育につきましては、家庭こそ子供たちの人

格形成に必要な「基本的生活習慣」と「調和のとれ

た心身」をはぐくむことが教育の原点であります。

このことから、「早寝・早起き・朝ごはん」の運動

を通して、食事や睡眠などの大切さの理解と「親子

のきずな」、「健やかな子育て」の向上を目指して

、多様な学習機会や情報の提供とともに、本の読み

聞かせや芸術鑑賞などの情操を豊かにする取り組み

など、地域の教育力も活用させていただきながら、

その充実を図ってまいります。 

 また、家庭教育学級や子育てサークルなどを通し

ての相談活動や交流活動・スポーツ活動などを積極

的に支援するとともに、明るく安心して子育てを進

められる家庭環境づくりを目指し、講演会や研修会

の充実に努めてまいります。 

 さらに、毎月第３日曜日の「道民家庭の日」の啓

発や普及促進を図り、本町の家庭教育力のさらなる

向上に推進してまいります。 

 青少年教育につきましては、次代を担う青少年の

スポーツや文化活動の推進を図るため、子供会やス

ポーツ少年団、青少年団体協議会などの自主的な活

動を尊重し、継続して支援・協力を行ってまいりま

す。 

 ことしは、「青少年団体協議会」が５０周年を迎

え、さらに活動への支援をしてまいります。 

 将来の地域のリーダーづくりを目指し、「なかよ

しサミット」や「青少年交流事業」などを通して、

小・中・高校生を対象とするジュニアリーダー育成

事業を推進してまいります。 

 ことしは、３年ごとに開催している姉妹都市津市

へ、小学生４年生から６年生を対象に、第６回青少

年国内交流研修を実施し、見聞を広めてまいります

。 

 また、地域・ＰＴＡ・関係機関との協力をいただ

いております「学校支援ボランティア」の活動や、

「青少年健全育成をすすめる会」などによる活動を

通して、青少年が健やかに育つ環境づくりや、まち

づくりを継続して行ってまいります。 

 放課後プラン事業につきましては、保護者・学校

・地域などの理解と協力を得ながら、子供たちの放

課後の活動が、「より安全で安心な居場所づくり事

業」として、放課後スクールと放課後クラブを引き

続き運営してまいります。地域の方々のさらなる御

理解を得ながら、学校や保健福祉部局との連携をし

、上富良野の子供たちを健全に守り育てる事業とし

て推進してまいります。 

 また、この事業をより円滑にするに当たり、日々

子供たちのお世話をしていただく人材の確保に今後

とも努めてまいります。 

 成人・高齢者教育につきましては、成人の方々の

自主的なサークル活動への支援と、各種の学習機会

の開設などに取り組み、その活動の活性化に努めて

まいります。 

 成人女性を対象とした女性学級と、「若く老いよ

う」を合い言葉にした高齢者対象の「いしずえ大学

」を引き続き開設し、健康で明るい生活を築く学び

の機会を提供するとともに、生きがいづくりと社会

参加の促進を図ってまいります。 

 また、「いしずえ大学創立４０周年」を迎えるに

当たり、さらに自主的な運営のための自治会活動を

支援してまいります。 

 今後も成人者や高齢者の方々が培った知恵や技能

を、各種の学習活動や体験活動に生かし伝えていた

だくなど、積極的なかかわりの中で学び合い、支え

合う人づくり・まちづくりを進めてまいります。 

-40- 



 

 文化芸術の振興につきましては、人々の心に安ら

ぎと潤いをもたらすことを目標に、美術展覧会や音

楽・舞台芸術の公演などを文化団体や愛好者と連携

し、優れた芸術・芸能・文化に触れる機会の充実を

図ってまいります。 

 また、町民の皆様が心の豊かさを求める日常的な

練習を行っている文化芸術活動の発表の場として、

総合文化祭を開催し、自主的な発表の機会を支援す

るとともに、地域文化の継承と発展を目指してまい

ります。 

 図書館の運営につきましては、本年４月からスタ

ートします「子供読書推進計画」をもとに、子供が

その成長に応じた読書に親しめる環境づくりを目指

すために、読書推進活動に必要な方策を講じてまい

ります。 

 子供たちの読書への関心を高めるため、児童書の

充実を図るとともに、本と触れあう機会を拡充し、

妊婦や乳幼児には、絵本に触れるきっかけづくりの

ブックスタートや、幼児期での読み聞かせの充実、

学童期には、各小学校に朝読書支援や移動図書活動

を継続してまいります。 

 また、読書普及活動など、本を生かした学習活動

に御協力をいただいているボランティア活動への活

動支援も引き続いて行ってまいります。 

 今後もさまざまな機会を通して、町民の皆様の御

意見、御希望を広く聞き、町民に親しまれる図書館

を目指し取り組んでまいります。 

 郷土館につきましては、収蔵展示物を整理し、郷

土学習に活用が図られるよう、情報提供をしてまい

ります。 

 また、「郷土館特別展示」を総合文化祭に合わせ

て開催し、多くの町民の皆様に御観覧いただき、郷

土の歴史などについての造詣をさらに深めていただ

けるよう、充実に努めてまいります。 

 スポーツ振興につきましては、スポーツ基本法制

定に伴い、継続したスポーツ振興をもとに、人格の

形成、体力の向上や心身の健康増進を保持するとと

もに、私たち多くの夢や大きな感動、楽しみを与え

、活力に満ちた社会を形成する上で、欠かすことの

できない大切な役割を果たしております。そのため

、それぞれの体力や年齢に応じた多様なスポーツや

体力増進に取り組むことができるよう、各種スポー

ツ大会を開催するほか、地域や各スポーツ団体との

連携を図りながら指導者への支援を行ってまいりま

す。 

 また、スポーツの競技力向上や各種スポーツ団体

の自主的な活動の支援にも努めてまいります。 

 スポーツ施設の管理運営につきましては、利用者

ニーズの多様化にこたえ、施設の有効利用が図られ

るよう、スポーツ団体や地域との協議を行い、適正

な管理運営を目指します。また、学校の協力のもと

、引き続き学校開放事業を実施してまいります。 

 社会教育施設につきましては、町民の社会教育活

動の場として、本年度は開拓記念館の屋根塗装や指

定文化財表示塔の改修、社会教育総合センター施設

整備など、施設の適切な維持管理を初め、指定管理

者や関係団体との連携を十分に図りながら、多くの

町民の方々に利用していただけるよう努めてまいり

ます。 

 以上、平成２４年度の教育行政の執行に関する主

要な方針について申し上げました。 

 「豊かな人づくり」の実現に向けて、教育の果た

す役割はますます大きく、とりわけたくましく、未

来を切り開く子供たちを地域全体で守り育てていく

ことが重要であります。 

 教育委員会といたしましては、教育・文化・スポ

ーツの振興と生涯学習社会の実現を目指し、一つ一

つの施策を全力で取り組んでまいります。 

 議員並びに町民皆様の御支援と御協力をお願い申

し上げて、教育行政執行方針といたします。 

○議長（西村昭教君） 以上で執行方針の説明を終

わります。 

 続いて、各会計予算について説明を求めます。 

 初めに、一般会計予算について説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま町長から、平

成２４年度におけます町政全般の執行について基本

的な方針、また、教育長からは、教育行政の方針に

つきましてそれぞれに述べられました。その方針な

どに沿いまして編成いたしました平成２４年度の各

会計予算のうち、まず、一般会計予算の議決対象項

目の部分につきまして御説明を申し上げます。 

 それでは、各会計予算書の１ページをお開きくだ

さい。 

 議案第１号平成２４年度上富良野町一般会計予算

。 

 平成２４年度上富良野町の一般会計の予算は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６１億１,０００万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （地方債）。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度額

、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地

方債」による。 
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 （一時借入金）。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、４億円と定

める。 

 ２ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算額を

申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款町税、９億１,６２４万９,０００円。 

 ２款地方譲与税、１億３,３５０万円。 

 ３款利子割交付金、１５０万円。 

 ４款配当割交付金、１２０万円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、３０万円。 

 ６款地方消費税交付金、１億２,９７０万円。 

 ７款国有提供施設等所在市町村助成交付金、６,

５２０万円。 

 ８款自動車取得税交付金、２,２７０万円。 

 ９款地方特例交付金、４８０万円。 

 １０款地方交付税、２９億１,７００万円。 

 １１款交通安全対策特別交付金、２２０万円。 

 １２款分担金及び負担金、５,５９１万８,０００

円。 

 １３款使用料及び手数料、１億４,２５６万３,０

００円。 

 ３ページに移ります。 

 １４款国庫支出金、５億１,００８万６,０００円

。 

 １５款道支出金、３億２,８０２万６,０００円。 

 １６款財産収入、１,２２３万８,０００円。 

 １７款寄附金、１,０００円。 

 １８款繰入金、２億１,６４５１万２,０００円。 

 １９款繰越金、６,０００万円。 

 ２０款諸収入、２億７,９４６万７,０００円。 

 ２１款町債、３億１,０９０万円。 

 歳入合計は、６１億１,０００万円となります。 

 ４ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款議会費、６,３７６万２,０００円。 

 ２款総務費、７億６９１万４,０００円。 

 ３款民生費、１０億５,５０２万１,０００円。 

 ４款衛生費、７億４,２７８万５,０００円。 

 ５款労働費、６９万４,０００円。 

 ６款農林業費、４億７,４７２万１,０００円。 

 ７款商工費、１億８,７７５万５,０００円。 

 ８款土木費、５億６,７４４万９,０００円。 

 ５ページに移ります。 

 ９款教育費、３億７,９９２万７,０００円。 

 １０款公債費、９億３,８８６万７,０００円。 

 １１款給与費、９億３,７９１万３,０００円。 

 １２款災害復旧費、３,４１９万２,０００円。 

 １３款予備費、２,０００万円。 

 歳出合計は、６１億１,０００万円となります。 

 ６ページをお開きください。 

 次に、第２表ですが、地方債の限度額を述べ１２

件で、金額にいたしまして３億１,０９０万円と定め

、内容につきましては、各項目ごとに利率や、その

償還方法などを記載してございます。 

 特に将来の財政見通しが、昨今の経済情勢などに

より、大変不透明でありますことから、できる限り

今年度負担の抑制を図ることに重点を置きまして、

対象事業につきましては、継続的に取り進めている

事案を中心とし、その他緊急性、あるいは必要性の

高い事案に絞りまして、地方債の財源の一部として

計画的に整備を図るものであります。 

 また、加えまして、国の地方財政対策で暫定措置

されてございます臨時財政対策債につきましても、

昨年度に引き続き所要額を計上してございます。 

 ここまで申し上げましたことが、一般会計予算の

議決対象項目の説明でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について説

明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） 続きまして、議案

第２号平成２４年度上富良野町国民健康保険特別会

計予算につきまして、朗読をもちまして御説明申し

上げます。 

 予算書の７ページをお開きください。 

 議案第２号平成２４年度上富良野町国民健康保険

特別会計予算。 

 平成２４年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１３億７,７８３万４,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、３億円と定

める。 

 （歳出予算の流用）。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足
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を生じた場合における同一款内での、これらの経費

の各項の間の流用。 

 ８ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税、３億１,７１５万２,０００

円。 

 ２款国庫支出金、２億９,１８８万６,０００円。 

 ３款療養給付費交付金、７,４１６万２,０００円

。 

 ４款前期高齢者交付金、３億５,７２３万円。 

 ５款道支出金、７,２２５万９,０００円。 

 ６款共同事業交付金、１億４,３４４万４,０００

円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款繰入金、１億９３６万９,０００円。 

 ９款繰越金、１,０００万１,０００円。 

 １０款諸収入、２３３万円。 

 歳入合計は、１３億７,７８３万４,０００円であ

ります。 

 ９ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４,６５５万９,０００円。 

 ２款保険給付費、９億１,２７４万７,０００円。 

 ３款後期高齢者支援金等、１億５,４３４万１,０

００円。 

 ４款前期高齢者納付金等、１９万円。 

 ５款介護納付金、７,２２６万５,０００円。 

 ６款共同事業拠出金、１億６,５２４万１,０００

円。 

 ７款保健事業費、１,７２１万８,０００円。 

 ８款基金積立金、１,０００円。 

 ９款公債費、１,０００円。 

 １０款諸支出金、７０万３,０００円。 

 １１款予備費、８５６万８,０００円 

 １０ページをお開きください。 

 歳出合計は、１３億７,７８３万４,０００円であ

ります。 

 続きまして、議案第３号平成２４年度上富良野町

後期高齢者医療特別会計予算につきまして、朗読を

もちまして御説明申し上げます。 

 １１ページをお開きください。 

 議案第３号平成２４年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計予算。 

 平成２４年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億１,５３６万４,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １２ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料、７,６４０万１,００

０円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款繰入金、３,８８４万９,０００円。 

 ４款繰越金、１,０００円。 

 ５款諸収入、１１万２,０００円。 

 歳入合計は、１億１,５３６万４,０００円であり

ます。 

 １３ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、５７万７,０００円。 

 ２款広域連合納付金、１億１,４６７万５,０００

円。 

 ３款諸支出金、１１万１,０００円。 

 ４款予備費、１,０００円。 

 歳出合計は、１億１,５３６万４,０００円であり

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（西村昭教君） 次に、介護保険特別会計予

算について説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） それでは、議案第

４号平成２４年度上富良野町介護保険特別会計予算

につきまして、朗読をもって説明申し上げます。 

 １４ページをお開きください。 

 議案第４号平成２４年度上富良野町介護保険特別

会計予算。 

 平成２４年度上富良野町の介護保険特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７億７,７４３万９,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （歳出予算の流用）。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足

を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の
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各項の間の流用。 

 １５ページに移ります。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款介護保険料、１億２,９１０万円。 

 ２款分担金及び負担金、１２８万２,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億７,７１０万６,０００円。 

 ４款道支出金、１億１,２８１万９,０００円。 

 ５款支払基金交付金、２億６０２万１,０００円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、１億４,５７１万円。 

 ８款繰越金、２００万円。 

 ９款諸収入、３４０万円。 

 歳入合計、７億７,７４３万９,０００円です。 

 １６ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４,９０９万６,０００円。 

 ２款保険給付費、７億５６６万円。 

 ３款地域支援事業費、２,１４９万７,０００円。 

 ４款特別給付費、１０万円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款諸支出金、８万５,０００円。 

 ７款予備費、１００万円。 

 歳出合計、７億７,７４３万９,０００円です。 

 以上、説明といたします。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） 次に、議

案第５号平成２４年度上富良野町ラベンダーハイツ

事業特別会計予算につきまして、御説明申し上げま

す。 

 １７ページをお開きください。 

 議案第５号平成２４年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算。 

 平成２４年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億８,８４３万２,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１,０００万

円と定める。 

 １８ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款サービス収入、２億７,８１６万６,０００円

。 

 ２款使用料及び手数料、１万４,０００円。 

 ３款寄附金、１,０００円。 

 ４款繰入金、５００万円。 

 ５款繰越金、５００万円。 

 ６款諸収入、２５万円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 歳入合計は、２億８,８４３万２,０００円でござ

います。 

 １９ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、１億６,８１２万８,０００円。 

 ２款サービス事業費、１億８７１万３,０００円。 

 ３款施設整備費、４８９万円。 

 ４款基金積立金、１,０００円。 

 ５款公債費、６５５万５,０００円。 

 ６款予備費、１４万５,０００円。 

 歳出合計、２億８,８４３万２,０００円となりま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩といたします。 

 再開は、４５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２９分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、簡易水道事業特別会計予算及び公共下水道

事業特別会計予算並びに水道事業会計予算について

説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） 簡易水道事業特別

会計、公共下水道事業特別会計及び水道事業会計の

平成２４年度予算について、議案の朗読をもって御

説明申し上げます。 

 ２０ページをお開きください。 

 議案第６号平成２４年度上富良野町簡易水道事業

特別会計予算。 

 平成２４年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ
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れ６,２１８万５,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、２,０００万

円と定める。 

 ２１ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの予算額のみを申

し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款使用料及び手数料、１,５２７万７,０００円

。 

 ２款繰入金、４,６５９万４,０００円。 

 ３款繰越金、１,０００円。 

 ４款諸収入、３１万３,０００円。 

 歳入合計は、６,２１８万５,０００円となってお

ります。 

 ２２ページへ参ります。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費、２,０２３万円。 

 ２款公債費、４,１９５万４,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 

 歳出合計は、６,２１８万５,０００円となってお

ります。 

 ２３ページ、公共下水道事業へ参ります。 

 議案第７号平成２４年度上富良野町公共下水道事

業特別会計予算。 

 平成２４年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ４億１,１６３万８,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （地方債）。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度額

、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地

方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１億２,００

０万円と定める。 

 ２４ページへ参ります。 

 第１表につきましては、款ごとの予算額のみを申

し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金、１７万１,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１億２,９９９万５,００

０円。 

 ３款国庫支出金、４,０１０万円。 

 ４款繰入金、１億２,７５６万７,０００円。 

 ５款繰越金、１,０００円。 

 ６款諸収入、４,０００円。 

 ７款町債、１億１,３８０万円。 

 歳入合計は、４億１,１６３万８,０００円となっ

ております。 

 ２５ページへ参ります。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費、１億６,９８５万６,０００円

。 

 ２款公債費、２億４,１２８万１,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 

 ４款予備費、５０万円。 

 歳出合計は、４億１,１６３万８,０００円となっ

ております。 

 ２６ページへ参ります。 

 第２表、地方債。 

 起債の目的と限度額のみを申し上げます。 

 公共下水道事業（一般分）３,７３０万円、公共下

水道事業（資本費平準化分）７,６５０万円。 

 次に、２７ページ、水道事業へ参ります。 

 議案第８号平成２４年度上富良野町水道事業会計

予算。 

 （総則）。 

 第１条、平成２４年度上富良野町の水道事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1)、給水戸数、４,０７２戸。 

 (2)、年間総給水量、７９万７,８４０立方メート

ル。 

 (3)、１日平均給水量、２,１８５立方メートル。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款水道事業収益、１億６,０１６万９,０００

円。 

 第１項営業収益、１億５,５５６万８,０００円。 

 第２項営業外収益、４６０万１,０００円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、１億６,０１６万９,０００

円。 

 第１項営業費用、１億２,１９８万２,０００円。 

-45- 



 

 第２項営業外費用、１,８２５万２,０００円。 

 第３項特別損失、１,０００円。 

 第４項予備費、１,９９３万４,０００円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額８,７２３万５,０００円は、過年度分

損益勘定留保資金８,７２３万５,０００円で補てん

するものとする。） 

 収入。 

 第１款資本的収入、１,８００万円。 

 第１項企業債１,８００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、１億５２３万５,０００円。 

 第１項建設改良費、４,６６６万３,０００円。 

 第２項企業債償還金、５,８５７万２,０００円。 

 ２８ページへ参ります。 

 （企業債）  

 第５条、企業債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 表内説明は、目的と限度額のみを申し上げます。 

 配水管布設及び更新事業、１,８００万円。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第６条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 (1)、職員給与費、３,４８１万３,０００円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第７条、水道事業運営のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額は、４４４万４,０００円で

ある。 

 （たな卸資産購入限度額）。 

 第８条、たな卸資産の購入限度額は、１,３２０万

円と定める。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、病院事業会計予算に

ついて説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） 次に、議案第９

号平成２４年度上富良野町病院事業会計予算につい

て御説明申し上げます。 

 ２９ページをお開き願います。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第９号平成２４年度上富良野町病院事業会計

予算。 

 （総則）。 

 第１条、平成２４年度上富良野町の病院事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1)、業務量。 

 イ、病床数、一般病床４４床。 

 ロ、定員数、老人保健施設入所２８名。 

 ハ、患者数、年間４万４,７００人、１日平均１６

９人。入院患者、一般病床、年間１万９００人、１

日平均３０人。外来患者、年間３万３,８００人、１

日平均１３９人。 

 ニ、入所者数、老人保健施設、年間９,５００人、

１日平均２６人。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款病院事業収益、８億６,６４７万３,０００

円。 

 第１項医業収益、５億９,４９４万５,０００円。 

 第２項医業外収益、１億３,８５２万８,０００円

。 

 第３項老人保健施設事業収益、１億３,３００万円

。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、８億６,６４７万３,０００

円。 

 第１項医業費用、７億３,０５３万２,０００円。 

 第２項医業外費用、２９３万円。 

 第３項老人保健施設事業費用、１億３,３００万円

。 

 第４項特別損失、１,０００円。 

 第５項予備費、１万円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款資本的収入、７,９７８万３,０００円。 

 第１項出資金、９９８万３,０００円。 

 第２項補助金、４,６８０万円。 

 第３項企業債、２,３００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、７,９７８万３,０００円。 

 第１項企業債償還金、１４４万３,０００円。 

 第２項建設改良費、７,７５０万円。 

 第３項奨学資金貸付金、８４万円。 

 次のページをお開きください。 

 （企業債）。 

 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
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 以下、起債の目的及び限度額のみ申し上げます。 

 画像保存通信システム購入事業、２,３００万円。 

 （一時借入金）。 

 第６条、一時借入金の限度額は、３億円と定める

。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用）。 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)、医業費用と医業外費用との間。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第８条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 (1)、職員給与費、５億７,６５１万４,０００円。 

 (2)、交際費、３０万円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第９条、経営基盤強化などに要する経費に充てる

ため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

、１億２,１４７万２,０００円である。 

 （たな卸資産購入限度額）。 

 第１０条、たな卸資産の購入限度額は、１億２,

３５２万７,０００円と定める。 

 （重要な資産の取得及び処分） 

 第１１条、重要な資産の取得及び処分は、次のと

おりとする。 

 １、取得する資産。種類、医療機械。名称、コン

ピューター断層撮影装置。数量１式。同じく種類、

医療機械。名称、画像保存通信システム。数量、１

式。 

 以上で説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 以上で、議案の説明を終わ

ります。 

 これより、質疑に入ります。 

 これからの質疑については、先ほどの町長及び教

育長の執行方針に限ったものといたします。 

 なお、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

り概括的範囲とし、１人、１回限りといたしたいと

思います。 

 これより、質疑をお受けいたします。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 町長に何点か質問させてい

ただきます。 

 ２ページにありますように、平成２４年度は町税

の減収、加えて人口減、人口を減らさないようする

取り組みというのは大切かと思います。 

 富良野市は、国勢調査で８１０名減、上富良野町

は８０９名ということで、１名しか違いません。そ

れで、今現在１万１,５４３名ということで、人口の

落ち込みは深刻です。それで地方交付税も減額が予

想されて、大変厳しい年になりそうなのですけれど

も、町長は行政改革の効率化とスピード化をもって

諸課題に取り組むということでございますが、まさ

にそのとおりだと思います。 

 それで、また行政組織のあり方、組織力が最大限

に発揮されるよう取り組みをするということですけ

れども、かねがね町長はスタッフ制についていろい

ろと申されておりましたが、ことしは思い切った組

織改革をおやりになるのかどうか、その点、まずお

伺いしたと思います。 

 それから、６ページのところにあります保育所の

運営、これは中央保育所を指しているかと思います

が、私は平成１８年、今から６年前ぐらいに、３月

の定例議会で、中央保育所の民営化についてはどう

なんだということで、町長かわりました。尾岸町長

でしたが、そのときは、一般保育もやっているけれ

ども、障がい保育もやっていると。大変障がい保育

にも力を入れているので、民間に委託するにはいろ

いろ考えて検討を要すると、こういうふうなことで

ございました。 

 今回、向山町長にかわられたのですが、６年たっ

てまして、いろいろとお考えになることもあるかと

思います。一つぐらいは、町立の保育所もあっては

いいのではないかとか、いろいろ考えるところでご

ざいますけれども、町長は１年かけて、これ移行さ

れるということで、私はあそこは、ちょっと問題を

お持ちのお子さん、多動性の方、いろいろな方、障

がい児の方がいらっしゃるのですけれども、非常に

いい指導をされておりまして、保育士さんが本当に

しっかり指導されて、そしていつの間にか皆さんの

、健常児の方と一緒にすばらしい保育をされており

ますので、しっかりこの保育の低下につながらない

ような、一つぐらいは町立の保育所があっても、競

い合う環境があったり、保育が低下しないのかなな

んて思うところもありますけれども、幼保一元化と

か、いろいろな多様性もあるところでございましょ

うから、しっかりここのところはお考えいただいて

、町長はどのような決断されるのか、しっかり考え

ていただきたいと思います。 

 それから、１０ページのところですが、見晴台公

園ですけれども、ここは３回ワークショップをやり

まして、それで３回のワークショップで、丘や林を

残して、それで観光振興の機能を持たせて、情報ス

テーションを置くということがまとまったようでご

ざいますけれども、そのワークショップでやった以

上は、ここで出された意見を取り込んで、町として

も再整備を進めるのかどうか、お尋ねしたいと思い
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ます。 

 それから、１０ページの下のほうに書いてありま

す。今回は、中富良野町と美瑛町と上富良野町の３

町で花人街道連絡協議会を発足したと。町長もかね

がね美瑛と富良野と、上富は埋没しているような感

があるとおっしゃっていましたので、この３町で組

んで花をテーマにしておやりになるのかと思うので

すけれども、以前に占冠から美瑛町まで、花人街道

ってやったこともあるのですよね。それでこのこと

に、今回発足しましたことで、どのような構想を持

っていらっしゃるのか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。 

 それと、環境施設の整備員を配備されるというこ

とを申されましたが、何名ぐらいとか、どういうよ

うな形で考えていらっしゃるのか、これもお尋ねし

たいと思います。 

 次に、教育長にお尋ねしたいと思います。 

 ６ページにあります防災教育ですけれども、今回

東日本大震災が、もう１年もたとうとしております

。それで、宮城県の石巻市の大川小学校で７４名の

方が犠牲になりまして、これが遺族の方から人災で

はないかと、こういうような話が出ておりまして、

４０分校庭に児童を立たせたということで、危機マ

ニュアルですか、これが何か災害時に児童を保護者

に引き渡すための児童の名前とか、緊急連絡先を記

した防災用児童カードが整備されていなかったとい

うことで、それで上富良野町としては、ことし防災

教育を充実されるということでございますが、防災

マニュアル不備とか、そういった危機管理意識がど

うもなかなか、今回の大きな地震を見て考えるとこ

ろですけれども、どういったその防災教育を充実さ

せようと思っていらっしゃるのか、お尋ねしたいと

思います。 

 それから、４ページにあります、いじめや不登校

、薬物、虐待、自殺、有害情報、これらが依然とし

て後を絶たないということでございますが、おかげ

さまで上富良野町は、事例は少ない状況にあるので

すけれども、その薬物の教育を中学校の保健体育に

、医薬品は正しく使用するという文言が入ったそう

ですけれども、こういったことですので、この薬物

の教育もしっかりしていただきたいと思います。 

 それから、１０ページにあります子供読書推進計

画、これは本当にすばらしいものができて、取り組

まれたなと思って評価するところでございますけれ

ども、それに合わせて子供の図書司、３年生以上ぐ

らいで何人かつくると、なお読書が楽しく広まって

いくのでないかと、このように考えますけれども、

そういうお考えはないのかどうかお尋ねしたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ただいま、３番村上議員か

らの何点かの御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、最初にお尋ねいただきました組織に対して

のお尋ね、とりわけスタッフ制についての評価も含

めましてのお尋ねだったと思いますが、スタッフ制

に移行してから、もう相当程度の年限が経過してお

ります。この功罪については、私の感ずるところ、

総体的なやはり効率的な行政運営を進めるという観

点から見ますと、スタッフ制というのは、それなり

の意義があるというふうに理解しております。 

 一方、事情が許すことであれば、実際は事情は許

しませんけれども、大きな組織力を構築できるとい

う可能性があるとすれば、それは旧来の係制度のよ

うな、そういう専門性を持たせた仕事というのも、

一方では確かにあってもいいかなとは思いますけれ

ども、しかし現在のこのスリムな行政機構を目指す

とすれば、やはりスタッフ制については、これはそ

れをどのように生かしていくかということに、やは

り力を注ぐべきであろうということで、スタッフ制

における課題も、今回現場からいっぱい提起されて

おりますので、それぞれの職員一人一人が、しっか

りと職員としての自覚を持っていただいて、それぞ

れがそのスタッフ制の本来目指すべき方向に向かっ

て取り組みができるように、今総務課を中心に非常

に緻密に、今計画といいましょうか、見直しを項目

立ててやっておりますので、私はこのスタッフ制が

さらに根づくように努力をしていくことと、やはり

これは育てていかなければならないというふうに考

えているところでございます。 

 次に、保育所の民間移行についてのお尋ねについ

てですが、まず基本的な認識の部分でございますが

、私といたしましては、実は、私事で恐縮でござい

ますが、議席を預からせていただいていた当時、ち

ょうど西保育所の民営化のその現場にいた経験から

、村上議員がお話しのような、実は私もそういう、

当時の理事者に対して、そういう少し心配な向きも

ないのですかというふうに問答した記憶がございま

す。しかし、当時の理事者の決断によって、現在の

ような形に移行されて、結果、非常に民間のノウハ

ウを生かされて、非常に町民から高い評価をいただ

けるようなことで移行がなされております。 

 そして、ですからどちらかというと、官だからい

いというようなそういう認識は、私は今持ち合わせ

ておりません。むしろ民間のほうが多様なノウハウ

を持ち合わせていると。 

 それと議員がお話しにありました、さまざまな形

のお子様をどのように今預かっていくかということ
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に対しましても、これは何ら町営、官だから、民だ

からということでのそういう懸念は、私は持つ必要

はないと。それはしっかりと、移行する中でそれは

形を整えていけば対応できることだと思っておりま

すので、ぜひ御理解をいただきたいなというふうに

思っております。 

 それから、３点目にお尋ねありました見晴台公園

の整備についてでございますが、議員御説明のよう

に、これまで３回のワークショップが行われまして

、一定程度その整備の方向性がまとまってきている

というふうに伺っております。近日中に、その報告

をいただけることになっておりますが、その中で、

それぞれワークショップの中、あるいはまちの思い

がその中で合わさって、本来目指しています姿に少

しでもお互いの気持ちが通じ合って向かうような計

画に、しっかりと構築できるというふうに理解して

おりますので、ワークショップでのまとまりました

意向については最大限配慮できるよう、また、それ

を反映できるような形にすることが望ましいのかな

というふうには理解しております。 

 次に、花人街道の連携会議についてでございます

が、これにつきましては、実は美瑛の浜田町長さん

が非常に、美瑛は特に美しい村連携と申しましまし

たか、そういった関係で非常に海外との交流をなさ

っておられるのですよね。そういう関係で、それを

お聞きいたしますと、開発局とある程度連携した動

きをされているようでございまして、そういう中で

、台湾とかアジアの諸国をお訪ねする中で非常に美

瑛、上富良野、中富良野の、そのガーデンでなくて

大きな、例えば美瑛でいうと色彩の丘とか、上富良

野でいえば日の出公園、それからフラワーランドさ

ん、それから中富良野でいえば富田ファームなど、

そういう大きな花を楽しめる、そういうところに非

常に大きな関心を持っておられるというふうに、そ

ういう検証をされてきまして、ただ残念なのは、１

カ所１カ所単独でそれがＰＲされているというよう

なことで、これをぜひ結びつけていただけないかと

、そういうことを海外の観光に行こうと思われる方

は望まれているということで、これをルートとして

、開発局さんのアドバイスもいただいて、国道を軸

として、そういう大きな花畑と申しましょうか、花

を見れる、そういう施設を連携して、そしてまずは

手始めですから、今計画している具体的なこととし

ては、この３町共通のポスターを海外向けにつくっ

て、海外へＰＲしたいということからまず手がけよ

うという段階でございます。 

 それから、最後５点目にお尋ねいただきましたの

は公園の、公共施設の環境整備員のお尋ねだったか

と思いますが、採用予定は、１名というふうに考え

ております。これにつきましては、自衛官の定年退

官者をぜひ御活躍いただきたいということで計画さ

せていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ３番村上議員の３点の御

質問にお答えさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 まず、１点目の防災関係についての児童カードと

いうことでございますけれども、本町においても、

各学校に危機管理マニュアルということで、平成２

１年、記載させていただいてございますけれども、

２１年度に道の一つの参考にしながら、そのマニュ

アルを実は作成をさせていただき、その中に、防災

ばかりでなく、いろいろな状況の１７項目の危機マ

ニュアルを作成実はしてございます。昨年度は、こ

の大震災が起きたときに、再度この十勝岳に関して

の部分も含めながら、災害関係についての再度点検

をさせていただいてございました。今年度も今防災

計画の見直しということでございますので、当然そ

の中に、避難者カード等の部分も載ってございます

ので、今後の動きの中で、どういうふうな動き方に

なるかと思いますけれども、ちょっと課題として、

我々としても子供たちの安全管理については対応し

ていきたいというふうに、実は今のところ考えてい

るところでございます。 

 それと、２点目の薬物の関係でございますけれど

も、当然この教育というのは、当然学校のほうで実

施をされてございますし、今後新学習指導要領の中

にも、それぞれ指導体制の部分も書いてございます

ので、当然ながら議員御指摘のとおり、この部分も

十分にやっぱり子供たちに指導していかなければな

らないということで、課題として持ってございます

ので、十分な動き方をさせていきたいというふうに

考えているところでございます。 

 それともう１点目の子供読書の関係でございます

けれども、２４年度からこの推進計画をスタートを

させていただき、いろいろとアンケートもとらせて

いただきながら対応していかなければならないと。

とりあえず２４年度については、児童書の増書とい

う形で、とにかく子供たちに本を読ませて学力向上

に向けていきたいと。先ほども申し上げましたよう

に、基礎基本の部分については、ある程度できてご

ざいますけれども、応用力の部分がやはり若干弱い

、でございますので、一つのその状況の中では、や

はり読書力というものが十二分に携わってこなけれ

ばならないという判断でございます。 

 先ほど、議員御指摘のとおり図書司書、子供たち

の図書司書という考え方かというふうに思いますけ
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れども、そういう状況の中で、今後ひとつこの計画

に基づきながら、また、対応を各学校と進めていき

たいと。なぜかといいますと、この推進計画につい

ても、各学校の先生方、図書の先生方も参画してい

ただきながら、この計画もできてございますので、

当然ながら議員御指摘のとおりの部分も今後の考え

方として、また、御相談しながら進めていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、ほかにございません

か。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 近年、国のほうでは消費税の増税等、あるいは人

的向上等の見直し、縮小によって、住民の暮らしが

ますます大変になってきているという現状がありま

す。そういう中で、地方自治体の財政も交付税等の

減額、あるいは一時的な財政措置という形の中で、

多様な財源が来ておりますが、しかし継続的な雇用

対策や子育て支援に至っても、将来が不透明な中で

進められているという状況になっております。 

 そこで、地方自治体がそういう中で、どう必要な

財源を住民の暮らしの中に生かせるような財源を確

保するのかという点でも問われているというふうに

思います。 

 今回の財政の構成を見ましても、農業所得は一時

的に上がったとしても、将来ＴＰＰの導入等になれ

ば、所得補償があったとしても、それが目減りし、

もしくは農業所得そのものも減るということが予想

されております。そういう意味では、上富良野町に

おける自主財源をどう確保するのかというところが

問われているかというふうに思います。 

 そこでお伺いしたいのは、いわゆる人口増をどう

勝ちとっていくのか、そういう意味では、定住・移

住対策における人的な確保、そういうことも当然必

要で、行わなければなりませんが、しかしそれに対

する支援策が、なかなか乏しいというのが現状であ

ります。 

 いわゆる行政改革プランの中では、人を確保する

、人口増を確保する、あるいは移住・定住対策にお

ける促進のためのやはり一定の支援策が必要だとい

うふうに書かれておりますが、この点、どう誘導す

るための支援策を考えておられるのか、この点お伺

いしておきたいと思います。 

 また、同時に、産業振興も問われております。今

、商店に至っては、なかなか将来の見通しが立たな

いという状況の中に、農業と同じように後継者もい

ない、あるいは将来的には、年齢によって店を閉じ

ざるを得ないという状況の中で、とりわけ商工振興

策をどう打ち出して、この商業に活性化を与えて、

産業にもつながるような政策をとるという点では、

なかなか執行方針の中で具体的な対策を示されなか

ったというのは非常に残念でありますが、この点に

ついて、町長はどのようにお考えなのかお伺いいた

します。 

 次に、行政改革という形の中で、引き続き特別養

護老人ホームと保育所の民間打ち出しを行っており

ます。確かに民間活力を活用した中での保育行政や

子育て支援、あるいは老人政策を推進するというの

は、それはそれなりに私は大切だと思っております

が、しかし子育てをやはりする上で、まちの財産で

あるこの子育て実践という形の中で、保育所をきち

っと行政の中で運用するというのは、将来の子育て

のノウハウをやっぱり行政が共有するという点で、

私は非常に大切なものだと考えておりますので、そ

ういった意味では、保育所そのものを民間委託する

ことなく行政が管理運営する、また、同じく特別養

護老人ホームにおいても運営するということが求め

られていると思いますが、この点について見解を求

めます。 

 次にお伺いしたいのは、防災計画の問題でありま

す。 

 近年、防災対策というのは非常に叫ばれておりま

す。しかし上富良野町に至っては、いわゆる要援護

者、お年寄り等々に至っての避難する場合の対策と

いうのは、今始まりつつありますが、地域の支援も

得ながら、実践的に解決をしようというふうな形で

進められております。 

 私たちの住民会等においても、実践的にどう援護

者を支援するのかということで進めておりますが、

課題として上げられるは、だれが支援するのかとい

うところで、目詰まり状態ということもありますが

、それは将来解決する話だと思いますが、そういう

ものも含めて、避難した後の避難場所における食料

や、あるいは備蓄品をどう確保するのかという点で

は、各避難所の実態を見ますと、備蓄品等が確保さ

れていないという現状があります。この執行方針の

中にも、３日以内の体制の中で、いわゆる地方、他

方から支援に来るまでどうするのかということが大

きな課題でもありますが、やはり将来の減災や防災

対策を考えた場合に、当面この備蓄品の必要最小限

の確保をきちっと行うということ、これが必要かと

思いますが、この点についての、今後の考え等々に

ついてお伺いいたします。 

 次にお伺いしたいのは、温暖化対策による再生可

能なエネルギーに対するまちの具体的な方針の考え

方についてお伺いいたします。 
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 まちにおいては、この方針の中では、いわゆる大

学等の共同によって、再生可能なエネルギーをこの

５市町村において取り組みを進めるというふうに考

えておられるようでありますが、どのように進めら

れるのかというところであります。 

 今、原子力に頼らない、世論調査でも多くの国民

が頼らないまちづくりや、国づくりを求めておりま

す。そういう意味では、上富良野町が再生可能なエ

ネルギーを、この上富良野でどう生かすのかという

点をきっちりと町民の皆様にも示すということは、

今必要になってきているかというふうに考えており

ますが、この点、将来どうされようとしているのか

お伺いいたします。 

 最後になりますが、国においては、地方における

雇用の拡大にかかわった交付金等が今回盛り込まれ

ておりますが、残念なことに、今回まちにおいては

、雇用拡大の独自の対策という点では、まさに薄い

と言わざるを得ない予算編成になっております。そ

ういう意味では、今上富良野町においても、また、

仕事を求める方おられます。卒業しても仕事につけ

ないという方がおりますので、具体的に予算の中で

のやはり計上という点では、必要最小限の予算を確

保すべきだったのではないかというふうに思います

が、これらの点について、町長の見解を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、最初にお尋ねありましたのは、自主財源確

保からスタートいたします、まちの財政力の基盤の

強化、それらに関連いたしまして、移住・定住に及

ぶ話かなというふうに思っております。 

 従来から私、皆さん方にこの定住・移住に関しま

して一貫して申し上げておりますのは、一般的な定

住・移住というイメージから来ます、他からの移住

者をまちに呼び込むというようなイメージも一方で

はありますが、私はまず第一義的に、上富良野から

他の地域へ流出を防ぐことが、一番最大の定住対策

だというふうにいつも考えております。 

 今回、昨年発足いたしました協議会の中でも、そ

ういうことは共通の認識として押さえておりますが

、そういう観点から、まちの産業基盤をしっかり整

えて、そしてとりわけ若い人が他へ職を求めなくて

も上富良野に定着していただけるような、そういう

まず根っこをきちっと強くするということが、定住

・移住の、まず第一の果たすべき役割だろうという

ふうに考えております。 

 さらには、他からのそういうふうにまちの力を、

基礎体力を持つことによって、当然そういう中から

さまざまなまちの情報を発信することによって、今

までの定住・移住に関するいろいろな取り組みの中

から、他の上富良野に関心をお持ちの方、あるいは

ほかの方のいろいろなお声を聞きますと、上富良野

に対しては、しっかり認識を持っていただいており

まして、関心も持っておられるという方が全国津々

浦々におられるということも体感しておりますので

、両方、上富良野から流出を最大限防げるような力

の持ったまちにすること、そしてあわせて他からも

魅力を持って上富良野に来ていただける方をどうや

って形に結びつけるか、ことしは一歩一歩、執行方

針でも述べていると思いますが、しっかりとそれが

根づくように取り組みを進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

 それから、２点目にありました商工振興策でござ

いますが、これにつきましても、今まで私就任させ

ていただきましてから丸３年少したちますが、その

間、振り返ってみますとお互いに、まちも当局も商

工業者の方々、あるいは商工会の皆さん方も、言葉

では、思いでは大変だなと、お互いにこれ何とかし

なければならないなということは、いつも言葉では

交わされておりました。議会の皆さん方とも同様で

ございましたが、年を追うごとに、これはただ事で

はないぞと、もうお互いの立場を述べ合っている場

合ではないと、本当に真から同じ思いを持って進む

、この解決に向けて取りもうという兆しが、私は今

しっかりと、お互いがそれを確認し合えるようなこ

とまで歩みが進んできたというふうに理解しており

ます。そういうことで、平成２４年度はそれらを一

つ一つ、今まで細い糸で方々でつながっていたもの

を、太い糸としてしっかりと結び合えるような、そ

ういう足跡をつけて前へ進められるような取り組み

に、ことしは、平成２４年度はそういうことに大い

に力を注ぎたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 次に、３点目の保育所についてでございますが、

先ほど村上議員にもお答えいたしましたが、保育所

の民営化につきましては、保育行政、まちといたし

まして果たすべき責務は、保育所運営ではなくて、

保育行政だというふうに私は考えております。です

から、保育所運営は必ずしも、官だからいい保育所

運営ができるということは、私は思っておりません

ので、まちは保育行政をどのようにするかというこ

とに私は力を注ぐべきだということで、保育所その

ものの運営については、民間の皆さんの力をおかり

することが、上富良野全体の保育環境を向上させる

ことに大いに資するものだというふうに理解してい

るところでございます。 

 それから次に、防災対策についての質問がござい

ました。とりわけまずことし、平成２４年度中に防
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災計画をしっかりと見直すということは、もう幾度

も申し上げておりますし、実施してまいりたいとい

うふうに考えております。 

 その中で、かねてから大変皆さん方と思いを共有

できておりますのは、災害弱者対策をどうするかと

いうことが、まず第１点でございます。これにつき

ましては、自主防災組織の皆さん方、大変御理解を

いただいたり、御協力いただいた中で、少しずつ災

害弱者をどういうふうに災害から安心して暮らして

いただけるような仕組みを構築するかということが

、大分実際形になってあられてきておりますので、

その部分については、さらに助長してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 それから、避難所についての考え方でございます

が、これには一次避難所、二次避難所、さまざまな

対応が想定されます。これも新しい防災計画の見直

しの中で位置づけをしようということで、今考えて

おります。とりわけ、その備蓄品等については、残

念ながら備蓄品があるというようなことを声高に申

し上げれる実態にないということは、議員お説のと

おりでございます。これらについて、一次避難所、

二次避難所、あるいは多様な避難所について、どう

いう備蓄をするべきかということは、まだ具体的に

案は持っておりませんが、これもいろいろ検討を重

ねながら、しっかりと防災計画の中で位置づけてま

いりたいというふうに考えておるところでございま

す。 

 それから、再生可能エネルギーについての御質問

でございましたけれども、今この分野につきまして

は、非常に国としては大きな力を注ごうとしている

分野でございます。この富良野圏域におきましても

、今北大の御協力をいただいて、やっとその研究に

着手したというような状況かなというふうに私は理

解しております。果たして再生可能なエネルギー源

が、この富良野圏域、あるいはこの上富良野町にど

ういったものがあるのかというような、まだ研究、

検討もなされておりませんので、これらについては

まち単独でできることとしては、非常にハードルが

高い部分もありますので、国などの御指導あるいは

研究等を活用しながら、上富良野町に即したそうい

った研究をこれからも、研究に私どもも関心を示し

ていく必要があるかなというふうには考えていると

ころでございます。 

 それから最後に、雇用対策についてのお尋ねでご

ざいました。具体的にまちがどういう形で雇用をす

るというような個別事業計画は、平成２４年度の中

では置いておりませんが、私はいつの機会かにも申

し上げましたけれども、限りある予算の中で、例え

ば公共事業を通じてとか、あるいはいろいろなまち

の事業を通じて、少しでも上富良野町内の中で経済

が循環するような、そういうことをまちが主体的に

、積極的に取り組むことが、ひいては上富良野町内

の雇用拡大、さらには購買力の増強につながってい

くというふうに理解しておりまして、平成２３年同

様、平成２４年度もそういうことから雇用へ波及す

るように心がけて取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 何点か御質問いたします

。重複することは避けていきたいと思います。 

 まず、防災関係でございますけれども、非常に努

力されまして、２５住民会のうち、もう２０以上が

マップ作成をしているというふうに聞いてます。た

だ、その残りなのですよね。残りのほうをまちとし

ても、作成のための支援をしていくと言われている

のですけれども、どのように支援をしていくのか。

もう何回言っても言ってもだめなような感じがしま

すね。ここ支援という言葉というのは、どういうこ

とを考えておられて、今年度中にやはりつくらなけ

ればいけないと思うのですね。そこのお考えをお聞

きしたいというふうに思います。 

 ここでもう一つは、先般十勝岳総合防災訓練で、

初めて図上演習をやられましたよね。まだ成果はま

とまっていないと思いますが、町長のここでのお考

え、こういうふうに考えた、今後こうしなければい

けないというようなものが、方針等含めてありまし

たらお示しいただきたいというふうに思います。 

 ２点目でございますけれども、４ページと１ペー

ジあたりなのですけれども、基幹産業の農業でござ

いますけれども、戸別所得補償制度とか、中山間地

域等直接支払制度等々ここにお書きになっておりま

して、直接支払いしていると。これはもう直接支払

いするのは、そのようになってますよね、国からで

すね。まちとしてどのように、独自の施策を考えて

ほしいと思っております。 

 遡って２ページ、昨年の高温多雨により農業収支

の大幅な減収と書いてありますよね。これは、もう

昨年でトリプルパンチだったのですね。非常に厳し

い。今年度もしこう来たら、もう大変な思いになる

と思って、町長もどうしなければいかんというのを

考えておられると思うのですね。だからもしそうな

った場合、どのようにしようと思っているかという

ことを、町長のお考えをぜひ聞きたい。 

 例えば、隣町では共済金を農協と出し合って負担

してますよね。町長のお考えをお聞きしたいという

ふうに思っております。 
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 あとは、自衛隊関係なのですけれども、１２ペー

ジの自衛隊について、先ほど同僚議員のほうから、

質問でお答えになった、公共施設のところで定年退

官者をされると。そこの話の続きになると思います

が、これと１ページの雇用対策費というもの、先ほ

ど同僚議員も言ってましたけれども、微々たるもの

だけれども来ると。これらあわせて、来年度の自衛

官は、上富の駐屯地で３９名定年者されます。そし

て名寄のほうから１名、定年になったらこっちで住

みたいということで、あわせて４０名今いるわけで

すよね。そのうち、この富良野圏域で就職したいと

いう人が３２名いるそうでございます。この本当に

ピークを迎えている再就職について、大変なのです

けれども、どのように来年度考えていくか、お考え

をお聞きしたいというふうに思います。 

 今度教育長でございますけれども、多分行間を読

まなければいけないと思うのですけれども、この２

４年度の教育行政執行方針の新学習指導要領につい

て何もないのですね。例えば、中学校は２４年度か

ら完全実施ですよね。小学校は昨年から完全実施さ

れて、私はこの新学習指導要領の要点は、三つある

と自分で思っています。 

 一つは、道徳教育をやって、特に愛国心を育てて

いって、健全な子供を育てるのだと、そういう道徳

教育ですよね。あるいは武道を教えて、礼儀、節度

をしっかり教えていくのだということとか、あるい

は国歌君が代を歌えるようにやるのだということで

ございます。こういったことがありますね。これど

こ見ても全く出てこない。道徳はちょっと載ってま

すよね。その新学習指導要領が完全実施されること

についての教育長の心構えというのですか、お考え

をお聞きしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 その前に、議長ちょっとお許しをいただいて、先

ほど米沢議員から、特養の民営化も含めて、保育所

というふうにお尋ねいただいたような、私今思い出

しましたが、特養について、今民営化云々というこ

とを課題として内部でも協議している実態にはない

という、その部分は少し切り離しておいていただき

たいというふうに思います。 

 まず、今村議員からお尋ねにありました、地域の

防災力の件に関しましてお答えさせていただきます

。 

 各地域に、現在２５地域に自主防が組織されてお

りまして、これら活動を支援をして、実の上がる組

織になるようにということを私といたしましても切

望しているところでございます。 

 今までにもいろいろな機会で御説明させていただ

いてきておりますが、なかなか一足飛びにそれぞれ

が自主運営できるような組織に成長することは、こ

れは一定程度時間を要することかなというふうに考

えております。しかしながら、専門の担当者を配し

ておりますので、そういった方を通じまして、専門

知識をそれぞれ各防災組織の皆さん方と情報交換し

ながら支援を続けてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 その一貫といたしまして、平成２４年度につきま

しては、まず各地域に防災士を養成させていただい

て、そしてそういう方を中心に、その防災意識、あ

るいは防災に対する知識がそれぞれの地域で広がっ

て、独自に活動ができるようなものになるきっかけ

をつくりたいというふうに考えているところでござ

います。 

 それから、先般行われました防災訓練におきまし

ては、今回新たに図上訓練等も取り入れまして取り

組みさせていただきました。余りにもそこから学習

させられたことが多くて、どうやって整理をしよう

かというぐらい多くの課題を生みまして、私もある

種、少しカルチャーショックを受けたようなぐらい

、いかにこの防災というものがすそ野が広くて、深

めれば深めるほど、限りがないぐらい防災というも

のの対応について奥深いものかということを、まず

学習させられました。まず、これが一つ一番大きな

成果かなというふうに思っております。 

 しかし、一遍にすべてを整える、すべての条件を

備えることはできませんが、まず一つ一つ学習させ

ていただいたその想定の、まちが今まで取り組んで

きたさまざまな訓練のあり方、想定の仕方が非常に

画一的であったかということも大きく反省いたしま

したので、平成２４年度からの防災計画の見直し、

さらには訓練に向けて、一つ一つ確実にそれが生か

されるように、そして毎年毎年進化するように心が

けて取り組んでまいりたいというふうに考えており

ます。 

 それから、次に農業の振興策についての部分かな

というふうに思っております。 

 まず、農業の所得の確保の仕組みが、政権交代以

来非常に大きく見直されまして、従来農業者の農業

所得の根本は価格補償、要するに生産したものの値

段で所得を確保するというような仕組みをずっと長

らく続いておりました。しかし、これはＷＴＯ等の

関係から非常に、国の農業政策として国際的にいろ

いろ批判を浴びてきたことなどから、今生産物の価

格と所得を補償する部分と切り分けて、国は制度設

計を今しておりまして、しかしながらこの所得を直
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接補償するという仕組みは、やはり努力をした人が

、それに比例して報われるというような仕組みに、

大きな部分ではそういう仕組みになっているという

ふうに理解しております。そういう意味からおきま

して、昨年まで被害を受けたような、ああいう大き

く減収に結びつくようなことは、そういう中でもあ

りましたけれども、生産基盤がしっかりと整備をさ

れておられました農業者の方々は、一定程度の収穫

を得ております。そういうことから、私常々申し上

げておりますように、まずまちとしてなすべきこと

は、そういう安定した生産ができる生産基盤をまず

しっかりと整えていくことが、まちの責任であろう

というふうに考えておりまして、平成２４年度にお

きましても、東中地区あるいは中山間事業等を通じ

て、まず生産基盤をしっかりと安定化して、強いも

のにしていくということに力を注いでまいるという

ふうに考えているところでございます。 

 それから、自衛隊の退官者に対する雇用の問題で

ございますが、実はこれ富良野地域で、議員も御案

内だと思いますけれども、雇用協議会が、組織があ

るわけでございますが、これには１５０社前後の事

業者の方々が参画されておりまして、それぞれの事

業所は退官者が一時ふえるということで、非常にこ

れは何とかしなければならないということで思いを

共有できておりますので、まちといたしましても、

私といたしましても、それぞれの企業の皆さん方に

１人でも２人でも、あるいは今まで雇用をなされて

いなかった企業に対しましても、ぜひこういう事情

を理解していただいて、一人の未就職者も出さない

ように御協力いただきたいということで非常に苦労

はしておりますけれども、おかげさまで今のところ

は、何とか皆さんがそれぞれ、自分の希望に１００

％かなうかどうかは別といたしまして、就職に結び

つくような方向に、私は行っていただけるものとい

うふうに理解しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えをしたいと思います。 

 ２３年度においては、新学習指導要領の完全実施

という項目を実はうたわせていただいてございまし

て、その中には当然小学校は２３年度から、中学校

は２４年度からということの体制整備で、その中で

うたい方としては、うたわせていただいてございま

すけれども、特にあえて言葉的にそういう言葉は２

４年度入れませんけれども、先ほど執行方針に申し

上げましたように、我々といたしまして、その新学

習指導要領、子供たちの生きる力をはぐくむという

形の前提の中で、この理念は変わってございません

ので、そういう状況の中で、子供たちの学校教育の

部分において、確かな学力の向上、それから豊かな

心の育成、たくましい体づくりということで、知徳

体というこの基本理念は、新学習指導要領の中でき

ちっとうたわれてございますので、この理念のもと

の中で、我々もこのまちに対応した形で進めていき

たいというふうに考えているところでございます。 

 先ほど言いましたように、その中で道徳の問題で

すとか武道の問題、それから国歌の問題いろいろこ

れから新学習指導要領の中ではきちっと対応しなけ

ればならないという部分になってございますので、

その部分に沿って我々も進めていきたいというふう

に、我々の心構えとして持っている状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 若干早いですが、昼食休憩

といたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

────────────────── 

午前１１時５４分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） それでは、午前中に引き続

き、会議を再開いたします。 

 御質問のある方ございませんか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） それでは、２４年度の町長

の執行方針について、産業を中心に若干お伺いした

いことがございますので、さきの午前中の議員と若

干重複するところもあるかと存じますが、新たな立

場からお伺いしたいと思います。 

 まず、３ページにかかわるところになるかと思い

ますが、この執行方針の中に町長は農業、商業、観

光業など、町内の産業が連携を図るべくこと、また

、その地場産品を町外にＰＲをする機会を活用して

広めたい。さらには、その魅力発信を含め、町内で

加工分野の商品化の支援をされるというようなこと

で書いてありますが、そのいわゆるこのＰＲ部分で

ございますが、この執行方針の中にあるような中か

ら、具体的な策というものがなかなか見出せないと

ころにあります。 

 実務分野でさまざまな取り組みが行われているわ

けではありますが、現に、その現場に町の職員の顔

がなかなか見えない。そういった政策の中で、今後

どのようにまちがリーダーシップをとって、これら

の発信をしていくかということを、まず１点目でお

伺いしたいと思います。 

 ２点目でございますが、７ページにかかわるとこ

ろでございます。活力ある商工業の再生を図るため
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、商工会の自主的な活動を支援するという方針がご

ざいますが、この間、商工会等々の支援におきまし

ても、なかなか国や道の有利な補助金等々があるに

もかかわらず、それらの大きな財源確保をするため

の、その自主財源の支援の部分というのも、今まで

はなかなか行われてきていなかった。 

 また、ここの中でその支援するというくだりがあ

りますが、それらに関して、例えばまちがしっかり

とそれらを調整して、図っていく方策がどのように

とられるのか、また、そこの部分に関して、職員と

、その商工会とのつながりがどのようになっていく

のかということについて質問をさせていただきます

。 

 また、その次でございます。観光業を初め各種農

畜産業、商工業の連携強化を図って滞在型とありま

すが、これらの連携を図っていくに当たって、その

中心者となるのは、だれがそれらの音頭をとってい

くのか、また、そのことにまちがかかわっていくと

すれば、それらの部分をどのように執行者が管理を

していくのか、他町村においては、既にこういった

部分、行政がしっかりとプロジェクトチームを組ん

で、そのまちのブランド力を推進するべく室長を置

いたり、また、各連携を図って、実際に動いていく

のは、行政の職員が中心となって、それらまちの産

業の当事者等々を引き連れて現場に出向いていって

いるという現況がある中で、まちとしては、これら

について、連携をどのように図っていくのか、引き

続き付随しますので、９ページにかかわります、新

たなブランド品の開発というところがございます。

既にかみふらのポークというのは、まちも商工業、

それから観光業も含めて、ブランド化というのは、

これまでに取り組んできたところでありますが、新

たなブランド品の開発というものにございます。こ

の間、道は今年度から食による特区というものを高

橋はるみ知事が推進をしております。これらのブラ

ンド品というものは、それら食にかかわるものを指

しているのか、また、上富良野町のほかの産業の部

分で、新たなブランド品をつくるというものなのか

というところを、はっきりと御呈示をしていただき

たいと思います。 

 観光分野でございますが、さきの同僚議員の中か

らもございました見晴台の公園整備でございますが

、これらのこの執行方針の中においては、この再生

整備については、今期の観光シーズンまでに完了と

いうふうに明記されておりますが、この３月までの

間にプロジェクトチームを組んで、いろいろなさま

ざまな専門家の意見、また、地域の御意見、それか

ら関係各位の意見等々が集約されているところにご

ざいます。このプロジェクトチームを組んで、わざ

わざ補正、１５０万円をかけてプロの業者に委託を

して、住民からの意見もとった中の意見というのが

、何も今期で完結させる必要はないというところも

うたわれているところでございますが、これらのせ

っかくプロジェクトチームを組んで、いろいろと考

察を受けたそれらの考え方というものは、今後これ

において、見晴台の再生整備について反映をさせる

のかどうかということをお伺いしたいと思います。 

 その続きで観光でございますが、先ほど町長は美

瑛町の町長さんを中心として、中富良野と花人街道

連携協議会というものを発足させたというふうにな

っております。国道を中心として、これら花人街道

を連携していくというものであれば、やはり今まで

富良野・美瑛の広域観光連絡協議会というものもあ

る中で、いろいろな動きがありました。それらとど

のように連携を図っていくかということもない中で

、ただ花による連携をしたいと。隣町の、両隣の美

瑛町、それから中富良野町については、既にそれら

民間を含めて、そういった受け皿というものがしっ

かりと整備をされております。先ほど同僚議員の質

問の中にも、町長みずから御答弁ありましたとおり

、外国、主に東アジアの台湾を含む諸外国からの観

光を誘致するために、ポスター等々をつくりたいと

いうお答えがありましたが、実際上富良野町におい

ては、万が一それらのお客様が見えたときに、十分

な対応を図れる、そういったインフラの整備もでき

てない中で、ただ単に外国からの観光客を誘致した

ところで、本当に満足させられる観光というものが

できるかというのは、非常に疑問に感じるところで

ございます。 

 過去２０年以上にわたり、富良野・美瑛の連絡協

議会の中においても、外国の対応というものを町長

も、もちろん中国、それから職員も含めて、東アジ

アのほうに大いに行っておるところでございますが

、それらの結果が伴わない中で、またさらに追い打

ちをかけるように国外に目を向けるよりは、やはり

もう少しドメスティックな部分に視野を置いていた

だき、それらを含んで、まず地元の観光のインフラ

をしっかりと整備した上でやったほうが効果が上が

るのではないかというふうに考えますが、それらの

町内のインフラ、花で国道を介するのであれば、深

山峠エリアの開発も含めた中の取り組みというもの

が見られておりませんが、その点いかがかというふ

うにお伺いいたします。 

 もう１点、今度は産業ではないところでございま

すが、定住・移住の問題についてお伺いをいたしま

す。 

 先ほど町長は、上富良野町から出ていかないこと

こそが定住のものである。そして、その上で移住の
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方を呼びたいという御発言がありましたが、具体的

にどの世代というものをしっかりとこのまちに定住

・移住をさせたいというふうに考えているのか。ま

た、このまちから出ていかないための方策の一つと

して、本来であれば定住・移住も含めて、通信環境

の整備というものは、もう必須なものであるという

ふうに考えます。 

 これまでも多くの同僚議員がさまざまな質問をし

ておりますが、この旭川から占冠にわたるこの上川

南部のエリアにおいて、光ファイバーが整備されて

いないのは、我がまちだけというふうになっており

ますが、定住・移住も含めた中で、それらの整備計

画というものがどのようになっているのかをお伺い

したいと思います。 

 それから、自衛隊の関係でこちらは出されている

ところでありますが、私は自衛隊の関係とは思って

いるところではないのですが、演習場の隣接周辺３

地域の協議会に対して、今年度地域の環境保全や生

活の改善に寄与する対応を取り組みたいという、こ

の執行方針がありますが、本来自衛隊と最も友好的

な関係を持っており、それからさまざまな部分で協

力、そして理解し合っている町民の一人として、本

来市街地の皆様というのが、物すごく大きなウエー

トを占めるというふうに私は考えております。もち

ろん、この３地区の方たちが全く関係ないというこ

とは申しませんが、それ以上に、まち場の市街地に

住む住民の方たちという協力があってこそ、この自

衛隊のまち上富良野町というものが成り立っている

ように感じます。その部分について、町長はどのよ

うに手当てをするのかということをお聞きしたいと

思います。 

 最後に、病院関係について若干お伺いをさせてい

ただきたいと思います。 

 現在、上富良野町立病院職員、また医師、それか

ら看護師含め、スタッフの努力によって自治体の中

においては、非常に珍しく収益をきちっと確保され

た病院であるというふうに理解をしておりますが、

今後において、医師、看護師を含めスタッフの確保

、これらについてどのような計画を持っているかを

御質問をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番金子議員の何点かの御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、第１番目に御質問がございました、産業振

興にかかわります御質問からお答えさせていただき

たいと思います。まず、その中で、特に上富良野の

観光ＰＲ等について、まず１点目お尋ねあったかと

思います。 

 ＰＲの手法につきましては、まちが直接そのＰＲ

にかかわる方法もありますでしょうし、さまざまな

民間の力によって、そういう取り組みをされること

に間接的に御協力させていただくというような方法

、多様な方法があろうかと思います。いずれにいた

しましても、それら上富良野町の産業振興にかかわ

るそういうＰＲ活動については、まちが果たせる、

また、果たさなければならない役割を取捨選択と申

しましょうか、どういう協力ができるかということ

を整理しながら協力させていただき、また、時によ

っては主体的に行動すると、それはさまざまな手法

があっていいものだというふうに考えているところ

でございますので、そういうことを基本に２４年度

についても、あらゆるその上富良野を発信できる機

会を通じて、取り組んでまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 次に、２点目は、これも商工業の、特に商工会の

自主的な活動についてのお尋ねだったかなというふ

うに思います。 

 いろいろ私も就任させていただいてから、商工業

のみならず観光協会も、あるいは農協さんも含めて

、いろいろな方々と将来の上富良野の産業が、すべ

ての業種で強く活力があるように、どのように取り

組んでいくかということを共通の課題を持ちまして

、産業連携を目指した、名称はちょっと今なかなか

思い浮かんできませんが、そういう農協さん、それ

から農業委員会の方、それから商工会、観光協会、

それぞれの代表者の方々と我々が一堂に会して、そ

れぞれのこの大きな目的に向かって、どういうよう

に進もうかということを今まで幾度となく集まりま

して、協議をしてきた経過にございます。 

 だんだん会を重ねるごとに、非常にお互いの気持

ちが向かうところが一致してきておりまして、どな

たかの質問でもお答えしたかと思いますが、そうい

う具体的に今のこの置かれた危機感、そういったも

のの思いを共有がさらに深まってきておりますので

、そういったことを通じて、産業連携をしっかりと

整えていけるものというふうに確信しているところ

でございます。 

 とりわけ、商工会とのかかわりの中につきまして

は、いろいろな商工振興策があろうかと思います。

しかしながら、行政としてどういうような具体的な

手立て、手法を用いて振興策を図るかということは

、これはやはり事業をなさっている団体の組織の方

々が、みずからその自分たちの日々の営みの中から

、どういうような振興策を講じていきたいのか、あ

るいは振興策を講じるべきなのかということを主体

的に発信していただくことが、まず私は前提であろ

うというふうに考えております。そういったものに
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対して、行政がどういうお手伝いを、どういう支援

を、あるいはどういう施策につなげるかということ

と合わせわざでやって、初めて商工振興というのが

実を結んでいくのかなということで、そういう商工

会さんの主体的な活動に、私どもが行政として果た

す役割をしっかりと果たしていきたいというふうに

考えているところでございます。私はそう意味にお

きまして、そういう価値観を共有して、大きな一歩

に向けて歩み出しが始まったのかなというふうに理

解をしているところでございます。 

 あわせて、ブランドづくりについてのお尋ねもご

ざいました。ブランドづくりについては、具体的に

今一つの例として、かみふらのポークも示されてお

りましたけれども、当然食もあるでしょうし、ある

いは食がイメージとして、まず浮かぶものかなとい

うふうに思います。具体的にまちがこれをブランド

化したい、これをブランド化できないか、あるいは

こういう分野でブランドをつくれないかと、そうい

うような具体的な構想は、持ち合わせておりません

。それはそれぞれの両分野の皆さん方がブランド化

をしたいということで、それは取り組みを進めてい

ただきたいという願いを持っているところでござい

まして、先ほどのお答えと重なる部分がございます

が、まちとしてそれらを応援する仕組みをつくるの

は、行政が果たす責務だというふうに理解をしてい

るところでございます。 

 それからお話しありました、見晴台の件もお話し

ございました。今観光シーズンで完了させるという

御説明の少し考え方について、御説明申し上げてお

きたいと思いますが、間もなく取りまとめが示され

るでありましょうワークショップを通じての見晴台

公園の利活用について、現在私が情報としていただ

いている範囲で申し上げますと、非常に見晴台の利

活用の存在を高めていこうということに対して、共

通の認識を持っていただけたというような現在の進

捗状況についてお話を伺っております。 

 私といたしましては、そういう中でお聞きしてお

りますのは、今すぐ取り組めること、あるいは数カ

月、ここで文字としてあらわしております、今期の

観光シーズンに間に合わせれる部分、さらには段階

を経て、完了ではありますけれども、完結でござい

ませんので、本来の見晴台公園が、町民の皆さんが

求めておられる機能をしっかり備えるためには、数

カ月、あるいは事と次第によっては数年要するもの

も、そういうような提起もまとめの中に出てくると

いうようなことを伺っておりまして、まず一つの今

の段階の中での区切りを、こういう観光シーズンに

合わせてというような表現をさせていただいたとい

うことで、その先もあるということで御理解いただ

きたいなというふうに思っております。 

 それから花人街道の連携、なかなかインフラ整備

、十分ではないのではないかと、そういったものが

先行されるべきでないかというようなお話もござい

ました。それから、インフラについては、まだまだ

十分でないということは私も理解しておりますが、

しかしそれらが整ってからというようなことよりも

、それはできる範囲のことで、それも進めながら、

一方ではそういう観光客をまちにお呼びするという

ような、そういう方策もそれは同時進行で進めてい

って不可能なものではないというふうに理解してい

るところでございます。 

 それから、富良野・美瑛観光、名称はちょっと、

とのかかわりでございますが、一番最初そういう提

案が、美瑛町さんのほうから提案があって、中富良

野町さんも交えて３町でお話をさせていただいた中

で、まず真っ先に確認したのが、富良野・美瑛のこ

の観光推進の中でしっかりと、今我々が取り組もう

とすることが、その一つの事業だということで位置

づけをするということが確認されておりますので、

ですからそれとの兼ね合いは、全くミスマッチは起

こしてないというふうに理解しておりますので、ぜ

ひ御協力いただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 それから、移住・定住についてお話しがございま

した。まず、どういう階層の年齢の方が定住してい

ただきたいか、これは申すまでもございません。や

はり若い人が上富良野で学業を終えて、そして上富

良野で職を持てるということが、私はもうぶれるこ

とのない一番の基本でございます。それに向けて、

先ほどからいろいろお話しさせていただいておりま

す産業の活性化、これなくしてこれが果たせないと

いうふうに考えているところでございます。 

 それらと少し関連がございますが、そういう中で

通信インフラのお話もございました。その通信イン

フラ整備の必要性ということについては、私も何ら

思いを異にするものではございませんが、私といた

しましては、そのまちが主体的にその事業に乗り出

すということは、今までも幾度もお話しさせていた

だいておりますが、非常に多額の投資を要します。

それが今こういう財政状況の中で、まちがそこに投

資をするということは、果たしてすべての町民が求

めている大きな思いとして位置づけられるかという

ことに対しては、まだそこまで成熟してないという

ふうに理解しておりまして、特に民間事業者の方か

らの伝わってくるお話によりますと、その採算性が

合う中心市街地、人口密集地については、民間ベー

スでこれは検討、あるいは関心をお持ちだというこ

とは聞いております。であれば、特に私農村部の、
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あるいは郊外に他地域から移住していただいており

ます方々とお話しさせていただく中でも、実は私ど

ももできれば高速通信回線が整備されているとあり

がたいのだよなと。とりわけ農村部の若い人たちは

、町長、六次産業化を目指してほしいというふうに

言われるけれども、やっぱりそういう情報発信には

、そういう高速通信網が、やっぱり我々はすぐ目が

行ってしまうのだよなと。そういうところで、まち

の人がさらにそういうことが整備されて、我々が取

り残されるのは少しつらいなということをよく聞き

ます。全くそうだなというふうに考えておりまして

、これは少しその民間事業者の動きと、我々の思い

とが、どこかで協力して進められるような環境が整

えば、これはいつかは決心をしなければならないこ

とかなというふうに考えているところでございまし

て、今いろいろ思いをめぐらせているというような

ことで御理解いただければなというふうに思います

。 

 次にお話しございました、演習場周辺地域の皆さ

ん方に対する、協議会に対します取り組みでござい

ますが、少し金子議員と、この思いについて、少し

思いが通じ合ってないところがあるのかなというふ

うに理解しておりますが、このまず協議会が、以前

の説明させていただく機会の中でも同じことを申し

上げましたけれども、この３地区の皆さん方につい

て、もう十数年も前から協議会が設立されて、そし

て自衛隊のほうとさまざまな、隣接しているがゆえ

にあります諸課題について検討を、毎年協議を重ね

ていかなければならない実態が、そこには横たわっ

ているということに対して、まちとしてこれは自衛

隊あるいは演習場が、とりわけ演習場が存在するこ

とによる、さまざまなまちで便益を受けたり、ある

いは御支援をいただいたりするということで、共存

共栄がまさしく図られております。それには、そう

いう十数年前から、その演習場の周辺に張りついた

地域の皆さん方が、非常に御理解と御協力をいただ

いた中でそういったものは、ある種こういう関係が

、良好な関係が保たれているということを私として

は認識しておりまして、そういう方々と申しますか

、地域に対してやはりまちとして、その地域活動に

対する一定程度の支援をまちが取り組んでいくとい

うことは、これは町民の皆さん方の御理解をいただ

けるものだというふうに理解をしているところでご

ざいます。 

 それから、病院の関係であったと思います。まず

、病院運営ということは非常に大きな課題でもあり

ますし、これは何としても継続していかなければな

らない、まちの非常に大きなウエートを占める事業

でございます。その中でとりわけ困難なのは、まず

医師の確保、あるいは看護スタッフの確保、こうい

ったことは非常にずっと課題でございますし、何と

か今は富良野の協会病院との病病連携も含めて、あ

るいは旭川医大の協力もいだたきながら、非常に上

富良野の町立病院に対しては、医大のほうも思いを

寄せていただいておりまして、私も何度となくお訪

ねしてお話をさせていただいたり、お願いを申し上

げたりしておりますけれども、非常に深い御理解を

示していただいております。そういうことで、その

年々によりまして、あるいは医師が交代したりする

ことによる年々の、その病院の実績については、こ

れは変動あることは、私はこれはやはりそういう状

況が起きることは理解してあげなければならないな

というふうに考えております。 

 まず基本的には、医師がしっかり確保されて、そ

して看護スタッフも充足して、そして町民に安心し

て医療を受けていただけるサービスをまず根っこに

据えるのは、私はまちの責任だというふうに考えて

おりますので、ぜひそういうことでは、皆さんの御

理解を賜りたいと思いますし、私が就任した当時、

非常に病院の現場から、コンビニ受診というのかな

、そういったことが非常に現場の先生方や、あるい

は看護スタッフの皆さん方の過重労働感を強くして

いるということでお話も受けて、それから町民の皆

さん方、いろいろな方法を通じて、ぜひ適正な診療

を受けるようにということで申し上げてまいりまし

たけれども、今現場からお聞きしますと、もう本当

に改善されたということで、そういう過重労働感も

、院長先生に伺いますと、私はないですよというこ

とで、非常に温かい御理解をいただいておりますの

で、これからもそういう熱意を持って取り組んでま

いりたいというふうに考えております。 

 以上。 

○議長（西村昭教君） それでは、ほかにございま

せんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 何点か質問をさせていただ

きたいと思います。 

 まず、３ページの信頼ときずなで結ばれる産業の

実現、それからもう一つは、９ページにあります、

地域の魅力等を満喫する産業環境づくりということ

で、同僚議員からも若干ありましたけれども、言う

なれば加工分野での拡大や商品化ということで言わ

れております。現実に、また新たな地域のブランド

商品ということで、かみふらのポークだとか、それ

からビーンズカレーの関係だとか、それからリキュ

ールということで、かつてはやった経過があります

。したがって、今かみふらのポークがやっておられ

ますけれども、現実の問題として、今後どうなって
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いくのかという心配があります。というのは、私は

もうちょっとリキュールにしても、それから今ビー

ンズカレーにしましても、まだ相当残数が残ってい

るというような話も聞いております。したがって、

できればこの商品開発に対しては十分な検討と、も

う一つは販路を含めた経済性といいますか、一つは

継続をしていく、そしてもう一つ、経済効果という

ような視野から、もう一歩脱皮をしていかなければ

、似たような形のものがなっていくのではないかと

いうのが、ちょっと心配をしておりますので、その

点を町政執行方針の中でどうとらえていくかという

ことで、お尋ねをしたいと思います。 

 それから次に４ページの関係、町民主体で成り立

つコミュニティづくりの関係です。それで、一つは

自主防災組織の現状ということで、先ほどから２５

住民会のうち２０あると。２０があるけれども、そ

の現状の内容はどうなのかということになると非常

に、単なる２５のうちの２０ということで、ひとり

歩きしているけれども、内容は非常に私はまだまだ

そこまで達してないような気がするのです。その点

で、一応執行方針の中で、こういう状況で進めると

いうのであれば、まず現状認識をきちっと押さえて

いかなければならないのでないかという気がします

。そういうことで、それを一つ。 

 それからもう１点は、防災士の養成ということで

、３年間で約５０名やっていくということです。そ

れで、上富良野は十勝岳がある。それから、やっぱ

り河川水害等もある。そういうことも含めれば、こ

れも永続的にこの組織が必要なのかという私は認識

をしております。そうすると、今まちで福祉推進員

制度を持って、一つのくくりでやって、その会議等

もやっている。そうすると、将来的には、私は防災

士の関係等も含めて、防災推進委員か何かそういう

名称の中で一つの組織化をして、具体的な行動を年

々深めていく、そういう体制をとっていくべきでは

ないかという気がしますので、その点の確認をした

いと思います。 

 それから、次に４ページの関係、安心の暮らしを

支える福祉医療環境づくりでございます。 

 ここ最近、孤立死ということで非常に、滝川市で

もありましたし、それから札幌でもありました。そ

ういうことでライフラインの関係との提携、それか

ら新聞、郵便等いろいろな関係もあると思いますけ

れども、一応情報の関係等もありますけれども、で

きればうちのまちとしてどういう取り組みの仕立て

をしていくか、かつて東町という公営住宅なくなり

ましたね。そういうような状況もありますので、で

きればこの関係についても、お考えを聞かせていた

だきたいと思います。 

 それから、次に９ページ、憩いと安らぎ等を提供

する快適空間づくりということで、見晴台公園の関

係です。今同僚議員からもいろいろお話を聞きまし

た。現実に、これに対するワークショップというこ

とで、１月３１日、２月１５日、２月２７日、私も

３回出席をさせていただきました。したがってこれ

らについて、やはり基本的には、この配られた主要

施策の概要の中で出ております。これによると、町

民による検討会議の提案を尊重して、優先する課題

に重点化し、今期観光シーズンまでにということで

書いてあります。したがって、昨年の９月の定例会

の折に、一応設計調査１５０万と、そして工事の関

係については、２４年３月から２４年６月までする

と。言うなれば、観光シーズンに間に合うというこ

とでございます。それが８９７万５,０００円だろう

と思います。したがって、今ワークショップの関係

で、恐らく今先ほど町長の言うように、今月早い時

期に、恐らくワークショップの報告書が出てきて、

それに基づいて検討され、３月中にやる業務は何を

やるのかということが、これから検討されるという

ふうに私は考えております。特に３回このワークシ

ョップに出た関係で、皆さん方の意向等も十分わか

ったような気がいたします。したがって、これらを

十分、ワークショップでの報告等を重視しながらや

ってきて、いずれにしても３月には何らかの形で事

業を着工するということで理解をしていいのか、そ

の点ちょっと確認をしたいと思います。 

 それから、次に１０ページ、担い手が輝き、地域

の強みを生かす産業づくりということで、特に花人

街道連携会議の関係、同僚議員からも出されていま

した。３町共同の初めての事業ということでござい

ますけれども、先ほど町長も言ったように、富良野

・美瑛広域観光推進会議というのもあります。そう

いう点では、そことはミスマッチしないようにとい

うことでございますけれども、どちらかというと、

私は中富良野・美瑛の中に埋没しかねない、ポスタ

ーをつくるということですからあれですけれども、

ポスターをつくるその他の宣伝、それからやはり行

動ということになると、埋没しないような形でやっ

ていただきたいという気持ちを持ってますけれども

、その点はいかがか。 

 それからもう一つは、上富良野町の観光振興計画

の策定ということで、今回３５０万円持っておりま

す。先般３回やったワークショップの中で、大きな

課題については、この観光開発計画がなければだめ

ですよというような話なのです。そうすると、これ

は１日も早い時期でこの策定をし、それに対する予

算づけをして着々進めなければならないと、そうい

う考え方を私は持っておりますので、この観光振興
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計画、３５０万円計上しておりますけれども、これ

らの決定の時期は、いつごろを目途にして進めてお

られるかということでお聞きをしたいと思います。 

 それから、次に教育行政の執行方針の関係でお尋

ねをしたいと思います。 

 まず７ページ、姉妹校提携の関係です。従来人的

交流をしておりましたけれども、今回はそれに合わ

せて、交換交流と物的交流ということで言っており

ます。そういうことで、姉妹校の関係で物的交流と

いうことは、どういうことを進めようとして意図し

ているのかということで確認をしたいと思います。 

 それから次に、７ページから８ページに至る上富

良野高校の振興策についてお尋ねをしたいと思いま

す。 

 この高校のページの、我が町高校の存続について

は知恵を出し合い、新たな振興策を喫緊の課題とし

て取り組んでいくということでございます。 

 私は、上富良野の高校は、上富良野中学校、東中

中学校以外にもよそから来るということで、上富良

野町教育振興基本計画というのがあります。この中

に、上富良野高等学校についてはということで、そ

の振興を目指して、資格習得や遠距離通学などの補

助や進路に向けての支援を行うということになって

おります。それでよその小さな学校では寄宿舎があ

ったり、それから通学費用を負担したりというケー

スがあります。したがって、私はこの平成２１年か

ら３０年の教育振興基本計画の中でそううたってい

るので、私はやはり町外から通学する生徒に対して

の、遠距離通学費用の補助ということを真剣に考え

ていかなければならないのでないか。しかしこれは

、今まで考えていたのかどうかということで、お尋

ねをしたいと思います。 

 それから次に、９ページの道民家庭の日の関係で

す。第３日曜日ということになっておりますけれど

も、確かに今、前も私は一般質問か議案の審議の中

で申し上げました。そうすると、結構上富良野町広

報には載ることになっているのですけれども、ただ

第３日曜日道民家族の日ということだけで、私は前

に言いましたね。トリックアートある、それから土

の館ある、それから後藤美術館が上富良野には三つ

ありますよと。それだけ割り引いてくれますよとい

うことで、できれば全道、上川管内は要らないです

けれども、せめて上富良野の人たちが、ああちょっ

と行ってこようか、こういうことでというような形

のものをつくるということで、やはり広報と連携を

しながら、ぜひ広報の周知について配慮していただ

きたいという気がいたします。 

 それから次に、１１ページの子供読書推進計画で

す。確かに、すばらしい計画書ができました。策定

会議の１５名の委員と教育委員会事務局４名の皆さ

ん方、本当に御苦労と褒めたいと思います。しかし

、これを実現するということになると、大変なそれ

ぞれの立場なのかなという気はいたしますけれども

、やはり２４年、２５年とでやるということでござ

いますけれども、私は今後これらの策定にかかわっ

た人か、もしくはこのセクションの人たちで、これ

らを年に１回か２回、こういう会議を持って推進状

況を確認、それからもう一つは、これはこういうふ

うにしたほうがいいとか、そういうような方法をし

ていかなければ、非常にすばらしいその推進計画で

ございますけれども、それぞれの立場で皆さん方頑

張るということではございますけれども、そういう

ことで、この施策の関係についての会議的なものを

持っていって、なお成果を上げるような努力をして

はどうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１点目にお尋ねいただきました産業振興の

中で、特産品に対する考え方についてお尋ねござい

ました。 

 特産品に対する考え方といたしましては、今まで

幾つかの議員が、この話しありましたような商品に

ついて取り組みがされてきております。その中身と

申しましょうか、その実績については、それぞれま

だまだ私といたしましては、今評価する段階にはな

いなと。とりわけ、こういった新しいものに取り組

むということは、私はその取り組もうとする、その

エネルギーを私は、行政としては一番尊重するべき

だと。それが必ずしも成功しなければだめなのかと

いうことでは、私は決してないと思います。むしろ

そういうような経験から学ぶもののほうが、次につ

ながるエネルギーになりますので、私は一つ一つの

ものについての、まちとして評価をするというよう

な考えは持ち合わせておりませんので、むしろどう

いう状況であれ、そこからまたそれをばねに展開し

ていただくことを期待することが、行政としての応

援の仕方かなというふうに思っているところでござ

います。 

 それから、自主防災組織等の防災の将来に対しま

す考え方、あるいは今の自主防災組織のあり方等に

ついて、含めての御質問だったかなというふうに思

っております。 

 自主防災組織の実態につきましては、それぞれ地

域によって大きく差があることは実態でございます

。しかし、かといって、今その目先でそれらを評価

するのではなくて、そういう動きに、まず歩み出し
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たということを私は尊重しておりまして、これから

それぞれ各地域の中で、その中に魂を入れていって

いただけるもの、そして育てていっていただけるも

のだというふうに考えております。そして、その先

に幾つも幾つもその組織をつくって、それをすべて

維持・運営していくことが、それがベストかどうか

は、ちょっと今は判断できる状況にございませんが

、いずれにいたしましても、やはりコンパクトな自

治活動というのは、これは防災もそういう中に含め

ていくことが、そういう形に修練されていくことは

、別に否定するものではございません。 

 それから、防災士等の位置づけにつきましても、

今とりあえずそういう動きを、まず各地域に防災士

を配置して、そしてそういう方々がリーダーシップ

をとっていただいて、その防災の意識を高めて、上

富良野町民すべてが高い意識を持っていただくため

の、そういう先達としての働きに期待をして、今回

そういう取り組みをさせていただこうとするもので

ございます。 

 それから、そういう防災の中の延長上にございま

すが、災害弱者等についての部分に触れられていた

のかなというふうに思いますが、そういう悲しい出

来事が、今事象として幾つかニュース等で流れてお

りますが、ああいう悲しい事象が上富良野町で起き

ない、そういうようなお互いに声をかけ合ったり、

地域の方々がお互いに見守り合うと、そういうよう

な自治活動が行われることは、協働のまちづくりの

精神の第一歩でございますので、そういったことも

、それが防災組織がそういう機能を担うのか、どこ

が担うのかは別といたしまして、そういうことは、

今まさに求められておりますので、そういうことに

意を用いるような仕組みをつくってまいりたいとい

うふうに考えております。 

 それから、見晴台公園の事業の進め方についての

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、間もなくワークショップを通じての意見が

まとめられて、報告がいただけるということは、先

ほどお話しさせていただいたとおりでございます。

それを受けて、まちとしてどうするかということで

ございますが、まちとして、先ほど金子議員にもほ

とんどの部分お答えいたしましたが、段階的に取り

組みを進めてまいりたいと。しかし、そう究極的に

は、やはり本来あの公園を整備するときに求められ

たと申しましょうか、そのときに願いがこもってい

るあの公園の機能に、少しでも機能を発揮できるよ

うな方向に近づける努力をまちとしてはしていきた

いなというふうに考えており、それで予算の置き方

につきましては、これからどういう報告書がまとめ

られて、そしてそれに我々が味つけをして、どうい

うふうに皆さん方にお示しするものができるかとい

うことは、今ちょっと断定的には申し上げられませ

んが、想定と申しましょうか、多分少しはそういう

要素もあるのかなと思いますのは、やはり平成２３

年度の中で予算として置いてきたものが、そのまま

２４年度の事業の中でコピーのように移行できるか

ということは、多分それは今までのワークショップ

の動き等の報告を受けた中では、これは中身の具体

的な組み立て方は、少し方向といいましょうか、中

身の見直しというのは、これ起きてくるというふう

に理解しておりますので、それはどういう形でこれ

から予算を置いていくかということは、少しそのま

とまった計画を見て判断してまいりたいと思います

ので、いずれにいたしましても、予算の置き方に一

工夫が要るということは、多分起きてくるのかなと

いうことで御理解いただきたいと思います。 

 それから、次に御質問ありました、３町で取り組

みます花人街道の事業についてでございますが、富

良野・美瑛の中での位置づけは、先ほどお話ししま

したように、ミスマッチは起きておりません。これ

はぜひ、もし３町で取り組んで、その姿を見て、全

体で取り組めるものなら、それもいいねということ

で、むしろエールを送られている実態でございます

が、そういう中で上富良野が埋没しないように、こ

れはもう３町が全く五分で、むしろ１足す３は５に

も６にもなるように、そういう成果を期待している

ところでございますが、まず平成２４年度について

は、第一歩でございますので、そういうポスターを

作成することによって、どういうようなお客さんの

動きが出てくるのかということは、少し見守る時間

をいただきたいなというふうに考えているところで

ございます。 

 観光振興計画の策定について、御質問がございま

した。まず、ワークショップの中でも、そういうこ

とがたびたび取り上げられているということもお聞

きしております。今までも多分私幾度か申し上げて

きたかと思いますが、私どもまちが目指しておりま

す観光振興計画というものにつきましては、まず時

期といたしましては、これは平成２５年度から、そ

の観光振興の中に生かしていく、そういうまず目標

を持っております。 

 それで、策定につきましては平成２４年中、です

からできれば本年中に、その策定ができればと。２

５年度に向けては、多少の助走期間も要りますので

、そういうような目標を持っているところでござい

ます。 

 それから、どういうような骨格のものを目指して

いるかということにつきましては、ハード的な整備

の計画を、その中に盛り込むような想定はしており
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ません。あくまでもソフトを重点にした上富良野の

長期の観光振興は、どうあるべきかというようなこ

とを大きなくくりの中で計画として展開していこう

ということでございまして、どういう地域にどうい

うものを、どういうところにどういう整備をという

ようなイメージでないことを御理解いただきたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ７番中村議員の御質問、

４点の御質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、１点目の西小学校の姉妹校交流事業の交流

内容でございますけれども、議員御存じのように、

３年ごとに子供たちを派遣する事業、それから交換

交流、物的交流を３年ごとに実施をしてございます

。 

 先ほど御質問の物的交流につきまして、毎年津市

のほうから西小学校のほうにお米を届けられている

状況にございまして、そのお返しとして、この上富

良野町の地場産でありますジャガイモですとかラベ

ンダー、そういう関係をあちらのほうに送って、お

返しの意味も込めながら物的の交流という形で、実

はさせていただいている状況でございます。 

 また、交換という形でございますけれども、これ

については思い出のスナップ写真ですとかいろいろ

ものを、そういう活動状況を周知したりということ

で、お互いにその交換の内容で、３年に一遍の交流

をしているというふうに聞いてございます。 

 それから、２点目の上高の振興策でございます。

例年、議員御指摘のとおり、通学費用についても教

育基本計画の中に入ってございます。我々もいろい

ろその状況を学校ともやはり調整をしながら実は進

めたく、いろいろな御意見をいただきながら実は進

めている状況でございまして、昨年度も振興会の役

員会等を開いて、実はその交通費の補助についての

話も実は出されたところでございますけれども、時

間的にちょっとずれたという部分もございますけれ

ども、今後こういうところも踏み込んで、また、組

み立てをしながら、皆様方と御協議しながら対応し

ていきたいというふうに実は思っているところでご

ざいます。 

 その他昨年度のものについては、デマンド方式の

出口のベースの、やっぱり学力の向上という形で実

は組ませさていただきまして、いろいろと今後の、

少し時間やはりかかる分もあるかと思いますけれど

も、その成果を上げるべく対応してございますけれ

ども、なかなか即実践というふうにはなってこない

という状況でございますので、この辺も含めながら

、今後対応させていただきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 それと３点目、道民家庭の日でございます。議員

おっしゃるとおり、昨年度もそのお話をさせていた

だきながら、実は広報、情報の提供という形で、実

はさせていただいてございます。 

 議員御存じのとおり、町広報は年２回でございま

す。そのほかに、防災無線でも何とか随時させてい

ただきながら、それと青少年健全育成で出されてお

ります「ほのぼの」という機関誌ございます。そう

いう「ほのぼの」という部分の中にも、この道民家

庭の日ということで、実は組んでますよということ

で、実はさせていただいてございます。それと各子

供たちの家庭にリーフレット、道からの作成の分で

ございますけれども、リーフレットも各家庭に配付

しながら、いろいろな部分で展開をしてございます

。 

 また、教育委員会の封筒の中にも、このシールを

張りつけて、道民家庭の日ということで、第３日曜

日は家族で過ごしましょうという形で、実はしてい

ただいているところでございます。 

 協力店についてのお話は、先ほど言われたとおり

、お名前は出してございませんけれども、本町にお

いては４店舗ございまして、その４店舗についても

、今議員おっしゃるとおり、まだ広報等も含めて進

めていきたいというふうに考えてございます。 

 それと、４点目の読書計画でございます。時間を

少しかけながら読書計画を中心に計画を立てさせて

いただきました。ここ２年間ということでなく、実

は御存じのとおり、第７次の社会教育中期計画がち

ょうど２５年度で終了するものですから、それに合

わせながら２年という形で組みさせていただきまし

て、その都度やはり評価等も行いながら推進をして

いかなければならないということは、十二分に我々

も認識しているところでございますので、また、こ

の中期計画と合わせて対応していきたいというふう

に思うところでございます。そのメンバーの中に、

ここの方々のメンバーもまた入れるという一つの方

策もあるかと思いますけれども、そういう形で、何

とか鋭意この計画が計画倒れにならないように、我

々も進めていきたいというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 私は、町政執行の点で２

点、それから教育行政で３点質問をしたいと思いま

す。 

 まず、町の行政執行の５ページを開いていただき

-62- 



 

たいと思います。 

 この介護保険事業についてでございますけれども

、近い将来、少子高齢化、３人に１人が高齢化社会

を迎えるという時代になりまして、現行で３５０円

、９.８％増の３,９５０円に改訂をするという、値

上げなのでありますが、ただこの値上げもやぶさか

でありませんけれども、今現在町民が一番望んでい

ることは、切実な問題は小規模多機能介護型住宅と

、それから認知症対応のグループホームの設置でご

ざいます。 

 昨年の、私の一般質問でもいたしましたけれども

、この２点につきまして、町長の考えとしては民間

で対応していただきたいと、町としてそういう具体

的な施策を持ち合わせていないというようなお答え

でございました。 

 それで、同じこれの２３ページを見てほしいので

すが、下のほうに介護保険事業につきまして、小規

模多機能型住宅の導入と認知症対応グループホーム

の１ユニットを整備できるように進めているという

ことでありますが、今現在、小規模多機能の居宅型

住宅というのは、国からの支援が３,０００万ござい

ます。それから、認知症対応のグループホーム、こ

れもやはり３,０００万円の助成があります。現在、

これは別々に建てるのではなくて、１階が多機能型

の小規模であり、２階がそのまま、悪化した場合に

認知症の方の対応できるグループを、そのような形

で、約１棟が１億円ですか、そのような形で進めて

いるようなわけであります。 

 ただ、今介護保険料というのは、国だとか道から

のいろいろな支援がございます。そういう助成金を

含めまして、７億７,０００万円の規模になっており

ます。そういったお金が、民間ですとか他町村に流

れてしまうわけですよね。なぜもっとそれだけのお

金を地元に還元しないのかという、やはり町の姿勢

としてやるのだと、その対応でなければ、すべてそ

の大きなお金は流れてしまいます。 

 さらに、特に地元であればこそ、建設業者も地元

であり、さらにまた大きな雇用も生まれてくるので

はないかと思います。そういった意味におきまして

、再度町長の意見を聞きたいと思います。 

 それから２点目ですが、これは１２ページであり

ます。１２ページの広域行政の推進については、富

良野広域連合の構成自治体として、また、広域消防

の本部設置自治体として、広域連合の設置目的が果

たされるよう構成市町村と連携し、さらに相互理解

を深めながら取り組んでまいりたいと書いてありま

すが、広域連合は昭和２１年にスタートいたしまし

た。３年をめどにして見直しを図るということであ

りますが、具体的にもっとこういうあれじゃなくて

、これまでどうだったのかと。この３年間を見直し

て広域連合のメリット、さらにデメリットを再度検

証して、本当に我がまちとしてこのままでやるのか

、やめるのか、また、ともに携えてできるものがあ

るものなのか、これはやはり具体的にみんなで、町

民にも知らしめて検討する必要がないかと思います

。 

 以上２点に対して、町長にお答えをお願いいたし

ます。 

 次、教育行政でありますが、これは７ページです

。道立の上富良野高等学校の振興でございますけれ

ども、今現在さまざまに取り組んでおりますけれど

も、今のままではいけないと思います。もっと実際

に生徒たちの希望、どんな学校に行きたいのかと、

希望。さらに保護者の意見、現場の教師の意見、さ

らにそういったものの聞き取り調査をいたしまして

、広く町民、さらに大学の先生、識者を集めていろ

いろ検討して、道立高校であるという枠があるけれ

ども、どういった特色を出していける学校をつくれ

るかと、そのような方向に進まなければ、現状の振

興策では、上富良野高校の存続は危ないと思います

。この点を早急にやっぱり考えていただきたいと思

います。 

 それから２点目が、これは上富良野小学校の改築

に向けての手法なのでありますが、これは少数の審

議会を踏まえまして、一つの手法として、たたき台

をつくって、青写真をつくって、皆さんに検討して

もらうというような手法だと思います。 

 ただ、私ども昨年、北陸３県を研修してまいりま

した。これは坂井市の例なのですが、一つの学校を

建てるために、子供、地域の住民の方、現場の先生

、大学の教授、設計者、建設業者、何度もプロポー

ザルを重ねまして、４３０名ほどの中で検討しまし

た。そういった中で、設計者、そして建設業者を決

定されております。 

 さらに、コンセプトとして、エコを中心とした学

校づくりをするための環境省、情操教育を中心とす

るための文科省と、そのような形でしてます。これ

は確かにこれは手法の違いであって、上富良野町の

教育委員会がとった手法が悪いとかいいとかでなく

て、それなりのすばらしい青写真ができていると思

います。ただせっかく私たちが町税を使って研修に

行ったことが、結局余り大きく生かされてないので

ないかと、それが大変ちょっと残念に思います。 

 最後に３点目ですが、これは教育に対する姿勢の

問題であります。先ほど言ってました北陸３県、ど

の県もともにやっぱり教育というものに非常に力を

入れております。特に人材の育成、指導者の育成と

いうことに力を入れております。まちで自前の教職
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員を雇い、低学年の指導に当たらせたり、さまざま

な角度から対応しております。これは、一般会計の

約１０％強は、教育費に充てられております。 

 我がまちにおいては、５％足らずでないかと思い

ます。その意味も含めて、このまちの基幹となる子

供たちを育てる教育費というものを、もっと底上げ

して考えていかなければならないのでないかと思い

ます。 

 以上、３点についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 １点目の御質問でございました、第５期の介護保

険事業計画の中で計画を予定しております小規模多

機能型の居宅介護、さらには認知症対応型のグルー

プホームの整備についての御質問にお答えさせてい

ただきますが、どういう具体的な手法、あるいはど

ういう具体的なレイアウト、そういった具体的なも

のについては、まだそこまで計画を持ち合わせてい

るものではございません。 

 一色議員からお話しありましたいろいろなその１

カ所に、一つの建家の中に両方の機能を持ち合わせ

ると、そういうようなことも考え方としては、当然

あり得るだろうというふうに思っております。いず

れにいたしましても、まちが直接この事業を行うと

いうような想定はしておりませんで、先ほど学校の

プロポーザルのお話でも、議員お話しのように、多

様な民間の意見、アイデアを反映させて、そして町

民の皆さん方が望まれるものを最終的にまちとして

決定していくような、そういう段取りで進めていき

たいなというふうに考えておりますので、まちがこ

ういう形というようなものを想定して提起していく

ような予定とはなっておりませんので、ぜひこれか

ら５期計画がスタートした中で、いろいろ皆さん方

からまた御意見をいただきながら、具体化に向けて

進めてまいりますので、その節はぜひ御協力を賜り

たいというふうに考えております。 

 それから、２点目の御質問でございました広域行

政について、平成２１年度にスタートいたしまして

３年を経過いたしましたが、非常に私実感といたし

まして、それぞれの各１市３町１村の中で、まだま

だその同床異夢と申しましょうか、そんな大きな違

いはないにしても、やはり取り組み方に対する価値

観が微妙にまだ違うというところは、なかなか越え

られないものがあるのは実態でございます。まずそ

ういうメンタル的なものもありますし、一方では、

例えば消防、何かを例えるのが一番わかりやすいか

と思いますが、例えば広域の人事なんかも、思いと

してはそういうことがなされることは理想であろう

ということは異論はございませんが、しかしそれぞ

れ採用町村が違う、それによって職員の身分等に非

常にまだ大きな隔たりもありますし、そういったこ

と、一つ一つやっぱりこういったことは、まあある

程度年数を経て、そして徐々に徐々にそういう心を

通じ合わせて、そして一つの高い目標に向かって歩

みを進めていくことが、私はこれは現実的じゃない

かなと。理詰めで、理論上で成り立つからそこへ進

むのだということは、むしろ少し後で、それによる

マイナスの部分も大きくて、やはりここは少し思い

を共有しながら、一歩一歩その思いの違いを埋めて

いきながら、もし埋まるものであればもう少し、一

色議員がおっしゃっておりますような、目標に掲げ

た広域の組織になっていくことが望ましいというふ

うに思っておりますが、今まだ緒についたばかりだ

ということで、この１市３町１村がまず思いを本当

の意味で共有するということに、今大きなエネルギ

ーを注いでいる実態でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １０番一色議員の御質問

にお答えをさせていただきたいと思います。 

 ３点の御質問かというふうに思います。 

 まず、１点目の上高の振興でございます。議員お

っしゃる内容、生徒、先生、それからいろいろな角

度から聞き取りをしながら、上高の振興策という形

の方向づけもお話しされました。我々考えている部

分について、あくまでもやはり基本的には、道立高

校の方向づけがやはり基本的な指針というものがご

ざいます。その中で、本町において上富良野高校の

位置づけをどうするかということで、実は歩んでき

ている経過もございます。子供たちの御意見も聞き

ながら、上高に進みたいというふうな気持ちをない

がしろにもできませんし、我々もそういうところは

望むところでございますが、やはり最終的には、希

望するのは本人のやはり意思、選択というふうにな

ってくるのが強いかなというふうに思うところでご

ざいます。意図的な判断もできませんですけれども

、何とかそういう範囲の中で、我々もその上高を振

興して、上富良野町に高校をなくさない方向づけを

今後とも対応していきたいというふうに考えている

ところでございます。種々いろいろな部分でまた御

意見等もあるかと思います。だけれども、何かまた

いい方向があれば、我々も先陣切って対応していき

たいというふうに考えているところでございます。 

 それと、上富良野小学校の関係でございますけれ

ども、最終的に手法が違う部分がございますけれど

も、本町においてもいろいろやはり地域の方々、先

生方の代表者、それからＰＴＡの代表者、それから
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上富良野小学校にかかわるもろもろの方々の御意見

を取り入れながら、新たにそういう手法で検討委員

会を開きながら上富良野小学校を建設するというこ

とでございまして、ことし、２４年度に実施設計と

いう形でございますけれども、所管の議員さん方の

いろいろ視察した内容も、実施設計のある程度反映

できる部分については、これからの動きの中でもで

きるのかなというふうに思いますし、先ほどお話出

されましたように、エコの部分ですとかいろいろな

部分の関係もこれからの組み方の中で、やはり具体

的になってまいりますので、そんな内容で上富良野

小学校の改築に向けて進めていきたいというふうに

考えてございます。 

 それから、３点目の教育に対しての姿勢でござい

ます。本町においても、それぞれの教育分野の中で

指導者等の人材育成含めながら、研修も上富良野教

育局、それから道の教育研究センター等も含めなが

ら先生方の資質向上を上げてございますし、本町と

しても、それだけのやっぱり底上げといいますか、

ほかの町村ではやらない内容も実はさせていただい

てございます。学校教育アドバイザーですとか、特

別支援の先生方の増員ですとかいろいろな部分で、

本町についても底上げの部分で教育を図っていくた

めに努力をしているところでございます。とにかく

子供たちに、将来立派なやはり大人になっていくた

めの一つの条件づけの過程でございますので、我々

も誠意努力をさせていただきたいと思います。 

 東北地区についても、家庭教育の充実がかなりで

きてございます。我々としても、学校教育ばかりで

なくて、やはり家庭、地域の中で子供たちをどうい

うぐあいに育て、はぐくむかということがやはり一

番メーンになってきますので、そこのところ連携を

深めながら、我々も底上げといいますか、いろいろ

な部分で対応していかなければならないことも課題

として持ってございますので、そういう内容から、

本町の子供たちの部分を含めても、対応を図ってい

きたいというふうに考えているところでございます

。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかに御質問ございません

か。 

 ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 私、町政執行方針というのは

、どちらかというと、こういう総括的なものかなと

いうふうに理解をしているのですけれども、１点の

みお伺いをさせていただきます。 

 ２ページになります。全体的に見てみますと、近

年なかなか一般財源の伸び悩みがあるというような

ことで、そういうふうから見ていきますと、財政構

造の悪化がだんだん厳しくなってくるのかなと、こ

んなふうな予想をいたして実はございます。 

 そんな中で、人間、私どももそうなのですけれど

も、一度裕福な生活といいますか、楽な生活をしま

すと、なかなか質素な生活に戻れないというような

嫌いがありますけれども、そんな中で、町財政の運

営のあり方といいますか、そういった部分で１点お

伺いをしたいのですけれども、なるべくそういった

ものまで踏襲されて、慣習に従って財政運営がされ

るという傾向にあるのかなと、こんなふうに思って

ございますけれども、改善よりも慣例に従った、そ

ういうことがだんだんだんだん徐々に改正をされて

きているというふうに私は理解をしているのですけ

れども、いわゆる去年の当初予算から見ますと、投

資的な事業、これが１４.１％ぐらい、ことしの当初

予算伸びております。一億数千万、総体で九億四、

五千万ぐらいになっているかなと、こんなふうに思

っています。ただ、この中で学校の耐震化だとか、

これは国の法改正によって、当然やらなければなら

ないことに伸びているのだと。持続的なこういう投

資的な予算が、あるいは農業、あるいは商工業に対

して、見えてこないというような部分があるもので

すから、そういった部分について、町長の見解を伺

っておきたいと、こんなふうに思ってございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の、まちの財政

のあり方の基本的な部分についてのお尋ねというふ

うに理解させていただきました。 

 非常にまちの予算を編成する中におきまして、非

常に悩ましいと申しましょうか、歳入財源が乏しい

から入りに合った出をということは、まずこれは大

前提にはなりますが、非常にそこで悩ましく思いま

すのは、負のスパイラルに入ってしまうというよう

なことは、これは何としても避けなければなりませ

ん。そういうことからやはり、やりくりという表現

が適切かどうは別といたしまして、そういう中にあ

っても、やはり将来に展望の明かりが見えるような

、そういう感じを受けていただけるような、特に産

業の活性化の部分については、配慮していかなけれ

ばならないと。だからといって、安易に財源を負債

だとか借入金で賄うということ、これは避けなけれ

ばなりません。 

 これから先のまちの財政を見通す中で、非常に一

般財源の歳入、入りの部分で非常に国の、大きく国

の財政でも経済でも、大きく好転すれば別ですけれ

ども、恐らくそういうことは望めないだろうなとい

うことを見据えて考えますと本当に、中には非常に

町民の皆さん方につらい思いをしていただいて編成

をしなければならないということも一方ではあり、
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また一方では先ほど申し上げましたように、やはり

まちの活力を失わないような手立てもしていかなけ

ればならないということでございます。とりわけ産

業、農業、商工業、観光業も含めまして、そういっ

たところには一定程度安定して、そういう皆さん方

が希望を持ってなりわいをしていただけるようなこ

とは念頭に置いて、予算編成をしていくことをして

いくことを基本としていかなければならないという

ふうに考えております。 

 非常に高度なことと申しましょうか、難しい判断

を求められる場面が、これからは想定しております

。一方によければ一方につらい、やはり思いを強い

るというようなことも想定されますので、これを私

は議会の皆さん方と、このまちの実態の思いは、も

う共有できていると思いますので、ぜひここはお互

いが切磋琢磨して、まちの将来を考えたそういう知

恵を出し合う、そういういい働きの、議会と私ども

がいい働きをお互いにできるように、私も取り組ん

でまいりますので、むしろお知恵をおかりしたいと

いうことで答弁とさせていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 私も、今ほど谷議員がおっ

しゃったのと似たような質問になるかと思いますが

、今回の予算につきまして、足元固めに力を入れて

きているなというような感じが大変よくわかってい

ます。特にことしの予算においては、それが見えて

いるなというのもわかるのですけれども、これから

の地域主権に向けて、地域独自のその体制というの

が求められてきている時代だと思うのですね。それ

で、今はその準備期間であるというふうに考えてい

るのです。そこで、不断の財政の効率化というので

すか、そこら辺の形が、町長としての思いが町長伝

わってこないというのが一つ。 

 それと、やるべき課題をこなしていくためのその

自主財源、それをどうふやしていくかという、それ

がもう一つ。 

 それとまた、地域主権に向けての企画能力ですよ

ね。これからは、それがすごく大切になってくると

思うのですけれども、その企画能力と戦略能力とい

うのですか、その三つはどういうふうに考えていら

っしゃるのか。その戦略能力と企画能力が不十分で

あるとしたならば、それはどこでどうやって補って

いくのか、それが三つ目。 

 四つ目が、町長になられたとき、トップセールス

として御自分は動くのだというふうにおっしゃった

記憶がございます。それについて、四つ目で質問さ

せていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 財政のあり方について、一部先般の谷議員のお答

えでもお答えさせていただきました。非常に財政を

運営する中で、私といたしましては、少し緒につい

てきたかなというふうに思いますが、やはり先ほど

谷議員の御質問でもいただきましたけれども、今ま

での事務事業の執行が、ともすれば去年もやってい

たから、ことしもやるわというようなことがなかっ

たかといいますと、それはなかったとは私は言えな

いと思います。そういうことにみんなが、私はいつ

も職員に号令かけてますけれども、とにかくそれは

いつもリセットしてくれということで、やはりそう

いう中では、非常に町民の皆さん方につらい決断を

お願いすることも想定されます。しかし、それを越

えていかなかったら、これからのまちの財政は、私

はもたないというふうに考えておりますので、そう

いうようなこれから適時適切に予算を充てていくと

いうような財政運営、それが地域主権に向ける、ま

ず自分の基礎体力と知識を、そういう財政運営能力

を高めていくことが、まずもう既に今そういう取り

組みはさせていただいておりますけれども、それを

さらに鮮明にしていかなければならないと。そして

、常にそういうスクラップ・アンド・ビルドを繰り

返し、そういうことでまちの、とにかく筋肉質のま

ちにしたいなというのが、平たく言うと私の思いで

ございますので、そういうまちづくりに向けて取り

組んでまいりたいなというふうに考えております。 

 それから、それと関連しますが、ではそういうよ

うな今度形を実際具現化するために、まちにそうい

う戦略とか、企画力というものが十分備わっている

かどうかということは、これは永久にそういうこと

を追い続けなければならない我々は宿命にあると思

っています。ですから、当然それぞれ職員の皆さん

方は、さまざまな機会を通じてそういうことの知識

を高めたり、能力を高めたりすることに、恐らく努

力してくれていると思っております。 

 また、加えて、こういうような機会を通じて、さ

まざまな町民の皆さん、あるいは議会の皆さん方か

らまたお知恵をいただいたり、それはお互い切磋琢

磨して高めていけるものでないかなというふうに考

えているところでございます。 

 それから、私トップセールスをみずからするぞと

いうことを申し上げてまいりました。それは今でも

私は一つもぶれてないつもりでございます。それは

毎日毎日出歩くわけにはいきませんが、しかしあら

ゆる私として持ち合わせているチャンネルを利用さ

せていただいたり、機会を通じて、今でもそういう

情報発信なり、情報収集に努めているところでござ
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いますので、ぜひ機会あれば、そういうことにこれ

からも意を用いてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ないようですので、これを

もって質疑を終了といたします。 

────────────────── 

◎予算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま上程されております議案第１号から議案

第９号までの以上９件につきましては、なお十分な

審議を要するものと思われますので、この際、議長

を除く１３名の委員をもって構成する予算特別委員

会を設置し、これに付託の上、審査することにした

いと思います。これに御異議ございませんでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第９号までの以上９

件につきましては、議長を除く１３名の委員をもっ

て構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の

上、審査することに決しました。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決             

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１０日から１３日までの

４日間を休会といたしたいと思います。これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１０日から１３日までの４日間を休

会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１０日から１３日までの４日間は、休会といたしま

す。 

 ３月１４日は、本定例会の３日目で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御参集賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時２８分 散会 
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第 ２ 町の一般行政について質問 
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─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君          
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午前 ９時００分 開議 

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 町の一般行政について、村上和子議員外７名の議

員から一般質問の通告がありました。 

 ３月８日、議会運営委員会を開催し、一般質問の

日程を決定しました。 

 質問の順序は、先例により、通告を受理した順と

なっており、質問の要旨は本日、配付したとおりで

あります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ４番 米 沢 義 英 君 

     ５番 金 子 益 三 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 皆さんおはようございます

。 

 東日本大震災から１年がたちましたが、被災地の

一日も早い復興と多くの犠牲者の方に哀悼の黙祷を

防災無線のアナウンスによりましてさせていただき

ました。 

 私はさきに通告してあります２項目、５点につい

て質問いたします。 

 まず１項目めは、平成２４年度の予算編成におけ

る重点施策の取り組みについて。 

 今年度の重点実施施策の取り組みについて、厳し

さを増す地方財政の中で、前年対比一般財源が１億

６,７００万円減少、総額１％増の６１億１,０００

万円の予算規模であるが、地域経済雇用の活性化、

福祉施設の充実など、重点的にこたえていくとして

いるが、必要性、効率性、施策全般にわたる的確な

効果性事業などを考え予算編成されたのか、まずお

伺いしたい。 

 １点目、地域経済雇用の活性化について。今まで

の事業の研修から始めてはどうか。商工会の空き店

舗調査後、活性化を見据えての新たな取り組みとプ

レミアム商品券等の本年度の実施政策は。 

 国の緊急雇用対策創出事業終了に当たって、町独

自の雇用創出の取り組みは。 

 ２点目は、観光の活性化について。日の出公園再

生プロジェクトからの日の出公園の今年度の実施施

策は。 

 見晴台公園のワークショップ後の町としての実施

取り組みは。 

 ラベンダーオーナー園への町としてのかかわりは

。 

 ３点目、行政力として組織機構の見直しが必要で

はないか。 

 総務課車両班廃止の人員増により、各重要課に政

策企画職員を配置してはどうか。 

 ４点目は、福祉施設の実施について。福祉施設の

充実を重点的な予算編成としているが、障がい者施

設なのか、高齢者施設であるのか、小規模多機能型

居宅など、平成２６年までに整備するということで

あるが、障がい者施設については今年度どのような

方法で整備されるのかお伺いしたい。町長にお伺い

いたします。 

 ２項目めは、東中中学校の今後について、教育長

にお伺いいたします。 

 ２年前に質問したが、通学区域を撤廃し、保護者

の希望により学校を選択できないか、１０年前と比

べて東中中学校の生徒は４０％減少しているが、小

規模校のメリットもあり、部活については限定され

るが、上中との交流で補うことはできないか、地域

の人との懇談会や通学区域外のチラシなど、もっと
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ＰＲすべきではないかと質問したが、それに対し教

育長の答弁では子供の数で学校の通学区を動かすこ

とは難しい、東中中学校については地域の方々と今

後、十分協議し対応したいということであったが、

２４年度は中学１年生の入学生がいないと聞いてい

るが、東中中学校の今後についてどのように考えて

いるのか、教育長にお伺いしたいと思います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。３番

村上議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目の平成２４年度予算編成における重

点施策に関する４点の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 まず、１点目の地域経済雇用の活性化についてで

ありますが、空き店舗調査につきましては平成２２

年に調査を実施し、空き店舗数５４件、空き地４０

件を確認しております。 

 これらの結果を踏まえ、商店街の活性化を図る上

からも空き店舗、空き地の活用とともに、空き店舗

、空き地を発生させない必要性を感じておりますこ

とから、町といたしましてもこれらの活用や対策に

ついて商工会と情報交換を行っておりまして、現時

点においては具体的な方策は得られておりませんが

、課題の共有はされておりますので、今後、より具

体的な対応が講じられるよう取り組んでまいります

。 

 また、プレミアム商品券発行事業は、平成２４年

度の当初計画には位置づけしておりませんが、今後

の町内の消費動向や経済状況を見つめ、これまでの

実施主体であります商工会から御相談等があれば、

その時点で判断をしてまいりたいと考えております

。 

 次に、国の緊急雇用創出事業終了に伴う町独自の

雇用創出への取り組みについてでありますが、緊急

雇用対策創出事業につきましては、平成２１年度か

ら３カ年の事業といたしまして町でこれまで２１事

業、事業費で６,０８５万２,０００円、延べ６０人

の雇用を創出してきたところであります。 

 町といたしましては、平成２４年度におきまして

は道路維持管理業務の委託など、経済活性化や雇用

創出につながるよう予算編成に努めたところであり

ます。 

 一方、町内で事業展開を行っております主要な企

業に対しましても、事業の拡大等を通じ、新たな雇

用創出の取り組みをお願いしているところでもあり

ます。 

 次に、２点目の観光の活性化についてであります

が、最初に日の出公園の平成２４年度の実施施策に

ついては、今後４年間の年次計画によりますラベン

ダー園の植えかえと２５年度以降の植えかえのため

の育苗畑の整備を予定しているところであります。 

 また、あわせて現在、一方通行の山頂連絡道路に

ついて、複線化に向けた経路の検討や補助事業適用

の可否などについて調整を進めさせていただいてお

ります。 

 なお、植えかえと育苗畑造成につきましては、町

の直営で行いますが、その後の管理は協定業務とし

て指定管理者である上富良野振興公社が担うことと

なっております。 

 次に、見晴台公園については整備当初に目指した

景観観光と憩いの場、また新たな情報発信の拠点と

しての機能を十分に果たせていないため、今般、施

設改善計画を持ったところであります。 

 施工に際しましては、隣接する住民の方々や町民

の御意見を十分、反映するため、現在までワークシ

ョップ方式により３回の見晴台公園利活用に関する

検討会議を開催したところであります。 

 近日中に、この成果が利活用基本計画として報告

がなされる予定となっており、これを参考にし、当

初計画の見直しも含め、新たな改善計画を早々にま

とめるため、現在、作業を行っているところであり

ます。 

 次に、ラベンダーオーナー園についてであります

が、ラベンダーオーナー園はかみふらの十勝岳観光

協会がラベンダーオーナー事業として実施しており

まして、平成２３年度においては１３４件のオーナ

ー登録がされていると伺っているところであります

。町といたしましては、観光協会の収益事業である

ことから、直接のかかわりは持っておりませんが、

町の観光拠点の一つとして位置づけており、今後も

観光協会を通じて必要な支援を行ってまいりたいと

考えております。 

 次に、３点目の組織機構の見直しについてですが

、組織力が最大限に発揮されるよう不断の見直しを

行っていくことが重要だと考えております。 

 議員より、車両班廃止によります人員増を活用し

、政策企画職員の配置をとの御提言でありますが、

第４次職員数適正化計画でもお示ししておりますよ

うに、これまで車両班が担ってきた公用車両の管理

及び町有バスの運行管理業務については、引き続き

体制を継続するほか、今年度から実施します町道維

持管理業務の全面的な委託に向けた指導体制につい

ても新たな業務が必要となりますことから、これま

での車両班職員の経験と知識を活用した中で、総務

課及び建設水道課に配置する予定としていることか
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ら、職員数に余力が発生する状況ではないことを御

理解いただきたいと存じます。 

 ただ、重要な施策の企画立案の機能を高めていく

ことは極めて重要なことでありますので、これまで

同様、必要に応じて専門職の配置に関する要領の規

定に基づきまして、専門課長、専門主幹の配置を行

うなど、適宜、適切に対応してまいります。 

 次に、４点目の福祉施設の充実についてでありま

すが、平成２４年度予算の中では位置づけておりま

せんが、第５期介護保険事業計画の中で、小規模多

機能型居宅介護事業所や認知症対応型グループホー

ムの整備について、計画期間のなるべく早い時期に

町が設置するのではなく、民間法人による整備を目

指しているところであります。 

 一方、障がい者福祉施設につきましては、障がい

を持つ方が住みなれた地域で社会生活や日常生活を

送るためのサービス提供体制整備に非常に重要であ

ると認識しておりまして、現在、町内には身体、知

的、精神と障がい者手帳の交付を受けられておられ

る方が６８９人おられ、うち１８歳から６５歳未満

の方が２４７人で、さらに手帳の交付を受けている

、あるいは特別支援学級、特別支援学校に在籍して

いる児童が５４名おられます。 

 ところが、現在、自立支援サービスを受けておら

れる１８歳から６５歳未満の方は知的障がい者で７

３.３％、精神障がい者で４５％、身体障がい者で１

.４％と非常に低率となっている実態であります。 

 現在、サービスを利用されている方は、町内にお

けるサービス供給量が限られているため、富良野圏

域の通所サービスに２４人、グループホームに５人

、ケアホームに７人、入所施設に１２人のほか、富

良野圏域外の入所施設に１６人、通所サービスに１

１人の方々が利用しておられ、特に通所系サービス

を利用されている方にとっては、通所時の介護者の

身体的負担や交通費の負担が切実な問題となってお

ります。 

 また、サービスを受けずに家庭内に閉じこもり状

態となっている障がい者につきましても、町内にお

いて本人のニーズや適正に合った事業所が選択でき

るなど、町内における通所系の障がい福祉サービス

事業所の整備が大きな課題となっているところであ

り、実態を見きわめ、どのような対応が可能なのか

検討してまいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） 村上議員、２項目めの東

中中学校の今後に関する御質問にお答えいたします

。 

 東中中学校につきましては、生徒数の減少により

望ましい学習環境の維持と学校存続について保護者

会において生徒数や教職員等の推移を踏まえ、特認

校、山村留学など、さまざまな検討を加え協議を進

めてきたところであり、教育委員会といたしまして

も、学校とともに保護者会への情報等の提供をして

きたところであります。 

 本年、１月２０日に開催された東中保護者会の臨

時総会において、生徒の激減とそれに伴う教職員の

減により、生徒の集団生活、学力問題、各種行事、

部活動への影響など、さまざまな観点、また東中地

域の絆・伝統・発展等を十分に検討した中で、今後

の生徒数などの推移を踏まえ、平成２６年３月末を

もって東中中学校の閉校について意思の決定がされ

、教育委員会では１月２３日に保護者会からその報

告を受けたところであります。 

 教育委員会としましては、保護者会の大変に重い

決断を受けて、住民会との協議を行い、今年、３月

２１日、東中住民会総会において最終決定がされる

予定となっており、その決定を受けて東中中学校閉

校に向けて諸対策を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １点目の空き店舗調査後の

件でございますけれども、はっきり申し上げて商工

会も行政もこれという案は持っていらっしゃらない

のではないかと、私はこのように思います。せっか

く調査したのですから、やはり町としてもその結果

を求めていくべきであって、それでなければ私、提

案したいと思います。 

 ５４店も今、あいておりますけれども、お店やめ

た方というのは高齢化によるものや病気された方だ

とか、物が売れないから商売が成り立たないとか、

いろいろな理由でおやめになられたかと思うのです

けれども、お店をやめた人がやはり何がしかの家賃

で、そしてお店をしようしてる人がいれば、お店を

やめた人も借りてくれれば大変、いいことでありま

して、子供さんお持ちの方には子供さんをちょっと

預かるような場所、託児所的なものを町に２カ所ぐ

らいと、それから買い物のコールセンターみたいな

ところ１カ所、それに宅配をするような場所を設け

るとか、それから農業者のアグリパートーナーとか

、結婚相談所的なもの、そんなものを町の中に考え

て、まず人を集めることから物を売るのもあれなの

ですけれども、そうするとシャッター街を一つでも

二つでもシャッターを開けていただくことに、それ

について町が何がしかの支援をしていくということ
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を考えられたらどうでしょうか。 

 それから、プレミアム券の事業のことですけれど

も、これも商工会から相談があればということです

けれども、その時点で判断した、このようにおっし

ゃっていますけれども、商工会との連携で何も年末

でなくても、夏場のときとか、やはり連携して消費

が落ちているときに、そのプレミアム券を発行する

とかという、やはり何か経済の活性化に上がるよう

な、商工会と連携を相談があればということではな

くて、行政のほうも出向いて、連携をとって、そう

いう時期、夏場のときとか、そういったときに発行

するというのもいかがでしょうかと思います。 

 それから、国の緊急雇用対策の事業のところです

けれども、国のほうは終わりました。町としても道

路の維持管理とか、そういったところで何名か採用

していくということですが、１名や２名ではどうに

もなりませんので、企業で採用ですけれども、企業

も今、経済的に大変ですのでなかなか採用といって

も、こういうふうに採用をしてくれると、こういう

ふうにするよと、きょうも９４万のパート労働者が

今度、保険に、年金も掛けられるよと、非正規労働

者ということで２０時間働くと、私も長年にわたっ

て民間会社で人を見つけるところからやりまして、

その人を採用しまして、育成しまして、一人前にす

るという、専門家にして、専業職にして、ずっと長

年にわたって民間会社で働いてまいりました。 

 そういうことで、やはりこの雇用を生み出すとい

うのは、なかなか大変なことですけれども、やはり

雇用の連絡推進、連絡員みたいな方を行政で１人ぐ

らいを採用して、その方にいろいろな連携の企業と

か、いろいろな連携をとっていただくと、こういう

ことも考えてみてはどうかと思います。 

 それから、２点目の観光の活性化ですけれども、

日の出公園、どれぐらいの面積の植えかえを考えて

おれるのか、これから４年にわたって計画的にやっ

ていくということでございますけれども、それをち

ょっと。 

 それと、ラベンダーにこだわっていくのか、花で

すけれども、花もやはりラベンダーを植えかえして

いく計画なのかお伺いしたいと思います。 

 それから、見晴台公園でありますけれども、３回

ワークショップやりました。それで、そこでは丘や

木を残して観光振興もという形で、住民に配慮した

もので、まとまりができておりますからそれらを最

大限生かして、やはり８９０万、せっかく予算をつ

けましたので、その予算の範囲内で改修できる、今

より利活用が図られるようにすればいいと考えるの

ですれども、いかがでしょうか。 

 それから、ラベンダーオーナー園につきましては

、町の玄関口ですし、もっと美しくしてもらったら

いいなと思って、かねがねあれを見ながらあれして

いるのですけれども、２２年度は１９０万でしたが

、２３年度は７０万ぐらいしかラベンダーの管理の

状況がありまして、ちょっと管理の状況が悪かった

のかと思いますけれども、今回、予算を見ますと予

算編成されていますので、ことしは１年間、この結

果を見てからでいいかと考えております。 

 それから、行政力の組織のところで組織改革です

けれども、人事権は町長にありますので、私が言い

たいのは総務課に今度、車両班廃止に伴って人数が

ふえましたので、その人数枠を利用してそこに政策

企画の方を配置して、それで車両班の方は建設水道

課ですか、そういうところに配置をしていただいて

、そしてその横断した政策をすることとすれば、ス

ピード感をつくって政策が実施されるのではないか

なと、このように専門職だとか、廃止して町長はお

考えになるということですけれども、施政方針のと

きにも質問させてもらいましたが、これから今の組

織を生かしながら考えていくとおっしゃったわけで

すけれども、それも結構ではございますけれども、

やはり政策企画する人を総務課に横断的に、専門職

でしたら、そこの課だけの専門になりますので、横

断する重要課に横断できる人をシンクタンクとして

総務課に置いて、そしてその方が横断的に政策を実

行するとなれば、ますますスピード感を持って施策

ができていくのではないかなと、このように考える

わけでございます。 

 それから、福祉施設の充実でございますけれども

、小規模多機能型のほうは事務所については、予算

づけはしていないけれども、大体２６年ぐらいまで

ということでございますけれども、町が設置するの

ではなくて、民間法人ということでございますけれ

ども、これについては地元業者が考えておられるの

かちょっと確認させていただきたいと思います。 

 それから障がい者も大変、重要と考えておられる

ということで、何らかの障がいを持っておられる方

が６８９人もおられるということで、私もびっくり

しているところでございますが、やはり今は通所に

通ってらっしゃる方の障がい福祉サービス、この整

備が大きな課題だと、こういうような御答弁をいた

だいておりますけれども、既に土地提供等資料を持

って示されておられますけれども、これらのことに

ついてこういった条件等考えて整備に向かわれるの

かどうか、お尋ねしたいと思います。 

 それから教育長にお尋ねいたします。十二、三年

前ですか、生徒の減少の傾向があったということで

、教育委員会も学校存続について特認校や山村留学

と教育委員会で検討したということですけれども、
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余りそういったことをちょっと案としても上がって

こなかったのではないかなと思うのですけれども、

特認校につきましては、江幌小学校が特認校になっ

ておりますので、そこらでちょっと２カ所というの

は難しかったのかなと思いますけれども、山村留学

についてはどうして実現に至らなかったのか、ちょ

っとお尋ねしたいと思います。 

 それから、東中中学校のＰＴＡ活動も運動会も小

学校と中学校と合同にやっておりますので、小学校

も何かしら２年後に保護者の方も住民会の方も重い

決断をされたということでございますが、２年後に

閉校となりますと、小学校も何らかの影響が出るの

ではないかと思いますけれども、ことしは東中小学

校と中学校に町費で事務職員を配置するということ

でございますが、これをこの後、２年後も続けてい

かれるということなのか、２５年度、２６年度につ

いても同じような措置をとられていくのか、また、

２５年度、２６年度に向けての計画はどうなってい

るのかお尋ねしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問の何

点かについて、順次お答えさせてさせていただきま

す。 

 まず、最初にお尋ねありました商店街の空き店舗

、空き地の利活用についての御質問がございました

。 

 現在、５０件以上の空き店舗、あるいは４０件程

度の空き地もございます。そういった調査結果も承

知しておりますが、これは今、議員からお話ありま

したさまざまな利活用がお話いただいた中には、町

が少し主体的に発信をすることによってきっかけづ

くりができるのではないかなというようなものも確

かにありました。 

 ただ、私ども調査結果を見せていただいて、少し

そうなのかなと思ったのは、５０件以上の空き店舗

があるのですが、もしお貸し願うとしたら、御協力

いただけますかというような設問が調査の中であっ

たわけですが、貸してもいいよというような意向を

持っておられる方は１０件以下だということで、ほ

とんどの方はお店として再利用は私は望んでいない

というような実態ということも報告の中にありまし

て、非常に町がどの程度の発信力をしていけばいい

のかと、あるいは商工会さんが幾ら知恵を出そうと

も、なかなかそこでうまくかみ合わすのも大変なの

かなという実態も一方ではありまして、議員からお

話がありましような手の届くところからの利活用、

これは検討していかなければならないと思っており

ますので、これは町が一方的に商工会、あるいは商

工会さんにすべてをゆだねると、こういうわけにも

いきませんので、これからは情報、そういう思いを

共有できておりますので、議員からお話がありまし

たような利活用も含めて検討できるものがないかさ

らに検討を続けてまいりたいと考えておりますので

御理解いただきたいと思います。 

 それから、プレミアム商品券につきましてのお尋

ねでございますが、今まで３回行ってきているので

はないかなと思っておりますけれども、どういうタ

イミングで、あるいはどういう状況を見て判断する

のかということはその時々によりますが、私は当初

から予算においてことしは時期は別として取り組も

うかというような御提案を申し上げるのも一つかと

も思いますけれども、やはりこれは非常に経済の動

きと直結している事業だと思いますので、やはりそ

の時々の経済状況、あるいは商業活動を主体的に行

っております、やはり商工業者の集まりであります

商工会さんあたりのやはり主体的な意思のあらわし

方がやはり大きな町としての態度を決める場合にお

いては大きな影響力がありますので、そういった商

工業団体の皆さん方からの御意見を踏まえることが

一番、消費者ニーズを、一番身近なところで感じて

いる人たちですから、適正な判断ができるのではな

いかなということを考えておりますので、今からど

ういうことしの平成２４年度に向けての具体的に計

画等をお示しする今、状況ではないということで、

ただお答えの中でも申し上げておりますけれども、

協議したり、相談させていただいたりという、そう

いう気持ちは持っておりますので、何らこだわりを

持っているわけではございませんので、それらは柔

軟に対応してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 それから、雇用創出についての御質問ございまし

た。町が直接雇用するというのは非常に困難な状況

だということは、もう御理解いただけると思います

。 

 ただ、今年度、公園の整備に直接雇用をさせてい

ただく方１名、これは町が直接雇用を考えておりま

すが、広い意味で町の雇用創出につながるような施

策の一環といたしまして、平成２４年度から町道の

管理等を全面的に町内の受け皿を整備していただい

て、そこにゆだねるというようなことを現在、想定

しております。 

 そういったその移管の委託の中身もやはり、新た

な雇用に私としてはつながってほしいというような

思いもありまして、それぞれ時期を区切って委託す

るのではなくて、通年にして委託をさせていただく

ことのほうが安定した雇用にもつながりますし、そ

ういった一つの方策もことしは講じようと思ってお
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ります。 

 また、公共事業、大変、厳しい状況の中ではあり

ますけれども、やらなければならない投資的事業も

事業計画の中で押さえておりますので、そういった

ことを通じて間接的に雇用、あるいはその雇用を通

じて消費につながるように、消費拡大につながるよ

うな、そういうことに意を用いて２４年度の予算編

成にあっては当たったというふうに私は理解してお

りまして、ぜひそういうところから読み取っていた

だければありがたいなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 それから、観光についての御質問でございました

が、１点目の日の出公園のラベンダーの植えかえの

中身については、後ほど担当課長のほうからその面

積等のことについてはお答えさせていただきたいと

思います。さらに、どういう花の種類を想定してい

るのかということについてもあわせてお答えさせて

いただきたいと思います。 

 それから、見晴台公園につきましては、議会の皆

さん方から御理解をいただきまして、改善計画を進

めるということは何ら変わるものではございません

。 

 ただ、議会のほうから十分に住民の皆さん方の理

解を得て進めるようにということで、御意見もいた

だいておりますことを踏まえて、このたびワークシ

ョップ等を開催し、広く周辺の方々はもとより、町

民の方々の御意見も拝聴しております。そういった

ことを今回、総合的に網羅して報告書をいただくと

こになっております。 

 私といたしましては、当初、議会のほうへ御理解

をいただきました施設の改善計画、これについては

その方向に向かって進めさせていただこうと思って

おりますが、その手法については、その報告書をい

ただいた中で大きく計画を見直す必要が生じる結果

になるのか、あるいは少し工夫をすればいいのかと

いうようなことはまだ見きわめておりませんので、

それが見きわめができ次第、また、皆さん方に御報

告、御相談申し上げたいというふうに考えておりま

す。 

 ただ、いずれにいたしましても、当初、平成１９

年だったかと記憶しておりますが、設置した当初か

ら目指した方向、目的、これについてはやはりぶれ

ることがあってはいけないというふうに考えており

ますで、それが短期的、あるいは中期的、長期的に

わかるのか、これはまだ御説明できる段階にはござ

いませんが、いずれにいたしましても最終的に次の

世代へしっかりと引き継いでいけるような整備をす

ることが私どもに課せられた責務だと思っておりま

すので、そのときにまた御相談申し上げたいという

ふうに考えておりますので、御理解いただきたいと

思います。 

 それから、ラベンダーのオーナー園につきまして

は、私も議員と思いを一緒にするところでございま

して、北のほうから上富良野に入るときの一番、上

富良野を印象づける大きなポイントかなというふう

に以前から思っておりました。そういうような中で

、観光協会さんのほうはかつては非常に多くのオー

ナーも確保、獲得して、運営に大きく寄与していた

というふうに伺っておりました。 

 しかし、当然、相手が生き物ですし、植物ですし

、土壌もだんだん痩せていくというようなことから

、非常に維持をするのに御苦労なさっておられると

いう状況を見ておりまして、加えてあの一体の地域

の振興会、名称はちょっとあれですが振興会の方々

もあそこの再生をぜひしたいという思いも表明され

ておりまして、これは何とか新しく再出発するきっ

かけはやはり町が支援することがあるべき姿だろう

ということで、今回、再整備のきっかけを町が支援

させていただくということで取り組みをさせていた

だきますので、ラベンダーの町でございますので、

ぜひ名に恥じないようなものにできればなというこ

とで期待しているところでございます。 

 それから、組織機構の見直しについての御質問も

ございました。車両班が廃止に伴う云々につきまし

ては、冒頭の答弁でも述べさせていただいておりま

すが、私どもやはり職員数の適正化計画の中の範疇

で職員を最大限、活躍の場を活躍できるような仕組

みを持っていくことが責務となっておりまして、職

員数の枠に余裕ができるという状況ではないことを

まず御理解いただきたいと思います。 

 それとあわせて、企画政策等については、これは

もう全く議員がおっしゃるとおり、大きな町の中枢

を担うような役割になるかと思います。今、町では

そういう独立した部署は設けておりませんが、さま

ざま日々の政策、企画の段階では、課長会議、ある

いは政策調整会議、そういったいろいろな横断的な

手法を持っておりまして、それらがしっかりと機能

すれば、議員から御提言ありましたような機能をそ

こで果たしていくことができるというふうに考えて

おりますので、そういったことの機能を高めていく

ことには、私もしっかりと指示もしていかなければ

ならないですし、指導してまいりたいというふうに

考えているところでございますので、御理解賜りた

いと思います。 

 それから、福祉関係についての御質問でございま

すが、まず小規模多機能型の居宅介護事業所、ある

いは認知症に対しますグループホームの整備等につ

きましては、これは第５次介護保険事業計画の中の
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早い時期に、私は設置をすることを望んでおりまし

て、それに向けてしっかりと取り組み、あるいは準

備を進めていこうというふうに考えているところで

ございます。 

 町が直営で経営するということは念頭に置いてお

りませんで、これは民間の方々にその部分をゆだね

て、そしてそれが直接、目的ではございませんが、

やはり福祉力を向上することが一番の主目的でござ

いますが、町内で雇用にもある種つながっていく、

そういう効果も期待できますことから、民間の方々

にゆだねて整備を図ってほしいと、そういったこと

に対する条件整備、あるいは情報提供については、

これは町がしっかりサポートしていくべきだという

ふうに考えております。 

 現在、具体的にどういうところにゆだねるのか、

どういうところと情報交換しているのかという、そ

ういう足跡はございませんが、この議会で新年度の

方向づけが決定した段階では、早速、具体化に向け

た行動はとってまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 あわせて、障がい者施設についても全く同じよう

な、基本的な考えは同じでございます。これは、議

員も御理解いただいておりますように、現在、町の

障がい者数の実態、あるいは特に通所系の施設にお

世話になっている方が非常に御苦労されて通所され

ているという実態にございます。 

 現在、町にも事業所がございますが、もう本当に

そこはもう目いっぱいのが実態でございますし、何

かお聞きいたしますともう許容限度いっぱいの入所

者、利用者を抱えているというようなことも伺って

おりまして、絶対数待ち望んでおられる人数から比

べると、本当にこれは大変深刻な状況だなというこ

とが理解できますので、これも先ほど申し上げまし

たようにそういったこれから現在、いろいろさまざ

まなハンディを持って暮らしておられる方が少しで

も地域の中に溶け込んで、本当に一緒に暮らしてい

けるような条件整備をしていくことが町としては大

変これから大きな責務だというふうに考えておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたように、具体的な計画につ

いては白紙でございますので、これも２４年度はス

タートする中で大きく力を入れて取り組んでいく必

要な事業だろうというふうに理解しているところで

ございます。 

 以上、私のほうのお答えとさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ３番村上議員の４点の御

質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 先ほど山村留学の実現に向けてと、いろいろお話

を言っていただきましたけれども、基本的には教育

委員会としては地域のやはり特色ある長い歴史の学

校でございますので、そういう保護者等の受け入れ

体制の考え方もあるかなというふうで、子供を集め

るという言葉は失礼かもしれませんが、一応、学区

は設けてございますので、そういう中で学区外通学

を含めながら、そういう方法もあるよという内容の

部分について、地域には御説明をさせていただいた

ところでございます。 

 先ほど述べたように、ある程度、そういう長い歴

史の地域でございますので、そういう部分について

はなかなか難しい部分もあったのかなというふうに

我々思っているところでございます。 

 地域住民、ＰＴＡと一度、市街に向けてのチラシ

等も配付をされたようでございますし、そういう中

から、では手を挙げてくる方がいらっしゃるかとい

ったら、なかなか現状の中ではいなかったという状

況になっているところでございます。 

 それと、小学校の今後の影響でございますけれど

も、今の子供たちの推移を見てみますと学年ごとに

２名か３名という留学の予定ではあります。その中

で、実は学校の先生のお子さんも実はいる状況でご

ざいまして、中学校はなくなれば当然とその子供さ

んたちも移動という形には現実的になってきますし

、そういう状況の中から踏まえれば、なかなか今後

も難しい状況でございますけれども、小学校の場合

は１学年から６学年ございますので、まだ中学校か

ら見れば３学年とちょっとスパンが広いので、そう

いう状況の中からは今後の動き方としては対応にな

るのかなというふうに今、思っている状況でござい

ます。 

 それと、事務職員の今後についてでございますが

、当然、議会にお願いをいたしまして予算をつけて

いただきながら、ある程度、教職員の配置数、子供

の数によって、学級数によって配置の数、先生方の

数が決めれますので、何とかいろいろな状況の中で

加配はお願いをするのですが、なかなか厳しい状況

でございますので、そういう状況の中からやはり事

務職員を配置、今後もしていきたいというところで

ございます。 

 正直なお話、２４年度につきましては子供数、東

中は１０名でございますので、教頭も実は２４年度

なくなります。校長と教員が５名という状況でござ

いますので、何とか事務職員をつけて継続して東中

中学校の事務関係についてはお手伝いいただこうと

いう考え方を持ってございます。 

 それと、東中中学校の２５年、２６年につきまし

ては、先ほど申し上げましたように最終的な決定、

東中住民会の御意向を確認してからということで実
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は思ってございまして、その希望で閉校が２６年の

３月末なので、２年ほどまだちょっと時間がござい

ますので、その２年の中でどういう方向づけをして

いくのかというところで、計画を立てて今後、進め

たいというふうに思います。 

 また、まとまり次第、議会のほうにも報告しなが

ら対応を進めていきたいというふうに考えてござい

ます。 

 以上が、御質問の内容でございます。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員から

の日の出公園のラベンダーの植えかえのことについ

ての御質問にお答えいたします。 

 まず、現状を若干お話ししますと、日の出公園の

全体面積につきましては１９ヘクタールほどありま

す。そのうち、オートキャンプ場も含まれておりま

すけれども、花が植えられているエリア、恐らくき

ちっと積算しておりませんけれども８ヘクタールぐ

らいに及ぶのかなと思っております。 

 そのうち、特にメーンとなっておりますラベンダ

ーにつきましては４ヘクタール、４.５ヘクタールほ

ど、実はあちこちに分散しておりまして、正確な面

積、なかなかはかりにくいところですけれども、４.

５ヘクタールほどと押さえてございます。 

 そのほかに、現在、急傾斜のところからずっと山

頂まで届くセンター通路に沿って、昔の町民花壇の

関係でいろいろな一年草の草花が植えられている、

混合の花壇がありますけれども、それらは今後、あ

る程度、一定期間継続しようということになってい

ます。 

 現在、その４.５ヘクタールほどあるラベンダー園

につきましてはおおよそ４分割して、再配置しなが

ら植えかえていく予定となっております。現在、３

号という品種、それからこれは早咲きですけれども

４号という品種、２品種ありますけれども、このほ

かにいろいろな栽培品種がございまして、それらの

見本園的なものも配置するという考え方を今、検討

してございます。 

 そのほかに、ヒマワリとかキガラシ、土づくりに

通じる一年草のものもあります。それらの再配置を

しながら、この再配置に当たりましては、専門的知

見をいただける北海道フラワーマスターという資格

者が町内に多くおりまして、それらの方々に御教授

いただいて、その配置に役立てていきたいと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ３点目の行政力、何と言っ

ても行政力がこれが一番だと思っております。 

 それで、縦割り行政になっていますので、やはり

横断できるような、そういった方、そしてしかも政

策企画をやるという方、どうしても今、職員の方も

忙しくて大変、業務を持っておられますので、そう

いったところをよく職員の方もこの配置によっては

いろいろ考えられると思いますので、町長そこのと

ころを組織の改編のところ、今の組織を生かしてい

ただいて、そしてさらにその横断できる、政策立案

できる方を何名か課に置かれるということはどうな

のでしょうかと思います。 

 それと、障がい者施設ですけれども、私どもに資

料をいただいております。それで、民間業者から土

地の提供を求めるようなことの資料をいただいてお

りますけれども、こういったものは、もうそういっ

たお考えは白紙に戻されてのことなのか、そこのと

ころをちょっとお考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 まず、組織についてのお尋ねでございますが、組

織を常に活性化させていくということは、もうずっ

と、これは普遍のことでございまして、常に私も日

常の業務の中でも言葉を発しておりますし、そうな

るような、また仕組みもしているというふうに理解

しております。 

 まず、その以前にあるべき姿としては、やはり職

員の資質を常に高めるということが、仕掛けを幾ら

つくってもやはりそこの能力を高めていかないこと

には、その力がなかなか生かされませんので、組織

力が生かされませんので、私は基本的には職員個々

の能力、資質を高めていくことがまず基本にあるべ

きだということで、ここ何年か職員の研修費等も少

しは厚みを持たせるような、そういう配慮もしてい

るところでございます。 

 なかなか時間はかかりますけれども、確実に前に

進むように私は日々見ているつもりでございます。

ぜひ、職員、特にこのスタッフ制になってから非常

に今まで職員の皆さん方も新しい試みですから、な

かなかその功罪が両方出てきているのも実態でござ

いまして、それは今回、組織機構を内部で見直す大

きな課題にしておりますので、少し変化が２４年度

に向けて変化が出てくると思いますので、ちょっと

温かく見守っていただければなというふうに思って

おります。 

 いずれにいたしましても、町の頭脳といいますか

、企画立案の部門は非常に大きな重要な仕事をする

部分でございますので、そういう形を持ち合わすこ

とはできないにしても、そういう働きは求めていこ
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うと思っております。 

 それから、障がい者福祉の施設についてのお話で

ございましたけれども、私が見聞きする限りにおい

ては、いろいろなと申しましょうか、町外からそう

いうような事業展開をしたいと希望している事業所

からの所信を伺ったことも、これはあります。 

 しかし、それは伺ったということで聞き終えたと

いうことが実態でございまして、町といたしまして

改めて協議したこともありませんし、協議もスター

トもさせておりません。これから２４年度はスター

トした中で、それをしっかり具現化するために、こ

れは私の気持ちとしてはゼロからスタートするとい

うふうに考えておりますので、白紙という言葉を使

わさせていただきました。 

 そういうアプローチが町のほうにあるということ

は、これは事実ですし、実態でございますので、そ

れによって何ら影響を受けるものではないというこ

とで御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 次に、１０番一色美秀君の発言を許します。 

○１０番（一色美秀君） さきに通告してございま

す、自衛隊退官者の雇用対策について、この１点に

ついて町長にお尋ねいたします。 

 平成２４年度退職者は４０名で、かつてないほど

多くの方が退官されます。そのうち、居住地域では

上富良野２４名、中富良野４名、富良野４名、計３

２名でございます。この３２名が富良野管内の就職

を希望しております。 

 （１）現在、採用内定者は何名いるか。 

 （２）上富良野町として、どのような雇用対策を

とっているか。 

 上記２点について、お伺いいたします。よろしく

お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の自衛隊退

官者の雇用対策に関する御質問にお答えさせていた

だきます。 

 自衛隊退官者につきましては、昭和５０年代を中

心に上富良野駐屯地の増強がなされまして、それに

よりましてここ数年、多くの方が退官を迎える時期

と伺っております。 

 さて、議員御質問の１点目についてでございます

が、平成２３年度の退官者３１名は、既に全員が就

職採用がされております。また、２４年度の退官予

定者につきましては、現在の就職採用内定者は３名

と伺っておりますが、退官月がそれぞれ一緒でない

ため、今後は順次、就職先が内定していくものと受

けとめているところであります。 

 次、２点目の町としても雇用対策についてであり

ますが、町では現在、自衛隊退官者を非常勤、嘱託

職員として１７名を直接雇用させていただいている

ところでありまして、４月からはさらに枠を１名ふ

やして１８名の雇用として、今後もその枠内で計画

的に採用を行っていく予定としております。 

 また、上富良野町自衛隊雇用協議会の会員企業数

は３９社ございますが、これらの会員企業の御協力

を中心に、また富良野管内の雇用協議会の登録企業

会員１５６社にも御協力をいただきまして、退官者

の雇用を積極的に進めているところであります。 

 上富良野駐屯地で退官を迎えられる方々が、この

地域で再就職先を見つけられることは町の活性化を

初め、上富良野駐屯地の現状希望維持にかかわる重

要な要素と考えておりますので、町といたしまして

も駐屯地援護センターとの綿密な連携のもとに自衛

隊雇用協議会会員企業の新規開拓など、今後も自衛

隊退官者の雇用対策に取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問、ございますか。 

 １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 現在、１７名の非常勤、

嘱託職員も採用されているということなのですが、

その方の部署といいますか、配属、その内訳をもし

お聞かせ願えれば。 

 さらに１名増員されるということですが、その方

の所属ももし教えていただければお願いしたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） １０番一色議員の御質

問でございますが、今現在１７名の非常勤職員のう

ち、教育委員会関係が１１名でございます。あと、

保健福祉課関係が２名、町民生活課１名、総務課１

名、あと町立病院が２名と、あと１名枠をふやす部

分につきましては、今、建設水道課のほうに特に公

園管理等を中心とした非常勤嘱託職員を置く予定と

してございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 一つの町自体で取り組ん

で、非常勤職員をふやす場合の一つの方法として、

今、子育てと放課後プランなんかのいろいろな指導

者がございますけれども、そういったものの指導員

をもっと強化する、さらにまた各学校の部活動の体

育系でなくて文化系、両方においてさまざまな部活

動のサポート指導員を補助するとか、そのような形

で枠を広げていくような形があるかどうかを町長に
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お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の御質問に

お答えさせていただきますが、町独自の雇用体系は

先ほど申し上げたとおりでございます。直接雇用は

申し上げたとおりでございますが、議員からお話が

ありました放課後スクールのための指導員の採用、

あるいは部活動を支援していただくような体制の整

備、これらついては現在も取り組みをさせていただ

いております。 

 これは、ニーズに合った指導者数の確保というこ

ともございまして、やはりニーズに合ったことにマ

ッチしていなければ、あるいはニーズに合った方、

そういう能力を持った方ということになりますので

、一概に雇用を促すというようなところに力点を置

くようなものとはちょっとニュアンスが違うかなと

いうふうに考えております。 

 しかし、現在、そういう方々が非常に放課後スク

ール、あるいは部活の指導員について現在、活躍い

ただいていることはもう議員がお話のとおりでござ

いますので、それらの方々がもし交代してほしいと

か、あるいはこういう方もいるのだけれどもという

ような、そういうようなやりとりの中での工夫はで

きる部分については、教育委員会等が主体になって

、また対応していただけると思っておりますのでそ

ういうような取り組みは常にしていくということは

普遍でございますので、御理解いただきたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 非常に自衛隊さんの中に

、特に語学力のすぐれた方、それから特に武道、体

育系の方、すぐれた方、非常に立派な方が非常に多

くいらっしゃいます。 

 特に、上富良野町の教育の場合、どうしても先生

方で対応し切れない場合、特に今言った放課後のい

ろいろな形、そういった面でもっとやはり大々的に

町としても手法を投入して、指導者を育成して補助

していかなければならないのではないかと、そのこ

とは事由があるなしではなくて、非常にやはりそれ

は必要なことなのです。 

 そのためには、やはりもっと積極的に取り組んで

ふやしていくような形でとっていただきたいと思い

ます。そのことはやはり、特に自衛隊さんの方々の

退職は５３歳と非常に若い年代の中で退職されてい

ます。それだけの力もあり、指導力もついてくると

思いますので、その点について再度、町長に前向き

に検討してもらいたいのですが、町長もう一度お答

えお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 自衛隊の退官者の皆さん方がすぐれたさまざまな

能力をお持ちになっているということは、私も全く

同感でございまして、そういう方々が現在、放課後

スクール、あるいは部活の支援等について大変、お

力添えをいただいていることも実態でございまして

、そういう働きを高めていくことは教育委員会サイ

ドに対しましても、私からも申し上げますし、それ

はこれからもしっかりとそういう体制は維持してま

いりたいというふうに考えております。 

 ただ１点、残念ながらそれが雇用という観点から

見れるようなことにつながるかというと、これはも

うかなりの部分がボランティア的な働きにゆだねて

いるところもございまして、少しそこはちょっと切

り分けていかなければならないかなというふうに考

えておりますが、いずれにいたしましても上富良野

の子供たちの育成を図るために、退官者の皆さん方

の知識、能力を活用させていただくことは、これは

ますますそういうことに意を用いてまいりたいと、

そしてあわせて教育委員会のほうともそういう意思

をしっかりと確認してまいりたいというふうに考え

ておりますので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 続きまして、福祉関係な

のですが、特に現在今、保健関係２名、病院が２名

という形でございますけれども、これからいろいろ

介護の問題、いろいろなことの問題でまだまだそう

いった面の需要が多くなると思いますが、その点に

対してはどのようなお考えか、これは福祉課のほう

でちょっとお答えいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 一色議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 退官後の仕事の求め方につきましては、先ほど村

上議員の御質問にお答えさせていただきましたが、

今後、福祉分野の施設整備等が本町においても恐ら

くそういうような方向に向かうことを町の政策課題

としておりまして、現在、退官予定者の中にもそう

いった介護等の技能を習得されている方がおられる

実態も私、お聞きしておりまして、多分、そういう

整備等が今後、進む中では、そういう受け皿となる

得る機会は大いに考えられますので、部隊に対しま

してもそういう方針が定まりましたら、情報提供も

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 今現在、３９社の民間企

業が協力されているという形なのですが、ただなか
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なか民間企業も今現在、新たに雇用を生むというの

は非常にやはり力がないような状況であります。 

 そういった中で努力して、自衛隊員の退職の方を

雇用する場合の、何らかの町独自の支援策というの

はあるのかどうか、その点についてお伺いしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 退官者の雇用、町内のそれぞれの事業所の皆さん

方が退官者を採用していただくことに対する町独自

の助成策というのは持ち合わせておりませんが、町

といたしましては、さまざまな仕事を町内で町が取

り組みます仕事を町内の事業者の方々に担っていた

だく、そういう間接的な手法を通じて、雇用促進に

つながること、思いも込めまして、そういう政策配

慮をしているということで御理解いただきたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） １０番一色美秀君。 

○１０番（一色美秀君） 町長言われるように確か

にそうなのですが、思いだけではなかなか具現化し

ないということでございます。 

 町独自する助成策がなくても、もし道なり、また

国にそのような応援する支援策があれば、ぜひその

部署で精査していただいて、情報提供をいただきた

い、そんな形でできるだけ民間としても雇用を進め

ていくような努力をしていきたいと思います。 

 それから最後になりますが、さきの町長の行政執

行方針の中で、移住定住の問題について、このよう

に町長はおっしゃっていました。まず、移住をして

いただくということは、それはもう大切なのだけれ

ども、一番大事なことは現在の定住者が流出しない

ことなのだと、そのことを第一義に考えているのだ

と、大変、そのとおりだと思います。私もその意見

に大変、同感でございます。 

 ほかから来ていただくということは、それは本当

にこれからのために施策をしなければならないけれ

ども、それ以前にまだ出ていかないこと、この町が

住みやすいのだと、特に自衛隊の定年迎える方々も

職があればやはり落ち着いていきます、なければ出

てしまう、そういった意味においてぜひ、これは自

衛隊の現状維持だとか、いろいろなことに関して、

るる町長なり皆さんが防衛省なり、国会に要望、陳

情されております。 

 この非常に大事なことなのですけれども、これが

最大のポイントはやはり、自衛隊の退官の方は本当

に町に定住されて、安心して住んでいるのだと、そ

のことを一番強く進めることが現状に対する最大の

方策ではないかと思います。その旨に向けてもっと

やはり行政力、そういったもので力を発揮していた

だきたい、その点について最後、町長の考えをお願

いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番一色議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 定住移住のことについてもお触れいただきました

けれども、まさしく特に自衛隊の定年退官を迎えら

れる方は、まだお子様が学業の途中であったりとい

うことで、非常にむしろ言ってみれば働き盛りの方

々が退官されるわけでございまして、そういう方々

が町内に定住できないような状況ということは非常

に残念でありますし、そういうことは起こしてはな

らないと、やはりそれを支えるのは雇用であります

ので、町でどこまでできるかというのは、これはも

う限界があろうかと思いますが、しかしさまざまな

アプローチは可能だと思いますので、企業活動が活

発になるような、何度も申し上げておりますが、企

業活動が活発になるような、そういう仕掛けづくり

、あるいは商工業者との知恵を出し合って、新しい

雇用形態なり、企業形態が生まれるような、そうい

うことに私ももうこれは福祉を支えるのもそういう

部分ですから、大きな最大の町のこれからの存亡を

かけた大きなテーマだと思っておりますので、議員

の議会の皆さん方からもさまざま御提言等をいただ

きながら、推進してまいりたいと考えておりますの

で、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

一色美秀君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１１番今村辰義君の発言を許します。 

○１１番（今村辰義君） 先ほど、自衛隊定年のこ

とを言う、退官とか、言葉が２０回ほど飛び交って

おりましたが、その定年退官した今村でございます

。 

 私はさきに通告をしております２項目につきまし

て質問させていただきます。 

 まず初めに、過疎化と高齢化による限界集落など

の現状と対策について町長にお伺いいたします。 

 報道によりますと、道は市街地外でおおむね３０

０人以下の住民がまとまって暮らす場を集落と初め

て定義しました。限界集落につきましては、６５歳

以上の高齢者が５０％以上いるところ、二つ目とい

たしまして、共同体機能が低下か、維持が困難と自

治体が判断したところと定めています。 

 今回、道はこの定義に従いまして、昨年１１月に

全市町村に対して文書で調査を実施し、その結果、

高齢化で共同体機能が低下し、消滅のおそれがある

限界集落について、１２月１５日、道内に１６７カ

所存在するとの調査結果を明らかにしました。この
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うち、６５歳以上が集落住民の７割を超えるのは３

７カ所に上がるなど、過疎地域で住む深刻な高齢化

が浮き彫りになりました。 

 そこで質問でありますが、１点目、我が町の限界

集落の有無などに関しまして、道から調査を受け、

道に文書で報告した内容について。 

 ２点目、限界集落、あるいは限界集落の定義に入

らなくても、それに近い集落など、深刻な過疎化、

高齢化が進行している現実があります。今後、町は

それらの現状をどのようにしてとらえ、対策を講じ

ようとしているのかなど、限界集落関連につきまし

て、町長の考えをお伺いいたします。 

 続きまして、２項目めでございますけれども、中

学校における平成２４年度からの新学習指導要領完

全実施に向けた準備状況について、教育長にお伺い

いたします。 

 報道によりますと、来年度から中学校で完全実施

される新学習指導要領に対し、全国の主幹教諭、教

務主任の８７％が教員の多忙化の加速が不安と答え

たことが、昨年６月から７月のベネッセ教育研究調

査センターの調査で明らかになりました。 

 不安な点をその他、尋ねますと、「とても」と「

やや」を合わせて人員の不足７９％、授業時間の確

保６８％と続き、生徒間の学力の格差の拡大６３％

、生徒の疲れの増加６０％と、生徒への心配も大き

かったとあります。 

 新学習指導要領では、各学年の年間標準時間も以

前の９８０時間から１,０１５時間にふえています。

理数教育や説明や討論など、言語活動の充実への期

待は大きいのですが、教員不足や授業時間の確保を

不安視する調査結果となりました。 

 そこで質問でありますが、１点目、中学校の新学

習指導要領は、２００８年３月に告示をされていま

すが、我が町の教員の多忙化、教員不足、授業時間

の確保などへの不安の現状について、そしてそれら

への４年間で講じた対策について。 

 ２点目ですが、中学校新学習指導要領にある武道

について。 

 ア、ねらい（技能、態度、知識理解）や内容の取

り扱いは一、二年生と３年生とでは違いがあります

。学年ごとの教授内容につきまして、教授方法とか

要領であります、また教える武道種目は。 

 イ、４年間の移行期間における武道教諭の養成確

保やその他の準備の取り組みについて。 

 ウ、部外から講師を招くと聞いていますが、その

方の地位や役割についてなど、新学習指導要領につ

きまして、教育長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず１項目めの限界集落と言われる状況等に関す

る２点の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の北海道集落実態調査にかかる報告内

容についてでありますが、この調査の趣旨は人口減

少や高齢化の進行に伴い、道内の集落では集落機能

の低下などのさまざまな問題の深刻化が懸念されて

いることから、北海道が地域の実情や課題に即した

具体的な対策の検討を行い、取り組みを進めていく

ことが必要なことから、現時点における道内集落の

現状を整理し、高齢化が高いなど、特に対策が必要

な集落に焦点を当てた生活実態等を把握するために

、昨年１０月に集落概況調査が実施されたところで

あります。 

 この調査の項目につきましては、集落ごとの人口

、世帯規模、年齢階層別人口、基幹産業、さらに人

口集中地区の有無、町内会名、小学校名等でありま

して、これらを報告させていただいたところでござ

います。 

 当町におきましては、６５歳以上の高齢者の割合

が５０％以上となる集落はなかったところでありま

す。 

 次に、２点目の過疎化、高齢化が進行している現

状と、その対策についてでありますが、町ではこれ

以上、過疎化が進まないよう、基幹産業であります

農業振興策の推進、移動手段の確保のための乗合タ

クシーの運行、あるいは住生活環境整備のための合

併浄化槽の補助事業、定住移住対策の推進など、多

用な地域振興策に取り組んでいるところでありまし

て、今後におきましても俗に言う田舎暮らしのよさ

もＰＲさせていただきまして、地域住民の生活向上

や集落の維持、活性化に向けた取り組みをしてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） 今村議員、２項目めの新

学習指導要領実施に向けた準備状況に関する２点の

御質問にお答えいたします。 

 １点目の不安の現状と４年間で講じた対策につい

てですが、初めに本町教育の不安の状況につきまし

ては、教育委員会として調査を実施しておりません

ので、私の所見となりますが、本町教員も現状にお

いて子供たちと積極的に向き合い、授業を行い、ま

たクラブ活動などにおいても精力的に指導を行って

おり、大変、多忙であり、新学習指導要領の実施に

おいて調査項目の多忙化が加速するなど、少なから

ず不安を持っていると考えております。 

 次に、新学習指導要領の実施に向け、４年間で講

じた対策についてですが、職員業務の見直し、校内
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の組織機関や職員間の連携の見直し、各種大会への

取り組みや部活動の見直し、外部団体からの依頼に

対する対応の見直し、特別支援教育助手の配置、北

海道の教育配置の活用、行事や諸活動の内容の見直

しなどを学校単位で実施しております。 

 また、教科に関しては、小学校では外国語導入に

対する研究会として上富良野町外国語活動推進委員

会の設置、上富良野町教育研究会及び上川管内教育

研究会による研究、研修の実施、北海道教育委員会

、教育関係団体主催の研究会、研修会への参加など

の実施を行って準備を進めてきましたので、小学校

の移行実施同様、中学校においてもスムーズに移行

が図れるものと考えております。 

 次に、２点目の武道についてですが、学年ごとの

授業内容につきましては、一、二年の機能は基本動

作や基本とする技ができること、態度は武道に積極

的に取り組むこと、取り組むとともに相手を尊重し

、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、禁じ技

を用いないなど、健康、安全に気を配ることができ

ること、知識・理解は武道の特性や成り立ち、伝統

的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体

力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を

工夫できるようにすることとなっております。 

 ３年生の技能は、技を高め勝敗を争う楽しさや喜

びを味わい、得意技を身につけることができること

、態度は武道に自主的に取り組むこと、相手を尊重

し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること

、健康、安全を確保することができること、知識理

解は伝統的な考え方、技の名称や看取り稽古の仕方

、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、自

己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるこ

とにすることとなっております。 

 次に、武道種目でありますが、当初、当町の武道

教育は柔道、剣道、相撲の中からの選択と理解し、

柔道を選択しておりましたが、他の武道の選択が可

能であることが本年度わかり、上富良野中学校にお

いては集団で一斉に指導、活動が可能な空手を選択

し、東中中学校は柔道を選択しております。 

 なお、上富良野中学校は武道の選択変更について

は、１２月開催の厚生文教常任委員会で御説明させ

ていただいてところであります。 

 次に、移行期間における武道教諭の養成等や準備

の取り組みにつきましては、武道を空手に決定して

から、空手協会の練習等に教員が参加し、指導方法

等を研修しております。 

 次に、講師の地位や役割についてですが、授業を

担うのはあくまでも教師であり、外部講師の方は技

術指導、模範演舞、教師の助手としてその役割を担

っていただくこととしております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） まず、１項目めの町長に

対する質問に対する再質問をさせていただきます。 

 まず、６５歳以上の高齢者の方が５０％いるとい

う定義の限界集落はないということで、私も非常に

安心しました。ただ、もう１項目ありますよね。要

するに、自治体で判断する、共同体機能が低下か維

持が困難と判断したところ、これもなかったという

ふうにとらえてもちろんいいと思うのですが、それ

でよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えさせていただきますが、現在、その年齢で分

けるそういう集落機能が果たせないようなところも

、もちろんございませんが、実態の機能の中で上富

良野町内においても、集落としてそういう機能を果

たし得ないというような地域は存在しないというこ

とで町としても理解しております。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） わかりました。 

 それで、５０％以上とか、そういった限界集落に

はないということでございますけれども、町の中で

５０％以上はいっていないかもしれないけれども、

町の中の集落で、一番パーセンテージの高かった集

落というのですか、それかどこで、どれぐらいのパ

ーセンテージかというデータはございますか。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） １１番今村議員の

御質問にお答えしたいと思います。 

 当町における、集落における一番高い地域名と率

だと思いますけれども、それにつきましては東中地

区で３７％でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） わかりました。 

 いろいろな報道を読みましても、高齢化が進む道

内で限界集落が今後１０年間で急増する見通しであ

るということも報道されております。多分、１０年

もたてば上富良野町もそういったところが出てくる

かなというように考えるわけでございますが、その

１０年後の現状といいますか、その見通しはどのよ

うに考えておられますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えいたします。 

 よく報道等でその限界集落とかというようなあら

わし方をされておりますが、私どもとして限界集落
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というような言葉の用い方はしておりません。集落

機能の低下、集落としての機能低下という押さえ方

をしておりますけれども、町の将来の推計につきま

しては、町全体の人口構成、さらにはその年齢別の

年齢階層によるシミュレーションは持っております

けれども、各集落ごとにどういうふうなことになる

かという、そういったものは現在、それをシミュレ

ーションしているものではございませんが、ただ一

般論で申し上げますと、議員がお話のように高齢化

率も高まっていくでしょうし、残念ながら地域から

市街地へ出てこられるとか、そういうような生活の

仕方が変わる可能性はあるというふうに思っており

ますので、冒頭の御答弁でお答えさせていただきま

したように、それらにならないような対策を今から

講じていかなければならないという認識を持ってお

ります。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 町長の一番最初の答弁を

お聞きしていますと、その過疎化が進む、あるいは

高齢化が進む集落につきまして、そこを維持しよう

というお考えであろうというふうに思います。 

 いろいろな考えがありまして、例えばスペインで

は５時間ぐらいかかるところ、マドリードからグラ

ナダ間、約５時間かかるらしいのですけれども集落

が一つもないらしいです。どうやっているかといい

ますと一極集中しまして、そこから農村部に通って

田畑を耕して帰ってくると、そういうやり方です。

集中させるというやり方とか、あるいは喜茂別町で

すか、この道内の、たしか２年間、１年間２００万

で１０人の若者を雇いまして、そしていろいろなお

手伝いをしてもらうと、定住してもらえればもっと

嬉しいなという、喜茂別町の町長の答弁もございま

したが、そういったことでいろいろやっております

。 

 先ほど言いましたように、町長はその集落を何と

か守っていこうというお考えであろうと思います。

ただ、インフラとか非常にお金のがかかりますよね

、一極集中するというような考え方でいろいろある

と思うのです。もう少し具体的に私はどうしようと

しているのかということをお聞きしたいです。 

 何と言いましょうか、乗合タクシーは、これはわ

かります。例えば、多用な地域振興策に取り込んで

いるところですが、農業振興策を推進する、では具

体的にどんなことをやるのか、あるいは定住・移住

対策の推進、これらについてもう少し詳しく教えて

いただきたいというように思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 今村議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 いろいろ集落を維持するために、各地で取り組み

をされている実態も、私も首長としていろいろな首

長とお会いする機会を通じてお話を伺う機会もござ

います。本当に悩ましい皆さん、深刻な行政課題だ

ということで共通認識をしております。 

 さまざまありまして、人口集中地区へ、市街地へ

冬期間出てきていただくとか、そういうようなさま

ざまなあの手この手で集落機能を落とさないように

ということで取り組みをしている実態も聞いており

ます。 

 逆に、そういう不便な降雪期、積雪期に町へ出て

きていただいて、非常にその冬期間の道路確保だと

かということで、町と自治体として非常に負担感が

あるというようなことから、そういうような方法を

講じたところもあるというふうに聞いております。 

 結果的に、やはり不便でも田舎に戻るということ

で、結果的には戻ったというようなことで苦笑いを

していた首長もおりましたけれども、私といたしま

してはまず共通して言えるのは周辺、そういう集落

の主たる産業は農業であるということは事実でござ

います。特に、今、国でも非常に農業に対しまして

ＴＰＰの問題もございまして、農業を何とか強い産

業にしなければならないということで、さまざまな

今、手が打たれようとしております。 

 町といたしましても、そういった特にやはり魅力

ある産業にすると、まず魅力がないことにはもう定

着しませんので、魅力ある産業にするためにはどう

いうふうに取り組んでいけばいいかと、それは魅力

を持たせるというこは若者は定着するということで

すから、ですから若者が定着してもらえるような産

業に成長させていくためにどういう仕組みが必要か

と、国の仕組みを利用することはもちろん大事でし

ょうけれども、やはり尽きるところなりわいとして

、要するに商売として安定しているということがや

はり大きな魅力を感じる一つかなということでござ

いますので、今、上富良野町で農業の基盤整備にか

かわります事業に積極的に取り組みをさせていただ

いておりますので、そういうことが強いては集落を

維持・存続していくことにしっかりとつながってい

くということで期待をしているところでございます

。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 私もそのとおりだと思い

ます。 

 特に、基幹産業である農業が、特に若者がやる気

を持っていっていただければ定着も可能であろうと

、若い人口も育っていくだろうというように思いま

す。 

 何と言っても農業は私たちが生きていく上での本
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当に必要な食料を生産しているわけでございますか

ら、それはやはり農業の衰退ということは、我々の

食とか生活に重大な影響を、深刻な影響を与えると

思いますので、そこはしっかりと考えていく上で、

それを考えることによってまた定住移住にもつなが

ると、集落の発展にもつながるということと理解い

たました。 

 ひとつ、余り時間ないと思うのです、よろしく対

策のほど講じていかれたらいいのではないかという

ように思います。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩としまして、再開

は１０時５０分にしたいと思います。まことに申し

わけありません。 

────────────────── 

午前１０時３５分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） それでは、続きまして教

育長に２項目めにつきましてお伺いいたします。 

 教育長自身の所見ということで、少なからず先生

方も不安を抱えているだろうというふうに言われま

した。そして、その対策としてそれも含めて対策を

、こういうことをやっているということだろうと思

います。 

 今現在、いろいろな悩みはもちろんいろいろあり

ますから、解消されていると思いませんが、学校の

先生方、いろいろありますよねモンスターペアレン

トだとか、人を教育するという崇高な極めて高い次

元からガリすりとか、そういったところまでやらな

ければいけないですよね。先生方として、不安は抱

えているかもしれないけれども大丈夫だという認識

でよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えいたします。 

 先ほど申し上げましたように、少なからず新しい

学習指導要領に入っていくわけでございますけれど

も、それぞれやはり教員としてもいろいろな部分で

、また父兄とのかかわりかたもあるかと思いますけ

れども、今の状況の中では小学校が今までやってき

て、いろいろな動きをさせていただきながら、それ

も参考にしながら中学校の対応もしてございますの

で、校長からの情報から含めまして、今のところ不

安は多少あるとは思いますけれども、導入に向けて

少なからず入っていくのだなというふうに私は思っ

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 人を教育する立場の人、

その人みずからやはり自信を持ってやはり教育をし

ないとよい生徒も育たないというふうに思います。

ひとつ、納得したというか、安心いたしました。 

 それで、ちょっとまずお聞きしたいのは、特別支

援教育助手の配置てありますよね。それと北海道の

教員加配の活用ですか、ここ少し詳しく教えていた

だきたいなと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） 特別支援助手につきまし

ては、本町においても特別支援の子供たちが結構お

ります。 

 そういう状況の中で学校自体がいろいろな部分で

やはり先生とのかかわり方も含めながら、保健指導

等もございますので、そういうもろもろを含めなが

ら対応してございます。 

 それで、ここの相談員は別に置いてございますけ

れども、特にやはり学校教員の資格を持った先生を

雇って、そこの特別支援にかかわる子供たちに携わ

ってもらうというふうに動きを本町としてもしてご

ざいます。 

 それで、特別支援の一つの枠がございまして、人

数によって加配を受けたりという部分も若干ござい

ますので、なかなか子供の人数によって変わってお

りますけれども、そういう面ではいろいろな部分で

活用しながら、道とも協議しながら対応させていた

だいているという状況もございます。 

 それで、先ほど申し上げましたように本町として

も１名、特別支援助手として配置をさせていただい

ているという状況でございます。 

 今、助手で配置しているのは、上小、西小、上中

という、昨年から上富良野中学校も１名助手として

配置をされせいただいているということで、支援体

制を図っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ちょっと横に置いておき

まして、２点目の武道につきまして再質問させてい

ただきたいと思います。 

 武道は小学校ではないわけです。中学校に来て初

めて新たにできると、１年生と２年生はダンスと合

わせて必修なのです。 

 先ほどの答弁でちょっとわからなかったのは、先

ほど多分、ねらいとか言われましたけれども、実施

内容といいますか、マスタースケジュールというか

、レッスンプラン、どのように段階的に上がってい

くのかどうか、ことしは初めてだから１年生も２年
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生も３年生も多分、３年生も教えるとしたら、同じ

内容を教えてもいいと思うのです。 

 逐次、学年が上がっていったら同じことを教える

のか、やはり段階的に高度なことを教えていくよう

な、そういった指導計画はできているのか、そこを

まずお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

 今、武道の関係でございますけれども、今までは

必須という、選択必須という形で武道については経

過してございました。２４年度からは必須科目とし

て対応しているわけでございますけれども、先ほど

も言いました技能ですとか、そういう面については

ある程度の概念を持って進めますけれども、ちょっ

と細かいところの動き方にはちょっとこれから対応

になるかと思いますけれども、今の計画しているの

は２学期から武道関係については対応しようという

ことで、今、進めてございますので、当初、２４年

度の中ではある程度の部分もこれから作成すると思

いますけれども、我々の中にはまだそこの組み立て

方が情報入ってございませんので、学校のほうに今

度は今は２４年度の学校運営計画が立てられますの

で、その中から情報として我々にも入ってきますで

、また申しわけございませんけれども、後ほどその

詳細については御報告したいというふうに思います

。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 一つ、先ほどお聞きした

のですが、３年生も武道を教育するということで理

解してよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ３年生になりますと武道

とほかにも選択ができるようになってございます。

今のところでは、３年までという考え方で今、対応

したいというところで組み立てをしている状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） わかりました。 

 ３年生は高校３年間と合わせて４年間で生涯やれ

るようなスポーツの基盤となるというようなことを

うたわれていますので、必修ではありませんけれど

もやるということを理解しました。 

 それと、もう一つ、上中では空手をやると、東中

中学校では柔道をやるということでございます。こ

れは、それぞれの中学校の独自性に任せているとい

うふうに判断してよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

でございます。 

 そのとおりでございます。初め、上富良野中学校

も武道という形で実は組まさせていただきましたけ

けれども、当初、武道場、本町の社協センターにあ

る武道場を使う予定でございまして、その中で３種

目先ほどお話ししましたように柔道、剣道、相撲と

いう三択の中で選んだのですけれども、地域、それ

から学校の実態にあわせて対応ができるよというこ

とでございますので、それとやはり外部講師の部分

がやはり重要視といいますか、いないとなかなか体

育教師２人だけではなかなかまかり切れない部分も

実はありますので、そういう指導者もきちっと対応

できるような形の中で子供たちにそういう日本固有

の武道についての教育をしていこうという形で空手

に変更したというふうに状況がなってございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 特に、安全管理というの

ですか、非常に柔道のことで言えば、例えば１０年

間で何件の事故が起きているとか、先般も新聞に載

っていまして、安全管理をどのように配慮されてい

るのか、空手も含めてお聞きしたいというふうに思

います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の安全管

理の部分についてでございますけれども、当然、当

初は柔道で予定してございましたけれども、やはり

目配り、気配りという部分がやはり重要視になって

くるのかなと思います。 

 今後、空手になれば学年１学年、全体でできると

いう状況、人もふえますけれども、ある程度、そう

いう部分については外部講師も含めながらきちっと

目配りの部分もきちっと対応していきたいと、当然

、けがしてはならないことでございますので、そう

いうことで安全管理については十分に対応していき

たいと、我々も学校のほうにきちっとやはりこれか

らの体制の中についても指導をしている状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ちょっと話は戻るかもし

れませんけれども、教育要領ですけれども、例えば

上中がありますが、１学年４クラス、二、三学年３

クラス、これを全部まとめてやるから空手にしたの

だというようなことを書いてあります。どのような

教育実施要領でやっていこうとしているのか、１ク

ラスずつやるのか、１クラスずつだったら非常に教
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育時間が多くなりますよね、学年ごとまとめてやる

のか、そういったことを２学期だからこれから考え

るのかもしれませんけれども、どういうふうな方針

を示されているのか。 

 それと、先ほど言いましたように当然、示してい

るとすればやはり段階的な教育というものがあるわ

けで、先ほどいろいろ言われました、一、二年生と

３年生は違うのだと、そういうところを含めまして

お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

 今、予定しているのが各クラスごとではなく、学

年ごとに体育館、全体の中で実施しようという、そ

うなってくれば時間、単位数もある程度、狭い状況

の中で全体の授業ができますので、それと最終的に

やはり新学習指導要領で時間数も延びているという

現実も踏まえながら、やはりある程度のほかの方の

の時間もきちっととらなければならない、個々で入

ってきますとその時間数もかなり対応になってきま

すので、ある程度、今の段階の中では３学年全部で

はなく、学年１学年ずつの指導体制をやっていきた

いというふうに今、考えているところで、そういう

学校からの動き方も聞いている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） わかりました。 

 空手を選んだと、種目のお話でございますけれど

も、最初は柔道、剣道、相撲だったけれども、今年

度になってほかのやつも選んでもいいということで

ございました。あえて空手選んだというのは、私は

それでいろいろ考えて結論出されたと思うのですけ

れども、その日本武道競技会加盟団体の実施項目と

いうところになぎなたとか、銃剣道がございます。

ご存じのように、上富良野には自衛隊が駐屯してお

ります。銃剣道の範士、教師等、多数ＯＢもござい

ます。結論は出ているのですけれども、銃剣道とい

うことを少しは考えていただけたのか、あるいはそ

の銃剣道をなぜ採用しなかったのか、これは先ほど

の同僚議員のお話とは連結しないが、再雇用にはい

かないと思うのですけれども、町長のお話では。こ

ういったところで活用の場があったのではないかと

いうふうに思っているのですが、ここについてちょ

っと教えていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

 当然、先ほどおっしゃいましたように、日本武道

競技会の種目の中に当然、銃剣道も入ってございま

す。学校全体でやはり場所的な問題も含めながら、

やはり経費もかなりかかってくるのは正直なお話で

ございます。 

 当然、空手がかからないかという部分も正直言っ

てあっただと思いますけれども、そういう中で場所

的な問題、それから先ほどの金銭的な問題も最大限

やはり考慮しなければならないという状況でござい

ますし、また子供たち指導する場合、平日に動くと

いう時間帯もございますので、その指導者体制も全

体的に含めながら学校の中で検討されて、空手とい

うふうに私のほうにそういう形で種目を選定したい

ということで話が来た状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 最後に、日本のこの伝統

を重んじると、そういったものを教育しようという

ことで武道も出てきたり、あるいは歴史や伝統教育

するために国や郷土の愛する心を教えるとか、いろ

いろ出てきていますので、私はそれとこの新学習要

領そのそものの変わったねらいというのは、小学校

では全学年で国歌君が代を歌えるように指導すると

、歌えるという項目が入りました。あとは国や郷土

を愛する心とか、武道を取り入れるとか、あるいは

国際貢献をやるとか、いろいろ入っています、それ

がねらいだろうというふうに思っています。 

 そこで、教育長のお考えをお聞きしたいのですけ

れども、先般、去年、東中関係の入学式、卒業式に

行くと、あそこは国歌君が代を歌っているのです。

大きな口を開けて。上富良野中学校、はっきり言っ

て歌っておりません。私は、小学校で歌えるように

指導する、それから中学校で歌えるようになるのは

３年から５年かかると思うのでありますが、現在、

起立はしますが歌っていないことは間違いありませ

ん。一部の人は歌っているかもしれません、教育長

はこの現状をとらえて今後、どのようにおれはなっ

てほしいのだというところの教育長の思いがござい

ましたら教えていただきたいというふうに思います

。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番今村議員の御質問

にお答えいたします。 

 新学習指導要領という全体のくくりの中で国歌の

お話出されましたけれども、基本的には当然、新学

習指導要領の中で音楽の時間できちっと歌わせる、

歌えるようにということは子供たちにこれからの部

分についてはしてくると思います。 

 当然、指導する側からもそのことを指導するわけ

ですから、当然のこと歌わなければならないという

部分の内容になってくると思いますので、今後につ

-86- 



 

いても先ほど今村議員おっしゃるとおり、一挙手一

投足にいかないかもしれませんけれども、少し時間

をかけながら対応していきたいというふうに私の中

では思っている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１１番

今村辰義君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１番佐川典子君の発言を許します。 

○１番（佐川典子君） さきに通告のとおり、３項

目について伺いたいと思います。 

 一つ目は、議場ライブ中継についてです。議会改

革など、議会のことは議会運営委員会が主導になっ

て行っておりますが、町長の姿勢による影響があり

ますので、あえて伺いたいと思います。 

 町の憲法である上富良野町自治基本条例の第４章

、議会の役割と責務（議会の運営）、第１１条、議

会は町民に開かれた議会運営を行うため、保有する

情報を積極的に公開し、町民との情報共有に努めま

すとあり、これに準じて平成２３年１１月２９日は

、第２回目の議会報告会を開催し、町民に対し開か

れた身近な議会を目指してきています。また、文章

化による議会だよりやホームページでの公開により

閲覧もできるようなっております。 

 しかし、最近ではインターネット等により、動画

やライブ中継が可能になり、他市町村でも取り入れ

ているところがふえてきています。わざわざ傍聴に

行けない、仕事が忙しい、また膝が痛く３階まで行

くのはつらいなどの理由が主で議会を見に行けない

人のための権利として今後、考えるべき点だと思っ

ているところです。 

 また、このライブ中継にはおのずと予算が不可欠

で、費用対効果の面もあり、執行権のある町長の姿

勢と議会の考え方による動向に左右されますが、今

後、議会から予算要求があった場合の対応と、オン

デマンドではない安価なユーストリームなどによる

ライブ中継など、検討する考えについて伺いたいと

思います。 

 二つ目は、葬儀時に弔旗を使うことについてです

。 

 突然の悲しい知らせや天寿を全うされたときなど

、人の命ははかなく、いずれは必ずだれにでも最期

は訪れます。 

 そこで現在、上富良野町に住まれた方が不幸にも

お亡くなりになったとき、町長の交際費より支出基

準が決められ、弔電、香典、生花などの対応をさせ

ていただいている現状があります。 

 しかし、町長は公務等も忙しく、全部の葬儀（１

月から１２月までを１年とした数値において、平成

２０年１１１名、平成２１年１２２名、平成２２年

１２７名、平成２３年１００名）に出られるわけも

なく、また代理としての副町長においても同じこと

が言えます。町民一人一人に対し上富良野町として

弔意をあらわすことが公平な町政には大切なことで

あると考えているところです。 

 Ｓ市、Ｔ市など、町名を織り込んだ弔旗を祭壇の

左に置き、町としての弔意をあらわし赴きを添えて

いたが、これから将来において続く深い悲しみの葬

儀時に本町において町民に見える形での弔いの弔旗

使用について町長に伺いたいと思います。 

 三つ目は、ふるさと納税についてです。 

 平成２０年４月の地方税法の改正により始まった

ふるさと納税は、自分の育った地域、自分に大きな

影響を与えた人や自然などの所在する地域、また将

来的に住みたい地域など、地域を応援したいという

熱い気持ちを納税という形で地域の活性化に思いを

つなぐもので、２,０００円以上の寄附金額に応じて

翌年に一定額を個人住民税や所得税において軽減す

る制度であり、他市町村ではこの寄附者に対し一定

の基準において心からのお礼とふるさとを身近に感

じてくださるようにとさまざまな記念品をお送りし

ている例がございます。 

 上富良野町の対応と今後、この納税者への記念品

も含め継続して寄附をお願いすることへの町長の考

え方と寄附者をふやすための施策、今後、将来への

見込み、どのように使われ納税者に報告しているの

かなど伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず１項目めの議場のライブ中継に関する御質問

にお答えさせていただきます。 

 情報公開と情報の共有化は協働のまちづくりの基

礎であり、特に町議会は町の意思決定機関として予

算や条例など、町政の重要な方向性を決定していた

だく場であり、その議論の内容、町民と共有するこ

とは極めて重要なことと考えております。 

 これまでも町議会において、議会広報の発行のほ

か、議会報告会の開催など、主体的な取り組みがな

されておりまして敬意を表するところでございます

。 

 また、議員御提言のとおり、議会の情報公開と情

報の共有化の取り組みの一環として、議場のライブ

中継につきましても、近年、導入される市町村が増

加してきていると受けとめているところであります

。 

 議場での活発な議論の様子が生で多くの町民にご

らんをいただくことで、町民との情報の共用化ばか

りではなく、開かれた議会づくりに向けても大いに
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期待できるものであります。 

 議会審議をどのように町民の皆様へお伝えしてい

けばよいのか、これからも議会内部において議論が

進められることと思っておりますので、私といたし

ましてもその推移を見守らさせていただきたいと思

っているところでございます。 

 次に、２項目めの弔旗に関する御質問にお答えい

たします。 

 町民の方などがお亡くなりになられた場合は、慶

弔に関する交際費の支出基準に基づき対応させてい

ただいているところであります。基本的には、平成

１８年度より香典を廃止し、弔電にて故人、御遺族

の方に対し町しての弔意をあらわさせていただいて

おります。 

 議員御提言にありますように、弔意のあらわし方

の一つとして敬弔旗を祭壇に手向けておられる自治

体があることは承知はしておりますが、弔意をどの

ようにあらわすかは形ではなく、内心の問題と理解

しておりまして、町といたしましては現在、実施し

ている弔電に心を込めて冥福をお祈りさせていただ

いておりますので、現時点において敬弔旗を用意す

る考えは持ち合わせておりませんので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、３点目のふるさと納税に関する御質問にお

答えいたします。 

 ふるさと納税制度の導入の経緯及び制度の内容等

については、議員の御発言のとおりでございます。

また、一定額以上の寄附者に対して地元の特産品等

を贈呈するなどの特典を設けている自治体も多数存

在することも承知をしているところでございます。 

 ふるさと納税につきましては、本町におきまして

も多数の方々から上富良野を応援したいという思い

から御寄附をいただいていることは大変、ありがた

く感謝申し上げているところでございます。 

 しかしながら、このように本町を応援していただ

く好意とは別といたしまして、この制度は寄附金税

制の拡大という制度とあわせて、寄附された金額は

ルールに基づき一定額が減税されるという観点で考

えれば、厳密には形を変えた納税好意の一手段であ

ると解釈することもできる制度だと考えております

。 

 現実に、本町から他の市町村へ寄附される方もお

り、結果として、本町への納税額が減少することに

もなる得る場合もあるわけでございます。 

 私の考えといたしましては、寄附を集めるため地

方公共団体が寄附者に対して特産品の提供を約束し

たり、また高額所得者で過去に居住していた方に対

して個別、直接的な勧誘活動を行うなど、ふるさと

納税制度を乱用するおそれへの懸念について専門家

かの指摘もありますことから、議員御提言にありま

す寄附者に対する特典を設けることは現在のところ

考えておりません。 

 なお、寄附者に対しましては、これまで町ホーム

ページ上で一部その人について掲載しておりました

が、平成２４年度からは御寄附をいただいた浄財が

どのように活用されているか、寄附者に対し直接お

知らせをし、御理解を賜った上、継続的な寄附につ

ながっていくように、さらに魅力ある町ホームペー

ジの作成やふるさと会などを通じて積極的に情報提

供やＰＲに努めてまいりたいと考えておりますので

、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 大変ありがたいことだなと

いうふうに私は受けてよろしいのでしょうか。推移

を見守るという言葉なのですけれども、それは議会

から予算要求があったときは、責任を持って予算を

つけてくださるという意味合いでとらえてよろしい

のでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の議会の中継

に関する情報公開の御質問の部分でございますが、

議会の中でこういうツールを使って町民の皆さん方

に情報公開しようということで議会の意思が決定さ

れたときには、これは私といたしましては重く受け

とめなければならないですし、それが町民の皆さん

方が求める姿だとしたら、そのまま受けとめさせて

いただきたいなと考えてございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ご存じだと思いますけれど

も、ユーストリームというのがインターネットの中

にできまして、２００７年３月に設立されて、動画

の共有サービスでライブキャスティングやライブビ

デオストリーミングなど、ブラットホームを共有す

るさまざまなチャンネルネットワークで構成されて

おりまして、ホームページに使い方だとか、その活

用法なども書いてあります。だれでも気軽にライブ

配信と視聴が無料でできるというサイトなのです。

ビデオカメラとインターネットの接続さえあれば、

全世界の視聴者に向けて無料で放送できると、そう

いう動画中継サービスです。 

 先日ですが、議会運営委員会での視察の報告もご

ざいましたが、私たちも行かせていただきまして先

進市町村の行政調査の中で、むかわ町議会を訪れま

した。むかわ町も議会中継をしております。これは

やはり、ユーストリームという先ほど説明しました

けれども、それを活用して動画をやっております。

今はまだ、オンデマンド方式は採用はしておりませ
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んでした。あと、洞爺湖町の議会も議会中継をされ

ておりました。これもやはり、同じくむかわ町と同

じような状態でした。 

 ぜひ、私たちも報告でもございましたが、これか

ら開かれた議会を示すということにおいて報告もし

たと思いますが、それについてそれを今後は考えた

上で、上富良野町の町運営改善プラン２４というの

がございます。そこに、地域協働の推進、情報共有

の推進、内容は町と町民がさまざまな情報を共有し

、より効果的により透明なまちづくりを目指してい

ます。平成２４年度、取り組み事項といたしまして

、不断の見直し対応（収蔵データの点検整理、関連

事項のリンク設定、各ページの統一化、そしてライ

ブカメラのコーナー設置等）と書いてあるのです。

この、ライブカメラコーナーの設置等というのはど

ういうことを意味して書かれているのか、ちょっと

伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） １番佐川議員の御質問

でございますが、改善プラン２４に掲載してござい

ます町民との情報共有、一方、情報の公開、これら

も最大限の町の責務だというふうに考えています。 

 今、議員の御発言のありましたライブカメラ等の

部分でございますが、これにつきましては議会のラ

イブ中継を指しているわけではございませんで、例

えば町をＰＲするためによくあるのは、定点カメラ

をつけて、ラベンダーの開花状況はこうですよとか

、紅葉状況はこうですよと、そういうものをインタ

ーネット上に載せて、町をよりＰＲするような仕組

みを指して、そこにライブカメラと、このような意

味合いで実は書かれているものでございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） わかりました。 

 １階に閲覧コーナーがあります。議会の動き等と

かも、そこで閲覧できるようになっておりますけれ

ども、果たしてあそこで年間にどの程度の人数の方

が利用されているかというと、私は余り見たことが

ないのです。 

 それは、少数の人数においても情報公開の名のも

とに公開をしないといけないという、そういう責任

がございますので、そういう法律にのっとってどう

しても開設していきたいという、そういう意向だと

思います。 

 少数の意見を尊重するということは、やはりこれ

からも大事になっていくと思うのです。私もいろい

ろと調べましたけれども、議会中継をもしライブで

するとした場合に、何人の人が果たして見るのだろ

うか、そういうことを統計とっている人もいますけ

れども、上富良野町においては富良野５市町村の中

で私は議会改革を一生懸命やっているというのは、

本当に抜きに出ているというふうに思っているので

す。 

 ぜひとも、今後そのような行いというか、そのラ

イブ中継を通して５市町村の中で初めてそのライブ

中継をすると、そういうような形に持っていくとい

う前向きな姿勢というのがとても大切になってくる

と思うのです。それはやはり、その情報公開のもと

か、そういう法的な部分だけではなくて、町長がど

ういう町政において、どういう気持ちでいるのかと

、そういうことが議会だよりだけでは載らない、す

ごく意を感じることができるのがやはりライブだと

思うのです。 

 それで、今後そのありのままの姿の議会というも

のを町民の方々にお伝えするということに関して、

議会はもちろん議会の動向もございますけれども、

町長の思いをもう一度そこら辺を伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の情報公開に

ついての御質問にお答えさせていただきますが、私

といたしましては、議員が今、お話ししていただき

ましたように、議会と私どもとが議論を交わす、こ

ればかりがすべてでもございませんし、またこれを

町民の皆さん方にどういう形でお伝えすればいいの

かということで、すべてを町民の皆さん方にお知ら

せすることは、私は一番願っていることでございま

すけれども、現実にはなかなかそれは幾つもハード

ルがありますから、かなわないにいたしましても、

私といたしましてもかねてから町の情報をきめ細や

かに、特にこの議論の過程というものはやはり町民

の皆さん方に知っていただくことがやはり基本では

ないかなというふうに今でも思っておりまして、ぜ

ひ、議会の皆さん方と私どもの思いが一致すれば、

当然、コスト感覚も持たなければなりませんので、

そのユーストリームとか、あるいはオンデマンドと

か、さまざまなそういうことも想定もできますし、

一方ではこれは私の私見でございますけれども、録

画をしておいて、町内の要所だけでも見ていただけ

るような仕組みとか、そういうことも方法としては

あるのかなと思ったりはしております。 

 それと、大きな意味での情報公開ということから

考えますと、私は実はこれだけ情報化のいろいろ技

術革新が進んでいる中で、今、防災無線を通じて声

で町の情報をお知らせして、ホームページは別とし

て、これをゆくゆくは私は視覚で見て、町の情報を

町民の皆さん方が知っていただくような仕組みがあ

ればなということは思ってはおりますので、もしそ

ういう客観情勢が許すような状況がありましたら、
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さらに情報公開については前向きに積極的に意を用

いてまいりたいと考えておりますので、御理解賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 議会の一員といたしまして

、今の町長のお答えの中にすごく力強い気持ちも伝

わりましたので、私たちもこれからみんなで検討し

て、その動きに対してその町長からのお答えのとお

りに、いずれは動くようなときが来ると思いますの

で、またそのときはお願いしたいなというふうに思

っておりますけれども、それでは次に敬弔旗につい

ての質問に移らせていただきたいと思います。 

 敬弔とは、謹んで弔うことというふうに辞典には

出ています。生花や花輪、これは生花や花輪で輪の

形につくり、敬弔の意をあらわすために捧げるもの

だというふうに書かれております。 

 敬弔旗を立てることの意味というのは、この見た

目の気持ちを弔いの気持ちを見た目でわかるという

形にしているということではないかなというふうに

私は感じたのですけれども、町長はこの辺はどうい

うふうにお考えでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の敬弔に関する基

本的な認識についてお答えさせていただきますが、

冒頭のお答えの中にも申し述べさせていただきまし

たけれども、私といたしましては、その形をあらわ

すことも一つの弔いの気持ちをあらわす一つの方法

だということは、これは否定するものではございま

せん。多様なあらわし方があるなということで、そ

れは個々人が、また公としてどういう形であらわす

かということは、その時々にやはり判断があってい

いのではないかなというふうに理解をしているとこ

ろでございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 本当に弔意をあらわすのに

いろいろな表現の仕方があるというのは、本当に皆

さんそれぞれですし、宗教も違いますし、いろいろ

な形があると思います。 

 弔電にこだわるという意味が、私はちょっとまだ

わからないのです。他の自治体、敬弔旗を掲げて、

そしてその弔いの気持ちをお伝えしているという自

治体が多々あります。それについては、町長はどう

いうふうにお考えですか。弔電でないとにこだわる

理由がちょっと私わからないのですが。その辺をお

伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 慶弔旗をお葬式のときに掲げて弔意をあらわすと

いうことは、否定もするわけでもございません。そ

れは一つのあらわし方だということで理解しており

ますし、弔電につきましては、これは一般的に弔意

をあらわすあらわし方として、これは広く国民の中

に定着した弔意のあらわし方だというふうに現在も

そういう理解がされているというふうに理解をして

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 先ほども言いましたけれど

も、町民一人一人に弔意をあらわすということに関

しまして、町長だとか副町長さんだとかが参列でき

る場合はよろしいのです。 

 ただ、この弔電もない場合とかがありますか、今

までに。できれば、私は見た目であらわしたほうが

、もし弔電が届かなかったとしたら、これは弔辞と

いう形でお渡しして、そして敬弔旗を掲げていただ

くと、そういう方向も考えられないかなというふう

に思っております。 

 過去の平成２０年度は、弔電の件数が６８件だっ

たのです。２１年度は９８件、２２年度が８２件、

２３年度が８９件、これ町長になられてから数がふ

えてきているというふうに、弔電の数がふえてきて

いるというふうに過去３年間で思っております。 

 合計で１３万４,５００円です。年にならしますと

約４万５,０００円、これ微々たる金額かもしれませ

ん。しかし、わざわざＮＴＴの弔電を使わないとい

けないという理由が私はちょっとわからないのです

。弔辞という形で、気持ちをあらわすということも

他町村でやっておりますので、それでも十分でない

かなというふうに思っております。 

 インターネットで調べましたけれども、敬弔旗の

金額なのですが、物にもよりますけれどもたかが本

当に何十万もしない価格で買えます。もう本当に何

年かでペイ、それはできます。いろいろな物もあり

ますので、今後、そういう形をもって目で見える形

という弔意のあらわし方も考えるべきではないかな

というふうに思っております。 

 以前に私は、上富良野町の中学校の吹奏楽部が全

道大会だとか、全国大会で金賞を取ったときに、庁

舎に懸垂幕を掲げてほしいということを議場で申し

まして、実際にあれは尾岸町長のときでしたけれど

も、動いてくださいました。そういう大会にも優勝

したときには、庁舎の前に懸垂幕を掲げてくださっ

て、これはやはり町民のおじいちゃん、おばあちゃ

んたちがすごく喜びました。上富良野町がこのよう

に目に見える形で動いてくれた、すごく喜んでおり

ました。私は、目で見えるという形もこれからは必

要ではないかなというふうに思っております。 

 その電報を使うことも、それはもちろんあれです
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。だけど私としては、実際にお線香を上げに行った

り、そういうことが本当は町長や副町長さんもした

いのだと思うのです。行ってお参りすると、だけど

もできないときは上富良野町と書いた敬弔旗を掲げ

させていただいて、そして弔辞を読んでいただくと

、それでもう気持ちは伝わるのではないかなという

ふうに思っております。 

 今後、そういうこともあるということで、考えて

いただくことはできないものか伺いたいと思います

。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の慶弔に対す

る考え方についての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、町としての不幸に対しての弔意のあらわし

方については、私はこれは定義されたものはあると

いうふうには理解をしておりませんで、佐川議員も

おっしゃるとおりそれも弔意のあらわし方の一つで

あるということを私もそれは理解できます。 

 また、現在、町が対応させていただいております

弔意のあらわし方も、これも一つの形としては理解

していただけるものというふう考えております。 

 現に私もこの職に就任させていただいてから、前

任の町長さんの対応をしていたものとは、やはり多

少はニュアンスの違う、その弔意をあらわすという

意味合いは全く同じでございますが、方法としては

多少、違いもあるかなというふうに理解しておりま

して、それは先ほども申し上げましたように、その

時々その任にある者が判断をして取り組むことは許

されるものだというふうに考えておりまして、私と

いたしましては最大限、町民の方々に弔意を表して

いるというふうに理解をしているところでございま

す。 

 弔旗云々につきましては、もう御案内のように最

近、お葬式等の執り行い方に対しましては、非常に

町民の中と言えども多用な価値観がございまして、

これはなかなかこれを一つの形としてとらえること

は非常に今、難しい状況でございますので、これか

らも今のような形で最大限、私として弔意を直接あ

わらせることが一番望ましいことでわけございます

が、かなわない場合には弔電等を通じて、弔意をあ

らわさせていただくことを続けてまいりたいという

ふうに考えております。 

 それから、佐川議員から御質問にありました、お

亡くなりになられた方々と実際、弔電を対応してい

る差があるというふうに御質問がありました。若干

の時間をいただいて、課長のほうから答弁させてい

ただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） １番佐川議員の御質問

に私のほうからも若干、御説明申し上げます。 

 議員の質問内容にございました各年度の、それぞ

れの死亡者数と町の弔電の数が一部合わない部分が

ございますので、それにつきましてはまず１点、町

の慶弔に関する交際費の支出基準にもありますよう

に、特に公職者、あと自治功労者等含めまして、こ

の基準に基づいて町長が公人として町の香典を用意

する場合、町長が出席するような場合については、

弔電は行ってございません。 

 また、町長からもございましたように、今、特に

葬儀のやり方が非常に多様化してございます。特に

家族葬で、これら弔電、花輪等お断りされるケース

があります。また、葬儀を終了しましたという、結

果、上富良野以外で届け出をして、その３日、４日

後に上富良野町に死亡届が届くというようなケース

も非常に多うございますので、これらの差がこの議

員のつかんでおられる死亡数との差の部分になって

ございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） はい、わかりました。 

 これからも、決してなくなることはないことです

ので、またある意味、別の意味で言いますと経費削

減にもつながるかもしれないと、そういう意味合い

において、やはりいろいろな気持ちのあらわし方は

あるのだということで進めていただきたいなという

ふうに思います。 

 次に、ふるさと納税についてなのですが、先ほど

町長からのお答えの中に、ふるさと納税制度を乱用

するおそれへの懸念について専門家かの指摘がある

というふうにお答えいただいたのですが、上富良野

町でどのような指摘があったのか、その辺伺いたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員のふるさと納

税に関します御質問にお答えさせていただきます。 

 このふるさと納税の制度は、乱用されるおそれが

あるというような見解を述べておりますのは、この

制度は発足する過程の中におきまして、総務省の中

においてそれを検討する有識者からなる研究会が当

時、発足されておりまして、その専門家の中から、

このふるさと納税制度というものを国の施策として

実施する段階において、それが今、議員からお話が

ありましたようないろいろなサービスを提供するこ

とによって、その納税につながるような、そういう

乱用することが想定されるので、そういうことがな

いようにというような報告もその制度をつくるとき

の過程で、国の段階においてそういう専門家からの
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指摘を受けているというふうに総務省から発表され

ているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） その考え方というか、その

ある方からの発言があったからといって、それをあ

たかも懸念材料であるようなことを答弁でいただく

のは何かちょっと、他町村の動きと比べてみますと

何か違いがあるような気がするのです。 

 これは、ここにインターネットで私もそれを調べ

たのです。このふるさと納税は納税ではなく寄附で

あるため、一定以上の金額を寄附した場合に特典を

設けている自治体もあると。特典の一例として、特

産品などの贈呈、または地域にちなんだ著作品を贈

呈する事例などがあると、やはりこれは納税ではな

く寄附であるという考え方のもとに考えていくべき

ことではないかなというふうに思います。 

 もう一つ伺いたいと思います。本町から他の市町

村へ寄附される方もおり、結果として本町への納税

額が減少することもあると、それはどのぐらい減少

したのかわかりますでしょうか、伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 納税か寄附かというような、基本的な認識につき

ましては、私はやはりこれは広く一般的に社会の中

で言われておりますいわゆる寄附という思い、そう

いう部分と、納税という部分、これは両方の部分が

ありまして、純粋に寄附のみというようなことだけ

でとらえるものではないというふうに理解しており

まして、形を変えたある種、納税の手法だというふ

うに理解をしているところでございます。 

 それから、本町から他の町へどの程度ということ

は、これは数字として押さえているものはございま

せんので、お答えすることは少し無理かなというふ

うに思っておりますので、御理解いただきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 納税の手法であるというの

も理解しています。もちろん、ふるさと納税という

ぐらいですから。 

 ただ、その物の考え方として、寄附をしてくださ

った方に対して、何かうちの町は納税していただい

ているのだから、それでいいのだというような考え

方だけで済むのかなということで、先ほどこういう

文書も載っていましたということでお伝えしたわけ

です。 

 継続的な寄附につながっていくより、魅力ある町

のホームページ作成やふるさと会などを通じて積極

的に情報提供やＰＲに努めていくというふうなお答

えを先ほどいただきました。 

 これは、ふるさと会というのは、東京上富良野会

だとか、今回２５回目を迎えます札幌上富良野会と

か、そういうものを言っているのでしょうか。それ

と、また他町村ではいろいろなふるさと納税の目標

額というのを決めている町村もございます。これに

ついては町長どういうふうにお考えですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 まず、そのふるさと会なるものは何ぞやというこ

とでございますが、議員、御発言にあったようなも

のを指して言っております。そういう席上でもふる

さと納税に関しますパンフレットをお配りしたり、

あるいはＰＲをしたり、そういったことをさせてい

ただいているところでございます。 

 それから、納税のふるさと納税で御協力いただく

目標額というものをうちの町としては掲げておりま

せんが、やはり私は常々思っておりますのは、まず

議員も多分、御案内だと思いますけれども平成２０

年度から我が町に寄せられておりますふるさと納税

という形での御寄附は右肩上がりと申しましょうか

、堅実な推移を経ている実績がございますので、私

といたしましては常々、上富良野町がそういう温か

い御厚志を賜った、御協力をいただいた方々に町の

姿として見せていくことに尽きるというふうに考え

ておりますので、これからも現在のような形をしっ

かりと進めてまいりたいというふうに考えておりま

すので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ここに、２２年度のラベン

ダーの里、上富良野ふるさと納税の件数が書いてあ

るものがございます。これは、総務課からいただき

ました。 

 上富良野町外から件数９件というふうになってい

るのですけれども、実際は１人の方が２件ずつ納め

ている方がいらっしゃって、実際にはもっと人数少

ないのです。 

 これで、上富良野会だとか、そのふるさと会に出

た方で、この中に何人の方がふるさと納税をしてく

ださっているのかわかりましたら教えていただきた

と思います。 

○議長（西村昭教君） 恐れ入ります、わからない

そうなので、後ほど調べた結果で後でお知らせでき

ると思います。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） それと、ここの表に寄附と

いう状況ということで載っているのですけれども、
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これは振興公社のほうから２２年度は１,３５０万

が入っているのですけれども、これはふるさと納税

に対する寄附ではないですよね。これはどういうふ

うに考えたらよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

いたしますが、うちの町の受け皿としてラベンダー

の里ふるさと応援基金という受け皿がございます。

その受け皿の中でくくったということで御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ２１年度の上富良野町の決

算特別委員会の審査意見書、平成２０年度分ですけ

れども、３、ふるさと通信、ふるさと納税の連携に

ついて、ふるさと通信制度の周知を活発化し、ふる

さと納税制度の活用、促進を図られたいというふう

に意見書として出させていただいております。 

 今度、２３年度にも２２年度会計分で歳入のとこ

ろで、１町税の収納について、２ふるさと納税につ

いては、さらなる情報発信をして、納税者が魅力が

感じられる対策を講じられたい、これは意見書とし

て出しましたけれども、この魅力について町長は先

ほど町の運営状況を見ていただくことだというふう

におっしゃったような気がしましたけれども、この

魅力について、あとほかにどのようなことが考えら

れるでしょうか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

いたしますが、個々、具体的にどういう事象がその

魅力があるかということは、なかなか説明がするこ

とが困難でございますけれども、町全体として上富

良野町、例えば他の町外の方々、あるいは他府県の

方々の中で、まず上富良野町ということに、まず関

心を持っていただくような、そういう発進力、これ

をやはりまず基本にあるべきだというふうに思って

います。 

 このふるさと納税制度の魅力を高めていく手段と

して、さまざまな研究者の方々から、まずそのホー

ムページ等を通じて、それぞれの自治体の姿を発信

していくことが、そしてまずその中からいろいろこ

ういうさまざまな取り組みについて発信していくこ

とがふるさと納税を活用する大きな一つの方法だと

いうことで、多方面からそういう見解が出ておりま

すので、私も全くそうだなというふうに考えており

ます。 

 やはり、観光地であり、農業の町であり、豊かな

活力ある町というようなことを一方だけ、何か特色

だけアピールするのではなくて、上富良野町全体を

底上げしていくことが、強いては上富良野町の名声

を高めていくことになると、それがふるさと納税に

やがては安定してつながっていくというふうに理解

しておりますので、ここ具体的にはなかなか御説明

が難しい部分がございますので、御理解をいただき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 考え方の違いがありますの

で、なかなか私も納得いかない部分がございます。

もちろん、インターネットだとかそういうもの、そ

れからパンフレット等とか、そういうものを利用す

るのもわかりますけれども、やはり魅力を感じられ

る対策を講じるというような意見書を出しています

ので、そのことに関してはやはり地元の特産品だと

か、そういったものを送るという、例えば１００万

円寄附している方が２名いらっしゃいました。それ

も、もちろんとってもありがたいことで、上富良野

町を思ってくださっているのだなと、本当にありが

たいと思いますけれども、そういう気持ちをこちら

からもお礼の気持ちとして何か表現をするという、

そういう形も大切ではないかなというふうに私は考

えます。 

 私は、そういった意味において、上富良野町の小

規模共通商品券、これは５００円のがありますので

、それを何枚か基準を決めて、商工会から購入をし

まして、それは宿泊券だとか、地元の農産物だとか

、そういうものを納税者の方にほんの少しの気持ち

ではございますが、ありがとうございましたという

、その気持ちと上富良野にぜひまた来ていただいて

、交流を深めていただく、そして食べ物を食べてい

ただいて、おいしい気持ちだとか、そういう交流も

深めるという意味において、とっても有効な考えで

はないかなというふうに思っているものですから、

ぜひふるさと納税をふやしていくということで、我

が町もそういうのに参加していただきたいなという

ふうに考えのもと、このような質問をしているわけ

です。 

 インターネットの中にふるさと納税の特産品一覧

という項目があるのです。そこに、いろいろな町村

が、いろいろな地元の産物を納税者に対してお礼の

意味を込めてお送りしていると、そういうのもござ

います。近い町ですと、旭川だとか、滝川市だとか

、旭川はお礼の気持ちを添えたいのだということで

、旭川市のゆかりの品を５点の中からセレクトでき

るように、これは１万円の納税者に対してなのです

が、滝川市も１万円以上の納税者に対してはお米を

５キロ進呈しますとか、そういって自治体も南富良

野町もすごいのです。２０年度から２２年度でもう

１,０００万です、あの少ないな人口の町で。 

 だから、一生懸命やるということも、やはり自主
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財源がこれだけ大変な世の中ですので、少しでもふ

やすということで、ぜひそういうものを取れ入れて

いく考えを深めるということも大切ではないかなと

、美瑛町も１万円以上に対して記念品だとかという

ふうに送っております。やはり、気持ちをわかって

はいますが、それはもちろん先ほどの敬弔旗の話も

そうですけれども、やはり心をあらわすということ

が、やはりこれは日本人の今まで培ってきたそうい

う風習というか、そういう心も分かち合うというこ

とも大切だと思いますので、ぜひこれから地方の地

域主権になってきますし、ぜひそういう気持ちを添

えるという行政を行っていただけないかなというふ

うに思いますが、それについて伺いたいと思います

。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員のふるさと納税に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 私は、御寄附をそれぞれ納税をされる方、あるい

は町内においても御寄附をされる方々、思いは全く

、根っこは同じだというふうに考えております。 町

内に居住されている方も大勢の方が町にそういう尊

い御寄附をいただいている例もたくさんございます

。あるいは、上富良野にゆかりのある方々が、ふる

さと納税という形を通じて気持ちをあらわしてくれ

ている姿もあります。 

 これはやはり、純粋な気持ちで私は何かそういう

例えばプレゼントがいただけると、そういうような

ことを全く想定しない、本当に純粋な気持ちで上富

良野を思っていただいていると、それに誠実に町と

しておこたえしていくことが何よりの私は気持ちの

あらわし方だというふうに理解をしておりますので

、ぜひ御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 先ほどの質問に答弁いたさ

せます。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） 佐川議員のふるさと会

の寄附の実績の中で、ふるさと会が何人いるかとい

う御質問にお答えをさせていただきます。 

 実は、ふるさと会につきましては、札幌上富良野

会、東京上富良野会、あるいは東京富良野会という

ところもございますが、それぞれ町長が日程を調整

して伺っていますが、実はふるさと会のそれぞれの

名簿はもう日々変わってございまして、町で名簿を

管理しているものではなくて、それぞれの事務局で

名簿を管理してございますので、この例えば２２年

の９名の方の実名は私どもでわかってございますが

、その方がどのふるさと会に加盟をしているのかと

かを確認するすべは実はございません。 

 多々、今、調べますと、例えば札幌上富良野会、

いつも秋にやりますが、そこで町長がパンフレット

等でぜひお願いをした直後に、札幌周辺の方から何

件か寄附がいただいているという実績から考えます

と、これらふるさと会のＰＲを今後も続けていくこ

とが有効だなというような考えでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） やはり、そのＰＲ等だけで

なく、やはり広い見地から寄附増をぜひお願いした

いなというふうに思っておりますので、もう一度、

町長にそのふるさと納税の納税者に対する思いは心

だけではなくて、形で見るという形はどうなのだと

いうことで、もう１回、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 私は、寄附という概念ばかりではなくて、ふるさ

と納税についてだけ申し上げますと、納税、両方相

持ち合わせていると思いまして、そういう理解をし

ておりまして、やはり何度も申し上げておりますが

、上富良野に期待を寄せてくれている思いにしっか

りと町のまちづくりという形でおこたえさせていた

だくことが、これが安定してまちづくりに向かう姿

だというふうに私は自覚しているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１番佐

川典子君の一般質問を終了いたします。 

 この後については、昼食休憩といたしまして、午

後１時再開いたしたいと思います。 

────────────────── 

午前１１時５８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたしたいと思います。 

 一般質問、次に７番中村有秀君の発言を許します

。 

○７番（中村有秀君） 私は、さきに一般行政につ

いて、２項目４点について質問通告をしておりまし

た。したがって、順次、質問をさせていただきたい

と思います。 

 １項目めは、住民活動の拠点となる住民会館のな

い地区の計画的建設促進と旭住民会館の早期建設を

ということで、上富良野町には２５住民会と１２４

町内会があり、それぞれの地域によって相違がある

が、協働のまちづくりとして住民会、町内会が中心

になって住民自治活動は活発に進められております

。 
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 自主防災組織の強化と、災害時要援護者対策、公

園緑地等の維持管理、老人クラブの活動の活発化と

ふれあいサロン、地域見守りパトロール等々の町民

主体で成り立つコミュニティーづくりは郷土まちづ

くりの基本指針に基づき、積極的に取り組みが行わ

れております。 

 住民活動の拠点となるべき、住民会館、公民館分

館等がない住民会があります。住民会館のない住民

会、町内会は近隣の公的施設や役員宅等を利用し、

不便を耐えながら住民活動を行っております。 

 郡部１２住民会は、公民館分館等が全部、設置を

されており、また年々、施設の改善整備が行われて

おります。市街地１３住民会は会館のない住民会、

あっても老朽化と狭隘の会館もあります。 

 以上の状況から、町長に次について見解をお伺い

いたします。 

 まず１点目、市街地の住民会活動の拠点としての

住民会館の存在意義についてお尋ねをいたします。 

 ２点目は、旭町住民会は平成２３年９月３０日現

在の住民基本台帳によると、世帯数５４２世帯、人

口１,２９３人で、上富良野町の最大の住民会組織で

あり、町内会数は９町内会で、特に旭町自衛隊官舎

のある旭町２丁目町内会は１３７世帯で構成をされ

ています。 

 旭町住民会の諸活動は、東明住民会とともに、本

町の住民会活動の推進役となっていることは承知の

ことと思います。 

 旭町住民会及び町内会の会議、活動の拠点は東児

童館だが、利用は平常は夜間のみ、日曜日は昼、夜

間とも使われているということになっておりますけ

れども、制限をされており、いつでも利用できる会

館のある住民会とは大きくかけ離れております。 

 また、老人クラブ活動は、社協センターを利用せ

ざるを得ない状況になっており、住民会の地域内で

あれば参加もふえるとの声も聞かれ、住民会関係の

書類、記憶等も保管する場所がなく、その都度、持

ち運びをしている実態にあります。 

 ただいま申し上げた状況から、旭住民会館の早期

建設について町長の決断を求めます。 

 ３点目、市街地その他の住民会館の建設、改築等

は計画的に進めていると考えるが、その具体的な方

針を持ち合わせているかお伺いをいたしたい思いま

す。 

 次に、２項目め、協働のまちづくりに町民と職員

が一体となって推進する地域担当職員制度を導入す

べきであるという考え方でお尋ねをいたしたいと思

います。 

 自治基本条例の制度、協働のまちづく基本方針等

を含め、協働のまちづくりが住民会、町内会や商業

、農業観光、自衛隊と町内の各分野で少しずつ「う

ねり」となっております。 

 地域住民の課題を地域住民が話し合い、協力し合

い、身近な問題の解決、地域の活性化を図るため、

町民と町との協働のまちづくりの一つの方法として

、職員が地域担当職員制度の導入を図るべきと考え

ます。 

 一般町民は自己職業もしながら、高齢者は自分の

余暇に生きがいを求めて協働のまちづくりに各分野

で活動されております。 

 協働のまちづくりを進める上で、広く町民や地域

の意見を聞き、地域と行政が密接な関係をつくるた

めのパイプ役となり、また、地域活動や各種行事と

の参加が必要と考えられます。 

 町政運営改善プラン２４でも、町民参画の推進、

機構改革の見直し等含めて、地域担当職員制度の導

入を強く求めます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの住民会館の整備に関する３点の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の住民会館の存在意義についてであり

ますが、さまざまな地域活動を支える拠点として、

その役割を果たす機能として、大変、意義があるも

のと考えているところであります。 

 次に、２点目の旭住民会館の建設及び３点目の市

街地、その他の住民会館の建設、改築等については

、あわせてお答えさせていただきたいと思います。 

 現在、住民自治活動の拠点となります集会施設に

つきましては、近隣の既存会館や公共施設を有効利

用していただくことを前提としているところでござ

います。 

 集会施設がすべての地区に設けられることは大変

、望ましいことであることは申し上げるまでもあり

ませんが、現実的には厳しい町財政状況の中で、そ

れらをすべて満たすことは極めて難しいことと思わ

れます。 

 そのため、現段階におきましては、建設年次を明

示することは困難な状況にあることを御理解賜りた

いと存じます。 

 しかし、高齢者などの閉じこもりを防いだり、自

立を促すための集いの場の確保は重要な課題と認識

しているところでありまして、地域の要望も十分に

踏まえながら、どのような対応策があるか、今後、

検討してまいりたいと考えておりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの地域担当制度に関する御質問に
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お答えさせていただきます。 

 地域担当職員制度につきましては、行政推進の一

つの方法として理解をしております。その大きな役

割として、議員御質問にもありますように、地域と

行政とのパイプ役があると思われます。 

 そのことから、私も職員には日常業務の中はもち

ろん、私生活におきましてもそれぞれ町内会の一員

として地域活動や各種行事へ積極的に参加をし、町

民とのコミュニケーションを図りながら、地域の課

題やニーズを的確に把握し、速やかに施策に反映す

るよう指示をしているところであります。 

 特に、日々の業務の中でさまざまな事務事業を実

施する上におきましては、住民に近いところであら

ゆる場面を通じて住民の意見をスピーディーに行政

に反映できる体制としているところでございます。 

 さらに、行政内におきましては、町民生活課でそ

れらの情報を集中管理できるよう、内部体制を整え

ておりますことから、御提言いただいております地

域担当職員制度的な機能は持ち合わせていると考え

ておりますので、現在、制度導入の予定をしている

ところでございません。現在の仕組みを十分、機能

させて、その役割を果たすことに取り組みを強めて

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） まず、１点目の関係です。 

 今、町長の答弁の中で住民会館はさまざまな地域

の活動を支える拠点として、その役割を果たす機能

としての意義があるということでの答弁がございま

した。 

 現実の問題として、現在２５住民会の活動の拠点

としての住民会館、ふれあいセンター、それからあ

る面で集会所等もございます。その関係と、またあ

わせて公的な施設を利用しているということでござ

いますけれども、地域的に非常にアンバランスがあ

るのです。特に郡部のほうは着々と改善が進められ

ているけれども、町の中では非常に進んでいない、

それから不便を来している地域、これは実態であり

ます。 

 そういう地域的なアンバランスをどう町長は今、

考えているか、その点をお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の地域の集会

施設に関する御質問にお答えさせていただきます。 

 議員お話のように、現在、郡部におきましてはぼ

全地域、会館が整備されていると思います。 

 半面、市街地におきましては、旭住民会に代表さ

れるように、大きな住民の皆さんがお住まいになり

ながら、地域の特定した施設がないという、そうい

う状況は実際にございます。 

 とりわけ御理解いただきたいなと思いますのは、

郡部につきましては、これは距離的なそういうどう

しても超えられない地域特性がありますので、これ

はやはり郡部においてそれぞれは地域に会館がある

ことは、これは御理解いただけるのではないかなと

いうふうに思っております。 

 市街地のように、他に代替できるような公共施設

がない実態を考えますと、これは御理解を賜りたい

となということで考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私は、郡部の事情は十分、

理解をしております。できるだけその地域から離れ

ないように、その地域で何か長年住んでおられると

いう事情も拝啓をしながら、私は理解をしたいと思

います。 

 ただ、私は町長が従来、いつも言っている町民全

体に光りを注ぐというようなことをキャッチフレー

ズとしてやっているのです。そうすると、市街地の

中でも公的機関が身近にあるところと、それからそ

ういう施設がないところと、もしくは旭町のように

ちょっと言いますけれども東児童館のように、ある

意味で使われているか、閉館されているか、そうい

う形にすると、光が当たるところと、極端に言うと

日陰になるような感じである面で見えます。 

 したがって、私も旭住民会長も含めていろいろ事

情を聞きました。やはり、ぜひ必要だということで

、それは後で数字的にどういう状況になっているか

ということでお尋ねをしたいのですけれども、町長

は役割機能は十分、理解をしているということと、

それから財政的には私もわかります。ただ、今すぐ

ということではなくて、計画的な建設についてどう

考えるかということでお尋ねをしているので、その

点もう一度お願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問に再度、

お答えさせていただきます。 

 地域郡部の会館整備については御理解いただいて

いる、理解させていただきましてありがとうござい

ます。 

 市街地におきますそういう集会施設につきまして

は、私も課題だということは、課題認識ということ

では全く異論はないところでございます。一番、私

が懸念しておりますのは、それぞれ市街の人口集中

地域におきましては、公共施設等も点在しているこ

とから、それらを利活用していただくことも可能だ

というふうに、そういうことで協力をお願いしてい
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る実態もございます。 

 ただ、私、議員がおっしゃっていただきましたこ

とから、私も同じ認識だと思うのですけれども、昨

今、非常に集会場を利用される方々の高齢化等が私

は非常に懸念しているところでございまして、身体

的に若いときとはまたちょっと違う苦労をしながら

、最寄りの公共施設等を利用されているというよう

なつらさを私も時々伺っております。それも実態で

ございます。 

 あるいは、特に人口密集地域におきます公共施設

等のあり方の一つのあり方の押さえ方として、今後

、防災上、そういったものがやはり必然性を帯びて

くるのかどうか、というこは今まだ検討に着手した

ばかりですので、議員に具体的にお答えするような

素材は持ち合わせておりませんけれども、そういよ

うなことで、そういった集会施設等をいろいろな角

度の利用の角度から検討をしていくということは、

これは私は大いにするべきだというふうに理解して

おりますので、そういう中でまた違う展開が組み立

てられていくかどうかわかりませんが、現実に今、

近年の課題としては非常にハードルがあるというこ

とは御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） １項目の意義の関係につい

ては、余り論じても平行線のような気がいたします

。 

 ただ、旭住民会の実態等を含めて、この２番目の

項目に移ってまいりたいと思います。旭町住民会は

、先ほど申し上げたように、世帯数５４２、人口は

１,２３９名ということでございます。世帯数から言

えば旭町が１番目、２番目が本町の４８６、３番目

が宮町の４６６ということで、この１番目と２番目

のところにはそういう施設がなくて、近々の公的施

設を利用しているというような実態でございます。 

 それから、人口的に言えば旭住民会は１,２３９、

本町住民会は１,１５０、３番目の宮町は１,０２６

と、こういうような状況になっております。 

 したがって私は、先ほど申し上げたように、この

旭住民会にはぜひ必要な施設だろうという感じをし

ております。したがって、これらの関係で一つは旭

住民会と、それから東明住民会の比較ということで

、いかにそういう施設があることが、いかにその地

域活動が活発化されるかということで、ちょっと視

点を変えていかしたいと思います。 

 旭住民会、東児童館の利用回数、これは２２年の

事業報告をもとにして調べてみました。そうすると

、旭住民会は東児童館を使うのは１４回、かみんは

３回、これはふれあいサロンです、それから社教セ

ンターが１回、そうすると東明住民会は２８回とい

う形で、非常に倍の形で利用されて活発化されてい

るなというような気がいたします。 

 特に、老人会の関係は申し上げますけれども、こ

れだけの違いが活動の中である、特に旭住民会は東

明住民会とともにうちの町内の２５住民会のやはり

活動の先端を行くような形ということで私は理解を

しています。こういうことで、自前の会館があるの

とないのでは、このぐらいの違いがあるということ

で町長はどう判断しておりますか、聞きたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の集会施設に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 それぞれ今、お示しいただきました地域によって

、活動の頻度に差があるという実態はお聞きいたし

ました。 

 果たして、私の思いといたしましては、その施設

があるないのみがそういう活動の回数等の差になっ

てあらわれているのかどうかと、確かに要因の一つ

であることは否定しませんが、それがすべてかどう

かということもちょっと私、そういうふうになかな

かそこまで理解が深まらないことから、その要因の

一つであるということは理解をできるところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 要因の一つということで、

私はこれは大きな要因なのです。 

 それでは申し上げます。高齢者の実態調査という

ことで６２歳の人口、旭住民会は３１０名、それか

ら旭新あずま会これは８５人です。そうすると、旭

新あずま会で３１０人の高齢者がいて、老人クラブ

の旭新あずま会が８５人が加入をしております。高

齢化率で言えば２５％なのです。 

 ところが、旭町２の住民会、言うなら旭町官舎で

す。これが１３５あって、３２５人、二、三日前に

役場で調べました。そうすると、高齢化率２５％で

あったのが、旭町の官舎を除くと３３.９％になるの

です。非常に高い高齢化率になります。 

 したがって、例えば本町住民会２５６人おります

けれども２２.３％、それから西富住民会は２３３人

で２７.５％、郡部の東中住民会が６５歳以上２２５

人おりまして３７.３％、それに引き続くような３３

.９％という旭住民会の老人の高齢化率であります。 

 したがって、東明のひまわり会のほうを見ますと

、やはりこれは１９３人いて２３.９％、そのうち老

人クラブに東明ひまわ会に入ったら６０人でござい

ます。 

 したがって、この中で見ていきますと、旭住民会

の旭新あずま会この皆さん方のいろいろな行事への
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参加率、これが旭新あずま会を見ますと、例えば例

会で８５名のうち３５名参加、そうすると４２.２％

なのです。それから、東明の東明のひまわり会、こ

れは会員が６０名います。３５名、総会と見ればな

っております。そうすると５８.３％という、非常に

大きい１７.１％ぐらい非常に多いと、多いというこ

とはそこの近辺にその東明会館があるから参加しや

すいと、こういう実態が出てまいります。 

 したがって、一つの要因だとは言いながら、こう

いう差があるということでございます。旭住民会の

会長さんに聞きますと、やはりあそこから社教セン

ターに使う回数というのは、先ほど申し上げました

けれども、社教センター旭新あずま会は年間１３回

、保健福祉センター７回、東児童館２回ということ

で、特に老人の方は平常日の日中が活動の主体にな

ってきます。 

 したがって、東児童館を使う回数が少なくて、社

教センターの回数が多いということです。そうする

と、先ほど申し上げたように、会員の４１.２％しか

参加率がない、片や東明ひまわり会のほうは東明会

館を利用するということで、５８.３％という数字が

あります。これはやはり、場所が近くにあるのとな

いのも大きな違いだと思いますけれども、その点ど

う町長考えますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 その高齢者の偏在と申しましょうか、高齢者がそ

れぞれ地域によって高齢化率に差異があるという実

態はそのおっしゃるとおりだというふうに理解して

おります。 

 ただ、その活動の内容、頻度が先ほども申し上げ

ましたが、その施設のあるなしが決定的な要因だと

いうような私は必ずしも一概にそういうふうに言え

るものではないと、むしろそのウエートがどの程度

かということは数値を持って表現はできませんけれ

ども、やはりそれぞれ地域において活動に参加しや

すいような環境をハードだけではなくて、仕組みを

どのように作るかというようなことも、私は大いに

影響があるものだというふうに思いますし、ただ１

点、これは現実の今、取り組みをさせていただこう

とする、準備を進めている東児童館の利活用につい

ては、活用がしやすいような仕組みに改善すること

、これは今、実現に向けて準備を進めております。 

 どの時点で申し上げればいいのかちょっとタイミ

ングを逸しましたので今、申し上げますけれども、

そういうことで先ほどのお答えの中でありました高

齢化ばかりではなくて、私、冒頭のお答えで申し上

げました高齢者などが閉じこもりになったり、民生

児童委員の皆さん方からも切実に訴えられておりま

すのは、デイサービスに行くまでの手前ぐらいの人

もいっぱいいるのですと、いう人たちについて目を

向けてほしいというようなこと、実情を訴えられて

おりますので、そういったことは会館という形で整

備するしか方法がないのかというようなことも含め

て、それらについては旭住民会のみならず、なるべ

く体に負担のかからないような形で、そういう閉じ

こもりを防ぐような、それはしっかり取り組んでい

かなければならないというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 今、町長の答弁がありまし

たけれども、東児童館の利活用ということになると

、これ以上、利用する時間等は検討していくのか、

それからあの施設についてもう少し手を加えるのか

どうか、その点をちょっと明らかにしていただきた

い。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ７番中村議員の御

質問にお答えをしますが、東児童館の利活用の面で

、今、午前中も使えないということでありますが、

東児童館の利用実態からしまして、平常日におきま

しては午前から開館していても児童が学校等に通っ

ていることから、当然、利用率が低いということで

、開館時間を午前からではなく、午後に変更するこ

とによりまして、午前中の利用が可能になるという

ことで、社教センターの利用されている旭新あずま

会とも午前中の行事も結構あると思いますので、そ

の部分での利活用の促進が図られるのではないかな

と感じているところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） そうすると、平常日の午前

中の利用ができないものをできるようにすると、し

かし午後はだめだということですね。 

 そうすると、あそこに対する施設を改善するとか

、何とかという考え方は今、持ちあわせていないの

かどうか、ちょっと確認をしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 今、新しい利用の形態をつくり上げようという段

階でございまして、実際、御利用いただく中で不便

があったり、いろいろ身体的な対応にこたえるよう

な、現在も利用していただいておりますので、おお

よその見当はつくかと思いますけれども、ぜひそこ

ら辺は実際に利用していただく中から課題が見出せ
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れば、それは私はしっかりと受けとめていくべきだ

というふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 一応、その東児童館を利用

できるということを午前中ということで今、恐らく

これは４月１日の段階かなという感じがします。 

 現実に、あそこの会員は８５名おります。したが

って、実際にその方が多くできれば、言うなれば特

に私は月例会ということで、５月が３５名出席、６

月が２２名ということで、当然、この中にはフロア

ーカーリングをやったり、いろいろな器具を使って

やるケースがあります。そういうことになると、十

分、僕は対応ができないのかなという気がします。 

 実際に今度は東児童館でやるということになると

、従来の参加率より大幅にアップするのかなという

気がしますけれども、その点の対応も十分なのかど

うか確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） どの集会施設もすべて同じ

ような利用ができるような形状を整えられるかどう

かということは、これは非常にハードルの高い話で

ございます。 

 しかし、最低限度、最低というその表現は適切で

はないかもしれませんけれども、日常、活動してい

ただくのに必要な用意を整えておかなければならな

いものは、これは満たしていかなければならない。

ただし、ある程度、面積を要して軽スポーツ等を行

えるような、それまでの条件を町内の集会施設に整

えられるかどうかということは、これは非常に困難

もあろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） とりあえず今、町長とか担

当課長は、とりあえず東児童館を言うなれば旭住民

会の公的な施設を何とか活用してということでござ

います。 

 しかし、私は先ほど申し上げたように東明住民会

、それから東明の老人会のひまわり、それから旭新

あずま会という旭住民会との活動が大きな違いがあ

るというのは、もう明白なのです。施設がすぐそば

にあるというのと。それで、住民会長にしたら、や

はり東児童館で使えるなら行きやすいけれども、社

教センターまではというのは、多くの人たちの意見

が不参加した理由は何かと聞いたら、やはりそれが

大きな要素だというようなことを聞いております。 

 したがって、今、町長は冒頭、高齢者の閉じこも

り、それから自立を促すため、それからもう一つは

やはり同じ住民会の仲間同士がやはり触れ合いの場

が僕はある面で大きいのかなという気がいたします

。 

 そういう点で、私の先ほど申し上げた実態からい

くと、ある面で旭住民会に対する住民会館、それか

らもう一つは自衛隊の旭町官舎の皆さん方が何か集

会するにしても、制限されてあれなのだということ

で、ですからある面で僕は防衛施設の防衛省の関係

の予算の中で、何とかそういう手だてがないのかな

と、非常に地域の人たちは困っているし、これだけ

上富良野町の住民会の最大の世帯数、人口を持って

いるということを考えれば、今後、そういう点でも

う少し検討する余地がないのかどうか、というのは

町長、一番最初の答弁の中で地域の要望も十分あれ

ば、それらも対応を検討していきたいということな

ので、そういう検討の余地があるのか、町長がいつ

も言う持ち合わせていないというような答弁ではな

くて、もうちょっと前向きな答弁をお聞きしたいと

思いますが。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 自衛隊の官舎の利活用については、ちょっと今こ

こで即答できるような情報を持ち合わせておりませ

んので御理解いただきたいと思いますが、東児童館

の利活用につきましては、これはぜひ中村議員の御

質問の中でいろいろな団体が自分の住民会の方なん

かは、住民会で固有の書類だとか、そういったもの

をしっかりと備えておく、そういう機能も旭住民会

には少し欠如をしているというようなお尋ねもあり

ましたので、今、担当課が指示している中ではもし

可能であれば、町の状況が許す範囲内であれば、そ

ういったものを格納する、そういうようなことも考

慮してあげてほしいということは指示してあります

ので、まず東児童館を最大限利活用いただければな

と願っているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私、先ほど自衛隊官舎の利

用ではないのです。自衛隊であれだけの戸数と人員

が旭町にあるから、言うなればあの人たちのために

もその住民会館が必要ではないかと、そうするとも

う一つは防衛省の予算でそういう措置ができないか

ということ、その点はいかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） そういう、今、議員がお尋

ねいただきましたような、そういう前提を持った検

討を残念ながら今までしてきておりませんので、今

、ちょっとお答えは無理かと思いますので御勘弁い

ただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 平行線ですけれども、私は
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本当に町長が言う、いつも町民の皆様方に日の当た

るところ光を当てるということであれば、このよう

な状況の中である自治会、旭住民会に対してもうち

ょっと温かい手を差し伸べていきながら、もう一つ

は将来の展望ということで、計画的なものができな

いかということで再度、お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 それぞれ地域に本当に身近なところにそういう集

える場所が備わっているということが冒頭申し上げ

ましたように、私は望ましい姿だというふうに思っ

ております。 

 もし、財政事情が許すことであれば、やはり町民

の皆さん方が等しく御利用いただけるような、そう

いう整備をできるものであればしたいということは

全くそのとおりでございます。 

 しかし、残念ながらなかなか一足飛びにそういう

ところに届かないというのが実態でございまして、

これはこれからのまちづくりの中でお答えの中で一

部、申し上げましたけれども、防災上そういうもの

がまた必要だという観点も生まれてくることも想定

されますので、ぜひそれは少し時間をいただいて、

その中でしっかりと組み立てをしていきたいという

ふうに考えておりますので、ぜひ御理解を賜りたい

と存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 防災上も含めて、しっかり

組み立てをしていくということを検討したいという

ことでございますので、何とかそれらについてただ

単なる検討ということではなくて、前進する検討を

お願いしたいと。 

 それで次に３番目の市街地その他の住民会館の建

築、改築等を計画的に進めるということで質問をい

たしましたけれども、２と３と繰り合わせて答弁が

ありました。 

 現実にやはり施設のないところというのは、現実

の問題として旭住民会と本町住民会ですね、本町住

民会は先ほど申し上げたように、世帯数は旭住民会

に続いて４８６、それから人口は１,１５０人という

ことです。たまたま日東会館、もしくはセントラル

プラザを利用しています。しかし、以前は日東会館

を日の出と供用していたのですけれども、いろいろ

な違いで完全にあそこから離れた形になっておりま

す。ですから、その都度、利用料金を払うというよ

うな形になっています。 

 したがって、こういう形での問題、それからもう

一つは集会場の関係、あすなろ集会場、住吉集会場

、それからしらかば会館、宮町会館とありますけれ

ども、やはり老朽化、特に今回、私は調べて住民会

長さんがしらかば会館が狭隘だし、老朽化になって

いると。あれはかつて営林署の建物を移設をしてや

ったということで、田中住民会長はお話をしており

ました。 

 それと、玄関あがってもすぐ部屋ということで非

常に狭いということと古いということで、何とかな

らないかということでございます。私は当然、公営

住宅や公共の建物の少子化という対策からいくなら

ば、これらについても目を向けていかなければなら

ないと思いますけれども、それらの計画的なものが

あるのかどうか確認をしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の集会施設に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 既存の集会施設、老朽化、あるいは狭隘だという

ような、それぞれやはり時代の変化とともに住民の

方々の思いが変わってきていることは、それはもう

理解しております。 

 さらに、その維持補修等につきましては、これは

計画的に行っていくことを前提としております。た

だ、この直近の３カ年の実施計画の中では具体的に

そこにまだ及んでおりませんが、今後、そういうよ

うな状況が生まれましたら、そういう長期計画の中

に位置づけはしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 特に集会場等の関係で、特

に郡部のほうはいろいろな関係から着々と改善等が

進められております。 

 したがって、市街地の関係についても、長寿化等

も含めて現状を把握しながら、ぜひこれらについて

対策をとっていただくよう強く要望をいたしたいと

思います。 

 次に、時間がありませんので、次に２番目の協働

のまちづくりの関係の地域担当職員制度の関係につ

いてお尋ねをいたしたいと思います。 

 今、町長は職員には日常業務の中でもちろん私生

活においてもそれぞれの町内会の一員として地域活

動や各種行事の積極的な参加し、町民とのコミュニ

ケーションを図りながら地域の課題、ニーズを的確

に把握し、速やかに施策に反映するよう指示してい

るところであるということでございます。 

 しかし、このニーズをとらえて反映している事例

というのはあるのかどうか、ちょっと確認をしたい

のですけれども。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の職員の対応につ
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いての御質問にお答えさせていただきます。 

 私は日ごろ、職員に対しましてはとにかく常に申

し上げておりますのは、住民の皆さん方がいろいろ

な諸課題、あるいは諸問題に対しまして、一番その

ありふれた言葉ですけれども、私は現場がすべてだ

と思っておりまして、いろいろな事務事業を進める

中で必ず課題が起きたり、問題が起きるのは現場で

起きているわけですから、そこで必ずしっかりと住

民の皆さん方と対話をして、御理解をいただいて、

そして事業を進めるようにということで申し上げて

おりまして、これは自分で評価するわけにはいきま

せんが、そういう未解決の課題が積み重なってきて

いるというような状況にはないのではないかなとい

うふうに理解をしているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 本当にある面で紋切り型の

答弁、一般的な答弁に終始しているように私は感じ

を受けます。 

 それでは、一歩進みますけれども、それでは役場

の職員で町内会、住民会、それから文化団体、スポ

ーツ団体、いろいろなところで積極的に参加をして

いる、そういうような状況を把握しているかどうか

お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

いたします。 

 少なくても私が参加させていただいたり、出席さ

せていただいている中には、数の大小は別にしても

相当の部分で職員の顔は見えますので、これはまだ

まだ隅々まではわかりませんけれども、そういうこ

とに意は用いてくれているというふうに理解はして

おります。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 町長、よく光を隅々まで当

てる、それからもう一つは現場主義ということで常

々言われております。 

 しかし現実の問題として、協働のまちづくりと言

うけれども、町の職員も夜間でも一般町民はやはり

住民会、町内会のいろいろな活動をやっているわけ

です。そうしたら、役場の職員も一町民として積極

的に呼びかければ参加をする、そういう体制が必要

だと思うのですけれども、現実の問題、私の見る限

り、私の活動範囲の中ではやはり積極的な面が見え

ないという実態がありますので、その点、町長はど

う判断しますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 先ほど申し上げましたよう

に、私の目が届く、届いている範囲の中におきまし

ては、職員の姿も見受けられるし、ある部分におい

ては本当に積極的にかかわっているなというふうに

映っている部分もございます。 

 中村議員と見る角度、見る視点が違えば、これま

た違うわけでございますけれども、ただ言えるのは

常々そういうことに積極的にかかわるように、参加

するようにということは、私も申し上げております

それぞれ所管の管理職の皆さん方からもすべての職

員の皆さんに私の思いを伝えてくれていると思いま

すので、１００％かと言われますと、そうではない

と思いますけれども、しかしそういうことを認識し

ているということは、私は認識してくれていると思

っておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） それでは町長、平成２２年

１２月の定例会、ここに同僚議員、今、後ろにおり

ますけれども岩田議員が質問しているのです。 

 その答弁の中に、それは職員としてもちろん職場

の中で教育をされたり、いろいろな勉強をすること

はありますけれども、やはり住民から教えていただ

いて、住民が育てるというのは、もう私これは何度

も申し上げておりますけれども、とにかく住民の中

に入って仕事をしなさいということで申し上げてお

りますと。 

 それで、今、この担当職員制度を取り上げており

ませんけれども、それも日常の仕事の中で立場を超

えて、それぞれの住民のいろいろな課題の中で飛び

込んでいって、そして直接、とにかく住民といろい

ろな声をいただかないと、どちらかという職員の気

質というものは意識が高まっていかないというのは

実感していると町長の答弁です。それに今、同じ気

持ちですか、その点、伺います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 全く同じスタンスですし、

同じ思いを続けております。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） それでは、改善プランあり

ます、２２、２３、２４とその中に地域内の活動と

いうのがそれぞれ載っております。 

 そうすると、職員の地域内活動の推進、町のイベ

ント、集会等の行事、運営等の積極的な参加、それ

からもう一つはまちづくり協働参画の実践等に関す

る職員の意識調査の実施ということで、これは２２

年、２３年、２４年、同じ項目上がっているのです

。何も進展していないのです。地域内の活動、何を

やっているかといったら、町の広報を自分持ち回り

の地域のときに配達をしているということが、この

２２年度改善プランの推進状況の中になっています

。 

 職員の地域内活動の推進、職員である広報を届け
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ボランティアの推進、これは１２４件中４８件実施

をしているということで、あとは２２、２３、２４

の改善プランの中で全く同じような項目しか載って

いないのです。前進していないのです。町長がそう

いう認識を持っているということであれば、その点

、もう一度お聞きをしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 大事な項目は継続して掲げていくということは、

私は否定するものではありません。大変、重要なこ

とだというふうに考えております。 

 職員に対する教育に及ぶ話かと思いますけれども

、私といたしましては先ほど議員から以前の質問に

お答えした内容も披瀝いただきましたけれども、今

も全くそういうような気持ちでおりますし、職員の

教育を通じてそういった項目がプランの中で掲げな

くてもいいような、そういうことが究極の目的でご

ざいますので、これからも意を用いて、しっかりと

職員教育も含めて取り組んでまいります。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） ２２年のときに、同僚議員

が職員の気質というのは意識が高まっていかないと

いうのが実感しております。だから僕は、２１年、

２２年、２３年、２４年同じ項目でもうちょっとレ

ベルの高い町政運営改善プランが出てきてもいいの

かなという認識はしております。 

 果たして、町長が言うように今後、進めるという

ことであれば期待をしたいと思いますけれども、一

つこの後半の町長と行政内では町民生活課、これら

の情報を収集、関知できるようライブ体制を整えて

いくことからと御提言いただいております地域担当

職員制度的な機能は持ち合わせていると考えている

というのは、今の状況でいいということでございま

す。 

 それでは、その情報の収集の内容を私、言います

。町長と語る会、これは２１年度は４件ありました

。しかし、２０年度、２２年、２３年はゼロです。

それから、まちづくりトーク、特に平成２０年は自

治基本条例の関係がありましたけれども９件で、あ

とはないです。それから出前講座、３５講座あるう

ち、１４講座が実施し５０回あります。しかし、そ

の中で１５講座を一切呼びかけを３年間ないのです

。そうすると、一体どういう形でこの集中管理をし

ているかということを含めて、やはりこれは見直さ

なければならない、それから町民ポスト、これは２

０年度１８件、２１年度１８件、２２年度２２件、

２３年度１８件あります。確かに、町民の皆さん方

、的確に町民ポストの中では出ております。 

 しかし、現実の問題として、これを速やかに取り

入れているところと、全然その言うなればちょっと

極端に言うのですけれども、小学校グラウンド内の

犬の散歩を衛生上禁止とし、そうしたらこの答弁は

どうですか、子供の成長、町民の健康増進のため、

一般の方のグラウンド内に入ることを禁止していな

い、犬のことを書けばいいのです、立て看板をする

とか何とかという、そういうような関係。それから

社教センター正面に時計をつけてほしい、時計の設

置、管理費用はかかるため予算的に困難、もうちょ

っと温かいものがあっていいのか、しかし温かいも

のがありました、２３年度の町民ポスト、おむつの

問題です。これは、４月８日に回収をして、６月２

３日、所管の回答です。そうすると、おむつのごみ

袋については今後、検討しますという回答、しかし

今度、２４年度の予算の中に年間６０、５２５万が

予算化されているのです。 

 やはり、こうやって着実にやはり住民の声を聞い

たものを実現する、そういうことをやっていかない

とだめではないかと。それからもう一つは、宮町３

丁目７番の道路の配水のトラフの凍上、しばれて出

入り口の段差ができてる、これは６月２日にこの投

書を回収して、６月２日に所管で回答して、６月３

０日に工事完了ということで出ております。 

 したがって、できるもの、できないもの等も含め

て、私はやはり速やかにやるような体制をぜひとっ

ていただきたい、それからもう一つはパブリックコ

メントです。この１９年度から見ていますと、２０

年度は自治基本条例、それから総合計画の関係であ

ります。しかし、２３年度は４件やって、パブリッ

クコメントはゼロ、それから２２年度も４件やった

けれどもゼロ、２１年は３件やったけれども１件、

それから１９年度は２件やったけれどもゼロ、２０

年は先ほど申し上げた自治基本条例や第５次総合計

画、それから教育振興計画、地域福祉計画がありま

したから、ある程度の件数があります。 

 そうすると、私は今言う町民生活課で情報を収集

して、言うなれば職員の担当職員制度を持ち合わせ

ていないということについては、こんな情報の収集

の仕方で果たしていいのかということで、非常に疑

問が思うのです。その点、町長いかがと考えており

ますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、前段の御質問をいただきました、いろいろ

な講座、あるいはトーク、そういったものに関しま

しては、町がそういう機会、あるいはそういう場を

提供すること、提供させていただいて、そしてある
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種、町民の皆さん方が能動的に行動を起こされるよ

うなものもあると思います。 

 あるいは町の我々行政当局側が能動的に取り組ま

なければならないものもあると思います。それは、

やはりそれぞれ使い分けというか、その軸足の置き

方をやはり考えて行動すべきだと、対応するべきだ

というふうに思っておりますし、そういう中で町と

して果たしていかなければならない役割をしっかり

と果たすように、それは不断にこれからも続けてま

いりたいというふうに思います。 

 それから、町民ポスト、パブリックコメント等に

ついての御質問ございました。これはどのようにそ

れを理解するかということで、また少しスタンスが

違うのかと思いますけれども、町民ポスト等につい

ては、そのお答えする文言、そういったものについ

親切さが感じられないものについては、これはもう

改善するべき、率直に申し上げます。 

 また、できること、できないと、時間が要するこ

と、それもしっかりとやはりわかりやすいように答

えていくということは、当然、責任でございますの

で、それは改善しなればならないものは改善してい

くことに努めさせていただきます。 

 ただ、その数が多い少ない、あるいはパブコメも

コメントが多い、少ないということは、それが即そ

の事業の評価に直結するものということは一概には

言えないのではないかなというふうに思っておりま

して、これはそういうコメントがいただけるような

条件を私どもが与えているかどうかということは、

これは検証しなければなりませんけれども、そうい

うことで切り分けて整理していきたいというふうに

考えております。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私は、町民の皆さん方が個

人的でも団体でも、地域的でも、そういうものがこ

ういうことに寄せられたり、それから住民会長懇談

会で出されたということは、僕は大きな要素になる

のかなという気がいたします。 

 したがって、私は今回、２月３日、洞爺湖町へ議

会運営委員会で行ってまいりました。洞爺湖町では

、これを平成２２年１１月からやっているというこ

とでございます。 

 人口的にはうちが１万１,７８５だけれども、洞爺

湖町は１万８９人と、大体似通ったところでござい

ます。それで、４２自治会で１８地区を４２自治会

を分けてやっていると、最大の受け持ち世帯が４０

９、最小が２３というような状況、これは地域的に

洞爺湖村のところの地域だろうと思います。 

 そういう関係で、非常に目的としては行政情報の

提供と住民議論、地域活動の参加、各種行事、懇談

会、親睦会などの参加、それから職員への自主活動

の推進ということでやっております。 

 その中で、我々が行ったときに地域要望が１６件

、それから地域の要請５３件、それから行政情報が

３回というようなことになっております。 

 したがって、内容的にはリーダー１人、サブリー

ダーが２人、それから一般職員というような配置で

やっております。きのうも担当者と電話して、やは

りその職員、リーダーなり、サブリーダーなり、担

当職員は非常に頼って、いい活用の仕方をされてい

るということでございます。 

 ただ、一つは町長が２２年、岩田議員質問の、御

用聞き的な要素がなきにしもあらずだというような

関係も言われておりました。私、それはそういう要

望があるということで前向きにとらえていかないと

、やはり郷土のまちづくりという関係からいくと、

ぜひこれは上富良野さんも考えているのであれば、

ぜひやれば絶対マイナスの要素はないというような

ことを語ってくれました。 

 したがって、それらの関係でやはり今言ういろい

ろな情報供給で町長と語ろう町民ポスト、パブリッ

クコメント、そういうものについて非常に出前講座

も含めてそんなに成果がないような、特に出前講座

については、今回、５０件のうちの４６件のうち２

３件が消防の防災関係なのです。それを除いたらど

うなのかという気もします。 

 したがって、出前講座の見直しも当然やってもら

わなければなりませんけれども、今言う洞爺湖町が

やっている関係等含めて、今後、地域担当制度とい

うことで、できれば検討課題として載せていただき

たいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 それぞれどういう手法を持って住民との距離を縮

めていくかということは、それぞれ地域のオリジナ

リティーがあっていいと思います。私は、職員のま

ず資質を高めて、そしてみずからがまちづくりの中

心になるのだというように資質を高めていけば、お

のずとどういう方法であれ、地域住民に密着した行

政運営ができるものというふうに考えておりますの

で、多用な幅を持ってこれからも取り組んでまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、７番中

村有秀君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、本日の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部
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終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 あす、３月１５日は、本定例会の４日目で、本日

に引き続き一般質問を行います。 

 開会は、午前９時でございます。定刻までに御参

集賜りますよう、お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時００分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会４日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 本日は、昨日に引き続き一般質問の２日目です。

質問者は４番米沢義英議員から、順次、通告書のと

おり行います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ６番 徳 武 良 弘 君 

     ７番 中 村 有 秀 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ きのうに引き続

き、町の一般行政について質問を行います。 

 初めに、４番米沢義英君の発言を許します。 

○４番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました点について、町長に答弁を求めます。 

 第１番目には、自衛隊演習場の騒音対策の点であ

ります。 

 演習場周辺の住民、また家屋においてはたび重な

る自衛隊演習場内での砲撃訓練、あるいは機関銃射

撃訓練などなど等によって、騒音に悩まされている

という現状が続いています。例えば、住宅が空振で

揺れる、またテレビの画像が乱れるなどなどの障が

いが出て、生活がしづらいという状況になってきて

おります。 

 現在の騒音被害では、補償対象は限定されており

ます。飛行訓練等の騒音のみであり、砲撃や戦車及

び機関銃などの騒音被害に対しては補償の対象外と

なっているというのが実情であります。 

 また、近ごろにおいては近隣住民、また町とも協

力しながら演習場周辺の住民から騒音に対する苦情

も出され、何とかこの補償対象枠を広げてほしい、

そういう中で多くの皆様からも要望が出され、行政

も動かざるを得ないという状況になっております。 

 この間、町においては住民の要望などによって、

この騒音対策に対する考えを防衛施設局に対して考

えを改めるよう求めるなど対策を行ってきたかとい

うふうに考えております。 

 この間、私の質問に対しても関係機関に働きかけ

、早急に騒音に対する対策を講じる、こう答弁して

きましたが、この間、行政として防衛施設局等にお

いてどのような要望をされ、また今後、軽減策が図

られようとしているのかお伺いいたします。 

 次にお伺いしたいのは、子育て応援手当交付金の

問題であります。 

 町においては、子育て応援手当交付金、これを２

３年度において不納欠損処理という形で処理をした

いという旨の報告がありました。この間、国におい

ては子育て支援という形の交付金、１人当たり対象

となる自治体にいた子供さん抱えている世帯に対し

て３万６,０００円の子育て応援特別手当を交付、支

給してきましたが、町においてどういうわけか総体

的な支給額、支給人数のきっちりとした押さえがさ

れていなかったのか、しかしされていたとしても道

において、指示に基づいて交付申請をしたけれども

、結局、その差額が３９万６,０００円戻ってこなか

ったという結果になり、結局、２３年度において不

納欠損処理するという形の報告がありました。 

 この点で私は納得いかないという点があります。

この間、行政に至っても５万でも、２万でも節約を

しなさいという形の中で、財政をやりくりをしてき

て、結局、事務手続の違いで３９万６,０００円の不

納欠損、いわゆる入ってこないという、国から交付

されていなかったという形の中で不納欠損処理しな

ければならないというのは、どうも納得できるよう

な話ではありません。 

 ここでもう一度、確認したいのですが、なぜ不納

欠損処理しなければならなくなったのか、私はもう

一度、引き続き国に対しても手続上問題がないとす

るのであれば、仮に出納の窓口が閉鎖されていたと
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しても、引き続き交付するよう要望すべきだと思い

ますが、この点についての町長の見解を求めます。 

 次にお伺いしたいのは、介護保険制度についてで

あります。 

 今年度より、介護保険制度がまた新たに改定され

ようとしております。その背景には、税と社会保障

の一体改革という名のもとで、またお金がなくなる

という形の中で将来の社会保障を充実する、そうい

う形の中で介護保険制度やあらゆる制度の見直し、

こういうものが国の中でうたわれています。 

 介護保険制度は３年に１回、見直される制度であ

り、今年度、その対象になる年度となりました。今

、高齢者はいろいろな負担を求められていますし、

求められようしています。 

 例えば、介護保険料の利用者負担の引き上げ、年

金給付の削減など、また今後あろうとされている実

施されようとしている診療窓口、診療科目が変わる

ごとに、一定の負担を求めようという動きなど、数

多くの負担が強いられようとしています。 

 そういう中で、介護保険料の引き上げが行われる

という状況は、それだけ負担が当然、伴います。上

富良野町の介護保険料の改定では、平均で約１０％

の改定が行われようとしております。その介護保険

の前期の段階、４区分の２段階では３,６００円でし

たけれども、今回は３,９５０円となり、３５０円ア

ップになるという状況になりました。町では負担を

極力抑えたと述べておりますが、しかし所得が少な

い世帯ほど介護保険料の負担率は上がるという逆進

性は改善されておりません。 

 問題を解決するということであれば、一般会計か

らの繰り入れをふやす、町は事あるごとに行政では

国の指示のもとで一般会計からの繰り入れを行うこ

とはできないと、こう述べておりますが、しかし他

の自治体では一般会計からも繰り入れを行い、国の

指示をはねのけて堂々と住民の要望に立って介護保

険料の引き下げ、また据え置きを行うという自治体

もあります。 

 上富良野町においても、それだけの構えを持って

住民の暮らし、医療の充実、介護保険料の据え置き

や引き下げを行うことは、私は可能だと考えますが

、町長はこの点についてどのようにお考えなのかお

伺いいたします。 

 次に、予防接種についてお伺いいたします。 

 今、子供の予防接種、国の制度もあって負担の軽

減されているもの、あるいは任意接種で自己負担が

あるものなど混雑しておりますが、子供の命を守る

という点、これは子供だけではなく、お年寄りから

大人、子供まですべて対象になることだと考えてい

ます。 

 そこで、子供たちに対する近年、ふえてきてるロ

タウイルスが感染して胃腸炎になるという状況が生

まれ、ひどい子供さんに至っては重症化するという

例も生まれてきております。ワクチンを接種すると

いうことになりますと、約３万から４万、その医療

病院によって若干異なりはありますが、最低でも２

回接種しなければならない、こういう状況になって

おります。 

 上富良野町においても、ロタウイルスに感染する

子供さんも一部見受けられるという状況の中で、こ

の重症化を少しでも軽減する対策としても、ロタウ

イルスに対する感染、あるいは予防接種に対して補

助を設ける制度をきっちりと設置する、これが今、

必要だと考えますが、この点について町長の見解を

求めます。 

 次に、子育て支援としてごみ袋の紙おむつを利用

している世帯に対して、ごみ袋を支給するという案

を町が提示いたしました。それは、対象年齢は２歳

までという状況であります。 

 おむつを外し、１人で歩き、また用を足せるよう

になる、そういう年齢を基準としたとしています。

しかし、まだ２歳、３歳まで、こういう子供たちの

中ではおむつを外せないという、そういう子供さん

もいらっしゃいます。 

 またリハビリを兼ねた形の中でおむつをしている

子供もいます。機械的に問題を見るのではなく、事

実上において子供に対する支援という形の中で、ご

み袋の支給をするのであれば、実態に即した年齢拡

大、３歳まで拡充すべきだと考えておりますが、な

ぜそうされないのか見解を求めます。 

 次に、商業振興についてお伺いいたします。 

 今、町においては元気を取り戻すまちづくり、ま

た産業づくりというのが必要不可欠であり、求めら

れている課題であります。この間、何度もこの点に

対してまちづくりに対する振興策を早急に行うべき

だという要求を行ってきましたが、いまだにその方

向性が見えないというのは、まことに残念でありま

す。 

 この間、町は空き店舗、空き地の実態調査もしま

した。調査倒れになるのではなく、その後の展開を

どうするのかということ、これが今、必要だと考え

ております。商工業者に対する具体的な振興対策、

これを図って元気な町を、そして関連する産業も、

そして底上げする、こういうことが求められている

と考えています。 

 そういう意味では、それによって人口がふえれば

、交付税にもはね返り、また町の産業も潤うという

循環型の産業や振興が求められていると考えていま

す。そういう意味では、今後、商工振興、これに対
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する振興策をどのように位置づけ、考えようとして

いるのか、町長の答弁を求めます。 

 次に、住宅のリフォーム制度の問題について伺い

ます。 

 町では、昨年度から住宅における耐震化及び環境

に対応した住宅の設備に対して助成を行ってきまし

た。大変、喜ばれてもおります。 

 しかし、もう一方ではこの制度がなかなか利用し

づらいという声が聞かれております。利用件数の伸

び悩み５０件に対して４０件、環境整備に対しては

６０件に対して２件という状況の中で、利用する相

手の方がいますから変動あるのは当然であります。 

 しかし、他の自治体では利用枠を超えて補正をす

るという状況にもなっているというのが実情であり

ます。他の自治体と上富良野町の違いは何かという

ことでありますが、それは簡易な改装などが対象に

なっていない、制度の利用を熟知していないという

こともあるでしょうが、簡易な設備、改装に対する

こういうものが対象になっていないというところが

はっきりしているわけでありますから、利用しやす

いように制度を改める、これが当然ではないでしょ

うか。 

 この間、町はこういうリフォーム制度をやること

に個人の資産をふやすことになるからだめだと言っ

てきましたが、結局、住民の世論に押されて、これ

をせざるを得なくなりました。しかし、またその蒸

し返しを行うというのであれば、おかしな話であり

ます。 

 住民が利用しやすい制度、地域が潤うような、そ

ういう制度であればきっちりとそういう流れに即し

て改善を図るということ、これが今、求められてい

ると思いますが、この点について町長の見解を求め

ます。 

 次に、新規就農対策について伺います。 

 今、国においても、全国においても、この上富良

野町においても、先行きの農業に対する見通しが立

たない中で、老齢化及びまた離農せざるを得ないと

いう、そういう就農者がふえる傾向にあります。 

 町においてもそういう対策として、新規就農に対

する支援制度や貸し付け制度、また国に対して補助

制度を活用した制度も講じておりますが、しかし一

方で未耕作地がふえるという現状もあります。 

 そういう意味では、これから上富良野町の農業を

きっちりこれからも支える、これは何よりも必要に

なってきています。今、国はＴＰＰという形の中で

、関税を撤廃しようという動きがあります。仮に、

所得補償や価格保証制度があったしても、ＴＰＰが

導入されれば、それはもう補えなくなってしまう、

こういう試算も出され、米農家では９割、ビート農

家でも９割以上の農家がこれを耕作を断念せざるを

得なくなるという実態が明らかになっています。 

 そういう意味では、国の制度や自治体としても後

継者や新規就農者に対する維持、またこの定着して

もらって農業を続けてもらう、そういう対策を打ち

出す、これが何よりも必要だと考えています。 

 今、国はそういう中で新たな制度として新規就農

を目指す青年に対して助成金を給付する制度、創設

するという形になりました。この間、私たちは国や

道においてもフランス並みの新規就農青年育成をす

べきだという要望を出してきました。その結果が一

部、実現されてきたものだと思います。そういう制

度を活用して、上富良野町においても他方からも多

くの青年がこの上富良野町に来て就農できるような

環境づくりをするということが必要だと考えていま

す。 

 この制度は、就農から５年を限度に年間１５０万

円給付する事業であり、また同時に先進農家の研修

などを受け行う、また自治体では地域農業づくりの

計画をきっちりつけて、青年の就農対策をきっちり

位置づける、そういう計画をつくるということが求

められています。 

 大規模化を一律に押しつけるのではなく、当然、

小規模であったとしてもそれを生かせる制度であり

ますから、新設された制度を大いに活用して、就農

に結びつける、若い青年を支援する、そういう環境

づくりが必要だと考えておりますが、これらの点に

ついて町長の答弁を求めます。 

 予算編成について伺います。地方財政計画では、

震災や復興対策に対して緊急の防災、減災事業によ

る交付金の活用を行うべきだという自治体に対する

指示も行われています。 

 地域経済や雇用対策という形の中でも数千万以上

ものお金が交付され、その中でも住民に光り注ぐ事

業費を活用する制度もあり、多くの制度、子供基金

などの活用する制度もあります。 

 今、上富良野町においても、防災機能の強化や地

域づくりの強化がうたわれているという状況の中で

、このような対策、予算を使ってまちづくりに生か

すということが求められていると考えています。 

 町の予算を見ますと、雇用対策に至っては町独自

の対策はありません。行政は公共事業で補えるから

、単独の予算はつけなかったという方針であります

。 

 しかし、単独の補正予算をつけなかった、予算を

つけなかった、従来の公共事業で雇用が促せること

を考えているでありましょうか。私は、この点で一

定の業者に至っては雇用する枠が決まっていますか

ら、仮に忙しいという状況になったとしても、そこ
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でやりくりするという状況になりますから、これは

町単独の予算をきっちり組む、そういう対策を行う

、防災機能の面ではやはり防災備品等の充実を行う

、地域の公共施設の整備や、あるいは庁舎に至って

は震災に耐えうる状況でない庁舎でありますから、

そういうものの将来性をきっちりうたうなど、予算

編成に対する計画そのものがなかなかやはり見えて

こないというのが実情であります。 

 そういう意味では、上富良野町においては地方財

政に示された、こういう予算編成の活用をきっちり

行う、こういうことが求められていると思いますの

で、これらの点についての見解を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 ４番米沢議員の御質問に順次、お答えさせていた

だきます。 

 まず１項目めの演習場の騒音対策に関する御質問

にお答えいたします。 

 演習場の騒音対策に関する要望につきましては、

平成１２年度より住宅防音対策を含めまして、騒音

対策に関する要望を上富良野駐屯地、第２師団、北

部方面総監部、防衛省並びに関係国会議員及び政府

へ、上富良野町基地対策協議会、北海道基地協議会

、全国基地協議会を通じて毎年、要望活動を行って

いるところであります。 

 このたび、このような長年の要望活動が反映され

まして、これまで航空機騒音地区の住宅防音のみ国

の補助対象となっていたものが、演習場での戦車や

火砲の砲撃音の騒音につきましても、平成２５年度

より国庫補助の対象となることで法改正がなされる

予定であります。 

 これら法改正のスケジュールとしましては、この

３月末には国から全国の関係都道府県知事に対して

、平成２２年度に実施されました騒音調査をもとに

、住宅防音区域の指定にかかわる考え方が示される

予定で、これを受け北海道知事から４月上旬には関

係自治体に対して意見照会が行われる予定と伺って

いるところであります。 

 なお、関係する自治体からは、４月末には北海道

へ回答する予定となると思われます。 

 その後、国ではこれらの関係自治体の意見を参考

に、７月ころには住宅防音区域の指定告示、平成２

４年度は住宅補償の設計積算等を行い、平成２５年

から補償工事が実施される予定と聞いております。 

 町といたしましては、今後におきましても防音対

策等についてさまざまな機会を通じて要望活動を行

ってまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、２項目めの子育て応援特別手当交付金に関

する御質問にお答えいたします。 

 平成２１年度決算におきまして、収入未済となっ

ておりました子育て応援特別手当交付金の一部につ

きまして、このたび当該年度の不納欠損として処分

整理する判断をいたしたところでありまして、その

経過等につきましては、これまで御説明させていた

だき、御理解を賜ってきたところでございます。 

 このたび、このような整理をしようとする理由に

つきまして、当該事業について既に交付額の決定も

終え、事業終了から２年の年限が経過し、国におい

ても担当部署が解体され、今後の財政措置は困難で

あるとの回答があったことなどから、総合的な見地

から考慮し、今回、整理することが妥当と判断した

ところであります。 

 私といたしましては、極めて不本意ではあります

が、諸状況を考えますとこれ以降の要請も難しいも

のと判断したところであり、重ねて御理解を賜りた

いと存じます。 

 次に、３項目めの介護保険制度に関する御質問に

お答えいたします。 

 上富良野町の介護保険料の改定につきましては、

介護保険財政運営の安定化を基本として、ここ３カ

年の介護給付費の伸びを見た中で、介護保険料額を

設定させていただきました。 

 また、介護保険料の１割アップの要因の中には、

介護保険料の負担割合について、世代間の負担率が

政令により改正されまして、１号被保険者の負担割

合がこれまでの２０％から２１％となり、この１％

の上昇分が今回の保険料改定分の約５０％を占めて

おります。 

 これらのことから、上富良野町介護保険事業基金

の取り崩しと、さらに北海道財政安定化基金の取り

崩しからの交付を受けまして、介護保険料の上昇を

極力抑えた介護保険料額の設定とさせていただきま

したことを御理解賜りたいと存じます。 

 なお、介護保険制度は、介護保険法で定められた

国、北海道、町の負担と１号被保険者、２号被保険

者の保険料で運営されていることから、一般会計か

らの制度上の繰り入れはできないこととなっており

ます。 

 次に、４項目めのロタウイルス予防ワクチンの接

種に関する御質問にお答えいたします。 

 乳幼児に発熱、下痢や嘔吐などの症状を起こす感

染症胃腸炎のうち、２０％程度を占めるロタウイル

スの予防ワクチンが国内でも昨年１１月から販売さ

れ、希望者は接種が可能となりました。 

 ロタウイルスワクチンにつきましては、現在、厚

労省における予防接種部会におきまして、経口生ワ

クチンであること、導入初期に腸重積の増加が指摘
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された経緯があること。さらには、医療経済的な視

点からの検討が必要であるとのことから、予防接種

法の対象とするか否かの検討を開始したところであ

りまして、今後、部会の動向も注視しながら情報収

集に努め、時期を見て町としての判断をしてまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

 次に、５項目めの紙おむつ用ごみ袋の支給に関す

る御質問にお答えいたします。 

 子育て支援ごみ袋交付事業は、２歳未満のお子さ

んを養育する家庭に紙おむつごみ相当量の可燃ごみ

指定容器を交付するものでありますが、事業実施に

当たりましては、経済的支援のほかに、子育てに関

する親への支援として、情報提供や学習、交流等の

きっかけづくりをねらいとしております。 

 子供の一般的な発達過程から見た場合、排泄の自

立を促す時期としては２歳をめどにおむつを外す動

き、働きかけが必要と言われ、乳幼児検診や保育所

の対応でも、この時期に排泄の自立を指導しており

、保護者に対する養育指導としての意味を含め、２

歳未満の児童を対象とすることは適当と考え、実施

するものであり、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、６項目めの商業振興に関する御質問にお答

えいたします。 

 空き店舗調査後における今後の商業振興策につき

ましては、さきに村上議員にもお答えさせていただ

きましたが、商店街の活性化を図る上からも空き店

舗、空き地の活用も大切でありますが、何よりも空

き店舗、空き地にならないことが重要であることか

ら、これらの活用や対策について引き続き商工会と

連携を図り、商業振興策と一体的に取り組むことが

必要であると考えており、今後、商工会と協議を進

める中で、具体的な対応を見出してまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、７項目めのリフォーム制度に関する御質問

にお答えいたします。 

 現在、平成２３年４月から平成２６年３月までの

３カ年の期間について、地球温暖化防止対策、また

はバリアフリー化にみずから取り組もうとする町民

に対しまして、住宅リフォーム及び住宅設備機器等

の導入に要する費用の一部を助成する制度を運用し

ております。 

 この制度は、国が進めるエネルギー対策と高齢化

社会に即した快適な住まいづくりを促進し、あわせ

て町内住宅関連産業を中心とする地域経済の活性化

を図ることを目的とするものであります。 

 住宅リフォーム分については、住宅のエネルギー

効率やバリアフリー性能を高める改修と別途、制度

を運用している住宅耐震改修補助の併用も対象とし

ておりますが、住宅を維持するための修繕は対象と

はしておりません。 

 屋根や外壁の塗装、張りかえに対する助成要望も

あることは推測するところでございますが、公費助

成による制度効果が個人財産の維持にのみ特化する

という結果になり、大変、難しいものと考えており

ます。 

 しかし、住宅リフォーム等不可分の修繕、特に内

装などにについては対象となるよう柔軟に運用して

おりますので、建設水道課建設班、または町内の建

設業者にお気軽に御相談願えればと思っているとこ

ろであります。 

 なお、助成の条件が町内に本社を持つ建設業者に

より施工されること、また工事費が２０万円以上で

あることなど、制度の内容が町民の方々に十分に酌

み取られていない部分もありますので、引き続き広

報かみふらのや、町内事業者を通じまして一層の制

度普及と相談体制の充実を図ってまいります。 

 また、他の町村などにおきましては、維持のため

の住宅修繕も助成対象とする制度を持っているとこ

ろもありますが、この場合は人口減少や住宅関連施

工業者が極端に少なくなるなどの地域事情に対応し

て政策的に業者を保護育成し、業者不在による生活

不便や地域衰退を回避するという、政策目的を持っ

たものとなっておりまして、当町の助成制度内容に

おいては、これらの政策目的を持っておらないこと

で御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、８項目めの新規就農対策に対する御質問に

お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、国は平成２４年度から担い

手の就農意欲の喚起と就農後の経営安定化を支援し

、持続可能な力強い農業の実現を目指すため、新規

就農総合支援事業の一環として新規就農者確保事業

が実施されることとなりました。 

 事業の内容といたしましては、準備型として研修

が終了してから１年以内に農業経営をすることを目

的に都道府県が認める研修機関や先進農家等でおお

むね１年以上、研修する者に対する給付と、営農開

始型として研修が終了してから１年以内に農業経営

をする者に対する給付を行う制度となっております

。 

 町といたしましても、今後の上富良野町農業の安

定的な持続につなげるため、人、農地プランの策定

と必要な手続きを経まして、本制度の活用が図られ

るよう、積極的に取り組んでまいります。 

 次に、９項目めの予算編成に関する御質問にお答

えいたします。 

 国は平成２４年度の地方財政計画におきまして、

歴史的円高等を踏まえ、地域経済の活性化や雇用機
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会の創出を図るとともに、高齢者の生活支援など、

住民のニーズに適切に対応した行政サービスを展開

できるよう、地域経済基盤強化雇用対策費として普

通交付税に１兆４,９５０億円の財政措置が行われ

た結果、地方交付税につきましては総額においては

前年対比８１１億円、０.５％の増額となったところ

であります。 

 しかし、本町におきましては、人口の減少などの

影響もあり、普通交付税におきましては前年対比１

億６,７００万円、５.４％減と大幅な減額となった

ところであります。 

 議員御質問のこれらの財源の活用について主な点

を申し上げますと、まず投資的事業につきましては

、前年対比約１億１,４００万円、１４.１％増の９

億２,４００万円を確保し、地域経済の活性化及び雇

用の促進につながるように、防災対策といたしまし

ては、近年の大雨災害に対する恒久的な復旧対策、

また地域防災力の向上を図るため、防災士取得講習

費補助事業の実施、救急救命士の育成、さらに子育

て支援については、従来の子育て支援策に加えて、

子育て家庭に対する経済的な支援として子育て支援

ごみ袋交付事業の実施や一貫した子育て支援の充実

を図るため、「スクラム」かみふの作成、妊婦健康

診査助成の拡充など、限られた財源の中で必要性、

緊急性を十分、検討の上、さまざまな地域課題の対

応に向けた経費を計上したところでありますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ありますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 演習場の騒音対策について

お伺いいたしますが、町としてはこの演習場の騒音

対策という形で、住民からも意見を聞かれているか

と思います。相変わらずやはり機銃の発射による騒

音だかと、戦車騒音という形で、また電波騒音とい

う形の中で、かなり強い電源が走ってくるのだと思

いますので、そういう中で関係する住民の方にとっ

ては相当な苦渋を強いられているという状況にあり

ます。 

 そこで、町として４月上旬に道から関係自治体に

対する意見等の照会等があるという形でありますが

、町としてはどういう改めて要望等をきっちりされ

ようとているのか、この点、明確にしていただきた

いというふうに思いますが、わかる範囲でよろしい

ですからお伺いいたします。 

 また、同時にこの点では国としてはまだこれから

その案を示して、大枠では示されている部分がある

のかどうなのか、その点もお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の演習場の騒

音対策に関する御質問にお答えさせていただきます

が、現在、北海道防衛局、あるいは防衛省本省のほ

うから、具体的な説明の手続きの手順については説

明をいただいておりますけれども、中身については

一切、何ら示されていない実態にございます。 

 ですから、私どもとしてはどういうものが私ども

の前に示されるのかというのが、今、全く推測もで

きませんし、できない状況、さらには情報もいただ

けない実態にございますので、どういう対応をとい

うような考えを今、一切情報がない実態でございま

すので、示された後ということで御理解いただきた

いと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 住民からの聞き取りもされ

ていて、大体、大枠ではどういう要望があるのかと

いうことは、それは御存じかというふうに思います

。 

 近年、演習の中身も変わってきまして、機動的な

訓練、即応体制ですぐ敵陣に入って打ち込めるよう

な、そういう訓練が上富良野演習場でも盛んにやら

れているというのが実態であります。飛行訓練なん

かも相当入ってきていますので、そういう訓練がさ

れて、騒音や従来と違う環境の中で騒音が発生して

いるというような実態であります。 

 町としてもう一度確認したいのですが、これは今

まで住民と話されて必要最小限、この点は訴えてお

きたいというような改善してもらいたいというよう

な、そういう項目等はもう押さえられているかと思

いますが、この点についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 町といたしましては、要望の都度、住民の皆さん

方から日ごろ寄せられておりますそういう騒音に対

する苦情、あるいは改善要望等については、個々具

体的に申し上げられるものについては、申し上げて

おりますし、あるいはヘリコプター、あるいはそう

いうものについての騒音等もあわせて、具体的にそ

ういうことで軽減を願いたいと、あるいは対応を願

いたいということで申し上げております。 

 ただ、どういうような国が基準を持って測定なり

、押さえているかということの、そういうことは一

切、情報としていただけない実態にございまして、

どういうものが示されるかというこで今、注視して

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしましても、やは

り近隣、周辺の民家等に至っても遠くでも空振がひ

どいという状況ありますので、やはり必要最小限、
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やはり限定する範囲を恐らく区切ってくるというふ

うに思いますので、そこら辺との恐らくせめぎ合い

になるかというふうに思います。 

 そういう意味で、町としてもやはりすべてを対象

にできるような、そういう対策をやはり要求してく

る必要があるというふうに思います。窓が揺れて物

が落ちるということがありますから、そういうこと

も含めてもう一度、町長の考え方についてお伺いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の演習場におきま

す騒音対策についての御質問にお答えさせていただ

きますが、現在、今までの答弁と重複するかもしれ

ませんが、個々具体的に要望を申し上げられるもの

については、もう毎年、申し上げてきております。 

 それで、どういうもので示されてくるのかという

情報がないこととあわせて、今回、恵庭市も私ども

の町と同じような対応、あるいは鹿追も一部、そう

いうところがあるというふうに聞いておりますが、

そういったところと情報交換をするようにというこ

とで申しておりますけれども、どちらもそういう具

体的な情報をいただけないということですので、町

としてどういうことを防衛省に対してやりとりがで

きるのかという、そういうことも現在、知り得ない

状況でございまして、想像で申し上げるわけにもい

きませんので、ただ忠実に実際の周辺地域の皆さん

方の要望はお伝えしているということで御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしても、２５年度

からという形の中でやっておりますので、やはりそ

の準備期間をうまくというか、きちっと資料も提出

してもらって、やはり住民の意見をそこにどんどん

盛り込むような、そういう形にしないと、国はこれ

で大枠示したから形としては話し合ったから終わり

という形にしない、そういう対策というのが今、必

要だと思いますので、この点、きっちりと要望され

るかどうか、もう一度、確認しておきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 町、住民の皆さん方の思いを受けて、町が要望さ

せていただいた経過等が今回、示されるものの中で

どのように反映されてくるのかということも知り得

ませんが、最大限、地域の住民の皆さん方の生活が

安定的に営まれるようなことに町としての責務を果

たしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 次に、介護保険制度の問題

についてお伺いいたします。 

 介護保険制度は、国のいわゆる制度として安心し

て介護が受けられるようにという形になっておりま

す。 

 しかし、今年度からまた介護保険制度が改善でよ

い方向に変わるのではなくて、給付を引き上げたり

、あるいは家事援助を引き下げたり、利用時間を引

き下げりなどなど実施されます。 

 そこで、何よりも訴えたいのは、介護保険料の問

題であります。国が介護保険制度の国庫負担率を下

げている分、これを解決しない限りは地方自治体の

負担はさらにふえるというふうに考えております。 

 ここで、上富良野町の今回の介護制度の改正の中

で、負担率はどうなのかということでちょっと見て

みましたら、第８段階で５００万ぐらいの世帯とし

て、単純にですから負担率は１.７％です。その１１

０万ぐらいの世帯で、第３段階見ましたら２.９％で

す。こういったとこを見ただけでも、所得の少ない

人ほど負担率がふえるという状況になっているので

す。 

 町長は、一般会計からの繰り入れはだめだと言わ

れている。基金と道が崩したその基金で何とかやり

くりして、軽減したと言っているのだけれども、し

かし実際、負担率等で見たら軽減どころが負担がふ

えているというのが実態であります。 

 そういうことを考えたときに、国からがどんなこ

とが言われようが、やはり町長として、この自治体

の住んでいる住民の方の命と健康を守る立場からす

れば、当然、一般会計から繰り入れを行って軽減す

べきだというふうに思います。これは、なぜできな

いのかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の介護保険料

に関します御質問にお答えさせていただきます。時

間も押しているようでございますので、要点だけお

答えさせていただきます。 

 一般会計からの繰り入れ等についての判断につき

ましては、私は町全体の、町民全体の生活を守ると

いう観点からすべての分野に公平、公正に予算の使

途がなされるということが絶対崩してはならない基

本だというふうに考えております。 

 そういうような観点から考えて、やはり介護保険

料については、その介護保険制度という趣旨も押さ

えた中で、一般会計から必要以上の繰り入れをする

ことは、これは町民が求めている姿ではないという

ふうに理解しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 
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○４番（米沢義英君） 私は、町民の人がやはり介

護制度や医療で予防医療などで暮らしを守れるので

あれば、必要な部分であればそれは一般会計からの

繰り入れも納得できる、そういうことであれば私は

認められる範囲の、範疇のところだったと私は考え

ているのです。 

 そういうことを考えた場合に、町長のその理屈と

いうか、何というかわかりませんが、理由は成り立

たないと私、思いますが、そういうことも含めて、

今、私先ほど述べましたけれども、所得の低い人ほ

ど負担率が高くなるということは認められますか。

そうすれば、ここを軽減したいという形で行うべき

だと思いますし、全体で負担がいろいろな形で求め

られてくるときに、据え置きすることが僕は可能だ

と思いますので、この点をお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 それぞれ階層ごとの負担率の幅につきましては、

それはその都度、第３期、４期、その期の計画を立

てるごとに一番、望ましい負担率になるように設定

をさせてきていただいておりまして、前期と比べて

次期がどうだということで、一概に私は判断するも

でなくて、その都度、当然そういう継続性は絶対、

必要でございますけれども、負担をしていただける

公平感を損ねてないというふうに理解をして、設定

を予定しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 負担率の面で公平感も絶対

あるわけです。所得の少ない人ほど負担が多いわけ

ですから、そういうことを考えたら町長の言ってい

ること自体がおかしな論理になるわけで、やはり私

は一般会計からの繰り入れを行って、やはり十分、

その財源も基金などの取り崩しを行えば、十分、可

能だというふうに思いますので、この点、もう一度

確認しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問に再度お

答えさせていただきます。 

 私といたしましては、先ほど申し上げましたよう

に、すべての町民の皆さん方にすべての安定した暮

らしができるような仕組みをトータルで構築してい

く責任があるわけでございまして、そういう観点か

らそれぞれ、他にも保険事業がありますけれども、

介護保険につきまして、一般会計から繰り入れをし

て、そして負担を軽減していくということ、その部

分にだけ配慮をするということは、多くの町民がよ

しとするところではないというふうに私は理解して

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういう理由でいけば、い

ろいろな問題、今回の予算編成の中でもいろいろ問

題あります。自治推進費という形の中でいわゆる戦

車道路だとか、その近辺の多田弾薬庫近辺だとか、

自治体に住民会、期成会に対して補助を出すといっ

てもも、それも公平感があるのかという問題です。

それだったら、こちらのほうがよっぽど理解される

、そういう予算づけをしたほうが私は納得できるも

のだというふうに思います。 

 不公平感は認めないですか、もう一度確認します

が。負担率の不公平感は認めないですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

をいたしますが、そういう不公平感を生じていると

いうふうに理解はしておりません。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 全く町長として負担率も示

したのですけれども、理解されない町長だと、私は

非常に残念だというふうに思っております。 

 次にお伺いしたいのは商工振興の商工振興策です

。この間、何度ともなく将来に対する振興策を示し

なさいという形で述べてきましたが、いまだにその

方向性というのは示されておりません。他方では、

いろいろな取り組みもされています。ここで言うま

でもなく、技術支援に対する補助だとか、町全体の

産業の底上げをするための商工振興策をどうするの

かということも実際、行われています。何が障がい

になっているのですか。 

 町長はよくスピード感を持って対応すべきだとい

うことをみずから発しておられるわけですから、今

、そのスピード感が非常に求められているというふ

うに思いますが、町長、この点では町長自信、この

スピード感が私はないと思うのですけれども、町長

自信どうお考えでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の商業の振興

策についてのお尋ねにお答えをさせていただきます

が、商工振興策につきましては、きのうの一般質問

の中でもお答えしたかと思いますけれども、私とい

たしましては行政が果たさなければならない役割、

商工業者みずからが果たす役割、それらの団体が果

たす役割、そういったそれぞれの分野の役割がある

ものというふうに理解しております。 

 そういう意味におきまして、これら力が合わさっ

て、力強く進むことが、これは常に目指している姿

でございます。 

 しかし、町といたしましては、さまざまな商工業

振興にまつわるインフラ整備等は、予算は経済状況
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が許す範囲内で着実に私は実施しているというふう

に理解しております。それをどのようにお互いが組

み立てて生かしていくかということは、これから大

いに課題でございますけれども、でき得るものから

私は推進していると、そのスピード感、どういう状

況を持ってスピード感があるないの判断を下すかと

いうことは、それぞれの主観でございますのでコメ

ントはできませんが、私は着実に改善に向けた取り

組みはさせていただいているというふうに理解して

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今、いろいろな経営努力も

あるでしょう、だけど社会的要因もあるのだと思い

ます。 

 だけど、それを持ってしてそれで解決するという

、何者もないわけで、やはり行政として将来、この

よく言われているように１次産業も２次産業も循環

型で行わなければ産業というのはお金は守らないの

だと、町長みずからも言っているわけですから、明

確にしていただきたいのは、それではいつまでにど

ういう方法でこれを振興策をつくろうとされるのか

、目標をお持ちですか、それでは。お伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 商業振興策についての米沢

議員の御質問にお答えさせていだきます。 

 目標も含めまして、これはエンドレスだと、永久

に活性化はこれでいいという終着点はないというふ

うに考えております。着実に一歩ずつ、前に進める

ことが最善の策だというふうに理解しているところ

でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 求めているのはそこではな

くて、エンドレス、エンドレスとよくわからないこ

とを言うのですけれども、そういったのはそんなの

は前からの話で、今始まった話ではなくて、求める

のは長い話なのですけれども、だけど当面どうする

のかということを持ち合わせないと、そんなの済む

はずないわけです。計画というのは、そういうため

にいつまでにどこまで到達するのかということです

から、そのための観光計画や農業振興計画やいろい

ろつくっているわけですから、そこをはっきりしな

さいと言っているので、何が無理あるのですか、も

う一度、答弁願います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 具体的にどういう姿、どう

いう形に到達すればいいのかという、私はそういう

目先で判断するものではないと、これはどういう仕

掛けをすれば、どういうものが生まれてくるかとい

うことにつながってきますので、私は例えば米沢議

員流に言えば、どういうふうになればいいのかとい

う目標を求める夢はありますよ、求める夢はありま

すけれども、例えば具体的に商店の閉店する人が、

では少なくなることが目的なのか、あるいは空き店

舗が何店解消されることが目標なのかと、そういう

ような私は示し方をして振興するものではないとい

うふうに考えておりますので、そこは商工業のみな

らず、多くの業種の方が関連してまいりますので、

町全体としての活力が生まれることを私は追い求め

ていくべきものだというふうに理解しているところ

でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 私が聞いているのと全然、

的はずれの答弁をされているわけで、町長自信の中

に残念ながらそういったものに対する方向性持って

いないということが明らかになったというふうに思

います。 

 これは、町全体雇用させるという点で結びつきま

すので、やはりこういったところに対するきちっと

した対策を早急に持つべきだと、何度も重ねてお願

いしますが、もう一度確認いたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の商工振興策につ

いて再度、お答えさせていただきます。 

 町全体が商工振興のみならず、農業振興も、ある

いは他の振興策も含めまして、相乗的に上富良野町

の活性化につながるような一つの商工振興策あわせ

て進めていくことが私の責任だというふうに考えて

おりますので、ぜひ御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 次に、８番谷忠君の発言を許します。 

○８番（谷 忠君） 私はさきに通告させていただ

いております２項目について、何点かの御質問をさ

せていただきたいというふうに思います。 

 まず１項目めでありますけれども、今、求められ

ているシカ柵の設置と、それから捕獲対策について

ということで、町長に御答弁を求めたいというふう

に思います。 

 さきの米沢議員の重厚な質問の後でありますから

、私はさらっとやらせていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 有害鳥獣による農作物被害は、既に御案内のとお

り全道的に広がり、特にエゾシカによる食害は我が

町も例外ではございません。繁殖力が強くて、極め

て強いわけでありますけれども、年々頭数も爆発的

な増加状況にあるというふうに思ってございます。 

 農業者から設置に向けた要望が多くなり、設置に
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向け取り組むべきと思われます。行政が主体となっ

ての取り組みにはいろいろな課題も多いと思います

けれども、行政とのかかわりについてどうお考えか

、お伺いをさせていただきます。 

 大規模な捕獲事業が２月１１日から１３日までの

間、自衛隊の協力を受けて３日間で９２頭、昨年は

２８頭ということでありますけれども、３倍以上も

の実績が報告をされてございます。道は、記者会見

で、ことしに向けて各市町村から希望を募ることを

表明、希望をしたいというふうに述べてございます

。 

 抜本的な駆除対策として希望を提出すべきと思い

ますけれども、その点についての見解を伺わせてい

ただきたいと思います。あわせて、食としての見解

についても町長の見解をお伺いしたいというふうに

思います。 

 次に、２項目め、小売店街のなすべきことと、購

買力の食いとめ対策ということについても町長の見

解をお伺いしたいというふうに存じます。 

 提出には、「昨年」というふうになっていますけ

れども、これは間違いでございまして、私、「近年

」というふうに書いたつもりなのでありますけど、

「近年」ということで御訂正をいただければという

ふうに思います。 

 品物が売れないということが、町内小売業者のぼ

やく声を耳にすることが多いわけでありますけれど

も、私が見たところ、品物もたくさんあって、多く

の店もある半面、国民の可処分所得が伸びずにいる

ということが現実かというふうに存じております。 

 単純に計算しましても、１商店の売り上げが停滞

していることになりますが、順調に伸びたきた業種

も業績格差が出、二極化し、売れる店とそうでない

店との差が著しくあらわれているというのが現実か

というふうに思います。 

 本町の小売店が生き抜くには要は何をなすべきな

のかと、地域活性化とよく言われておりますけれど

も、購買が都市部に、特に旭川近辺に流れているの

が実態かというふうに思ってございます。 

 本町の顔であります中心街が衰退し、町全体の活

力が失うことは、このままでは明らかに思われます

。品物が売れないのではなくて、今までと同じ売り

方では売れないのではないかというふうに思われま

す。 

 町は商工団体と連携を密にし、基礎調査、意識調

査を行い、総合診断を実施し問題は何かと、これを

解決する長期計画を樹立し、将来ビジョンを示し指

導すべきと思われますが、見解を伺わせていただき

たいと思います。 

 あわせて、町外に流出している購買力の具体的な

食いとめ策についてもあれば、町長の見解を伺いた

いというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１項目めのシカ柵設置と捕獲対策に関する

御質問にお答えさせていただきます。 

 最初に、１点目のシカ柵の設置についてでありま

すが、年々増加傾向にあります農業被害を食いとめ

るための有効な手段の一つであると私も認識してい

るところであります。 

 富良野管内におきましても、他の市町でシカ柵の

設置が既に完了、もしくは現在、進めてられており

まして、それによって行き場を失ったシカが本町な

ど、未設置地区へ流れ込んでくることに懸念を抱い

ているところであります。 

 現在、シカ柵の設置につきましては、農協上富良

野支所と継続的に協議をしてきておりますが、この

たび農協支所が中心となり、各農村地域の代表者や

農業関係機関からなる有害鳥獣対策協議会を立ち上

げ、駆除対策全般にわたって協議を行うこととなり

ました。 

 町といたしましても、本協議会に参加する中で、

協議の経過を踏まえまして、その結果が極力、施策

へ反映できるよう努めるとともに、鳥獣被害の軽減

が図られるよう協力してまいりたいと考えていると

ころであります。 

 次に、２点目の捕獲対策についてでありますが、

議員からお話がありましたように、自衛隊の協力に

よりますシカの捕獲事業が実験的に白糠町で実施さ

れ、一定の成果が得られたと報告をされております

。北海道におきましては、新年度、４月以降におき

まして、この実験事業の要望調査を道内市町村に対

して行う予定であると聞き及んでおりますので、地

区選定に当たっての要件等については定まっており

ませんが、北海道の新年度予算にも盛り込まれてい

ないことから、年度内に行われる道東での捕獲実験

事業を経まして、これから対応が図られてくるもの

と考えております。 

 本実験事業につきましては、まだ事業として確立

されておりませんで、今後の北海道の対応を見きわ

めてまいりたいと考えておりますが、捕獲事業の希

望取りまとめがあった場合には、内容を見て、当町

も対象となり得る場合は検討をさせていただきたい

と考えております。 

 次に、食として活用についての御質問かと思いま

すが、現在、駆除したシカは一部が食用として利用

されておりますが、ほとんどは駆除現場におきまし
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て、そのまま埋設処分されている状況にあります。

 食材としての活用につきましては、さまざまな提

案がなされておりますが、町としては十分な情報や

知見を持っておらないことから、今後、町内におき

ますシカ対策協議を進める中で、情報収集を含めて

研究をしてまいりたいと考えております。 

 次に、２項目めの小売店のなすべきことと、購買

力の食いとめ対策に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 本町の各商店等における売り上げにつきましては

、具体的なデータを持ち合わせておりませんが、毎

年、店を閉めるところが出てきている実態から、小

売店の売上高、利益率ともに伸び悩んでいる状況に

あることは、私も推察できるところであります。 

 また、町民の消費動向につきましても、一般日常

生活用品につきましては、町内で購入されていると

思われますが、それも大型店やコンビニエンススト

アへシフトしており、家電や衣料品等耐久消費財に

つきましては、旭川など、町外での購入が主体とな

ってきているものと思われます。 

 これらの状況から、町内小売店での販売力は低下

しており、このことが町全体の活力が低下する大き

な要因ともなっております。大変、懸念をしている

ところでございます。 

 私といたしましても、商工業の活性化は喫緊の課

題であると認識しておりますが、これらの解決には

まず商業者、商工会、行政が心一つにして認識を共

有し、それぞれが各自の分野における機能と役割を

十分に果たしていくことが大事であると思います。 

 それらの取り組みの一環として議員から御提言を

いただきましたような調査や診断を行い、将来ビジ

ョンをしっかり持ち、活性化を目指すことはぜひ必

要であり、その中で行政としては指導というより、

支援策を講じながらともに歩むことが大切であると

考えておりますので、御理解を賜りたいと存じます

。 

 なお、現在、購買の町外流出を食いとめる有効な

手段を行政としては持ち合わせておりませんので、

申し上げられるものがないというのが実態でござい

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） まず、１項目から質問させて

いただきますけれども、今、御答弁をいただきまし

たけれども、町長も私と同じ町長の立場はないから

農業者の１人でありますから、当然、中身は御存じ

かと思いますけれども、今、御答弁いただいた上富

良野が未設置というふうな判断はどこで処理されて

いるのかちょっとお伺いしたいのですけれども。認

識の問題は別で、これは実は上富良野も平成１０年

、それから１１年だったと思いますけれども、２年

間で実は電牧柵設置されています。これは総面積、

総キロ数で大体１８０キロぐらいだったと私、記憶

しているのですけれども、もう既に耐用年数は５年

ですから、もう既に倍以上経過しているというよう

なことで、実際には一部機能していて、全体的には

もう機能していない部分があると、使い物にならな

いところもありますけれども、個人で修理をしなが

ら経費もかけてやっておられるのが実態であります

。その辺は町長、認識どういうふうに考えているの

かお答えください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員のシカ柵につい

ての御質問にお答えさせていただきます。 

 私も当時、電牧を設置していた事業、存じており

ますし、どういう状況でそれが利活用されているか

という実態も私なりに、私も結構、畑地帯で歩く機

会もありますので見ておりますけれども、非常に設

置した当時は多分、いいものだということで設置を

して、しかも設置するその早さがあっという間にで

きてしまうというようなことで期待感があったわけ

ですが、非常に特に草が下から伸びてきたようなと

きに、またそれが線に絡んで壊れてしまう、あるい

は冬、雪の、本来は雪が降る前に下におろせばいい

のかどうかわかりませんけれども、そういうことで

非常に結果的には耐久性がなかったということで、

ごく一部しか利用されていない実態だなというふう

に大半は機能していないというふうに理解している

ところでございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 町長、金額ベースで上富良野

の被害はどの程度に押さえているのか、その点ちょ

っとお聞きしたいのですが。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田 満君） ８番谷議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 被害額等につきましては、ちょっと２１、２２、

２３程度で御理解いただきたいのですけれども、平

成２１年度においては１,２６４万８,０００円、平

成２２年度においては５,８１５万１,０００円、そ

れから平成２３年度においては、現在のところ掌握

しているところでありますけれども５,２７４万６,

０００円ということで、それぞれこの２１年、それ

から２２年との大きな差については、それぞれ農業

者の方々に調査を実施しているわけでございますけ

れども、なかなか実態的にとらえられていない部分

があったという点も含めて、２２年度に大きくふえ

たというふうに我々のほうでは推察しております。 
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 以上です。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） その中で、上富良野の農作物

の被害で一般畑作もその中で何が一番、被害を受け

ているのか、その点の調査もお済みですか。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田 満君） ８番谷議員の御質

問にお答えします。 

 品目等々については、ちょっと調査の中での結果

ではちょっととらえていない部分がございます。 

 ただ、私がいろいろ畑や何かも回らせていただい

ている状況の中ではビートですとか、ビートの植え

た直後ですとか、あとは特にスイートコーンの植え

た直後ですとか、そういう部分が多いというふうに

推察しております。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） この富良野管内で一番被害が

多いのは富良野なのです。金額ベースで２億４,７０

０万ぐらい、全然上富良野と被害状況が違うのです

けれども、今言われたとおり２１年度から２３年度

まで、昨年まで報告していただきました。私の押さ

えている数字とたいした変わりないのですけれども

、実はそのとらえ方なのです、被害の。 

 富良野は主体的に牧草、これが一番大きいのだろ

うと思いますけれども、上富良野の６,０００万とい

う被害は、これは牧草を押さえていないのです。一

般畑作物としての金額ベースということですから、

この牧草入れますともっともっと出ます。その辺の

調査というのは、どこから仕入れたか知らないです

けれども、恐らく農協から仕入れてきた情報だろう

と思うのですけれども、行政として緩慢なのだ、こ

れだけ農作物の被害がある、町長これははっきり申

し上げて、今、近々の２３年度で６,０００万近い被

害があったという報告ですけれども、このベースが

町長、農業者の１人としてお答えいただきたいので

すけれども、この金額ベースの被害が少ないと思っ

ているのか、当然このぐらいの被害があってしかる

べきだと思っているのか、そんなこと考えていない

でしょうけれども、どういうふうに押さえています

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員のシカの食害に

よる被害についての見解についてお答えさせていた

だきます。 

 被害の多い、少ないについてはもう、議員がお話

ししていただきましたように、私は被害はゼロであ

るべきだというふうに、基本的にはそういうふうに

思っております。 

 私もその被害の金額をどのように押さえるかとい

うこと、農業者の方々に直接、聞いたりもしており

ますけれども、その富良野市の被害の押さえ方、あ

るいは上富良野町、私が理解している限りのお話で

申し上げますと、農協さんあたりが被害の取りまと

めをしてくれておりますけれども、例えばシカが侵

入して食害をしている、例えばビートについて申し

上げますとビートで食害、移植後シカが入って食べ

ていったというような面積はどれぐらいありますか

というような、そういう面積で直接、苗が抜かれて

なくなったところを押さえるのではなくて、その筆

という表現がどうかわかりませんけれども、その圃

場の面積は幾らだというようなことを積み上げてカ

ウントしているような動きもありますので、これは

しっかりとその被害を特定する調査の仕方のルール

もやはり共通したものをやはりこれから持って、正

確に、極力正確に被害額というものを押さえていく

必要があるということは、私も認識しているところ

でございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） わかりました。 

 今、御答弁いただいた中で、行政が主体となって

取り組むことはいろいろな課題があると、私も質問

させていただきます。しかし、この有害鳥獣の問題

については、現実にはこれは主体的に行政が主体に

なって誘導したいのだと、取り組むべきものだと、

私はそう思っているのです。主体はやはり行政だと

、ただエゾシカに関しては違うのだということにな

らない。 

 今、言っている組合員さんの言っていること、農

家の方が言っていることは行政、あるいはＪＡが主

体でなくて、生産者の協議会をつくって、立ち上げ

て、そこが主体になってやるのだというような話が

あります。 

 先ほど御答弁いただきましたけれども、行政もそ

こに参画をさせていただいて協力をしたいと、こう

いう御答弁でありました。全く、主体性のない答弁

だったと私は思っているのですけれども、実は郡部

に１２の住民会組織がございます。この中で１名ず

つ委員が選出いただいて、今月の２６日に正式にこ

の協議会が立ち上がるそうであります。 

 実際には、今回の計画については目標は２５年度

、来年度という予定でありますけれども、なかなか

その段階で立ち上げるかどうかと、実行に移せるか

どうかということが不透明な部分がありますけれど

も、今回の計画については上富良野全体を網羅した

いということでありますし、私も平地におりますか

ら、実際にシカを目視するというようなことはない

のです、ですけれども全町の生産者が協力して、そ

この理解をいただくということが、もう第１課題で
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あると、これは大変な作業になるということであり

ますから、現実に被害を受けている方は今はたくさ

んおられます。そして、中富も富良野も柵囲ってき

ていますから、シカも生き物ですから、どこか行け

と言われたらどこかに行かなくなりませんから、上

富良野に流れてくる、上富良野が今設置をすると、

こういう話になっていますから、当然、お隣の美瑛

町は上富良野の動向を注目している、上富良野で設

置されたら美瑛に行くのですから。 

 ことしは、総体的に西のほうが芦別のほうから流

れてきて、相当の被害が予想されます。そういった

中で、この緊急な対策が必要だと私は思っているの

ですけれども、生産者が主体にして協議を立ち上げ

て、そこで生産者を説得して全体が参加できるとい

う体制をつくらなければならないということですか

ら、なかなか難しい問題もあるのだと思いますけれ

ども、やはり町が主体になって、積極的にこれに関

与していくという姿勢が大事だと思うのですけれど

も、その辺の町長の考え方についてお伺いをさせて

いただきます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 当然、こういう大きなプロジェクト、事業になる

ことが予想されますので、私といたしましては町が

そういう事業の実施に当たりまして、積極的にかか

わっていくということには何ら異論もございません

し、当然そういう責務を果たしていくべきだという

ふうに考えております。 

 ただ、この協議会に期待するところは、非常に技

術的に負担の仕方、これらについて関係するすそ野

に張りついたところの農家の方々だけが負担するの

か、あるいは全農業者の方々が一定程度、負担をし

合うのか、そういった利害関係に、「利」「害」と

いうことではないでしょうけれども、そういう農業

者同士のそういうこの事業に対する押さえ方、そう

いったものについて、やはりそれは行政がこうしな

さい、ああしなさいという口を挟むべきでないと思

いますので、そういう部分はみずからの知恵を出し

合って、組み立てをしていただきたいという意味で

協議会にそういう部分はゆだねるべきだというふう

に考えているところでございまして、事業全体の推

進に当たりまして、町が積極的に発信していくとい

うことはやぶさかではございません。 

 それからもう１点、お隣の美瑛町に今度、及んで

いく可能性があるというようなことは、既に美瑛町

のほうからも表明を受けておりまして、上富良野だ

けがこそっとやらないでくれというようなことでお

話を承っておりますので、これは有機的に結びつき

を持ちながら進めていくべきだというふうに理解を

しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 実際は、各自治体とも全道的

にこのいろいろな対策を打っています。だけども、

決定的な劇薬といいますか、特効薬はないというこ

とで、いろいろな決め手に欠いているというのが実

態だと思います。 

 実は、ちょっと新聞の切り抜き、きのう私、道新

を取っていないものですから新聞社の方、道新の方

おられたら申しわけないのですけれども、きのうの

新聞に職員の方が切り抜いてくれたのですけれども

、仕切柵をもって効果がやや発揮されたと、知床の

自然遺産のところでやった捕獲事業です。環境省が

主体になってやったようなのですけれども、これは

１日に１３１頭捕獲したと、大変、有力な手段だっ

たなと思うのですけれども、巻狩方式といって、柵

をつくって、そこへ追い込んで、入ったやつを一網

打尽にしていく、マックスの特効薬です。 

 こういうことを先ほど質問の中でもさせていただ

きましたけれども白糠町でも実施をしたというよう

なことで、自衛隊さんの第２師団というのか、あそ

この協力をいただいて実行したということを実は新

聞報道でも前に載っていました。 

 こういったこと上富良野町も実は私は表明の中で

事業化されていないということは、これは町長御答

弁のとおりなのです。私も上川振興局にお電話させ

ていただきました。ぜひ、そういうことを申し込ん

でくれと、担当の方の名前覚えていますけれども、

私も名乗ってお電話させていただきました。 

 その中で、こういうお話がございました。上富良

野町さんは自衛隊も駐屯しているということで、優

先順位といったらおかしいですけれども、そういっ

たことで配慮の目も多少あるのではないでしょうか

というようなニュアンスの御答弁をいただきました

。そういったことで、ぜひこれは事業化になる前に

、優先的にといいますか、先駆けて町として手を挙

げて、こういったことを取り組みたいということ、

被害状況も詳細に報告をして、そして農水省のほう

にも電話をさせていただきました。ぜひ、その方の

言うには近隣町村と共同でこういう事業をやる、捕

獲実験をやるということについては推奨しています

ということですから、ぜひ私は町長にトップリーダ

ーとして、そういったことを希望を先駆けて申し込

むというお考えはいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 その囲い込みの取りまとめと申しましょうか、取
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りまとめがあるないにかかわらず、そういうような

ことが事業として、北海道の事業として持ち合わす

ような予定があれば、ぜひ上富良野もその一つにし

ていただきたいということはもう申し上げることは

全然やぶさかでございません。 

 ただ、私がこれはもう私が聞き及んでいる範疇の

お話ししかできませんが、その囲い込みについても

白糠町で既に実験事業が行われております。非常に

シカの習性として学習効果が高いということで、１

回切りは非常に効果があるそうでございます。 

 これはもう狩猟されている方からのお話を伺いま

すと、メスシカは１頭も来ないということで、大体

、今北海道で生息しているシカが六十四、五万頭と

いうようなことも聞いておりますけれども、これが

ふえていかないためにはやはり２０％、約十二、三

万頭を駆除していかなければ恐らくふえていくだろ

うというふうに聞いておりますけれども、そういう

ことから言うと非常にシカは学習効果が高くて、日

中、狩猟は夜はできませんので、日中出てくるのは

雄シカばかりだと、そして夜、撃てなくなったとき

に雌シカが今、道東のほうでは木の皮を食べて、そ

っちも深刻なようでございます。 

 今度、上富良野のお話をしますと、実は前段、谷

議員のほうから牧草のことでもお話がありましたけ

れども、牧草地の中で雄シカがシカの角を落として

いって、コンディショナーだとか、そういったモア

だとか、器械に損傷を与えるということも実は非常

に今、深刻になっておりまして、そういうことで一

時とはいえ、囲い込みで成果が上がるものであれば

、それは積極的に発信してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 今、町長のほうから御答弁い

ただきましたけれども、全道で約６５万頭ぐらい今

現在、生息しているというような状況であります。 

 年間、大体１１万頭ぐらい年間ベースで捕獲をし

ているようであります。捕獲の頭数です。この繁殖

率の今、話をされましたけれども、非常に繁殖率が

強くて、雌シカは大体２歳になったら毎年、死ぬま

で子供を産むのだそうです。人間と違うのですね。

私調べさせてもらったら、シカというのはハーレム

をつくっていますから、集団で動いている。 

 この仕切柵も毎年同じところに設置するのではな

くて、シカが集団的に移動していく場所、そういっ

たところを目がけて移動して張っていくというよう

な体制をとれば、そういう問題も解決できるという

ふうに私は思っているのです。 

 そのようなことから、大体、繁殖率の話に戻りま

すけれども、大体、最低で１５から２０％ぐらい、

２割ぐらいふえていくそうであります。大体、シカ

は群れに１頭しかいませんけれども、これはこの１

１万頭ぐらいではまず年間の頭数の減は考えられな

い、微増ずつしてどんどんふえていくような状況に

なるのだと思うのです。 

 ですから、そのシカ柵を張るということについて

私は、シカを捕獲するのではありませんから、その

農作物を守るということでありますから、抜本的な

対策には私はならないと、どうすれば抜本的な対策

になるのかというと、やはり全体の個体数を減らし

ていくということになるのだと思うのです。ですか

ら、捕獲をして射殺をするなり、しなければならな

いということでありますから、やはりふえる率より

も減らしていく、どこまで減らせばいいのか、みん

な取ってしまったらいろいろな問題もありますから

、人間との共存の関係もありますから、適正な規模

というのはどの程度なのかというのは私わかりませ

んけれども、実際の適正規模まで押さえようという

方向だと思うのですけれども。 

 実は、もう一つお尋ねをしたいのですけれども、

上富良野でも近隣町村と歩調を合わせているか合わ

せていないかは別として、猟友会の方に補助、狩猟

免許の補助させています。実際、狩猟免許を取った

方に助成しているのか、狩猟免許というのは銃を持

たなければ、猟銃許可持たなければ話になりません

、狩猟免許を取った方というのは皆さん、昨年も５

名ぐらいおられるようでありますけれども、全体と

して２０名ぐらいというふうに押さえていますけれ

ども、必ずこの銃持たれているのでしょうか、その

辺はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田 満君） ８番谷議員の狩猟

免許の補助についてでありますけれども、基本的に

は免許を取っただけでは補助の対象としておりませ

ん。基本的に、猟友会に入っていただいて、逆に趣

味のハンターですとか、そういう方々にも逆に言え

ば補助をしていなくて、基本的には猟友会に入って

有害駆除を行うという前提の中でもちろん、補助し

ている方についてはすべて銃を所持して更新をして

いるということで、私どものほうでは押さえており

ます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） ということは、警察のほうに

狩猟許可を登録しているということを確認してから

助成していると、こういうことですか。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田 満君） はい、そのとおり

であります。 

 基本的には、そういう警察への届け出も確認して
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、それから今、ちょっと余談になりますけれども、

当然、免許の更新というより、銃の更新がございま

す。そういう部分への助成も猟友会を通して行うと

いうことで今、進めております。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 何回も質問させて申しわけな

いのですけれども、今回、計画しているのは農水事

業での計画というふうに伺っています。防衛事業で

は当然、防衛庁のほうから無理ですよと、今後はそ

れはあり得ませんと、富良野では防衛事業でやった

経過がありますけれども、そういう形になっていま

す。 

 こうなると、補助率が約半分、上富良野は過疎指

定されていませんよね。こういったことで、補助率

の上積みは考えられないというふうに押さえている

のですけれども、この上積みするためには中山間事

業の中で取り込むということは可能なのかどうか、

その辺ちょっと。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（前田 満君） ８番谷議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 基本的には、今、谷議員おっしゃるように農水事

業で、２分の１が原則となっております。 

 ただ、中山間事業の中で、例えば事業者負担分を

中山間事業のほうから出している町村もございます

し、それぞれさまざまな体系をとりながら進めてお

ります。 

 そういうことでいけば可能性はなきにしもあらず

というふうに我々のほうでは押さえております。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） わかりました。 

 関連してもう１点ほど質問させていただきたいと

思います。 

 実は、上富良野には自衛隊さんが駐屯して退職者

の方もたくさんおられます。銃を撃つことには訓練

としてなれているのだろうと思うのですけれども、

こういう退職をされた方に実は取得免許を持ってい

ただいて、自衛隊さんは白糠町でもやったけれども

、シカを撃つということについては禁じられていま

すから、追い込みするだけだというふうに思ってい

ますけれども、こういう方に奨励をして何か協力を

いただいて、免許を取っていただいて猟友会に加入

していただくと、こういう考え方はいかがでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 私もそういうようなことがいいのではないかなと

いうことで、猟友会さんの皆さん方にもお話申し上

げたこともあります。 

 ただ、猟友会の方々がそういうような人手を確保

することは可能だと、実際、その有害駆除に出向い

て畑で狩猟をした後、その始末が地元の方々が農業

者の方々が協力をしていただくような仕組みがなか

ったら、全部ハンターの方が始末をしなければなら

ないのだそうです。 

 そうなると、そこの場所には埋めてくれるなとい

うことになりますと、到底、二の足踏んでしまうと

いうことで、谷議員からお話ありましたこと、実は

私も申し上げた経過にありまして、いろいろな条件

が整えばそういったことは強くお願いしていくこと

だというふうに理解をしております。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） いろいろな課題もあるのだろ

うと思いますから、その点については極力、御協力

をいただけるような方向で今後とも強力に推進をし

ていただきたいというふうに思います。 

 それから、食の関係についてちょっとお尋ねをし

たいのですけれども、お聞きしますと食になる部分

というのは１割程度、年間１１万トン強の捕獲をし

ているようでありますけれども、大体１割程度だそ

うです。聞きますと。ヨーロッパに行きますとシカ

肉というのは高級食材という位置づけされています

けれども、日本の場合は、シカ肉の場合は食材でな

いのです、家畜ではないのです、そういう意識があ

って動物だという意識がまだ抜けきれないという部

分があって、なかなか食材として用いることに抵抗

感も結構あるのだというふうに思います。 

 シカというのは体温が非常に高いそうであります

。ですから、シカを走っているやつを撃ったりする

、大体、首から上を目がけて撃った以外は食材に向

かないのだそうであります。内臓、腹を撃ったりす

ると、内容物が体中に回ってしまったり、まず食材

としては適さないと、こういうような状況のようで

あります。 

 お聞きしますとそんなことで、そういったものに

ついては一切だめだと、首から撃ったものでも１５

分以内に血抜きをするというのが第一条件、１時間

以内に加工施設に運んでくれと、それ以外は食材と

して扱いませんと、厳しい条件があるようでありま

すから、なかなかそれに向かないのだろうというふ

うに思いますので、この点についても町として食材

に向けていく方法、この近くで言えば南富良野ぐら

いしか施設がないかなというふうに思っていますか

ら、では実際、現場でとらまえて、そして南富良野

まで血抜きをして持っていくことは不可能かなと思

っていますので、その辺についてはこれからの研究

課題であるというふうに思っていますし、そういう
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ふうな屠殺をして、捕獲をしても、シカを積み上げ

て、例えば車に積んで何頭も取って処置をしても、

重ねて積んで行ったらだめだそうです、肉がむれる

、体温が高いですから肉がむれてしまうというよう

なことで、食材としては、施設としては絶対、まず

不可能、こんなふうな話も聞きましたので、その辺

については今、申し上げましたとおり、これからの

研究課題ということで押さえていただければという

ふうに思います。 

 次に、２項目めに入らせていただきますけれども

……。 

○議長（西村昭教君） 谷議員、まことに申しわけ

ありませんけれども、休憩時間にしたいと思います

ので、まだ大分、時間があると思いますので、よろ

しいですか。 

 それでは、暫時休憩といたします。再開は５５分

といたします。 

────────────────── 

午前１０時４１分 休憩 

午前１０時５５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） それでは、２項目について再

質問をさせていただきます。 

 この答弁を見ますと、私は第一に感じるのは国も

、政府も、それから各地方自治体も農業だとか、畜

産だとか、第一次産業についてきめ細かな振興策が

図られて、それなりの成果が上がってきたのかなと

、こんなふうに理解をしているのですけれども、事

商工業に関しては、なかなか私的活動部門というふ

うなとらえ方をしているのかどうかわかりませんけ

れども、放任主義、各事業体に任せ切るというよう

な形の中で、放任されてきたと、私はそんなふうに

思っているのですけれども、その点についての町長

の見解をまず聞きたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の商工業につい

ての基本的な認識かなというふうに思っております

が、商工業の振興につきましては、国としては国、

道としては大きな意味の方向性は当然、持って政策

が進められていると思います。 

 しかし、この業そのものについてのことに関して

は、これは全く自由にする業をできるわけでござい

まして、それらについては大きな体系的な事業は用

意されているでしょうけれども、個々の部分につい

てはちょっと温度差といいましょうか、政策の展開

に少し違いはあるのかなというふうな理解はしてお

ります。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） これは自由経済のもとでは、

やはり消費者とか選択権を持ってる王様ですから、

そういった部分も理解できるというふうに思ってい

ます。 

 ただ、私どもどこの町でもそうですけれども、町

の中心街というのはやはり、その町の顔ですから、

やはり消費者の方々が我が町の自分の店だと、そう

いったやはり意識は持ってもらうと、持たすために

は各商店街の方々がどういう努力をするかというこ

とに尽きるのだと思うのですけれども、お店の方々

も、また消費者の方々もやはり一定程度の飾りつけ

があったり、自称専門店ではなくて本当の専門店、

そういったところを目指して楽しんでお買い物がで

きるというような形の中で振興を図るべきだという

ような意見たくさんあります。 

 そういった部分で、私はちょっと資料あるのです

けれども、商工会の資料、取りまとめた資料でござ

います。平成８年の商工会の買い物調査による現況

と問題点、私はこれ西暦の２００８年かと思ったの

ですけれども、これは平成８年の話ですね。それ以

後の資料を私は求めたのですけれども、それ以後が

ないのだと、こういうことなのです。 

 現状を見たときに、先ほど何人かのきのうも含め

て何人かの議員さんの方が商工振興について問題を

指摘をされましたけれども、重複は避けたいと思い

ますけれども、商工会自体が小売店の方々が加入し

ている商工団体、こういったことが平成８年度にこ

ういう調査をして、その後、一切やっていない。危

機管理というか、危機意識が全くないのです。どう

ですか、思いませんか。 

 あわせて、町にこういった独自で調査したものが

あるのか尋ねました、所管に。ないと。どう思いま

すか、これはまず。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 商工会が独自で調査したというものは、近年、そ

ういったものがないということ、先ほどの米沢議員

の多分答弁だったと思いますけれども、直近のデー

タはないということでも申し上げましたけれども、

そういう調査が行われてきていないということは私

も聞いております。 

 町におきましても、統計調査、商業統計というの

か、統計調査は近年まで行っておりましたけれども

、最近、そういう求めがないからしないのかどうか

わかりませんが、現在は行っていないという、こと

し町としては調査をする予定、２４年度で多分、経
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済センサスということで調査をする予定を持ってお

ります。 

 ですけれども、直近では持っていないということ

で、やはり常にそういう情報収集、データ分析を実

情分析をしていくという心構えは持ち合わせるべき

だと、そういう部分で足りていない部分があれば、

それは改善するような方向でしっかりと対応をする

べきだというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） まず、その危機意識の状況は

、全く自分の問題としてとらえていないということ

をまず指摘をしておきたいと思います。 

 今、町長、統計調査の話もしましたけれども、こ

れは資料持っています。これは商業統計調査ですか

ら国の調査ですね。これは１６年度までの国の統計

調査出るのです、これを見ていきますと何年か置き

にやっているのですけれども、実はそのときに上富

良野でこうしていろいろな店もたくさんあるのです

けれども、８１２店舗ありました。これは、その後

の資料はないのです。 

 今、御答弁にあられましたとおり、経済センサス

、その中で２１年度にやっているという報告は受け

ています。ただ、集計はしていないのだと、こんな

話です。 

 そこで１６年までを見ますと８１２件があったの

ですけれども、そのときの年間の販売額、これは全

然経済状況違いますから、貨幣価値も違いますから

、今とあわせて一概にということはできないという

理解はしていますけれども１１０億９,０００万、小

売業と言われる方は店舗数が１１６店舗、９１億９,

０００万、現在わかりません私は。所管のところに

ちょっとお電話させて調べさせていただいたのです

けれども、所得ベースで載っているというようなこ

とですけれども、所得は全然違いますから統計にな

らないなと、そんなふうに思っていますけれども、

この間、税務課のほうに調べたら大体のことはわか

りますけれども、それは所得税で載っているのであ

って、販売金額とは全然違うということで統計にな

らないと、こういうデータ一つをとっても今、町長

が答弁があったとおり、私の質問したとおりないの

です。先ほどから何回も申し上げますけれども、危

機意識が欠如しているなと言わざるを得ないといふ

うに思っています。 

 先ほど申し上げたこの資料、この中で平成８年度

に商工会はこういう調査をやっていますけれども、

このときに大変な危機感を持ったこういう調査報告

です。いわゆる品目別、生鮮食品だとか、そういっ

たものについては、日常の雑貨品だとかについては

おおむねこの地元で買い物されている、衣料品なん

かはほとんど確かです。平成８年の時点ですよ、現

在はこれは逆転していると思うのです、このパーセ

ンテージ。いちいち申し上げませんけれども、この

ときのデータ出ているのは買い物割合が町内６４％

、そのうち大型店、上富良野で３３.１％、こんな統

計です。商店街、このときのパーセンテージ１７.

１％、ずっと今になったらもっと開いていると思い

ます。 

 こういう状況になっても薄いと、私は行政にも指

摘をしますけれども、まず商工団体、商工会はもっ

と指導すべきだと、こういうふうに思いますけれど

も、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 非常に危機意識をもう少し持つべきだということ

に対しましては、これは率直にそのように今後も自

分をしっかりと奮い立たせていかなければならない

と、そしてたとえ行政のみならず、これは商工団体

等にもそういう思いを共有していかなければならな

いということは、まず基本にお答えさせていただき

たいと思います。 

 その上富良野の消費動向が年々、都市部、さらに

は大型店へシフトしていっているということは、先

ほど冒頭の御答弁でもお答えさせていただいたとお

りでございまして、非常にそういう傾向が改善され

ているような方向には至っていないという認識を持

っておりまして、それらの思いを商工団体の皆さん

方とどのようにそれを、その危機感を持ちながら消

費が町内に戻るかというようなことを多いにこれか

ら研究をしてまいらなければなりませんし、町がど

ういう部分を担うべきかについては、私なりには先

ほどから種々申し上げておりますが、行政が担う役

割、それぞれの分野が担う役割をしっかりと認識し

て、そして消費がやはり、平成８年ですらそういう

数字ですから、それがさらに悪いほうへ向かってい

るということは事実だというふうに思いますので、

改善できるように町が行政として果たすことをしっ

かりと果たさなければならないということを常に考

えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 行政も商工会に一定程度の補

助をしていますから、そういう役割というのをただ

黙って傍観しているということではなくて、強い姿

勢で臨むということをこれからも続けてほしいとい

うふうに思ってございます。 

 関連して御質問させていただきますけれども、今

、空き店舗の調査の報告もありました。２２年度に

されたのだと思いますけれども、店舗数の数ですか
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、空き地の数、去年の決算委員会のときには同僚議

員の質問の中に副町長こういう答弁をしているので

す。 

 少なくとも来年度の予算に何かの形で施策が展開

できるよう努力しなければならないと、関係の方々

と議論をして町が役割として新しい補助制度を設定

するのも一つ、共同で何かを取り組むのも一つ、具

体化できるよう努力をして、来年度の予算に向けて

していきたいと、こういうふうに答えています。 

 新年度の予算の中で具体的に新しい予算づけをさ

れたのはどの部分でありますか、お答えください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 私もそういう気持ちで、姿勢で次年度に向けて取

り組みをするということは、私がそういう思いでお

りましたので、この間、もちろん商工団体も含めて

関係する団体のところに空き店舗を活用しての事業

展開が図られるような考えなり、アイデアを持ち合

わすことができれば、それについて町が応援すると

いうことにを常に発信はしております。 

 ただ、御理解いただきたいのは、町が主体的に上

富良野町営で何かを事業展開、空き店舗を活用して

事業展開すると、そういうようなアプローチはして

おりませんが、それぞれ関係団体の皆さん方から御

意見なり、知恵をいただいた中で事業展開ができる

ものがあれば、常にそれは取り組もうという姿勢は

一向に変わっておりません。 

 ただ、今、２４年度の中で、ではどういうふうに

反映させているのだということのお尋ねに対しまし

ては、これは具体的にそういう事業として成案を得

るまでのものができなかったということで理解して

いただきたいと思いますので、考え方はずっとそれ

は持ち続けているということでございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 食いとめ対策のことでちょっ

と私のほうから御提案をさせていただきたいのです

けれども、一例として、本町の消費経済を活性化す

るという意味合いにおいて、共同店舗、こういった

ことも必要でしょうし、あるいは大型店と共存共営

していけるように大型店に対抗できる品揃え、そう

いったものを当然、空き店舗だとか空き地を利用し

て、皆さん方に商工会の方々、それから商店主の方

々、そういった方々と提携をして、町として提案を

しながら、そういう方向性に持っていく、これも一

例でしょうから、一つ参考にしていただきたい。 

 それから、こう言われたのはもちろん資金面もあ

りますから、こういった第三セクター方式もよろし

いでしょうし、あるいは商店主の方々、それから一

般の方々から私費を募るという方法の手法もありま

すから、そういったことでできるだけ我が町のもの

は、我が町で買っていただくというような方向でぜ

ひ持っていただきたいと思うものですから、町長の

考え方、ひとつお聞かせください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番谷議員の商工振興策に

ついての、手法についてのお尋ねにお答えさせてい

ただきます。 

 ただいま議員のほうから御提案ございましたよう

な手法は、私もそういうような取り組みにチャレン

ジする行動が起これば、これはもう望ましいことで

ありますし、町として行政として、果たしていく役

割、そういうところで果たせるものはしっかりと果

たしていく気持ちは十分、持ち合わせております。 

 基本的なことを申し上げて恐縮ですが、上富良野

１万２,０００人に近い町民の皆さんはどこかで買

い物するわけですから、それを上富良野でどうやっ

て買っていただくような仕組みにするかということ

で、何度も申し上げておりますけれども、町が応援

してできる部分は応援させていただきます。 

 ですから、それぞれの主体が主体的に取り組みを

することの合わせ技ですることが大事だと思います

。 

 谷議員から今、お話がありましたような御提言が

、あるいはそういう発案がありました、それは町と

して果たせることはもう十二分に果たしていくべき

ものだというふうに考えておりまして、そういう声

がどんどん届くことを期待しているところでござい

ます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 余りしつこいのはやめにした

いと思うのですけれども、最後、一つだけ申し上げ

ておきますけれども、町長こういう皮肉ったことを

御存じですか。会して議せず、議して決せず、決し

て行わず、御存じですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 今、その言葉そのものは私

の頭の中には在しておりませんけれども、述べられ

ようしている意味は理解をさせていただいたところ

でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、８番谷

忠君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１２番岡本康裕君の発言を許します。 

○１２番（岡本康裕君） 私は、さきに通告しまし

た３点についてお伺いをいたしたいと思います。 

 一つ目、まちづくりについて。平成２１年４月に

町の最高規範である自治基本条例が施行され、情報

の共有、協働と参画、自助・共助・公助のもとまち
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づくりが行われ、次第に町民の中に根づいてきてい

る。 

 特に、住民会活動や自主防災組織、協働のまちづ

くり活動など、地縁型のまちづくりには目を見張る

ものがある。 

 一方、長引く経済的不況や先行きの見えない閉塞

感から町に活気がないように感じられる。さきに挙

げた地縁型も大切だが、町に住まう多くの町民、特

に若い世代やこの町のこれからの次代を担う人々や

、また趣味などを通じての交流からまちづくりがで

きないかと考えるが、そこで町長に次の点について

伺う。 

 ①、第５次総合計画でうたわれている楽しく便利

な地域生活の実現の中にある気心の知れた人間関係

のある地域づくりの施策の中の方向性の中の身近で

だれでも気軽に集い、交流できる場を拡充するとあ

るが、施策として何か具体策は考えているか。 

 ②、趣味などを通じた活発なコミュニケーション

づくりに対する側面、支援の充実に対して何か具体

策はありますでしょうか。 

 次、２番目、防災についてということでお伺いい

たします。 

 我が町上富良野町は、過去に幾度となく噴火を繰

り返している活火山十勝岳を有している。また、近

年、我が町上富良野町においても豪雨災害が続いて

起こっていると。 

 執行方針において、平成２４年度に地域防災計画

の見直しをするとしているが、防災に対しての次の

点について町長にお伺いしたいと思います。 

 ①、消防の広域化による上富良野防災力が高まっ

たと考えられる点はどこか、また今後、期待される

防災、減災に対してのメリットは何か。 

 ②、さきの第４定例会時において、同僚議員の災

害の質問に関する町長の答弁の中で、避難所に関し

て実際を想定したあり方を考慮するとの答弁があり

ましたが、避難所になっている３１カ所において、

厳冬期の噴火に対して防寒、暖房、毛布、マットな

どの備蓄に対して見直し作業ではどのような考えを

持って臨むものでしょうか。 

 ③、３・１１以降、総合防災訓練が平成２４年２

月２３日、２４日に行われましたが、２２年度の訓

練と比較して工夫された点、また新しく取り入れた

訓練はありましたでしょうか。 

 次に、３項目め、観光についてということでお伺

いいたします。 

 秀峰十勝岳の峰々を空に見上げながら、ラベンダ

ーを初め、火山の恵みである温泉とすばらしい景観

に彩られている我が町の観光ではあるが、近年の情

報通信の技術進歩によりパソコンを初め、携帯電話

、タブレット等により、どこからでも個人が情報発

信をできる時代になった。 

 観光に訪れた方々がリアルタイムにその情報をフ

ェイスブックやツイッター、ブログ等により発信す

ることで、これがＰＲにつながることになる。 

 そこで、観光地及び公的観光施設からも情報発信

ができるようなＷｉ‐Ｆｉのフリースポットを設け

るなどのインフラ整備が必要だと考えるが、町長の

考えを伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、１項目めのまちづくりに関する２点の御質

問にお答えさせていただきます。 

 １点目の身近でだれでも気軽に集い、交流できる

場を拡充施策の具体策についてでございますが、各

世代におきます青年団体、女性団体、あるいは高齢

者団体などの活動とあわせて、地域や職域を超えて

の活動などがより一層活発に展開されていくよう、

町として積極的に応援していくことが大切であると

考えているところでございます。 

 特に、次代を担う若者たちの交流活動をさらに広

げて、まちづくりに参画していただくことが大変、

大きな力になると思われますので、町といたしまし

ては、これらの交流の促進につながる機会やきっか

けづくりなどを講じながら支援をしてまいりたいと

考えております。 

 その一環として、町職員もみずからさまざまな機

会で参画して、情報や皆さんの思いを感じ取ること

も大切であり、職員指導の中で生かしてまいりたい

と考えております。 

 次に、２点目の趣味などを通じた活発なコミュニ

ケーションづくりに対する側面支援の充実策につい

てでありますが、町内にはさまざまな趣味などを通

じてのサークルも多数ありまして、活発に交流活動

がされているところであります。 

 町といたしましては、それらの交流活動が地域の

活性化や潤いのあるまちづくりにつながると期待し

ているところであり、個々のサークルのＰＲや活動

内容の紹介など、町民に情報提供の支援などに具体

的に取り組んでまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの防災対策に関する３点の御質問

にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の消防の広域化により、広域化による

防災力についてでございますが、組織を広域化する

ことで、保有する部隊数がふえるため、初動出動台

数が充実するとともに、統一的な指揮のもと、効果

的な災害対応や重複する出動にもスムーズな対応が
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可能となったところであります。 

 また、人員配備の効率化と充実化を進める体制が

確立されたことによりまして、消防隊員の資質の向

上と高度化している救急や救助業務のレベルを上げ

、専門性を高める、より質の高いサービスの提供が

可能になったと思われます。 

 さらに、特種車両等を含め、消防用資機材の共同

利用によりまして、防災力の向上にも効果が期待で

きるところであります。 

 次に、２点目の避難所における備蓄のあり方等に

ついてでございますが、現在の地域防災計画は、平

成１９年の改定から５年近く経過しておりますこと

から、現計画で指定している３１カ所の避難所につ

きまして、再度、検証を行い、改めて避難所の指定

を整備したいと考えております。 

 再検証を行う中で、これからも避難所として的確

であると判断された避難所につきましては、厳寒期

も想定しながら、防災必需品などの備蓄のあり方に

ついて、一次避難、二次避難など、その避難所が果

たすべき機能等を踏まえまして、国、北海道町村会

及び各関係機関との防災協定による供給体系をゆだ

ねる部分と、町が独自に準備しておくべきものなど

を整理いたしまして、平成２４年度に予定しており

ます防災計画への見直しの中で反映してまいりたい

と考えております。  

 次に、３点目の本年度の総合防災訓練についてで

ありますが、議員御発言のように未曾有の大災害と

なった東日本大震災以降、初の総合防災訓練であり

、この大災害の教訓を生かすためにも初めての試み

として災害発生想定図上訓練を実施いたしました。 

 シナリオがない中で、災害時の対応力を鍛える訓

練、災害時の想像力を養う訓練など、素早い対応、

判断をしていくことについて学ぶ機会となりました

。この検証作業をしっかりと行い、今後においても

災害時の対応力を鍛えることに力点を置いた防災訓

練を実施していくことが重要と考えております。 

 また、関係機関により、例年実施していただいて

おります救助救出訓練では、島津球場を会場に警察

の救助犬による被災者の発見、救出訓練を初めて実

施させていただいたところであります。 

 次に、３項目めの観光情報の発信に関する御質問

にお答えいたします。 

 近年、情報通信技術の発達とともに家庭でのイン

ターネットが広く普及したことや、携帯電話など、

とりわけスマートフォンなどの携帯端末の急速な普

及が図られるなど、大きく情報通信技術も変わろう

としております。 

 今後に向けて町民の方を初め、来町する観光客、

ビジネスマンなど幅広い方へどこでもインターネッ

ト接続ができるよう無料の無線通信環境を提供する

ことは、観光情報の発信はもとより、観光客等への

さらなる利便性の向上と町全体の情報化を進めるこ

とができるものと考えております。 

 現在、本町におきましても、民間通信事業者によ

るＷｉ‐Ｆｉに対応したサービスが利用でき、観光

施設や宿泊施設、個人事業者などが無線による高速

インターネットを利用できる公衆無線ＬＡＮサービ

スを提供していると聞いております。 

 議員御質問の観光地及び公的観光施設からも情報

発信ができるような公衆無線ＬＡＮサービススポッ

トを設けるなどのインフラ整備についてであります

が、私は十分な知識を持っておりませんが、これら

の情報ツールの有用性は大いに評価するものであり

ます。 

 この公衆無線ＬＡＮの通信環境につきましては、

今後さらに各民間通信事業者の参入などが見込まれ

ることや、通信アナログ回線、電話アナログ回線を

使用することによる通信障がいの解消など、高速通

信網の整備などの課題もあると伺っております。 

 このようなことから、公衆無線ＬＡＮ通信環境は

まだまだ成長、進化するものと思われますことから

、町といたしましても将来に向けての設置に対する

効果の検証も行いながら方向性を見出してまいりた

いと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） まず、まちづくりについ

て何点か御質問させていただきます。 

 今、町長からの答弁にあったように、各団体がそ

れぞれの立場において活動を行われております。特

に、次世代を担う若者に対しましては、今後、まち

づくりに強い影響力、牽引者となっていただけるよ

うな立場になると思いますが、お隣のお隣といいま

すか、富良野市さんあたりでは青年塾ということで

、アンケート調査を行って、そういった意味で若い

人たちを集めて、今後のまちづくりについてなどと

いうことを２３年度やられているわけです。 

 こちらの美瑛町に関しましても、若者が集う場の

設定も支援などをやられているようでありますが、

そういったきっかけづくりとか、働きかけというよ

うな支援、具体的にどうだということはまだないか

もしれませんが、そういったところは町長、お考え

になっていますでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の若者の集

える環境づくりについての御質問にお答えさせてい

ただきます。 
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 富良野市の取り組み、あるいは最近では美瑛町が

行われました取り組み等についてはお聞きしている

ところでございます。 

 私も、ずっとこの町で生まれ育って、青年活動等

にも一生懸命没頭していた時期もありますので、岡

本議員の思いの中にあるものはよく伝わってきます

。 

 町にもさまざまな、特に若い人たちの活動する機

会が私は非常に最近、少なくなっているなというよ

うな、機会が少ないから参加しないのか、参加しな

いから少なくなってきているか、これはちょっとわ

かりませんけれども、いずれにしてもこれではだめ

だという感じは私も共通の認識でございます。 

 とりわけ青少年団体の組織もありまして、そうい

ったところ、ことし４０周年か５０周年迎えるとい

うことも聞いておりまして、そういうことをきっか

けにすそ野を広げるように、くどいぐらいに私は言

っております。町も支えるから、ぜひそういうこと

に力を尽くしてほしいということで申しております

ので、私といたしましてはあらゆる機会を通じて若

い人たちが集える場をこれからも持てるように努力

をしてまいりたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 昨日の一般質問、同僚議

員の中の話題でもありまたしたが、町長と語ろうと

か、まちづくりトークとかという制度が今現在ある

わけですが、そういった制度をうまく活用して、今

後、若者の意見だとか、町民の意見を吸い上げるよ

うな、そういった努力といいますか、行いは今後、

多分、考えてはいると、今の答弁でいただいのです

が、思いますが、ぜひ活用していただきたいと思い

ますが考えとしてどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 私、この職に就任させていただきましてから、幾

度か町民トーク、町長と語ろう等の経験もさせてい

ただきました。意識的にそういう若い人たちと交流

できるようなことを意識して取り組みをさせていた

だきました。数は少ないのですけれども、非常に率

直な意見をいただいたり、後々の施策に反映できた

りというようなことで、私といたしましても非常に

エネルギーをいただきますので、これからもそうい

う機会を多く持ちたいなというふうに考えていると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 変な話、一杯やりながら

ということでやると、会議形式だとやはりがちがち

な部分も出て言えなくなるという部分もありますが

、少し柔らかくなるかなということで、ぜひ有効に

活用して意見の聴取など図っていただきたいと思い

ます。 

 まちづくりは人づくりだと僕は考えています。町

は人がつくるということで、人づくりにも積極的に

支援、働きかけを行っていただきたいと思います。 

 次、２点目のまちづくりの２点目の部分なのです

が、今現在、広報やホームページを活用して行政と

して支援していくことも現段階では行われていると

思いますが、ほかの町では例えば、ここら辺、上川

でいうと比布町だとか、ちょっと遠いけれども小樽

あたり、フェイスブックとなるもの、今ホームペー

ジありますけれども、そういったところで立ち上げ

て情報発信しているという取り組みも行われている

みたいです。 

 ちょっとフェイスブックとホームページの違いと

いうことで、即時性、それから公開性、そして双方

向ということで、情報がすぐに伝わるということで

、ブログにあるように炎上といいますか、匿名でや

るわけではなく、実名で名前をさらけ出して情報発

信したり、受け取ったりということで、余りいい加

減なことは書けないし、書いたら自分に全部帰って

くるというようなシステムなのですが、そういった

ところで少し情報の収集だとか、発信だとか、その

行政がつくってしまえば、あとはその中で例えばサ

ークル員募集といった、それを見た第三者が入りた

い人はそこの中で、行政を通さないで、そこの間だ

けでＰＲできたり、人の動きやつながりができると

いうようなものもるるあると、それは設定の仕方な

のですけれども、というようなことを取り組むか取

り組まないか、今後、考えるか考えないかという、

ちょっと今、取り組んでいないので今後どういうふ

うな考えを持っているかお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 大変、恥ずかしい話ですけれども、そういう専門

的な知識はなかなかついていけていないのが実態で

ございますが、そういう有効な方法が取り組みやす

いようなツールがあるとすれば、それはもう町とし

て取り組めることが可能であれば、何らちゅうちょ

するものありませんので、ぜひ機会を通じて、そう

いう技術的なフォローも町のほうでしていただきま

して、いろいろ情報をいただければ可能なものから

取り組みは検討できるというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 今、町長から前向きな御
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答弁をいただきましたが、引けを取らず僕もそろそ

ろおくれ出して、最新技術、少しずつおくれ出して

はいるのですが、フェイスブックに関しましてはお

聞きしますところ、町の職員の方なんかもフェイス

ブックを活用して、みずからの情報を発信したり、

友達をふやしたりというような活動もなさっている

ということをお聞きしておりますので、そういった

ところはもう若い職員、技術を持った職員というこ

とで、ぜひ検討をしてみてはどうかということを申

し添えておきます。 

 それと、若者に対する働きかけ、きっかけづくり

というのは、支援は惜しまないという発言でしたが

、理想としては若者たちがみずから活動し、まちづ

くりに積極的に参加してくれるということで理想な

のですけれども、そういった場合、町長もちろんこ

ころよく対応していただけるものと思いますが、ど

うでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 前段のサークル等の支援については、また若い職

員の人たちはそういうことに十分、熟知していると

思いますので、また伝えておきたいと思います。 

 それから、若い人たちの交流の場、これらにつき

ましては、私もそれこそ数十年前、自分を振り返っ

てみますと、当時、社会教育の一環として教育委員

会は本当にさまざまなきっかけづくりをしてくれて

いました。そういうことは大事ではないかなという

ふうに思っておりますので、それは日々の社会教育

の事業の中で、常にそういう若い人たちが交流でき

るような場を提供できるような、その発信は、知恵

は出していくようにこれからも言い続けますし、私

、身を持ってそういうことを体験しておりますので

、議員おっしゃるとおりだというふうに理解してお

ります。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） よく上がっている執行方

針にも出てきます農商工連携だとか、６次産業化と

かというのも、若い世代からの仲間づくりから始ま

っていくものもあるのではないかということで、若

いうちから顔を見合わせて、たまには喧嘩してとい

うのもあると思いますが、やっていくと強力なまち

づくりのスタッフになるかと、そのように考えてお

ります。 

 続きまして、防災の点について幾つかお伺いした

いと思います。 

 先ほど答弁をいただきましたけれども、広域化の

メリットということですが、統一的な指揮、隊員の

資質向上、消防防災の共同利用等の防災力がメリッ

トとしてあったとお伺いしましたが、昨夜も大きい

地震が、本州のほうで青森、東北、関東ありました

けれども、広域でそういう大きな震災や地震があっ

たとしても対応できるという広域化の力を持ってい

るということでよろしいかどうか、これは確認なの

ですが。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 広域消防の中で、危機のときの対応につきまして

は、それは今、仕組みとして整っているかといいま

すと、途上と言ったほうがいいかと思います。 

 さまざまなそういう、まだその市町村間でなかな

か統一化されていない部分があるのも実態でござい

まして、今、岡本議員が述べられたような部分もま

ず、大変、重要な部分でございます。これは、連合

長も含めて、私もその消防をあずかる立場として、

大きな重点課題ということで前進するように努めて

まいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 余り深く入り込みますと

、広域連合の話になってしまいますので、広域の部

分についてはこれぐらいでお聞きとめておきたいと

思います。 

 続きまして、備蓄のところなのですが、きょうも

道新さん来ていらっしゃいますが、北海道新聞の３

月６日火曜日のトップ記事で道内市町村に対する調

査ということで、防災に関するアンケート調査を行

いましたということで、すごく紙面を割いてたくさ

ん書かれていたのですが、記事の中で備蓄品の見直

しが最も多かったという、数で９９自治体ぐらいあ

ったと思うのですが、その中でも食料、飲料水の備

蓄ということで多かった、次に大震災で指摘された

毛布や暖房器具が多かったというのです。３・１１

で大震災は今時期ちょっと寒い、まだ雪も降るし、

しばれもある、北海道は特にもっとしばれがきつい

と考えておりますが、食料、飲料水については前回

、同僚議員が備蓄について質問したので割愛させて

いただきますが、その毛布、暖房器具ということで

、少しこちら見させていただきましたら、こんな厚

い中でいろいろ書いてあるのですが、火山災害対策

編、これは風水災害対策編とかとあったのですけれ

ども、ちなみに季節の特性や災害要援護者に配慮と

記されていて、すごく大ざっぱに書かれているので

す。 

 それで、少し読み上げさせていただきますと、暖

房器具、仮設トイレ、公衆電話、給湯施設、掲示板

、間仕切り、食器、調理器具、清掃器具という、暖

房器具ということで、余り細かく書くと実行すると
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きにこれがベースになるので、のっとってやらなけ

ればならないと、融通が利かないというところもあ

るのでしょうが、実際、今現在、厳寒期の対応のも

のとしてどういったものが備蓄されているのかお伺

いいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 まず、現在の備蓄の実態につきましては、４定だ

ったかと思いますけれども、一般質問の中でもお答

えさせていただいておりますけれども、胸を張って

備蓄をしているというような避難所は現在ないとい

うのが実態でございます。 

 食料備蓄につきましても、訓練用の物が備えさせ

ていただいているようなだけの状態でございまして

、胸を張ってこれだけの物が用意されていると、ゼ

ロではありませんけれども、そういう実態でござい

ます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 今後、２４年計画の見直

しということもありますし、大震災の後ということ

もありますので、その辺はしっかりと見直しをする

ということで了解してよろしいかどうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 冒頭のお答えで申し上げましたように、２４年の

新しい防災計画、前段、議員がお示しいただきまし

た防災計画、１９年だったと思いますが、それにつ

いては非常に大くくり過ぎてなかなか読み取れない

部分がありますので、今回の見直しは上富良野に実

際に即した実践的な防災計画に見直しするというこ

とをまず第一に掲げておりますので、その中で先ほ

どお答えさせていただきましたように、一次避難所

、二次避難所、あるいはその災害を想定する時期等

によって、さまざまな備えが必要でございます。 

 そして、その中でさらにその場に常に備えておか

なればならないもの、さらには一次避難所、二次避

難所それぞれの役割を果たすために備えておかなけ

ればならないもの、そしてその後には防災協定を結

んでおります各機関、各組織等からの支援等で対応

できる部分、そういうものをしっかりとこの機会に

押さえて、できるだけ文字としてきちっと定義でき

るようにしたいというふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 避難所の件について見直

しということでのほかに、ほかの上川管内の自治体

なのですが、避難所の耐震性ということで、避難所

にはなっているけれどもどうも耐震性が低いのでは

ないかと、逆に避難したことによって災害に遭われ

てしまう、被災されてしまうという懸念だと思うの

ですが、そういったのは計画とは別に今後、考えら

れる検討の余地があるところだと思うのですが、そ

ういった面はどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 最初のお答えの中にそういう意味も実は込めてお

答えさせていただいたつもりでございますが、現在

、３１カ所、避難場所を指定させていただいており

ますが、そこを的確かどうか、まずその見直しから

スタートしたいということで御理解いただきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） その備蓄に関してですが

、例えば何がしか今年度、２４年度見直しをかけて

、何がしかを備蓄するとなった場合、仮定の話でま

だ始まっていないから言えないと思いますが、備蓄

する物品をどこかにやはり買いそろえたりしますと

、備蓄庫みたいな、保管する場所って必要になるか

なという考えもあるのですけれども、どういった今

現在の考えをお持ちかどうかお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 まず、今、きょう現在、申し上げられる範囲で申

し上げますが、私といたしましては平成２４年の４

年中に防災計画の見直しをしっかりと終えたいとい

うふうに考えております。と申しますのは、今、議

員がお話ありましたような備蓄等につきまして、あ

るいはその避難場所の選定も含めまして、平成２５

年度の予算に反映させていく部分が生じてくるとす

れば、やはりことしの１２月までにそれらを整理し

ておかないと、次年度予算に反映できませんので、

その中で一遍にすべてを備えるということは、これ

は不可能でございますけれども、まずでき得るとこ

ろは何かというような、順序を経て、２５年度、来

年度に反映できるようにということは想定をしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 先ほどの報道にもありま

したけれども、民間と防災協定ということで、そう

いったところも今後、考えていくのではないかなと

思いますが、それにつきましては通告外なので、今

回、質問をしないことにさせていただきますが、次

に防災訓練について何点か。 
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 ２月に行われました訓練なのですが、私は消防団

員として現場で誘導訓練に当たっておりまして、本

部にはちょっと見学に行けなかったのですが、非常

に同僚議員何名か見学されていて、非常にすばらし

いと、新規の取り組みもあったということ、最初、

戸惑いもあったようだがすごくいい訓練だったとい

う感想を聞かされました。 

 今、答弁にありましたように、図上訓練、ＣＰＸ

、それから指揮所演習とか、ブラインド訓練、その

前例がないということで、全く筋書きがない中でや

られたということでありましたが、３月に行われた

全員協議会の中で町長ごあいさつの中で課題もあっ

たと申されていたのですが、いい訓練だとは言われ

ていた中でもやはり課題はあるということで、課題

となった点は何だったのでしょうかということでお

伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の防災訓練

に対します御質問にお答えさせていただきます。 

 本当にたくさん課題が生まれました。すべてを申

し上げられませんけれども、ブラインドのトレーニ

ングをすることによって、本当に今まで認識してい

なかった、即、緊急時に対応するというようなトレ

ーニングはいかに欠如していたかということがひと

くくりで申し上げますと、多方面で見受けました。 

 それらをすべて想定するということは、これは不

可能かと思いますけれども、しかし可能な限りそう

いうようなトレーニングを繰り返し行うことによっ

て、やはり備えができるのだなということで、これ

からそういうことを大きな訓練テーマとして押さえ

て訓練を続けていくことが大事だということで、大

くくりで申し上げますと、そういうことでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 訓練途中でハプニングと

いいますか、我々も訓練途中だったのですけれども

、避難誘導の訓練の最中だったのですけれども、停

電が起こってしまったというか、これは多分、これ

も訓練のうちと言えば訓練のうちなのでしょうが、

停電を起こそうと思って起こしたわけではないと思

うのです。ある意味、見方を変えるとそれも訓練だ

ったのかなというとらえ方ですが、原因究明されま

したでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 現実に訓練の途中で停電が起きたのは事実でござ

います。これは想定はしておりせんでしたし、訓練

に入れてはおりませんでした。私も、一瞬青ざめま

したけれども、その後の対応につきましては担当課

長のほうから御答弁させていただきたいと思います

。 

○議長（西村昭教君） 防災担当課長、答弁。 

○防災担当課長（伊藤芳昭君） １２番岡本議員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 状況としましては、２月２４日の防災訓練のとき

に消防の大会議室で訓練を行いましたけれども、そ

こで通信司令部と消防署、また詰所等にこれは異常

なかったのです。ただ、消防本部と会場で停電が起

きました。これはなぜかと言うと原因を探りました

ら、年々防災訓練についてもいろいろな機種が多種

多様になっております。 

 それで、プロジェクターですとかパソコンの台数

が近年、ふえてきていますので、容量がオーバした

ことが原因の一つでございます。 

 それで、本部といたしましては、コンセント抜い

てブレーカーを上げたのですけれども、そのコンセ

ントを抜けば作動したということでございます。 

 今後につきましては、容量不足の部分を検証して

、ほかのところから電源を求めて訓練をしていきた

いと、そのように考えております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 今後の対応、善後策とい

うことについても考えられているということなので

、ぜひ本番があっては困るのですが、そういった場

合にはちゃんと機能する一部停電がないようにと考

えております。 

 最後の講評のところ、少し私、消防団員という立

場で出させていただきましたが、警察のほうから警

察犬を使って今、答弁もいただきましたけれども、

犬を使って発見、要救助者を発見したということで

すから、警察の上の方の指摘で駐車場にも今後、も

し何かがあった場合は非常にスペースをとるのだと

いうようなことを言われたと思うのですけれども、

すべてを一遍に全部、解決するということはできな

いでしょうが、今後、そういった点も考慮に入れて

考えていくとも思われますが、どうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 講評のところで、警察署長のほうから駐車場、緊

急時の動員がなされたときの駐車対応する駐車場の

確保云々についても講評をいただいたところでござ

います。 

 それのみならず、やはりいろいろな反省点が今回

、ございますので、取り組める部分から対応するこ

とが必要というか、もう対応をするしか方法ありれ
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ませんので、可能な部分から改善をできるように、

先ほどの電源確保もそのとおりでございますので、

しっかり対応をするように取り組んでまいります。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） テレビやメディア等で、

ほかの自治体の取り組みということで、ネーミング

はふさわしいかどうかちょっとわからないのですが

、避難所運営ゲームだとか、そういった避難所を実

際に設置した状態にして、中で避難された方が役割

分担をしてというような、というシミュレーション

だったり、皆さんテレビでやられていたからわかり

ますけれども、東京では地下歩行空間における簡易

宿泊の訓練でありますとか、近いところでは旭川市

で避難所に実際に寝泊まりするシミュレーションと

いうことで、どれも真冬、東京は多分、帰宅困難者

の対応だとは思うのですが、そういった訓練もほか

の自治体ではやられているとお聞きしております。 

 今後の訓練につきましては、また関係各機関と防

災担当核心にやられると思いますので、こんなこと

もやっていたというようなところでとめておきたい

と思います。 

 今回、防災に関しての質問のことに関しまして調

べさせていただいたのですけれども、非常に幅が広

くて奥が深いという部分、そしてこれで全部、完璧

だということは、これはあり得ないのだなというこ

とを改めて感想として認識させていただいたところ

でございます。 

 ３・１１以降、すごく防災に対する意識が高まっ

てきて、町民の方も意識があると思いますので、で

きるだけ皆さん一緒に自主防災組織だったり、我々

だったら行政だったり、各団体だったりということ

で、総力を挙げて計画をつくったり、訓練に参加し

たいということを申し添えておきたいと思います。 

 次、観光です。観光につきましては、町長、余り

十分な知識は持っておりませんがということで言わ

れていましたが、私も先ほど言いましたがだんだん

、少しずつおくれて３Ｇとは何か、４Ｇとは何かと

いうふうな状態になってはきているのですが、町長

、今回、美瑛と上富良野と中富で組んでキャンペー

ン、ＰＲ活動ということで、美瑛さんは特に海外に

強いなんていうこともお聞きしております。 

 誘致活動をして、来てくれ来てくれと言って来て

いただいたはいいが、そういったホスピタリティー

の心といいますか、来い来いと言ったから来たけれ

ども、こんなのかよというのも、こちらとしてはし

ゃくなので、Ｗｉ‐Ｆｉに関してはもうレストラン

ですとか、宿泊施設、答弁いただきましたけれども

、そういったところでは個人でフリースポットを設

けてやられているということで、そこはいいとして

、そこの間を埋める部分、公的な部分ですとか、人

気のある観光スポットに民間の協力を得ながら、ま

たはそばで事業をされている方と協力しながらとい

うことで、できるだけ早急に外国人はやはりＷｉ‐

Ｆｉを使うとお聞きしておりますので、電話の通信

回線ではなくて、Ｗｉ‐Ｆｉということでやられて

いるということで、官民上げて補い合う相互間とい

うことで、できるだけ早い時期に、今そうやってプ

ロモーションもかけていますので、ぜひ考えて検討

していただきたいと思いますが。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の情報発信

の件に関しまして、お答えさせていただきます。 

 情報発信をしていくと、特に上富良野に足を運ん

でいただいた方々が十分な情報を得て、そして上富

良野を満喫していただくと、そしてまたリピートし

ていただけるような、そういうことにつなげるとい

うことは、もう当然でございますし、民間の方々が

既にそういうことで動きをされているということを

伺っております。 

 そういう中で、町が公的機関としてそういう隙間

と申しましょうか、間と申しましょうか、そういう

ところで役割を果たすことによって、面として、線

としてつながっていくというような機能が果たされ

て、しかもそれが町の活性化の一助になるとすれば

、それは多いに検討する課題でありますし、検討し

たいというふうに考えております。 

 ただ、残念ながら、私個人的にそこら辺の評価が

できるような知識は持ち合わせおりませんで、それ

は行政の力を持ってそういう研究をして、それがど

ういう対応が望ましいのかということを少し、お時

間をいただいて、研究させてください。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１２番

岡本康裕君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、一般質問をすべて終了いたします。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１６日から２２日までの

７日間を休会といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１６日から２２日までの７日間を休

会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部
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終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あす以降の予定について、事務局長から報告いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１６日から２２日までの７日間は休会といたします

。 

 ３月２３日は、本定例会の最終日で、開会は、午

前９時でございます。なお、休会中の３月１６日、

１９日、２１日、２２日の４日間は、予算特別委員

会を、いずれも午前９時から開会いたしますので、

各会計予算書並びに既に配付の関係資料を御持参の

上、定刻までに御参集賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 以上であります。 

午前１１時５９分 散会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会５日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 予算特別委員会、長谷川委員長から、今期定例会

で付託されました議案第１号から第９号までの議案

について、審査報告書の提出がありました。 

 町長から追加提案の議事日程について、３月２２

日議会運営委員会を開催し、その内容の審議を行い

ました。 

 なお、人事案件の諮問第１号人権擁護委員候補者

の推薦の件は、後ほど議案を配付しますので御了承

願います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ８番 谷     忠 君 

     ９番 岩 崎 治 男 君 

を指名します。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第１８号上

富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第１８号上富良野町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例につきまして、提案の要

旨を御説明申し上げます。 

 今般、北海道後期高齢者医療広域連合からの職員

派遣の依頼を受け、平成２４年度から２年間の予定

で当町の職員を派遣し、知見を積むとともに、広域

連合の構成員として事業運営に貢献することとした

ところであります。このため、派遣職員が札幌市で

の勤務となることから、通勤困難など、やむを得な

い事情により、同居していた配偶者と別居し、単身

での生活が常態となる職員に対し、単身赴任手当を

支給できるよう、同条例の改正をしようとするもの

であります。 

 同手当は、国や北海道の規定を参考に、月額２万

３,０００円とし、一定の距離に応じて上限を４万５

,０００円とする加算額を設定するもので、当該加算

額については、規則にゆだねるよう規定するところ

であります。 

 ちなみに、勤務地が札幌市となる場合においては

、６,０００円を加算し、月額２万９,０００円とな

るところであります。 

 以下、議案につきましては、要点のみ申し上げま

す。 

 上富良野町職員の給与に関する条例の第１０条の

次に、第１０条の２を追加するもので、冒頭申し上

げました単身赴任手当のルールについて規定するも

のであります。 

 また、附則につきましては、この条例は、平成２

４年４月１日施行する旨規定をするものであります

。 

 以上、説明といたします。御審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第１８号を採決いた

します。 

 本件は原案のとおり決することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第１９号 
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○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第１９号上

富良野町税条例の一部を改正する条例の件を議題と

します。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１９号上富良野町税条例の一部を

改正する条例につきまして御説明申し上げます。 

 国における平成２３年度の税制改正法案について

、雇用促進税制等政策税制の拡充、寄附金税制の拡

充及び税負担軽減措置等について分離され、現下の

厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して、税制の整

備を図るための地方税法等の一部を改正する法律案

として、昨年６月１０日新たに国会に提出され、６

月２２日同法律案が成立し、６月３０日交付された

ところであります。 

 まちにおいても、同日、上富良野町税条例等の一

部を改正する条例の専決処分をし、７月２９日の町

議会臨時会において報告をしたところであります。 

 この分離により、存置された法案については、経

済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るた

めの地方税法等の一部を改正する法律案として、引

き続き国会において審議され、１０月２８日及び１

１月２２日修正案が国会に提出され、１１月３０日

、同法律案が成立し、１２月２日に公布されたとこ

ろです。 

 あわせて、東日本大震災からの復興に関し、地方

公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源

の確保にかかる地方税の臨時特例に関する法律案が

１０月２８日国会に提出され、１１月２２日修正案

が提出され、１１月３０日同法律案が成立し、１２

月２日公布されたところです。 

 また、東日本大震災の被災者等の負担の軽減及び

東日本大震災からの復興に向けた取り組み推進を図

るため、地方税法の一部を改正する法律案が１１月

４日国会に提出され、１２月７日同法律案が成立し

、１２月１４日公布されたところです。 

 これら三つの法律が公布されたことによりまして

、上富良野町税条例の一部を改正するものでありま

す。 

 今回の上富良野町税条例の一部改正につきまして

、その概要を御説明申し上げます。 

 第１点目としまして、法人実効税率の引き下げと

課税ベースの拡大に伴う都道府県と市町村の増収減

を調整するため、道府県たばこ税の一部を市町村た

ばこ税に委譲するものであります。 

 第２点目としまして、入湯税の特別徴収義務者に

かかる帳簿記載の義務違反等に関する罪の罰則の強

化であります。 

 第３点目としまして、東日本大震災にかかる雑損

控除額等の特例であります。 

 第４点目としまして、東日本大震災からの復興を

図ることを目的として、臨時の措置として個人町民

税の均等割の標準税率を引き上げるものであります

。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１９号上富良野町税条例の一部を改正する

条例。 

 上富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第

１０号）の一部を次のように改正する。 

 以下につきまして、条例の朗読は省略させていた

だき、その主な改正点のみの説明とさせていただき

ますので、御了承くださいますようお願い申し上げ

ます。 

 第９５条は、町たばこ税の税率を１,０００本につ

き「４,６１８円」から「５,２６２円」に引き上げ

るものであります。 

 第１５１条は、入湯税の特別徴収義務者にかかる

帳簿記載の義務違反等に関する罪の罰金を「３万円

」から「１０万円」に引き上げるものであります。 

 附則第９条は、地方税法改正による条文の整理で

あります。 

 附則第１６条は、旧３級品のたばこにかかる町た

ばこ税を１,０００本につき「２,１９０円」から「

２,４９５円」に引き上げるものであります。 

 附則第２２条は、東日本大震災にかかる雑損控除

額等の特例にかかる地方税法改正による条文の整理

であります。 

 附則第２４条は、平成２６年から平成３５年度ま

での間、個人住民税の均等割の税率を「３,０００円

」から「３,５００円」に引き上げるものであります

。 

 附則第１条は、改正後の条例の施行期日を公布の

日から施行するものでありますが、同条第１号から

第３号までに掲げる規定は、それぞれの項目につい

て施行期日を定める条文であります。 

 附則第２条は、町民税に関する経過措置。 

 次のページの附則第３条は、町たばこ税に関する

経過措置及び附則第４条は、罰則に関する経過措置

を定める条文であります。 

 以上で、議案第１９号上富良野町税条例の一部を

改正する条例の説明とさせていただきます。御審議

いただきまして、議決くださいますようお願い申し

上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 
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○４番（米沢義英君） 何点かお伺いしたいと思い

ます。 

 今回の震災にかかわる税体系の会計という形にな

っているかと思います。たばこ税等については、増

収、また、その均等税においても加算されるという

形の中で、均等税においては、３５年度までという

形になっているかと思いますが、この３５年を過ぎ

ますと、たばこ税等に至っても、また制度の改正が

あって逆戻りするのかですね、単純な質問なのです

が、その関係についてちょっとわからないので、お

伺いしておきたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の御

質問にお答えしたいと思います。 

 まず、たばこ税の税率の改正につきましては、冒

頭御説明申し上げましたとおり、法人実効税率の引

き下げに伴いまして、都道府県と市町村間の増収源

の調整のためということで、都道府県たばこ税を市

町村たばこ税に移譲するもので、東日本大震災絡み

の改正とは異なっております。たばこ税の税率の改

正につきましては、一たん、地方税法改正で提案さ

れたところでありますが、修正によりまして、たば

こ税の東日本に係る増税はなくなったところであり

ます。 

 また、町民税の部分につきましては、先ほど御説

明申し上げましたとおり、平成２６年度から平成３

５年度までの間、５００円引き上げるものでありま

すが、これとたばこ税との連動はないところであり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 一部報道によりますと、法

人税率についても、引き下げについても、限定的な

話もちょっと一部聞こえてきているのですが、そこ

ら辺はまだわからないということですね。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の御

質問にお答えします。 

 法人税率のほうにつきましては、地方税法改正に

基づいて変わってくるものと考えておりまして、私

のほうは、まだその情報は得ていないところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより、議案第１９号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第２０号 

◎日程第５ 議案第２１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第２０号上

富良野町社会教育委員に関する条例の一部を改正す

る条例、日程第５ 議案第２１号上富良野町公民館

条例の一部を改正する条例の件を一括して議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（服部久和君） ただいま一括上程

いただきました議案第２０号上富良野町社会教育委

員に関する条例の一部を改正する条例及び議案第２

１号上富良野町公民館条例の一部を改正する条例に

ついて、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 本年度、地域主権戦略大綱などを踏まえ、基礎自

治体への権限移譲、義務づけ、枠づけの見直し、条

例制定権の拡大を目的とし、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律により、社会教育法が改正され

たことから、両条例の一部を改正するものです。 

 社会教育委員に関する条例につきましては、社会

教育委員の設置及び委員の構成が社会教育法に定め

られたことから、条例から関係条文を削除し、引用

条文を追加し、条文見出しを変更するものです。 

 公民館条例につきましては、社会教育法の改正に

より、政令で定める基準を参酌し、公民館運営審議

会委員の任命基準及び会則引用条文を改正するもの

です。 

 なお、今回の改正により、任命基準に「家庭教育

の向上に資する活動を行う者」が追加されておりま

す。 

 また、両条例とも施行日を平成２４年４月１日と

しているところでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第２０号上富良野町社会教育委員に関する条

例の一部を改正する条例。 

 上富良野町社会教育委員に関する条例（昭和４７

年上富良野町条例第２４号）の一部を次のように改

正する。 

 第１条の見出しを「（設置及び目的）」に改め、

同条中「第１８条」を「第１５条及び第１８条」に

改める。 

 第２条及び第３条を削り、第４条を第２条とし、

第５条を第３条とし、第６条を第４条とする。 
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 附則。 

 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

 次の議案をごらんください。 

 議案第２１号上富良野町公民館条例の一部を改正

する条例。 

 上富良野町公民館条例（昭和４２年上富良野町条

例第３３号）の一部を次のように改正する。 

 第６条第２項中「法第３０条第１項に規定する者

のうち」を「学校教育及び社会教育の関係者、家庭

教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験の

ある者の中」に改め、同条第４項中「法第３０条第

１項」を「第２項」に改める。 

 附則。 

 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第２０号上富良野町社会教育委員に

関する条例の一部を改正する条例及び議案第２１号

上富良野町公民館条例の一部を改正する条例の説明

といたします。御審議いただき、議決賜りますよう

お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今の社会教育にかかわって

なのですが、その中に、家庭教育の資質の向上につ

ながるものということが追加されたということなの

ですが、具体的にどういう、よく、こういう条例と

いうのは非常にわかりづらくて、その対象がわかり

づらいのでお伺いいたします。どういう方というか

、どういう職種の方を想定されるのかをお伺いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（服部久和君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 御質問は、家庭教育の向上に資する活動を行う者

という表現でございます。非常に、家庭教育という

ことで、幅広な表現になっておりまして、解釈の仕

方によっては、一般的な家庭にいて、非常に立派な

お子さんをお育てになった方も含まれると。特に役

職云々というより、広範囲な中から、周知の、大勢

の人がすばらしい方だとお認めになった場合は、こ

の方も含まれるというような解釈をしているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 従来は、設置された枠の中

で選んでいたけれども、一般の方も認められれば、

その委員に、選考の基準となるという形の方になる

のかなというふうに思うのですが、その点確認して

おきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（服部久和君） ４番米沢議員の御

質問にお答えします。 

 非常に広範囲な解釈が可能になったのかなと、そ

ういうふうに思っております。ただ、皆さんが、多

くの方がそういうふうに思われるということが非常

に重要なことだと思っておりますので、その辺はお

含みおきいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより、採決いたします。 

 初めに、議案第２０号上富良野町社会教育委員に

関する条例の一部を改正する条例の件を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２１号上富良野町公民館条例の一部

を改正する条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第２５号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第２５号上

富良野町営住宅管理条例の一部を改正する条例の件

を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第２５号上富良野町営住宅管理条例

の一部を改正する条例につきまして御説明申し上げ

ます。 

 地域の主権性及び自立性を高めるための改革の推

進を図るための関係法律の整備に関する法律が昨年

５月２日に公布されたことにより、公営住宅法の一

部改正がされ、入居者の資格要件とされていた同居

親族要件が廃止されたところであります。 

 これまで、住宅の困窮する低額所得者を対象とす

る公営住宅においては、同居親族を有する世帯への

供給を基本とする考え方に基づき、同居親族が入居
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の資格要件とされていたところでありますが、今回

の法改正において廃止扱いとされているものの、住

宅困窮要件は引き続き存続することとなり、同族親

族の有無や人数の多寡は、その世帯の住宅の困窮度

を推しはかる上においては、基礎的かつ重要な要件

であることに変わりはないことから、必要な要件を

規定するため、上富良野町営住宅管理条例の一部を

改正するものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第２５号上富良野町営住宅管理条例の一部を

改正する条例。 

 上富良野町営住宅管理条例（平成９年上富良野町

条例第３号）の一部を次のように改正する。 

 第６条中「令第６条第１項」を「規則」に、「第

２号及び第３号」を「第２号、第３号及び第４号」

に、「あっては第３号」を「あっては第３号及び第

４号」に改め、同条第２号イ中「令第６条第４項」

を「特に居住の安定を図る必要があるものとして規

則」に、「令第６条第５項第１号に規定する金額」

を「２１万４,０００円」に改め、同号ロ中「令第６

条第５項第２号に規定する金額」を「２１万４,００

０円（当該災害発生の日から３年を経過した後は、

１５万８,０００円）」に改め、同号ハ中「令第６条

第５項第３号に規定する金額」を「１５万８,０００

円」に改める。 

 附則。 

 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

 以上で議案第２５号上富良野町営住宅管理条例の

一部を改正する条例の説明といたします。御審議い

ただきまして、議決くださいますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点かお伺いいたします。 

 住宅の、いわゆる地方自治体における裁量権が一

定程度認められてきているということの話ですが、

そこでお伺いしたいのは、今回の改正に当たって、

同居家族等は、条例等においては、従前どおりとい

う形にするということであります。改正の中では、

単身者もこういった住宅の困窮するという状況であ

れば入居できるという改正点の中身もあるかという

ふうに思います。上富良野町では、この点は改正し

ないで、従前の同居親族等を生かすということにな

った背景等はどういうものがあるのか、お伺いして

おきたいと思います。そのほかにもいろいろと、給

与、いわゆる上限の設定の改正などもあるのですが

、その点お伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 同居親族要件につきましては、法改正によりまし

て廃止されたところでありますが、町で行っており

ます住宅の困窮度というところで、今、点数化して

いるところであります。その部分において、やっぱ

り資格要件につきましては、同居親族のある、ない

、もしくはその人数によって、当然、優先順位等が

かかわってきますので、その部分につきましては、

高齢者とか障害者等につきましては、その要件から

外れておりますので、本当に住宅の困窮度の高い人

から入居させるということを要件としておりますの

で、引き続き、その部分を規定させていただいたと

ころであります。 

 年収等の部分については、規定したものについて

は、政令で規定しているものが条例のほうに委任さ

れたということでの改正でありますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、議案第２５号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第２６号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第２６号上

富良野町土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条

例の一部を改正する条例の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（前田 満君） ただいま上程いた

だきました議案第２６号上富良野町土地改良事業の

経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例

につきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 地域主権の第２次一括法として、平成２３年１１

月３０日に公布された地域の自主性及び自立性を高

めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律により、土地改良法の一部が改正され

たことにより、本条例の一部を改正しようとするも

のであります。 

 改正内容としましては、土地改良法においては、
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これまで市町村の土地改良事業の実施等については

、都道府県知事への同意を要する協議から、事後報

告へ改められたことから、本条例における賦課金及

び特別徴収金の徴収に関することを規定した第１条

と、急施の場合の特例に関することを規定した第４

条に、それぞれ引用する土地改良法の条項を変更す

るものであります。 

 以下、議案の朗読をもちまして説明とさせていた

だきます。 

 議案第２６号上富良野町土地改良事業の経費の賦

課徴収に関する条例の一部を改正する条例。 

 上富良野町土地改良事業の経費の賦課徴収に関す

る条例（昭和５６年上富良野町条例第３５号）の一

部を次のように改正する。 

 第１条中「第９６条の４」を「第９６条の４第１

項」に改める。 

 第４条中「第９６条の４」を「第９６条の４第１

項」に、「第４９条第１項」を「第８８条第１項」

に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で議案第２６号上富良野町土地改良事業の経

費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例の

提案説明とさせていただきます。御審議いただきま

して議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第２６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第２２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第２２号上

富良野町子どもセンター条例の件を議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ただいま上程され

ました議案第２２号上富良野町子どもセンター条例

につきまして、提案の要旨を申し上げます。 

 児童福祉法の改正に伴い、法の引用条項の改正が

必要となるほか、発達支援センターの事業名などが

改正となるため、所要の改正を図るものであります

。 

 現行条例は、施設の設置及び管理に関する事項の

ほか、子育て支援センター及び発達支援センターの

事業運営に関しても規定してございますが、条例事

項である公の施設の設置及び管理に関する規定及び

費用負担に関する規定など、現行条例の全般に及ぶ

ことから全部改正し、平成２４年４月１日から施行

しようとするものでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきます

。 

 議案第２２号上富良野町子どもセンター条例。 

 上富良野町子どもセンター条例（平成１７年上富

良野町条例第８号）の全部を改正する。 

 （趣旨）。 

 第１条、この条例は、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２４４条の２の規定に基づき、上富

良野町子どもセンター（以下「子どもセンター」と

いう）の設置及び管理に関し、必要な事項を定める

ものとする。 

 （設置の目的）。 

 第２条、地域の子育て家庭等が安心して子育てで

きる環境を整え、児童福祉の向上に資するため子ど

もセンターを設置する。 

 （名称及び位置）。 

 第３条、子どもセンターの名称及び位置は、次の

とおりとする。 

 名称、上富良野町子どもセンター。位置、空知郡

上富良野町大町３丁目２番２２号。 

 （職員）。 

 第４条、子どもセンターに上富良野町職員定数条

例（平成２２年上富良野町条例第１３号）に定める

定数の範囲内において、必要な職員を置く。 

 （事業及び組織）。 

 第５条、子どもセンターの事業は、次に掲げると

おりとする。 

 (1)、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号。以

下「法」という。）第６条の２第１項に規定する障

害児通所支援事業。 

 (2)、法第６条の２第６項の規定する障害児相談支

援事業。 

 (3)、法第２１条の９に規定する子育て支援事業。 

 (4)､前３号に掲げるもののほか、児童及び妊産婦

の福祉に関し、町長が必要と認める業務。 

 ２、前項に規定する事業を実施するため、子ども

センター内に「上富良野町発達支援センター」及び

「上富良野町子育て支援センター」を設置する。 

 （施設使用料及び利用者負担）。 
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 第６条、子どもセンターの施設使用料は無料とす

る。ただし、使用目的が第２条に規定する目的に該

当しない場合においては、上富良野町行政財産の目

的外使用に関する使用料徴収条例（昭和３９年上富

良野町条例第２９号）に基づき施設使用料を徴する

ことができる。 

 ２、前条第１項第１号の障害児通所支援事業を利

用する者は、法第２１条の５の３第２項第１号に規

定する方法により算出した額から、当該通所支援に

かかる通所給付決定をした市町村が負担すべき額を

除いた額を負担するものとする。 

 裏面をごらんください。 

 （使用の制限）。 

 第７条、町長は、次の各号のいずれかに該当する

と認められるときは、子どもセンターを使用させな

いものとする。 

 (1)、公の秩序または善良な風俗を乱すおそれがあ

るとき。 

 (2)、施設、設備、備品等を破損し、または滅失す

るおそれがあるとき。 

 (3)、その他子どもセンターの管理運営上支障があ

ると認めるとき。 

 （開館時間等）。 

 第８条、子どもセンターの開館時間は、子どもセ

ンターに配置する職員の勤務時間（上富良野町職員

の勤務時間、休暇等に関する条例（平成８年上富良

野町条例第２号）に基づく勤務時間）とする。 

 ２、前項の規定にかかわらず、町長が必要と認め

るときは、開館時間を変更し、または開館時間に開

館しないことができる。 

 （損害賠償）。 

 第９条、子どもセンターの利用者は、故意または

重大な過失により施設または設備に損害を与えたと

きは、その損害を賠償しなければならない。ただし

、やむを得ない事由があると認めたときは、町長は

その損害を減額し、または免除することができる。 

 （委任）。 

 第１０条、この条例に定めるもののほか、必要な

事項は規則で定める。 

 附則。 

 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

 以上、議案第２２号上富良野町子どもセンター条

例の説明といたします。御審議いただき、お認めく

ださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 一つ確認したいと思います

。障害者の自立支援法が廃止されて、それに伴って

公の施設の設置条例を改正ということで、今改正す

るわけですけれども、今ここでも、発達支援センタ

ー、子育て支援センター、そういった事業をそれぞ

れやっておりまして、私は、条例だけ改正されても

、一体何が変わるのかなと、こう思ってしまうので

すね。これらを改正するに当たっても、ここで仕事

をしていらっしゃる方とかの意思疎通とか、この条

例改正に当たっての、そういうことは知っているの

でしょうか。ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 この児童福祉法の改正につきましては、障害者自

立支援法の改正部分から、１８歳までの児童の、障

害児ですとか、発達障害だとかがあるお子さん方の

分野を児童福祉法のほうで位置づけされることとな

ったわけです。そういった中で、従来あります発達

支援センターの中で行う業務につきましても、そう

いった障害児ですとか発達障害のある方の事業を展

開するようなことで位置づけられたことから、今回

このような条例改正となっており、障害者と同じよ

うに、相談ですとか、そういった業務や何かも担う

ようなことになってございまして、改正の内容だと

かそういったことにつきましては、子どもセンター

の職員におきましても、上川振興局ですとか、そう

いったところの研修も受けながら対応を図って、理

解をしながら、この４月１日からに臨むというよう

な体制となってございますので、御理解を賜りたい

というふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 質問させていただきます。

児童福祉法が、こういう設置条例ができまして、い

わゆる障害の利用などにおいて、利用計画を立てる

ということもこちらのところでやられるのかどうな

のか、この点。 

 さらにお伺いしたいのは、子育てサークル等が利

用しておりますが、これは通常、無料という形で利

用しているかと思いますが、そういった部分は従前

と変わらないという形で理解してよろしいでしょう

か。 

 そのほかに、宅老所等も使用されておりますので

、そういったものは一定程度、公のものに入るのか

なというふうに、別途、町長の規定に基づいた形の

中で、そこで使用等の判断がされるかと思いますが

、その点についてもお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ４番米沢議員の御
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質問にお答えいたします。 

 障害者の障害計画の関係につきましては、この発

達支援センターだとかで計画を練るような形になっ

てまいります。そういった相談支援の資格を取って

、児童福祉法の経過措置期間が１年ございますので

、その間で相談員を養成して、平成２５年４月から

は、そういう計画を策定するというようなことで、

２４年度はそういった相談員を養成する計画をして

ございます。 

 それから、子育てサークルの子どもセンターの使

用の関係については、本来目的で御使用いただいて

ございますので、無料というようなことでございま

す。 

 あと、子どもセンターを利用されている団体です

とか、そういった関係につきましては、条例の中に

も位置づけがございますように、行政財産の目的外

使用ということで、総務課のほうで対応してござい

まして、現状的には全額免除の扱いになっていると

いうふうに承知しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、議案第２２号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第２３号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第２３号上

富良野町敬老祝い金支給条例の一部を改正する条例

の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ただいま上程され

ました議案第２３号上富良野町敬老祝い金支給条例

の一部を改正する条例につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 本条例は、高度経済成長時代の昭和４２年に、敬

老年金条例として、満８０歳以上の高齢者へ現金２,

０００円を支給する内容でスタートしたところであ

ります。 

 その後、右肩上がりの経済成長のもと、対象年齢

の引き下げや年金額の引き上げ、節目の記念品の支

給など、その拡大を続けてまいりました。しかし、

その後バブルの崩壊、日本経済の低迷のもと、また

、地方分権一括法による市町村合併問題や、国の三

位一体改革による地方交付税の総額抑制などによる

自主財源の縮小など、まちとして合併の道を選ぶの

か、行財政改革によって自主・自立の道を選ぶのか

という地方自治体にとって厳しい選択を強いられる

時代背景と、高齢化の進展によって対象者が増加す

るなどの要因により、本条例を敬老祝い金支給条例

に改め、平成１５年からは、敬老年金と古希記念品

を廃止し、さらに平成１７年からは、喜寿、米寿、

白寿の方々へ金品、商品券を支給するよう条例改正

して現在に至っております。 

 この敬老祝い金は、多年にわたり社会の発展に寄

与されてこられた高齢者に対して、敬老の意をあら

わすとともに、長寿を祝福し、町民の敬老思想の高

揚と高齢者福祉の向上に寄与することを目的に制定

してまいっておりますが、この間、まちにおいては

健康づくりに意を注ぎ、町民の皆様とともに学習し

、健康増進に努めてまいったこともあり、高齢化の

進展がさらに進み、まちの６５歳以上の高齢者は、

既に３,０００人を超え、平成２２年度には、後期高

齢者が前期高齢者数を上回るという段階を迎えたと

ころであります。 

 昨今は、経済の低迷や核家族化の進展などもあり

、高齢者は日々の日常生活を送るために、多様な福

祉や医療サービスの提供や、支援を必要とされてい

る方々が大勢おられる実態にございます。 

 このような課題を解決するため、高齢者を支える

さまざまな福祉・医療などの施策の展開や仕組みづ

くりが急務であること。さらには、高齢者人口増加

に伴う、現在実施しております高齢者福祉・医療の

費用も増加してまいるようなことなどから、現在の

敬老祝い金制度を改め、これらに対応してまいるた

め、条例を改正しようとするものでございます。 

 改正の内容といたしましては、これまで喜寿７７

歳の２万円と、米寿８８歳の３万円を、平成２４年

度には半額に、平成２５年度には廃止し、白寿９９

歳の５万円のみに変更しようとするものであります

。 

 なお、敬老祝い金制度の見直しに当たりましては

、昨日までの予算特別委員会において慎重なる御審

議をいただき、ちょうだいしました審査意見を重く

受けとめ、その対応を図ってまいりたいと存じます

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第２３号上富良野町敬老祝い金支給条例の一

部を改正する条例。 

 上富良野町敬老祝い金支給条例（平成１４年上富

良野町条例第２８号）の一部を次のように改正する
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。 

 第２条の表中、満７７歳の者の項及び満８８歳の

者の項を削る。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、平成２４年４月１日から施行す

る。 

 （経過措置）。 

 ２、この条例による改正後の第２条の規定による

平成２４年９月１５日を基準とする祝い金の支給に

ついては、同条の表を次の表として適用する。 

 対象者、種類及び金額。満７７歳の者、喜寿祝い

金１万円相当の金品。満８８歳の者、米寿祝い金１

万５,０００円相当の金品。満９９歳の者、白寿祝い

金５万円相当の金品。 

 以上、議案第２３号上富良野町敬老祝い金支給条

例の一部を改正する条例の説明といたします。御審

議いただき、お認めくださいますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第２３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第２４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第２４号

上富良野町介護保険条例の一部を改正する条例の件

を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ただいま上程され

ました議案第２４号上富良野町介護保険条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要旨を申し上

げます。 

 平成２４年度から平成２６年度までの第５期介護

保険事業期間におけます、介護保険事業計画をもと

に、第１号被保険者の保険料を算定いたしました。

その結果、基準額で、これまでの年間４万３,２００

円を４,２００円引き上げ４万７,４００円とし、月

額にして、３,６００円から３,９５０円に改めよう

とするものであります。 

 この約１割の引き上げの要因としましては、高齢

化を背景とする６５歳以上の第１号被保険者の増加

と、１号２号被保険者の世代間負担の均衡を図るた

めに、国において、従来２０％と設定されていまし

た第１号被保険者の負担割合を２１％に引き上げ、

逆に２号被保険者の負担割合を３０％から２９％へ

引き下げた結果、今回の引き上げの約半分を占め、

残りにつきましては、給付費の伸びによるような引

き上げとなってございます。 

 まちとしましては、国における年金引き下げ議論

なども考慮し、また、低所得者階層が多いことから

、第１号被保険者の方々の保険料負担を圧縮するよ

う、道の財政調整基金や、まちの介護保険事業基金

を取り崩すことで、引き上げ幅の圧縮に努めたとこ

ろでございます。 

 また、所得階層の区分につきましては、本町では

７階層、実質８階層としてきたところでありますが

、国の政令改正により、第５期計画において、第３

段階の細分化設定と、第７段階以上に多段階設定が

できるよう見直されたことから、８階層、実質１０

階層に改正することとしたものでございます。 

 このことから、第３段階のうち、合計所得と年金

収入が１２０万円以下の非課税の方の保険料を軽減

するため、第３段階を二分化することとし、第７段

階の上に、合計所得が５００万円以上の方の第８段

階を設け、さらに基準額に対する割合の見直しなど

、所要の改正をしようとするものでございます。 

 具体的には、第１段階は基準額に対する割合が０.

５のままで、２万１,６００円を２万３,７００円に

、第２段階につきましては、０.６の割合を０.５５

に引き下げ、２万５,９２０円を２万６,０００円に

、第３段階は０.７５の割合で、３万２,４００円を

、新設のその１は０.６５に引き下げて３万８００円

と、その２は０.７５の割合のままで３万５,５００

円に、第４の１段階は０.８８の割合を０.８に引き

下げ、３万８,０００円を３万７,９００円に、基準

となる第４の２段階は１.０の割合のままで、４万３

,２００円を４万７,４００円に、第５段階は１.２５

の割合のまま、５万４,０００円を５万９,２００円

に、第６段階は１.４の割合のままで、６万４８０円

を６万６,３００円に、第７段階は１.５の割合のま

まで、６万４,８００円を７万１,１００円に、新設

の第８段階は１.７の割合とし、８万５,３００円に

、それぞれ平成２４年４月１日から施行するよう改

正しようとするものでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第２４号上富良野町介護保険条例の一部を改

正する条例。 
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 上富良野町介護保険条例（平成１２年上富良野町

条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

 第３条中「平成２１年度から平成２３年度まで」

を「平成２４年度から２６年度まで」に改め、同条

第１号中「２万１,６００円」を「２万３,７００円

」に改め、同条第２号中「２万５,９２０円」を「２

万６,０００円」に改め、同条第３号中「３万２,４

００円」を「３万５,５００円」に改め、同条第４号

中「４万３,２００円」を「４万７,４００円」に改

め、同条第５号中「５万４,０００円」を「５万９,

２００円」に改め、同号ア中「２００万円」を「１

９０万円」に改め、同号イ中「次号ロまたは第７号

ロ」を「次号イまたは第７号イ」に改め、同条第６

号中「６万４８０円」を「６万６,３００円」に改め

、同号ア中「２００万円」を「１９０万円」に改め

、同号イ中「次号ロ」を「次号イ」に改め、同条第

７号中「６万４,８００円」を「８万５,３００円」

に改め、同号を同条第８号とし、同条第６号の次に

、次の１号を加える。 

 （７）、次のいずれかに該当する者、年額７万１,

１００円。 

 ア、合計所得金額が３００万円以上５００万円未

満であり、かつ、前各号のいずれにも該当しない者

。 

 イ、要保護者であって、その者が課される保険料

額について、この号の区分による額を適用されたな

らば、保護を必要としない状態となるもの（令第３

９条第１項第１号イ（（１）に係る部分を除く。）

に該当する者を除く。） 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、平成２４年４月１日から施行す

る。 

 （経過措置）。 

 ２、改正後の上富良野町介護保険条例第３条の規

定は、平成２４年度分の介護保険料から適用し、平

成２３年度以前の年度分の介護保険料については、

なお従前の例による。（平成２４年度から平成２６

年度までにおける保険料率の特例）。 

 ３、介護保険法施行令附則第１６条第１項及び第

２項（同条第３項及び第４項において準用する場合

を含む。）に規定する第１号被保険者の平成２４年

度から平成２６年度までの保険料率は、第３条第１

項の規定にかかわらず、年額３万８００円とする。 

 ４、介護保険法施行令附則第１７条第１項及び第

２項（同条第３項及び第４項において準用する場合

を含む。）に規定する第１号被保険者の平成２４年

度から平成２６年度までの保険料率は、第３条第１

項の規定にかかわらず、年額３万７,９００円とする

。 

 以上、議案第２４号上富良野町介護保険条例の一

部を改正する条例の説明といたします。御審議いた

だき、お認めくださいますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問をさせていただ

きます。 

 この間も一般質問等、また、予算委員会等なんか

でも質問をさせていただきました。今回の制度の改

正は、お互いに受益者が負担をし合うというような

制度になっているかというふうに思います。国のほ

うでは、こういった部分は、地域主権といいながら

も、財源の厚い手当てがなされないという、矛盾に

満ちた問題点がたくさん出てきています。 

 例えば、第１段階、第２段階においても、生活保

護世帯の受給者については、生活保護という認定に

なっている世帯は、そこから支給、保険料が払われ

るという形になっていますが、生活保護世帯以外の

方の市町村民税非課税の世帯に至っては、本人負担

という矛盾です。これは、当初できたときから、第

２段階においてもそうなのですが、多くの問題が投

げかけられている制度だというふうに思います。仮

に段階的な軽減があったとしても、そういう、十分

でない制度が今まかり通るという状況は絶対許すこ

とはできないと思いますが、そういった点をとらえ

てみても、この制度の大きな問題があるかというふ

うに思います。この点、どうお考えなのか、お伺い

いたします。 

 また、負担軽減という点では、所得の少ない人ほ

ど負担率が多いという状況は、これは当然だと思い

ますが、この点、どう見ているのかという点であり

ます。軽減されているから、それはいいのだという

解釈は、私は成り立たないというふうに考えており

ます。 

 ３点目には、当然そういった意味では、やはり国

がだめだと言っている一般会計からの繰り入れを行

って、こういった部分に対する保険料率を必要最小

限、現行の、旧第４期の保険料で十分対応できる、

そういった仕組みをつくるべきだというふうに考え

ております。今、年金等の給付等の減額等、また、

医療費の窓口負担の見直し等があって、さらに生活

が大変な状況に今なりつつあります。今でもなって

います。そういう意味では、行政という立場からす

れば、やはりこの点をしっかり踏まえた、地域の福

祉の向上につながる、そういった全般的な福祉のを
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やっているからいいというのではなくて、きっちり

とこういったものに対しては負担軽減策をとるとい

うことが望まれていると思いますが、この点伺って

おきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 まず１点目の、介護保険制度の矛盾だとか、第１

段階、第２段階の階層の関係の矛盾点だとか、そう

いったお話でございますが、やはり制度の中では、

国で定められた制度の中で、我々地方自治体として

は制度を運用していかなければならないといった中

で、細かな部分での矛盾だとか感じる場面は確かに

ございます。ただ、我々としましては、この、ある

制度の中で、いかにこの制度を活用した中で住民の

皆さんが理解していただける制度とできるかといっ

たようなことに腐心しながら、今回の介護保険料の

設定に当たりましても、そういったことで、できる

だけ所得階層の少ない方の御負担にならないような

ことに腐心をしまして、改定をさせていただくよう

なこととさせていただいているところでございます

。 

 また、２点目の、低所得者の軽減に対します考え

方についてでございますが、私どもにつきましては

、ある介護保険制度の中で、相互扶助といった中で

動かなければなりません。そういった意味から、我

々でできる範囲のものにつきましては、そういった

ことの対応というようなことで、極力負担が大きく

ならないようなことの介護保険料に腐心してまいる

ということで御理解を賜りたいというふうに思いま

す。 

 また、３点目の、一般会計からの繰り入れの考え

方につきましても、予算特別委員会の中でも申し上

げていますように、あくまでも、この介護保険制度

の中でやらなければならないという制度となってご

ざいますので、その点につきましては御理解を賜り

たいというふうに存じます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今、自治体がなすべき制度

として、そういった、国が一般会計からの繰り入れ

を行うなという指導を行っている自体が、地方分権

という言葉に当たっては、問題がやっぱりあります

。そういう意味では、大いにやっぱりこういった部

分を、国に対しても地方自治体は要請すべきだと思

いますが、この点、町長はどのようにお考えなのか

。 

 また、今私が述べた、いわゆる受益者負担という

形の中で、軽減制度はあるけれども、結局、町民税

の非課税世帯等においても負担せざるを得ないとい

う、本当に問題が数多い制度であって、そういった

問題等が私はあるというふうに思います。国の制度

だから仕方がないというのでやれば、ますます受益

者という形の中で負担がふえるという形になります

ので、この点、町長の見解、一般会計からの繰り入

れは何回も聞きましたけれども、できないというこ

とで、それをやはり超えてやるべきだと思いますの

で、確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ４番米沢議員の御質問に

私のほうからお答えさせていただきたいと思います

が、根本については、今、担当課長のほうから申し

上げましたとおりであります。 

 従前、医療制度の中でこういう諸問題を対応して

きたわけでありますが、平成１２年から、こういう

新しい社会保障制度を、法律の規定をもって今運用

されているわけでありますが、議員がおっしゃられ

るように、我々自治体としても、この制度の保険者

として、なかなか思うようにいかない点があるのは

事実でございますし、ただ、制度の議論をここで何

回していても、なかなか思うことを達成することが

できないわけでありますので、特に医療制度も含め

て、地方自治体こぞって、この介護保険も保険者と

して運営するに当たっては、財政基盤をしっかりし

なければならないということを前提に、この間も町

村会組織で中央に、国に要望してまいっていますの

で、今後ともそういう運動展開はしなければならな

いと思います。 

 特に今、国は、社会保障と税の一体改革の中で、

こういう諸問題も、どういう形になるかわかりませ

んが、今いろいろと議論がされているというふうに

認識してございますので、一定程度しっかりした制

度となって、恒久的に、安定的に、将来にわたって

事業として運営できるようなことを期待しつつ、そ

の動向を見守りたいというふうに思います。 

 繰り返しになって申しわけございませんが、地方

団体として国に対して引き続き要望してまいること

を申し添えて、答弁とさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより、議案第２４号を起立に

より採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第２７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第２７号

北海道市町村総合事務組合規約の変更についての件

を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第２７号北海道市町村総合事務組合規約

の変更について、提案の要旨を御説明申し上げます

。 

 本件は、当組合の構成団体であります上砂川町が

砂川地区広域消防組合へ加入することにより、消防

関係の共同処理をする事務に係る団体から、上砂川

町を削るよう別表を改めるものでありまして、地方

自治法第２８６条第１項の規定により、当組合から

の協議に基づき、規約の変更をお願いするものであ

ります。 

 それでは、議案の朗読をもって説明とさせていた

だきます。 

 議案第２７号北海道市町村総合事務組合規約の変

更について。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６

条第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合

規約を次のとおり変更する。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する

規約。 

 北海道市町村総合事務組合規約（平成７年３月７

日市町村第１９７３号指令）の一部を次のように変

更する。 

 別表第２の１から７の項中「上砂川町」を削る。 

 附則。 

 この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可

の日から施行する。 

 以上、説明といたします。御審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第２７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は、１０時４０分といたします。 

────────────────── 

午前１０時１３分 休憩 

午前１０時４０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第２８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第２８号

富良野広域連合規約の変更についての件を議題とし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第２８号富良野広域連合規約の変更につ

いて、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 富良野広域連合につきましては、平成２１年４月

１日より業務を開始し、この３月で３年間を経過す

るところであります。 

 各市町村の負担割合につきましては、設立当初に

おいて、同連合規約附則第５項及び第６項に、平成

２３年度末までに負担割合の見直しを行い、平成２

４年度から変更することが規定されておりますこと

から、昨年８月より、これまで８回の連絡調整会議

において協議を重ね、２月８日に開催されました富

良野地区広域市町村圏振興協議会において、関係市

町村の同意を得たところであります。 

 このような経緯の中で、富良野広域連合規約の変

更につきましては、地方自治法第２９１条の３第３

項の規定により、連合構成団体の議会の議決が必要

なことから、本議案を提案するものであります。 

 変更内容につきましては、各市町村の負担割合に

ついて、これまで構成団体の財政規模に応じた負担

割として設定していた標準財政規模割を廃止するよ

う変更するものであります。 

 また、あわせて負担割合の見直しについては、平

成２７年３月３１日までの３年間は、激変緩和措置

を設けるよう、規約の変更をするものであります。 

 それでは、以下議案を朗読しながら説明してまい

ります。 

 議案第２８号富良野広域連合規約の変更について

。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１

条の３第３項の規定により、富良野広域連合規約を
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次のとおり変更する。 

 富良野広域連合規約の一部を変更する規約。 

 富良野広域連合規約（平成２０年９月１日上地政

第１７８９号指令）の一部を次のように変更する。 

 以下、別表につきましては、変更点のみ申し上げ

ます。 

 富良野広域連合経費のうち、管理費、し尿、浄化

槽汚泥及び生ごみ処理並びに、その処理施設に関す

る事務、公共串内牧場に関する事務、消防に関する

事務、学校給食共同調理場の設置、運営及び管理並

びに学校給食の配送に関する事務の経費のうち、総

務管理費及び運営経費についての負担割合を、これ

までの均等割１０％、標準財政規模割１０％、重量

割８０％を、均等割２０％、重量割８０％と変更す

るものであります。 

 なお、附則には、平成２７年３月３１日までの３

年間については、均等割１５％、標準財政規模割５

％、重量割８０％として、激変緩和措置を講ずる内

容となっております。 

 以上で、議案第２８号富良野広域連合規約の変更

につきまして説明といたします。御審議いただき、

議決賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 第１番にお伺いいたします

が、それぞれの議会では、これは議決されたかどう

か、ちょっとよくわからないのでお伺いいたします

。 

 それで、今回の均等割等の変更によって、小さな

自治体ほど負担がふえるという形になっております

が、そういった部分では、広域連合において急激な

負担は避けるということで、段階的な緩和措置はと

られているものの、最終的には小さな自治体ほど負

担がふえるということになっております。そういう

意味で、その部分は、一定程度、力の持った自治体

ということになれば、力があるかどうかわかりませ

んけれども、ある程度、標準財政割の中でのカウン

トということで、従来の措置のほうが、より地方自

治体には負担がなかったのかなと、公平だったので

はないかなというふうに思いますが、そこら辺の審

議経過等がよくわからないので、そういった審議経

過も、恐らく審議されていると思いますので、その

経過等についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の質問に

お答えを申し上げます。 

 まず１点目の、それぞれ構成市町村の議会での議

決の状況でございますが、上富良野町を除く４市町

村の議会においては、既に議決がされているという

情報になってございます。 

 次に、二つ目の、市町村間の負担の額が増減する

ことでございますが、８回にわたる連絡調整会議等

の審議の経過も若干お知らせしたいかというふうに

思いますが、当初、３年前の連合のスタート時点で

は、それぞれ一部事務組合も持ってございましたの

で、それらの一部事務組合時代のそれぞれ負担して

いた額を余り大きく変えないように、そういう配慮

の中で、この５市町村が全員スムーズに参加できる

ような配慮の中で、いろいろ議論があった中で均等

割と、いわゆる財政規模割を１割ずつ導入した中で

スタートをしたということであります。ただ、それ

についてはある程度の妥協が入っていた中でのスタ

ートということは、当初の規約の中にも、３年たっ

たら見直しをしましょうという規定を盛り込んだ、

それは、それぞれの首長が納得の上で合意をしたと

いうことでありますので、この２４年に向けては、

まず規定を、負担の割合を見直しましょうというこ

との経過でございます。ただ、それを、いわゆる均

等割を２０％にするというところのやりとりは相当

ありました。どうして２０％なのかという議論でご

ざいますが、例えば、この富良野地区の市町村振興

協議会の負担、あるいは上川総合期成会の負担は３

割になっています。３割がいいのか２割がいいのか

という議論も相当ありましたが、最終的には、いわ

ゆる標準財政規模割ですので、ちょっと言い方は悪

いかもしれませんが、弱い市町村が大きな市町村に

寄りかかるという負担のあり方はいかがなものかと

、これから先、ずっと連合を維持するためには、だ

れかがだれかを助けているなんていう仕組みは、や

はり今後、遺恨を残すだろうということもありまし

て、最終的に、この標準財政割を除くことがいいの

ではないかと。そのような議論が８回にわたってあ

ったわけでございます。 

 いずれにいたしましても、ふえる市町村と減る市

町村が、金額を見ますと明らかにありますが、今申

し上げましたような経緯の中で、それぞれの首長が

この案で納得したという状況にございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、議案第２８号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第２９号 

◎日程第１４ 議案第３０号 

◎日程第１５ 議案第３１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第２９号

上富良野町財政調整基金の一部支消の件、日程第１

４ 議案第３０号上富良野町公共施設整備基金の一

部支消の件、日程第１５ 議案第３１号上富良野町

十勝岳地区振興基金の一部支消の件、これらを一括

して議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま一括上程いた

だきました議案第２９号上富良野町財政調整基金の

一部支消の件、議案第３０号上富良野町公共施設整

備基金の一部支消の件及び議案第３１号上富良野町

十勝岳振興基金の一部支消の件につきまして、一括

して提案の要旨を御説明申し上げます。 

 このたびの平成２４年度の一般会計予算におきま

しては、町税及び地方交付税等の減少により、一般

財源総額が減少した中で予算編成を行ったところで

ございますが、本年度は懸案であります、上富良野

小学校の実施設計等関連予算を初め、近年の大雨災

害に対する恒久的な対策、また、現段階で継続的に

進めております道路などの公共施設整備、さらには

厳しい地域経済、雇用情勢や急速な少子高齢化への

対応など、喫緊の行政課題に引き続き多額の財源を

必要としております。 

 これらの行政課題を具現化するために、まちが裁

量をもって使うことができる財政調整基金及び公共

施設整備基金の一部を取り崩すことで、最終的な財

源確保を図るため、各基金条例の規定に基づきまし

て議会の議決を経ようとするものでございます。 

 また、十勝岳振興基金につきましては、吹上温泉

保養センター改修費の財源に充てるために基金の一

部を使用するため、議会の議決を経ようとするもの

であります。 

 それでは、以下議案を順次朗読し、説明にかえさ

せていただきます。 

 議案第２９号上富良野町財政調整基金の一部支消

の件。 

 上富良野町財政調整基金の一部を、次による使用

するため、上富良野町財政調整基金条例第６条第３

号の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、支消金額、９,０００万円。 

 ２、使用目的、その他必要やむを得ない理由によ

り生じた経費（厳しい経済・雇用情勢や急速な少子

高齢化への対応、喫緊な地域課題に向けた財政需要

）の財源に充てるため。 

 ３、使用年度、平成２４年度。 

 次の議案に移ります。 

 議案第３０号上富良野町公共施設整備基金の一部

支消の件。 

 上富良野町公共施設整備基金の一部を、次により

使用するため、上富良野町公共施設整備基金条例第

６条第２号の規定により議会の議決を求める。 

 記。 

 １、使用金額、４,３００万円。 

 ２、使用目的、公共施設の更新及び改善に多額の

経費を必要とするため。 

 ３、使用年度、平成２４年度。 

 次の議案に移ります。 

 議案第３１号上富良野町十勝岳地区振興基金の一

部支消の件。 

 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部を次により

使用するため、上富良野町十勝岳地区振興基金条例

第６条第５号の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、支消金額、１,７００万円。 

 ２、使用目的、十勝岳地区の公共施設の維持、修

繕に関する事業に充てるため。 

 ３、使用年度、平成２４年度。 

 以上、説明といたします。御審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。ございませ

んか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点かお伺いいたします。 

 財政の運用上、地方公共施設、あるいは各種の政

策の充実という形で予算が組まれ、基金の支消とい

う形になっているかというふうに思います。 

 この公共施設、３０号の整備基金に至っては、上

富良野小学校等に充てるという形になります。今後

、この財政、２５年、２６年、この部分に対しては

、この財政計画見ましたら、４,４００万円と８,３

００万円が、今後この公共整備資金を崩しながら充

てるというふうな目標の設定になっていると思いま

す。 

 取り崩した後、これ必要最小限、また積み戻し等

があるかというふうに思いますが、一定程度、今後

の上富良野中学校等の改築等があるし、また、子ど

もセンター等に至っても、老朽化の激しいという状
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況になってきている部分があるかというふうに思い

ますが、どのぐらいまでまた積み戻しをされようと

しているのか、この点、また伺っておきたいと思い

ます。 

 また、子どもセンターに至っては、一定程度、こ

としで施設整備にかかわる財源充当は、これで打ち

切りたいというような予算の中では、話でありまし

たが、今後子供たちが利用する施設でもあり、耐震

化においても、かなり耐えられないような状況も見

受けられますので、こういった将来的な大きな整備

等は、どういうふうに今後展開されるのかという点

と、これから繰り上げ償還等によって大分利率だと

か、償還の財源も減ってきているという形がありま

す。今後、上富良野小学校や中学校が、一定程度ま

た建設費がかかるということになりますと、この財

政計画等を見ましたら、２６年度においては公債費

負担率が１４.８％という形の中で低くなってきて

おりますが、また、そういった財源の償還が始まる

ということになれば、この負担率も上がるかという

ふうに思いますが、そういった見通し等について、

わかる範囲でよろしいですが、お伺いしておきたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

にお答えをさせていただきます。 

 まず、１点目の公共施設整備基金の取り崩しを含

めた今後の見通しでございますが、まず大きなプロ

ジェクトで今動いてございます、上富良野小学校の

改築を含めた、いわゆる学校の耐震改修につきまし

ては、今実施計画等で盛り込んだところであります

。公共施設整備基金を計画的に投入する計画にして

ございますが、委員おっしゃられるように、今後の

中学校の改修も大きな投資額になりますし、また、

懸案でございます耐震診断に伴います、いわゆる消

防庁舎とこの役場庁舎の改築計画も、ぜひこれらの

学校を終わった後、どこかの段階で計画もしていき

たい、いかなければならない、そういう状況でござ

いますのでできる限り、これからの財政状況がまだ

見えてきませんが、できる限りそれらの事業を組み

立てるべく、できる限りこの公共整備基金に積み立

てをするような方法にしてまいりたいというふうに

考えています。 

 また、御発言にありました子どもセンターの改修

ですが、これについては、この間相当、一定程度の

改修を計画的に進めてございますので、まずはこの

１０年間は、延命が図れたものだというふうに理解

をしてございますが、ただその老朽化が激しくなっ

た段階で、どのように考えていくかは、今後の課題

かなというふうに考えてございます。 

 また、これらの大きなプロジェクトに伴います償

還の状況になりますが、まず２５年度において、ク

リーンセンターの建設費と、あわせてしろがね地区

の土地改良事業等にかかわります償還が２５年度で

終了いたします。 

 一方、上小の改修が２６年、２７年ごろから一部

償還が始まりますので、その差し引きを考えますと

、一定程度公債費率等には大きな、国で定めている

上限を超えることはないなというような計画を持っ

てございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第２９号上富良野町財政調整基金の

一部支消の件を採決します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３０号上富良野町公共施設整備基金

の一部支消の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３１号上富良野町十勝岳地区振興基

金の一部支消の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 予算特別委員会付託 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 予算特別委員

会に付託審査の議案第１号平成２４年度上富良野町

一般会計予算、議案第２号平成２４年度上富良野町

国民健康保険特別会計予算、議案第３号平成２４年

度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、議案第

４号平成２４年度上富良野町介護保険特別会計予算

、議案第５号平成２４年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算、議案第６号平成２４年度上

富良野町簡易水道事業特別会計予算、議案第７号平

成２４年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算
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、議案第８号平成２４年度上富良野町水道事業会計

予算、議案第９号平成２４年度上富良野町病院事業

会計予算の件を一括して議題といたします。 

 本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長、長谷川徳行君。 

○予算特別委員長（長谷川徳行君） ただいま上程

いただきました予算特別委員会審査結果報告を朗読

をもって説明といたします。 

 予算特別委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次の

とおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り、審査の経過等を付し報告する。 

 平成２４年３月２３日。 

 予算特別委員長、長谷川徳行。 

 記。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２４年第１回定例会（第２日目

）が開かれた３月９日に設置され、同日、議案第１

号から議案第９号までが付託された。 

 ３月１６日に委員会を開き、正・副委員長、分科

長を選出し、直ちに議案審査に入り、議案第１号の

一般会計予算、歳入各款と歳出１款から３款まで款

別に質疑を行い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月１９日に委員会を開き、議案第１号の一般会

計予算、歳出４款から予算調書まで款別に質疑を行

い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月２１日に委員会を開き、議案第２号から議案

第９号までについて、それぞれ歳入歳出を一括して

質疑を行い、理事者の答弁を求めた。その後、二つ

の分科会でそれぞれ審査意見の取りまとめを行った

。 

 ３月２２日に委員会を開き、各議案の審査意見を

集約し、理事者に提出を行った。その後、町長から

所信表明を受け、議案ごとに討論と採決を行った。 

 ２、表決及び結果。 

 議案第１号から議案第９号までの討論を行い、議

案ごとに起立による採決を行った。結果、平成２４

年度上富良野町一般会計予算及び平成２４年度上富

良野町介護保険特別会計予算について、審査意見を

付し、全議案が賛成多数により原案可決となった。 

 ３、審査意見。 

 別紙、審査意見は御高覧いただいたものと、省略

させていただきます。お認めいただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、予算特別委

員長の報告を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長報告は、意見を付してすべて

原案可決であります。 

 委員長の報告のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から第９号までは、委員長の

報告のとおり決しました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 諮問第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 諮問第１号人

権擁護員候補者の推薦の件を議題といたします。 

 議案をただいまお配りいたしますので、しばらく

お待ちください。 

 それでは、提出者から提案理由の説明を求めます

。 

 町長。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件につき

まして御説明申し上げます。 

 本町には、４名の人権擁護委員の方々が、それぞ

れ御活躍いただいているところでございます。その

うち、本年、平成２４年７月３１日をもって任期満

了を迎えます方につきまして、候補者を推薦させて

いただきたいということで御説明申し上げます。 

 現在、人権擁護委員をなさっていただいておりま

す、佐々木幸子さんを引き続きその任に当たってい

ただく御推薦、御同意をお願い申し上げるところで

ございます。 

 佐々木幸子さんの人格、識見につきましては、申

し上げるまでもなく、大変その任に当たるにふさわ

しい人格を備えた方でございまして、最適任者と考

えているところでございます。 

 以下、議案を朗読させていただきまして、佐々木

さんに推薦の御同意を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げるところでございます。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。 

 人権擁護委員の候補者として、次の者を推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により

、議会の意見を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、佐々木幸子。 

 以上でございます。御同意賜りますよう、よろし

くどうぞお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は先例に基づき、質疑、討論を省略し、直ち

に採決したと思います。これに御異議ございません

か。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり適任と認めることに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり適任と認めること

に決しました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 発議案第１号

町長の専決事項指定の件（上富良野町税条例の一部

を改正する条例）を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した発議案第１号町長の専決事項指定の件につきま

して、提案の要旨を説明申し上げます。 

 現在、参議院で審議中の平成２４年度地方税法の

一部改正に伴います住宅土地税制の見直しなど、所

要の改訂を行うため、町長において専決処分をする

ことができるよう指定しようとするものであります

。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 発議案第１号町長の専決事項指定の件（上富良野

町税条例の一部を改正する条例）。 

 上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 平成２４年３月８日提出。上富良野議会議長西村

昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義。 

 賛成者、上富良野町議会議員佐川典子。 

 町長の専決事項指定の件。 

 次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。 

 記。 

 平成２４年度の地方税法の一部改正に伴う上富良

野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０号）

の一部を改正すること。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまして

、お認めいただけますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 閉会中の継続調査の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 閉会中の継続

調査申出の件を議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について、閉会中の継続調査の

申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 会期延長の件を日程に追加し、追加日程第１とし

て直ちに議題にしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期延長の件を日程に追加し、追加日程

第１とし、直ちに議題にいたしたいと思います。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 会期延長の件 

○議長（西村昭教君） 本定例会の会期は、３月２

３日までと議決されていますが、議事の追加の都合

によって、３月２６日までの３日間延長いたしたい

と思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、会期は３月２３日までと議決されて

いますが、議事の追加の都合によって、３月２６日

までの３日間延長することに決しました。 

────────────────── 

◎退任・退職あいさつ 

○議長（西村昭教君） ここで、今月３月３１日を

もって定年退職されます管理職の方々からごあいさ
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つをいただきたいと思います。 

 最初に、ラベンダーハイツ所長大場富蔵君。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） ただいま

西村議長の温かい御配慮によりまして御指名をいた

だき、定年退職のごあいさつをさせていただく機会

をいただきましたこと、まことにありがたく感謝申

し上げます。 

 昭和４５年４月に町職員として採用され、当時の

建設課管理係に配置されてから、今月末で丸４２年

となります。この間、仕事上で楽しかったこと、つ

らかったこと、たくさんのことが浮かんでまいりま

す。大きな失敗をし、皆様方に大変な御心配、御迷

惑をおかけしたこともございますが、皆様方スタッ

フに支えられながら今日を迎えました。そんな私が

、ラベンダーハイツ所長として町職員を終えること

ができるのは、議員の皆様方の温かい御理解と町理

事者、職員の皆様方の御指導、御支援があればこそ

と感謝しております。 

 これからは、一町民として、皆様方の御恩にこた

えるため、微力ではございますが、町政発展に少し

でも役に立っていきたいと思っております。 

 最後に、議員の皆様方、町理事者、職員の皆様方

の一層の御健勝と御活躍を心からお祈り申し上げ、

簡単ではございますが、ごあいさつとさせていただ

きます。本当にありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課技術審査

担当課長松本隆二君。 

○技術審査担当課長（松本隆二君） 議長のおはか

らいにより、この場を設けていただき、お礼を申し

上げます。 

 昭和４５年からきょうまで、４２年間をフルマラ

ソンの４２.１９５キロメートルに例えますと、今は

ゴール手前の２０メートルぐらいで今走っていると

言うより、歩いている状態でございます。 

 この間いろいろなことがございました。一時はコ

ースを外れそうになったり、シューズが脱げたり、

補給の水をとり忘れたり、失敗が多々ありました。

そのたびに、私は走るのをやめようかなと考えたこ

ともありますが、沿道の人たちの応援、支援、また

、先輩ランナーの御支援もありまして、やっとゴー

ルが今見えてきた状態でございます。タイムは平凡

な記録かもしれませんけれども、無事完走できたの

は、ひとえに沿道の人たち、先輩ランナーの心温か

い応援のおかげと思っております。心より感謝申し

上げます。 

 ゴール後は、もう走ることはありませんが、これ

からは後輩ランナーの支援、応援を行っていきたい

と思っております。よろしくお願いします。 

 議員の皆様には、本当に長い間お世話になりまし

た。ありがとうございます。皆様方の今後の御活躍

と御健勝を御祈念申し上げ、甚だ簡単ではございま

すが、退職のあいさつにかえさせていただきます。

どうもありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、富良野広域連合上富

良野消防署長西川秋雄君。 

○上富良野消防署長（西川秋雄君） このたび、３

月３１日をもって定年退職となりますので、一言ご

あいさつ申し上げたいと存じます。 

 議員各位におかれましては、貴重な時間を割いて

いただき、この場を設けていただきましたことに、

感謝とお礼を申し上げたいと存じます。 

 私は、昭和４５年４月、上富良野町消防本部消防

士を拝命以来、４２年間地域住民の生命、身体、安

全・安心の確保のために努めてまいりました。その

間、昭和４６年には、上富良野町、中富良野町で構

成する上川南部消防事務組合となり、さらに平成２

１年４月には、富良野沿線５市町村を管轄する富良

野広域連合に再編成となるなどの三つの組織を継続

勤務させていただきました。 

 私と議員各位とのかかわりについて、今さらでは

ございますが、平成４年の４月、消防本部に異動と

なり、議会事務を担当してからでございます。議員

数は、当時上富良野町４名、中富良野町４名の８名

でございました。 

 また、平成９年からは、控室に詰めて質問に対す

る準備をしておりましたが、いつも議場内での答弁

で質問終了していたということで、私の出るところ

はありませんでした。 

 また、当日は議会終了後の懇親会を設定しており

まして、その都度同席させていただき、議会の延長

のような熱い話をそばで聞いたことを思い出します

。 

 富良野広域連合に再編成２年目の平成２２年４月

から２年間、上富良野消防署長として、富良野広域

連合に、議会においても大変お世話になりました。 

 本日は、上富良野町議会議員各位、町長、副町長

を初め、諸先輩方よりいただきました御指導、御鞭

撻のおかげをもちまして、悔いのない消防人生を終

了することができますことに、重ねてお礼申し上げ

たいと存じます。 

 最後になりますが、本日ここに御出席の皆さん方

の御健勝と、今後ますますの御活躍を御祈念申し上

げまして、簡単ではございますが、退職のあいさつ

にかえさせていただきます。大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、同じく広域連合消防

本部総務課長谷口繁君。 

○消防本部総務課長（谷口繁君） 定例町議会、御
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苦労さまです。 

 議長より、退職に伴う発言の機会をいただき、ま

ことにありがとうございます。 

 私は、昭和４５年４月拝命で上富良野町消防本部

１年、上川南部消防本部３８年、富良野広域連合消

防本部３年、４２年間にわたり大変お世話になりま

した。皆様のおかげで無事定年退職を迎えることが

できました。ありがとうございました。 

 富良野広域連合消防本部が発足し、３年を経過し

ますが、まだまだ諸問題が山積しております。平成

２６年度には、全道から２,２００人規模の消防職員

、消防団員、地元の幼年消防クラブ等が参加し、上

富良野町で開催予定になっております第６６回北海

道消防大会が成功裏に開催できますよう、皆様の特

段の御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 全国的に少子高齢化、人口の減少となっておりま

すので、我がふるさと上富良野町の人口減少化の歯

どめ対策、自然エネルギー等の活用等の政策実現を

ぜひともお願い申し上げます。 

 私は、４月から毎日が休日となりますが、９４歳

の母の老老介護しながら、日課の散歩、野菜づくり

等をしながら、また、自分でできる範囲でボランテ

ィア活動もしていきたいと思っております。 

 西村議長を初め、議員各位並びに向山町長を初め

町の幹部職員の皆様、健康には十分注意されまして

、上富良野町のさらなる発展に御尽力をいただけれ

ば幸いと存じます。 

 退職に当たり、お礼のあいさつとします。４２年

間大変ありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 大変ありがとうございまし

た。 

 まだほかに１名の方がおられますが、仕事上どう

してもここに出られないということで、きょうは欠

席ということになっております。 

 何はともあれ、４２年間、本当に長い間御苦労さ

までございました。第２のこれからの人生に、まち

づくりの発展のために御尽力いただければ幸いかと

思います。 

 それでは、以上で本日の日程は全部終了いたしま

した。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 本日は、これにて散会いた

します。 

 あす以降の予定について、事務局長から報告いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 議事の都合により、会期が３月２６日まで延長と

なりました。あす３月２４日と２５日は、休会とい

たします。 

 ３月２６日は、午前９時より全員協議会を開催し

、本会議の開会は、午前１１時を予定しております

ので御参集願います。 

 あわせまして、３月２６日開催の全員協議会の資

料でありますが、先ほど見晴台整備の資料を議員控

室に配付しておりますので、お持ち帰りいただきま

して、当日御持参願います。 

 以上であります。 

午前１１時２９分 散会 
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○議事日程（第６号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

追加日程第１ 報告第 ３号 専決処分報告の件（和解及び損害賠償の額を定める件） 

追加日程第２ 議案第３５号 平成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１１号） 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１３名） 

      ２番  小 野   忠 君      ３番  村 上 和 子 君 

      ４番  米 沢 義 英 君      ５番  金 子 益 三 君 

      ６番  徳 武 良 弘 君      ７番  中 村 有 秀 君 

      ８番  谷     忠 君      ９番  岩 崎 治 男 君 

     １０番  一 色 美 秀 君     １１番  今 村 辰 義 君 

     １２番  岡 本 康 裕 君     １３番  長谷川 徳 行 君 

     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

      １番  佐 川 典 子 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君 

 教 育 長         北 川 雅 一 君     会 計 管 理 者         中 田 繁 利 君 

 総 務 課 長         田 中 利 幸 君     防災担当課長         伊 藤 芳 昭 君 

 産業振興課長         前 田   満 君     保健福祉課長         坂 弥 雅 彦 君 

 健康づくり担当課長         岡 崎 智 子 君     町民生活課長         北 川 和 宏 君 

 建設水道課長         北 向 一 博 君     技術審査担当課長         松 本 隆 二 君 

 農業委員会事務局長         菊 池 哲 雄 君     教育振興課長         服 部 久 和 君 

 ラベンダーハイツ所長         大 場 富 蔵 君     町立病院事務長  松 田 宏 二 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         野 﨑 孝 信 君     主 査         深 山  悟 君          

 主 事         新 井 沙 季 君 
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午前１１時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２４年第１回上富良野町議会定例

会６日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであ

ります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（野﨑孝信君） 御報告申し上げます。 

 報告第３号専決処分報告の件並びに議案第３５号

平成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１１

号）の件については、本日、お手元に議案を配付い

たしました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １０番 一 色 美 秀 君 

    １１番 今 村 辰 義 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま町長から、報告第３号専決処分報告の件

（和解及び損害賠償の額を定める件）、議案第３５

号平成２３年度上富良野町一般会計補正予算（第１

１号）の件が提出されました。 

 これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、報告第３号専決処分報告の件（和解及び

損害賠償の額を定める件）、議案第３５号平成２３

年度上富良野町一般会計補正予算（第１１号）の件

を日程に追加し、直ちに議題とすることに決しまし

た。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 初めに、追加日程第１ 報

告第３号専決処分報告の件（和解及び損害賠償の額

を定める件）の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました、報告第３号専決処分報告の件（和解及

び損害賠償の額を定める件）につきまして、その報

告要旨の説明を申し上げます。 

 本件の発生状況につきましては、平成２４年２月

１４日、午後２時ころ、花園道路の排雪作業に伴っ

てグレーダーによる車道の雪削作業を行っていた際

に、地先の上富良野町●町●丁目●番●号●●宅敷

地から、●●●●氏の運転する乗用車がバックによ

り歩道を介して車道へ出ようとしたところ、歩道と

車道間に３０センチ程度の段差があることに気づか

ず、車両全部のバンパーを歩道の雪面にこすって破

損したものであります。 

 原因としては、段差解消の成形作業までの数分の

合間の出来事として、運転者は排雪作業中であるこ

とは認識しながらも、雪削によって生じた段差の大

きさに気づかず、それを運転したことにありますが

、道路管理者としてはわずかの間ながらも危険防止

の方策をとらなかったという瑕疵を免れず、過失割

合は双方５０％として、賠償額９,６５５円の金額で

平成２４年３月７日、和解について専決処分をいた

しましたので、深くおわびを申し上げますとともに

、報告するものでございます。 

 今後につきましては、安全かつ迅速な除排雪作業

の実施のため、委託業務、直轄業務に限らず、細心

の確認行動を徹底し、再発防止を図ってまいります

。 

 以下、朗読をもちまして説明とさせていただきま

す。 

 報告第３号専決処分報告の件。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、次のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告す

る。 

 記。 

 処分事項、和解及び損害賠償の額を定める件。裏

面をごらんください。 
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 専決処分書。 

 和解及び損害賠償の額を定めることについて、地

方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとお

り専決処分する。 

 平成２４年３月９日。 

 記。 

 １、和解の相手方。上富良野町●町●丁目●番●

号、●●●●。 

 ２、和解の内容。 

 （１）上富良野町は、相手方、●●●●に対し、

金９,６５５円を支払う。 

 （２）相手方、●●●●は、上富良野町に対して

、本件に関し今後、上記の金員を除き、一切の請求

をしない。 

 以上、専決処分の報告といたします。 

 御了承賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑あれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎追加日程第２ 議案第３５号 

○議長（西村昭教君） 次に、追加日程第２ 議案

第３５号平成２３年度上富良野町一般会計補正予算

（第１１号）の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま追加上程いた

だきました、議案第３５号平成２３年度上富良野町

一般会計補正予算（第１１号）の提案要旨について

、御説明申し上げます。 

 １点目は、繰越明許費補正でありますが、見晴台

公園改修事業につきましては、本年１月から開催さ

れました町民ワークショップでの見晴台公園の利活

用に関する町民意見書を踏まえた中で、展望の丘の

眺望点としての利便性を図るための階段歩道の新設

や地域住民への障がい軽減のための防音、暴風対策

として住宅側への植林、また既存の情報ステーショ

ンを国道側へ移設して、移設効果を検証するための

移設費の計上など、当初予定の事業見直しにより、

当初予算から３９万７,０００円を減額するととも

に、年度内での完了が困難なことから、繰越明許費

の追加補正をお願いするものであります。 

 ２点目は、地方債の補正でありますが、昨年９月

２日、３日に発生いたしました大雨災害に伴います

災害復旧費については、さきの補正予算第１０号に

おいて、それぞれ地方債への補正の議決を賜ったと

ころですが、当初、上川総合振興局との協議におい

ては、国庫補助対象分の実施設計費につきましては

、単独災害復旧事業債として借り入れを予定してい

たところですが、このたび国への起債申請を行った

ところ、補助災害復旧事業債の対象となることが判

明いたしましたことから、それぞれ限度額の変更を

お願いするものであります。 

 ３点目は、地方消費税交付金及び特別交付税につ

いて、それぞれ交付額が確定いたしましたので、補

正をお願いするものであります。 

 ４点目は、東日本大震災に伴います石巻市への職

員派遣費用のほか、避難者に対する応急住宅や生活

必需品の提供費用など、災害救助法第３５条に基づ

く求償金５７９万９,０００円の受け入れが確定い

しましたので、補正をお願いするものであります。 

 ５点目は、さきの補正予算第１０号後において、

１件の寄附採納を受けましたことから、寄附者の意

向に沿いまして、同額を地域福祉基金に積み立てる

ものでございます。 

 以上、申し上げましたことを主な要素として調整

した結果、予備費を含めた財源余剰額につきまして

は、今後、予定しております小中学校の大規模改修

事業及び大雨災害に伴います恒久的対応等の財源と

するため、公共施設整備基金に一定額を積み立てる

ことで補正予算を調整したところであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分につきまして説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承お願いいたします。 

 議案第３５号平成２３年度上富良野町一般会計補

正予算（第１１号）。 

 平成２３年度上富良野町の一般会計の補正予算（

第１１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ１億５,２８３万７,０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億７,３０６

万３,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補正

」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 
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 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ６款地方消費税交付金、９５２万９,０００円の減

。 

 １０款地方交付税、１億４,９２０万７,０００円

の減。 

 １７款寄附金、１０万円。 

 ２０款諸収入、５７９万９,０００円。 

 歳入合計は、１億５,２８３万７,０００円の減で

あります。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費、２,５００万円。 

 ３款民生費、１０万円。 

 ８款土木費、３９万７,０００円の減。 

 １２款予備費、１億７,７５４万円の減。 

 歳出合計は、１億５,２８３万７,０００円の減で

あります。 

 ２ページへ移ります。 

 第２表、繰越明許費補正、第３表、地方債補正に

つきましては、冒頭、説明をさせていただきました

ので、説明を省略させていただきます。 

 以上、議案第３５号平成２３年度上富良野町一般

会計補正予算（第１１号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 補正に当たりまして、何点

かちょっと質問させていただきたいと思います。 

 まず１点目でございますが、今回、地方交付税、

特別交付税におきまして１億５,０００万弱ほど足

りなかったという、これはある意味においてもう不

可抗力的な町にとってはどうしようもできないとこ

ろということについては、もう御理解をさせていた

だきますし、また、台風や大雪の被害等々、全道、

また全国的に交付金がばらまかれたということも理

解させていただきます。 

 それを踏まえてなのですが、昨日、２３日に新年

度の予算が我々審議をして、可決したところでござ

いますが、２４年度以降についてもあらゆる災害で

あるとか、その不慮のお金が出ていくということも

想定されると思いますが、一点質問したいのが２４

年度にある程度の今までの計算の上で交付税額とい

うものも積み上げた経過があると思いますが、今回

のその影響というものが新年度にどのような影響を

波及していくかということを、まず１点お伺いした

いということでございます。 

 もう１点、繰越明許費にかかわるところでござい

ます。この間、建設水道課長からいろいろな説明も

受けましたし、昨年の９月の補正を組むときに当た

りましてもるる御説明がありまして、年度末に至る

にさまざまな工事ができなかったということが執行

者の部分から御説明もありました。過ぎたことにな

りますので、その経過について私はとやかく言及す

るつもりはないのでございますが、これからの部分

についてちょっと質問させていただきたいと思いま

す。 

 ３回にわたりますワークショップを踏まえて、大

きく住民の意見、また関係者の意見等々も把握でき

て、それに付随した繰り越し明許になっているのか

なというふうに考えますが、根本に当たるところで

ございます。今、運営は十勝岳観光協会がいわゆる

指定管理ということで３年間の期限で運営をしてい

るところでございますが、私が一番懸念しているの

は、やはりこの間、平成１８年から運営をしている

のですが、いわゆる予算の出るところ、出口といい

ましょうか、それが建設水道課のところから出てい

る、これは防衛の補助をもらいながら、行いながら

、いわゆる都市公園の一つであるという位置づけか

らにそういうルールであるところになるのかなと思

いますが、実際、管理運営をしていきながら、また

この町の観光を引き込む大きな拠点となるのであれ

ば、これから先、また２４年度以降、観光振興計画

を組んで、それに基づいていくというのであれば、

よりその産業振興課とのかかわり合いが深いものに

なっていくというふうに考えます。 

 既に、３年間の枠の中で指定管理を結んでいると

ころではございますが、これからよりソフトの内容

については、本当にフロントサイドで運営を図って

いく観光協会というものの、やはりそこの窓口とい

うのは建設水道課ではなく、産業振興課が一番のメ

ーンに立つべきことになると思いますが、その辺が

今後、その繰り越し明許をしていくに当たってどの

ように町が運営をしているのか、またもう１点、付

随するところではございますが、観光協会が運営を

しているところではありますが、一方で見晴台の中

の規約の中にいわゆる公園部分の芝の管理等々にお

いては観光協会が受ける、イベント等々においては

、今、名称がかわりましたがシーニックバイウェイ

大雪富良野ルートが、そこが所管をしてさまざまな

企画運営のイベントを行うというふうになっており

ますが、それらの把握状況等々も踏まえて、その組

織体制のあり方を今後どのように構築していく考え

があるのかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ５番金子議員の、まず
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１点目の御質問に私のほうからお答えをさせていた

だきたいと思います。 

 さきの議会の米沢議員の質問にも一部お答えをさ

せていただきましたが、今後、町で予定をしてござ

います、特に上富良野小学校の改築にはおおむね２

０億程度と、その後、上富良野中学校の耐震改修も

控えてございますし、またこの大雨災害に伴います

雨災害に伴います恒久的な対応策、これについても

今後、８億６,０００万ほど費用が要する見積もりを

してございますが、この交付税が予想のほか少なか

った状況でいいますと、２４年度以降の影響としま

しては、今、申し上げましたような大型プロジェク

トを抱えている中で、少しでも多く公共整備基金等

に積み立てを予想してございましたが、何分、今、

議員のおっしゃるように予想を大きく下回ってしま

いました。 

 したがいまして、２４年以降からの財政運営につ

いても影響は大きいかなというふうに考えています

。 

 いずれにいたしましても、これからの財政計画も

先ほどお出ししました実施計画等で明らかにしてい

くところですが、何とか財政運営をしっかり今後も

していきたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ５番金子議員の２

点目の御質問、見晴台公園についての予算の置き方

、その他についての御質問にお答えいたします。 

 まず、現在、公園自体が都市公園という位置づけ

である関係で、私どもの所管する建設水道課におい

てすべての予算組みを行ってございます。 

 ただ、実質的に観光協会のほうに指定管理をお願

いすると同時に、観光的な要素をこの施設の目的の

一つにおいて御苦労いただいているところでござい

ます。 

 同様な施設はほかに日の出公園もございますけれ

ども、日の出公園につきましても結果的に私どもの

ほうですべての予算を持つというような形で進んで

おります。 

 なかなか効果的に動きにくいという部分がござい

ますけれども、この経過につきましては組織の見直

しの中で技術職員を一部署に集中して管理体制を整

える、そしてできるだけ少ない職員の数で従来の仕

事をこなしていこうという形を進めてきた経過がご

ざいます。 

 現在の形はこのまま継続されるということはない

かもしれませんけれども、今後の組織の見直しの中

で、現在より効率的な手法が見つかれば、そちらの

ほうに移行すべきものかもしれないと考えてござい

ます。 

 現在、なかなか担当していてもかなり調整の機会

はたくさん持っているのですけれども、それでも漏

れてしまうという部分があることは事実でございま

す。今後の課題として対応したいと思っております

。 

 次に、運営に関することですけれども、この１９

年にオープンして以来、この立地場所が非常に効果

的な場所、いわゆる商業経営の場所としては人がす

ぐそばを通るということで、非常に有利な場所であ

るという認識が結構、多くの方に持たれます。 

 この関係で過度の商い行為がここで行われること

を制御するために、当初、富良野大雪ルートの組織

、上富良野町で言えば花クラブという組織が中心に

なりまして、できるだけ地域の経済振興に広く益す

るもの、そしてまた同時に市街地に誘導して、あの

見晴台公園の１カ所で物事が完結するような運営形

態は排除しようという動きがあって、当然、その中

で行政もかかわってルールづくりを行います。この

ルールづくりが結果として、果たしてうまく作用し

たかという視点については、大いに関係者一同、反

省しなければならない点もあるのかなと、ただしみ

んなで運営にかかわっていこうという意気込みがそ

の時点でつくられたという、大変な要素もあります

。 

 ただ、現実的にこの３カ年、４カ年を過ぎて、な

かなかその活用面でしにくかったという結果がござ

います。やはり、この結果を受けてこのルールにつ

いては、やはりもう一度見直しを図らなければなら

ないと考えておりまして、この２４年度中に関係者

一同で検討は進めたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 今、課長のほうから、その

組織的な障がいというか、そういった弊害があるこ

とによって、なかなかその実を担当しているところ

と、それからその都市計画で予算を出しているとこ

ろの違いがあって、その情報のやりとりをするとい

う機会が、あることはあってもその部分が難しいと

いうふうになっておりますが、町長にお聞きしたい

のですが、やはりその町長の思いもあって、あそこ

の地域、あの公園というかをこれから人が集う場所

、またそれには住民の意見を大きく拾って協働のま

ちづくりに生かすということで、あそこの提言をさ

れていらっしゃいます。 

 このことについて、その組織の改革云々というこ

とも含めて、その実の担当の部分と、そのお金を出

す担当の部分のギャップをどのように解消していく

のかお聞かせください。 
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○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ５番金子議員の御質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 今、担当課長のほうから申し上げましたように、

１９年の開設以来、なかなか実が上がらないという

ようなこともありました。そういう点につきまして

は、このたびのワークショップを通じまして、施設

のありようについて種々御意見をいただきましたの

で、それに沿いべく町長も決断したところでござい

ますが、いかんせん今、議員のほうから申し上げら

れますように、行政内部の連携につきましてもなか

なか我々も言いにくい役目はありますが、いずれに

しても課を超えた連携が十分でないのも事実でござ

いますので、これらにつきましては私どももこの施

設機能が十分果たされるような、実行が上がるよう

な、そういう方向でしっかり連携して取り組んでま

いりたいと思いますし、いずれにしましてもこの施

設につきましては今まで御説明申し上げていますよ

うに、地域の方々から大きな期待も寄せられていま

すし、私どもも公共施設としての機能はありますが

、その場を生かして広域につながるようなことも当

然、戦略として持っていますので、そういうことが

十分、実行上がるように人の取り込み、それから関

係団体とのそういう連携については、今までに経験

のないような議論もしながら、そのハードルを越え

るような、そういう取り組みをすることで、いずれ

にしましても施設機能の実行上がるような対応をし

てまいることが町長としての、この機能不全になっ

ていることをしっかり果たそうという思いでもござ

いますので、そういうことに意を用いて実行上げて

いきたいという、これが町のスタンスでございます

ので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ２ページの見晴台公園の改

修事業の繰越明許費のところでございます。 

 ３回のワークショップを経て、住民の声を取り込

むと、こういう見直し案になるということで５点の

改修案が示されました。 

 この中で、２点目のこの展望台の丘の存置という

ところに、一部ちょっと不安要素が残っておりまし

て、一部除伐するという、ここの項目でございます

けれども、ここのところはクリアできるのかどうか

、そしてこの案で実施できるのかどうか、ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員の見

晴台公園に関する見直し内容のうちの１点について

の御質問にお答えをいたします。 

 この展望の丘の存置につきましては、３回開いた

ワークショップの中で、皆さんのいろいろな多方面

な意見をそれぞれの分野として整理したうちの一つ

になっています。この展望の丘については現在、上

に林が残っておりまして、３０本程度の木が生えて

おります。これは、古くから実生で自然に生えた木

が現在まで残っている木でございますけれども、こ

の木の中には既に雷が落ちたのか、それとも厳しい

寒さでひび割れしたのか、凍裂と形で縦に裂け目が

入った木とか、あとはナラ茸類、これは木を腐らせ

る菌類ですけれども、菌が入っている部分、枝の一

部が枯れて風が吹くたびにぽろぽろ、ぽきぽきと折

れて下に落下するというような状況が見受けられて

おります。 

 これらの木の状況については、樹木を観察できる

専門家の方にもちょっと御意見をお伺いしたところ

、枯損が進行しているものがあるので、中には風が

吹けば倒れて危険なものが混じっていると、これら

の意見も受けまして、基本的な形としては丘を存置

して現在のまま残すつもりですけれども、この丘の

活用として眺望点、山を眺める、周辺の風景を眺め

るポイントとして、ここに上るための階段、それか

らスロープを現在の計画では３方向からつけること

になっております。 

 当然、人がそこの林の中に上がることになります

ので、その場合、上から風が吹いて落ちてきた木が

体に当たってけがをしたりという心配がある部分に

ついては除伐、切って除くということを考えてござ

います。 

 現時点では、急な道ですので、特別元気な方以外

はあそこに上れませんので、現時点までは特段の手

をつけてはこなかったのですけれども、ワークショ

ップの中であそこに上れるようにして、ぜひそのメ

リットを生かしたほうがいいという意見が出ました

ので、それに対応するものとして今回の見直し計画

となってございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。ほかに。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 見晴台公園の改修で、繰越

明許費という形の補正予算が載っております。 

 そこでお伺いしたいのですが、この地域における

情報案内施設が設置されたのが１９年からという形

になっておりますが、こういう中で地域の人たちの

設置時点での合意から始まって、また今回、改修す

るという形の合意の中で、住民の意見がなかなかや

はり取り入れられなかったというのが大きな問題に

なっております。 

 ワークショップ等においては、そういった問題も

踏まえて改善するというような言葉も述べられてお
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りますが、改めて私、原点に立ち返って、やはりも

う一度これは予算は未執行という形の中で、繰越明

許は辞めるべきだという私はこの立場です。 

 なぜそういうのかというと、果たしてこれが設置

されたからといって、根本的にその町の観光客の入

り込み数が何倍もふえる可能性があるのかという点

で、非常に疑問だという点であります。であるなら

ば、現状のまま推移しながら今後でき上がる観光振

興計画とあわせながら、魅力ある観光をどうつくっ

ていくのかという、この立場に立った根本的な論議

を積み重ねる必要があると思いますが、この点お伺

いいたします。 

 もう一つは地域の方がよく述べられている、この

駐車帯があることによって、夏、冬問わず、やはり

大型のトレーラー等、乗用車から含めてなのですが

駐車することによる騒音問題があります。 

 今回のこのワークショップの結果を踏まえて、そ

れを軽減するという形の中で駐車帯、あるいは道路

において、民家側においては樹木を植栽してその騒

音を避けるという、そういう形の表現がされており

ます。 

 しかし、根本的には仮にその樹木を植栽しても変

わるものではないというふうに私は考えていますが

、この点どのようにお考えなのか、それとあわせて

本来であれば騒音等の問題があるということであり

ますから、環境アセスメントを行って、やはり住民

の疑問に答えるべきだと思いますが、この点、騒音

、あるいはそういった風等の問題について、環境ア

セスメント等は実施されたのかどうなのか、この点

お伺いいたします。 

 協働の町ということであって、よく町では使われ

ます。協働の町という言葉を使う前提は、お互いの

信頼関係が成り立って初めて、その協働の町という

言葉が生かされます。 

 しかし、今回の場合はどちらかが片方、住民側が

そういう疑問を持って言っているにもかかわらず、

引き続きこういうワークショップを開きながら結局

、何をやったかというと繰越明許という形の中で工

事を進めるという、そういう形をとっているという

ところに私は大きな問題があるというふうに考えて

おります。 

 そういう意味では、今回の一連のこの論議を深め

て見た内容等においても、数々の課題が残ると考え

ております。仮に、この報告書で書かれているよう

に、道の中期的な検討課題としてはワークショップ

で参加したグループの皆さんが述べられた、これも

貴重な意見だと私、否定するものではありませんが

、国道トイレにおける駐車帯の抜本的な改修の問題

という点で、これは開発局等において改善しなけれ

ばならない中期的な課題という形でありますが、し

かし北海道開発局においては、これを簡単に直すと

いうような話にもなりません。当然、１回、１９年

度あたりからつくられた形の中で、費用対効果でそ

う簡単にこれを見直すという形にはならないと思い

ますが、そういった疑問等については今後どのよう

に対処されるのか、この点についてもお伺いしたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の見

晴台に関する３点ほどの御意見にお答えしたいと思

っています。 

 まず、振興計画がこの今回、提出された住民側か

らの意見書の中にも振興計画の中にきちっと位置づ

けて運用してください、運用すべきだという意見を

ちょうだいしています。 

 この振興計画自体がいかがな形になっていくのか

ということで、まずちょっと若干の説明しなければ

ならないかと思いますけれども、これらは各施設が

いかに民間の施設も含めて有機的に結合していくか

というような要素がソフト的に書かれるものと予想

しているところですけれども、この中で各施設が現

在の持っている機能がきちっと発揮されて、初めて

計画の中に組み込まれていくという性格を持ってご

ざいます。 

 兼ねてから説明しておりますとおり、現在の施設

が当初求めた多くの人たちが立ち寄ってきていただ

いているかという点、過去４年間の指定管理者側か

ら利用状況を報告いただいておりますけれども、１

日当たり５０人から６０人、情報ステーションにお

いでいただいている、この数字が私は決して多いも

のとは思っておりません。少なくても、情報ステー

ションの機能の一面から見るだけでも、ぜひ１日１

００人、２００人の方が立ち寄って、上富良野町に

関する情報提供できるパンフレットなり、リーフレ

ット、そして食べ物を、買い物できる場所を御案内

できたらなと、そういう条件整備が私どもの部署の

仕事かなと思っております。 

 それを運用、活用されるのは観光事業側が中心と

なります。観光協会、そしてまた商工会の方がいか

に情報ステーションを活用して、自分の商売、地域

の町内会の発展に役立てていくかということに活用

していただくのが役割だと思っています。 

 このようなことから、１日も早く現在、機能不全

を起こしているものについては、今期の観光シーズ

ンが５月から６月、５月末ぐらいから徐々に入り込

みが始まると思いますけれども、今期のうちに手を

かけたいと思っております。 

 なお、この際に国の管理する国道用地が若干この
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活用に絡んでまいりまして、その活用については管

理する北海道開発局の旭川開発建設部のほうと事前

に打ち合わせを行いました。この中で、効果がどれ

だけ出るかわからない部分に余り大きな手をかける

べきではないというような助言もいただきました。 

 なお、町民の意見からも大きな声でさまざまな提

案が出てきております。これらを受けての今回、で

きるものについてはすぐ改善したいという、そうい

う趣旨で住民の方々に御迷惑をずっとかけてきた騒

音、そして風の点についての対策を講じるもので、

その中でアセスメント、いわゆる環境評価調査を行

うかどうかという点を御質問ですけれども、実はこ

のアセスメントにつきましては、非常にいろいろな

シチュエーションがありまして難しい面がございま

す。できる範囲でノウハウをお持ちの開発局側に御

相談申し上げて、その事前の周知、効果、被害状況

、数値化できるものかどうか早々に相談を図りたい

と思っております。 

 あともう１点、国道の現在、駐車帯、それから駐

車帯に布設している展望駐車場、それからトイレ、

この三つの施設については、国が管理する施設とな

ってございます。住民のこの間の検討会の中では、

これらの形状、それから配置も含めてになりますけ

れども、なかなか使いにくい状況にあるということ

で、改善のプランが幾つか出ております。 

 これは、旭川開発建設部のほうにも現時点でこう

いう住民からの意見が出ていますということでお知

らせしておりますけれども、これらの改善に手をつ

けるかどうかについては、今回、行う情報ステーシ

ョンの仮の移設、その評価を行う社会実験としての

位置づけで、その結果を受けて今後の対応が決まる

でしょう、町側としては今後も車の走り方が一方通

行であると同時に、道道側から進入禁止になってい

るという、非常に使い勝手の悪い面もありますので

、そこら辺を含めて要望を継続してまいりたいと思

っています。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 環境アセスについて、私、

やはりこういう工事等が始まる以前に当然、行われ

てしかるべきであって、そこの手順自体が間違って

いるという言わざるを得ません。この点、もう一度

認められるのか、そういうふうに感じておられるの

かお伺いいたします。 

 もう一つは、もしも観光計画に沿ってワークショ

ップで出されて、多くの方々の意見をまとめて、あ

る程度、観光ことしの計画に基づいて、振興計画の

中に一定程度盛り込みたいということであれば、せ

めてその今回、ごり押しという形ではなくて、繰越

明許でなくて、せめて予算を未執行にして白紙に戻

して１年間あけましょうと、その中でもう一度協議

しましょうという余裕があってもいいと思うのです

が、今回はそれが全く見られません。 

 昨年から私は何回も言っておりますが、こういう

住民とのかかわりの中で、住民の皆さん方が納得い

かないということであれば、そういった余裕も含め

てもう一度予算も白紙に戻して、改めて原点に立ち

止まって、やはりそのここの開発のあり方を見直す

べきだということを主張してきましたが、なかなか

そういった部分は取り入れようとしませんが、なぜ

繰越明許までして着手しようというのか、私わかり

ません。 

 答弁の中では、これからの観光開発や入り込み数

にふやすための努力をすると、その一環でこういう

予算を前から要望もあったので計上したいというの

ですが、しかしやはり何といってそこの地域に住ん

でいる人たちの意見を聞くということを前提にしな

いで、これは迎合でも何でもありません。住民がこ

の中で住んでいる以上、そういったやはり対話を重

ねながらこの問題や課題を共有しながら進めるとい

うことは、町も言っているわけですから、この点の

姿勢が全く見られないという点で非常に私、残念で

あります。 

 こういった予算をもう一度、取り消すべきだと思

います。これらの点について、町長どのようにお考

えなのかお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ４番米沢議員の御質問に

私のほうからお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 この見晴台公園の関係については、いろいろと課

題等があるというようなことを前提で９月に１５０

万円の予算を追加しまして、この間、ワークショッ

プ等でいろいろと御意見をいただきながら、そのあ

るべき方向、あるべき姿を探ってまいりました。 

 そういう姿を今回、２３年度の当初予算でお認め

いただいた、この機能不全を改善するということに

つなげてございますので、私ども行政当局としては

、そういう議員の皆さんにお認めいただいた、そう

いう方向で本来のあるべき姿、本来の行政目的を果

たしたいということが町の考え方でございますので

、それにどういう手続きをこの時期にとればいいか

については、御提案のとおりでございますので、そ

の点ひとつ御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 町長答えられないというこ

とで、まことに恥ずかしい話です。私は町長にどう

なのだということを聞いているのです、考え方。そ
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れについて副町長がわざわざ出てきて答えるという

のは、全くもってもってのほかです。町長の見解と

してどうなのだと、町民の皆さんも聞いているわけ

ですから、ここで町長がどういうふうに感じている

のかということをはっきり述べてください。環境ア

セスもない、そういう手順も逆だという状況の中で

、ワークショップの中にも掲げられておりますが、

カタクリの花を植えて、その自然を生かして蝦夷山

桜植えて、自然を生かしたほうがいいのではないか

と。今、この上富良野の雄大な各種のアンケートを

見てもこの自然を生かした町をやってほしいという

ことで言っているわけですから、そういう生かし方

をしながら、やはり見晴台を生かすというのも一つ

です。そういう工夫をしながら、住民との対話を重

ねて、それではもう１年、余裕を見て進めましょう

かというところをなぜできないのかという点で疑問

ですし、また今回のこの予算のつけ方というのは問

題だと思いますが、町長、この点についてお伺いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問に私のほ

うからお答えさせていただきます。 

 昨年の今ごろから計画を持たさせていただきまし

て、その実施に向けて取り組んできたところでござ

います。 

 その間、先ほどからいろいろ御説明申し上げてき

たような経過をたどってきていることは、御案内の

とおりでございます。 

 そういう中で、最大限、私といたしましては町の

諸般の経済活動、あるいはそういったことから起因

する雇用、さまざまな部分を総合的に判断し、しか

もやはりこれは住民の皆さん方が思いを共有するこ

とからスタートしなければならないということで、

今日まで時間を費やしてきたことになるわけでござ

います。 

 そういう中で、議員から御質問にありました住民

の皆さん方としっかりとその認識を共有することは

、議員の御質問の中にリセットするべきではないか

というような趣旨の御意見もございましたが、私は

そういう真摯に住民の皆さん方と向き合って、そし

て思いを共有する、そういうプロセスもしっかりと

らさせてきていただいたというふうに考えておりま

す。 

 これは、本当に上富良野町民が一つの方向に民主

的に向かった一つの大きな成果だというふうに理解

しておりまして、２４年度に向けてしっかりとこれ

を果たしていくことが多くの町民の皆さんが望まれ

ている、待たれていることだというふうに確信して

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 一つ、先ほど同僚議員の質

問の関係で、環境アセスメントの関係で先ほど全員

協議会の中で私申し上げましたけれども、一応、開

発局と協議をすると、そうすると開発局の持つデー

タが当然あるのです。それをもとにして、対象にし

て比較、検討するというようなことをぜひやってい

ただきたいのが１点。 

 それから、もう一つは展望の丘に３０本ほどの樹

木があるということで、そのうち１０本ほどは枯れ

たり、折れたりというようなことがあるということ

ですけれども、あの展望の丘に木があることが一つ

の大きなシンボルになっています。 

 したがって、１０本ほど切るということであれば

、その後の補植の関係をあの展望の丘にまたその樹

木をひとつ維持していくというような関係で、それ

らのものが、考え方がないかどうかということが２

点目。 

 それから、３点目は昨年の３月に８９７万５,００

０円、予算を通し、そして昨年の９月に一応、これ

らの調査設計で１５０万しました。そのときの文書

の中身は、調査設計は９月下旬から２４年２月中旬

まで行うと、それから施工期間は２４年３月から２

４年６月まで行うと、そしてその中で平成２４年度

の行楽シーズンにはもう供用ができると、その中の

工事費の関係で３月定例議会に補正し、３月契約、

発注による繰越明許事業とする方法、または平成２

４年度当初予算に送るとともに、平成２３年、２４

年度の債務負担行為ということで、どちらかでやる

ということで言っております。 

 私は、３回のワークショップに参加しました。そ

の中で、今回の事業費の中に多く反映されているし

、それからもう一つは地域的な要素で、観光振興計

画の中で包含してやらなければならないということ

もなっておりますので、とりあえず私は今、補正で

繰越明許ということで８５７万８,０００円の中で

やっていくということで、進めていくべきだという

考え方を持っております。 

 したがって、切る木もやはり地域住民の皆さん方

とも、結局あそこに見える木があったのにどうなの

だということも言われますので、できれば立ち会い

といったらおかしいですけれども、こういう状況だ

から切るのですよということをあわせて理解をして

もらったほうが、ワークショップ、それから地域の

皆さん方、いろいろな意見の反映ができると思いま

すので、その点お聞きをしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ７番中村議員の御
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質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の開発局との調整の関係ですけれど

も、当然に開発局につきましては、道路の通行車両

とかいろいろなデータをお持ちだとは思います。た

だ、上富良野町ポイントをお持ちかどうかわかりま

せんけれども、そのお互いといいますか、向こうが

データすべて持っている状況だと思いますので、活

用した上で影響度、植林の前後で推しはかってその

効果を見てみたいとは思っております。 

 二つ目の危険樹木の除伐の後の補植についてです

けれども、議員御承知のとおり、あそこの林につい

ては過去、何年か、もと畑だったのですけれども、

今、切り土になっているバイパスのところがずっと

向こう側まで対岸までつながった大きな林の中とし

て、実生で生えた木だと聞いております。過去の航

空写真なんかを見ても、そういうようにあそこ一帯

が実生の林であると、植林されたものではないよう

だということで考えております。 

 そのため、切った後にする補植の樹種が果たして

大きなものは大きい、かなり大きい木ですので、日

陰で育てられるものがあるかどうか、そこら辺も研

究して補植の方法も考えたいとは思っております。 

 ただ、あそこの地点、地域の方もおっしゃるとお

り、風が強いというものもありますので、植樹でき

る木がごく限られるという点はありまして、果たし

て植林効果がどれだけ出るかというのは図りながら

、そういう手法も検討したいと思っております。 

 住民に対する立ち会いの確認につきましては、恐

らく地元の人たちは大分見ていると思いますけれど

も、その機会はぜひ持って合意を必要とする案件と

は思っておりませんけれども、確認をしてもらって

納得はいただかなければならないかなと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 補植をするということです

と、樹種は限られるということですけれども、ただ

私、年々あれしていくと、今３０本が１０本切った

ら２０本しか残らない、そしてまた年々切るような

状況が出てくる可能性があるので、その展望の丘の

樹木というのは非常に景観的にもシンボル的になっ

ているので、できればそういうことも視野に入れて

補植を、樹種は限定されるとは言いますけれども、

十分な配慮をお願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第３５号を起立によ

り採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎町 長 あ い さ つ             

○議長（西村昭教君） ここで、本年最初の定例会

でありますので、町長からごあいさつをいただきた

いと思います。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、第１回定例会の終了に当たりまして、一言お

礼のごあいさつを申し述べさせていただきたいと存

じます。 

 ３月８日から始まりました、平成２４年第１回定

例会、本日１９日目を迎え、最終日を迎えさせてい

ただいたところでございます。 

 この間、さまざまな御意見をいただいたり、ある

いは予算委員会を通じてさまざまな皆さん方と御議

論をさせていただいた経過にございます。 

 皆さん方が町を思う気持ちが私のほうにしっかり

と伝わってきたところでございます。私も、町を、

行政を預かる立場として、それら皆さん方の声をし

っかりと受けとめ、そして予算委員会等通じていた

だいた御意見等を常に胸に置きながら、上富良野町

民がこれからも活力を取り戻し、しかも安心・安全

で暮らせる、そういうまちづくりに一層意を用いな

ければならないなということで思いを新たにしたと

ころでございます。 

 今後、今まで同様、皆さん方から御意見、御指導

賜りながら、町政推進を進めてまいりたいと思いま

すので、何とぞよろしくお願い申し上げ、さらにこ

の第１回定例会、大変御協力、御理解をいただきま

したことを改めて感謝申し上げまして、ごあいさつ

とさせていただきたいと思います。 

 大変、長い間ありがとうございました。 

────────────────── 

◎議 長 あ い さ つ             

○議長（西村昭教君） 私のほうからも一言お礼を

申し上げたいと思います。 

 第１回定例会ということで、平成２４年度の全予

算がいろいろな意見をいただきながら無事議決いた

だきましたことに、大変厚く御礼申し上げる次第で

あります。あわせて、副議長にはその労をとって大

変な御苦労をされたことに、心からお礼を申し上げ

たいと思います。 

 私も議会活動長いのですが、このように延長にな

ったのは初めての経験でございまして、なぜこうい
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う状況になったのかなと、いろいろ自分なりに考え

ていたところでありますけれども、やはりもっとも

っと理事者側と議会との議論の場が足りなかったの

かなというような気がするところであります。 

 いろいろな意見を、いろいろな考え方を持ちなが

ら、なかなか理事者は一生懸命考えて通してくるわ

けでありますけれども、そこに議会の意見をしっか

りと反映するためには、やはり議会もしっかりとし

た考え方を持っていかなければならないのかなと思

ったところであります。 

 いよいよ２４年度の予算もスタートするわけであ

りますが、車の両輪として町と議会とがいよいよス

タートするわけでありますけれども、この両輪の軸

を動かしているのは１本の軸であります。お互いに

一つになってまちづくりの発展のために、それぞれ

の立場で御尽力をいただければありがたいかなと思

います。 

 ２４年度も、もう４月１日がすぐ間もなく始まろ

うとしておりますけれども、どうぞ１年皆様方、鋭

意一生懸命まちづくりに取り組んでいただきますこ

とをお願い、御期待申し上げますとともに、町長初

め職員の皆様方もまたえりを正して一生懸命、まち

づくり発展のために御尽力をいただきたいと思いま

す。 

 本当に、この３月の定例議会につきましては大変

、御苦労さまでございました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） これにて、平成２４年第１

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 ０時０３分 散会 
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